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'
は じめ に

自然環境保 全基礎調査は昭和48年 度 よ り、わが国における自然環境の現況及び改変状

況を把握す るため環境庁が自然環境保全法に基づ き行 っているものである。本調査 は陸域、

陸水域、海域 を含む国土全体を対象 としている。

沿岸域 は、多様な生物 が生息 し、生物多様性 の保全上重要な部分であるが、埋立等の人

間活動による影響が大きいところで もある。沿岸域 における人間と自然 との共生 を実現す

るためには、沿岸域 の自然環境の把握が不可欠である。

沿岸域 に関す る調査は第1回 自然環境保全基礎調査 における海域 自然度か ら始ま り、第

5回 自然環境保全基礎調査 における海辺調査まで、海岸の改変状況や干潟 ・藻場 ・サンゴ

礁の分布状況 の把握 を主に行 ってきた。

わが国では平成8年7月 に 「国連海洋法条約」が発効 したが、同条約 では海洋環境の保

全 に関 して、従来か らの海洋汚染の防止のみな らず、海洋生態 系 ・海洋生物の保全の推進

を規定 してお り、わが国と しても積極的に取 り組む こ とが求め られている。

このため、わが国沿岸域の生物学的知見の一層の集積 を図るため、平成9年 度か ら従来

の海域 に係わる自然環境保全基礎調査を拡充 し、海域 自然環境保全基礎調査を開始す るこ

ととなった。

本報告書は、 この うちわが国の干潟、藻場、サンゴ礁 を生物の生息域 として評価す るた

めの調査手法の確立 を目的 とした重要沿岸域生物調査の うち、干潟 については全国調査に

必要な調査手法の確立を目的 とした現地調査お よび総合解析 ・とりまとめ、藻場 ・サ ンゴ

礁については現地調査の一連の業務 を行 った結果 についてとりまとめたものである。

本調査は環境庁から財団法人海 中公園セ ンターが請負 い、実施 した ものである。

平成12(2000)年3月

環境庁 自然保護局
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1.重 要沿岸域 生物調 査 について
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1.目 的

日本全国の干潟 ・藻場 ・サ ンゴ礁の生物学的な類型区分等を目指 し、

①全国の代表的な干潟 ・藻場 ・サ ンゴ礁 を対象 に、生物群集 に関す る基礎的デー

タを集積す るとともに、各域の生物学的な類型区分等について検討する。

②全国調査に必要 な簡便な調査項 目 ・手法(都 道府県委託レベル)の確立を目指す。

ことを目的 とす る。

2.調 査 内容

重要沿岸域生物調査は、以下の3つ の調査か ら構成 され る(図1)。

① 干潟生物調査

② サンゴ群集生物調査

③ 藻場生物調査

3.調 査対象地域

日本沿岸 の代表的な干潟 ・サ ンゴ礁 ・藻場

4.調 査期 間

平成9年 度～13年 度

5.調 査実施者

民間調査団体 により調査を実施。

6.進 行

平成11年 度は、藻場、サ ンゴ礁 における生物相等にっいて、現地調査 を実施 した。

干潟については現地調査、総合解析 ・とりまとめを実施 した(図2)。
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干潟生物団査

サンゴ群集

生物調査

藻場生物調査

平成9年 度 平成10年 度 平成11年 度 平成12年 度 平成13年 度

レビュー

↓
干潟生物調査手缶試案の作成

↓
現地予備調査

↓
干潟生物調査手法案の作成

代表的干潟生物調査
・現地調査

・資料函査

代表的干潟生物調査
・現地調査

・資料調査

・解析.評 価
・とりまとめ

レピュー

1
サンゴ群集生物調査手法試案

の作成

ユ

現地予備団査
1

サンゴ群集生物顔査手法案

の作成

代表的サンゴ群集

生物調査
・現地調査
・資料調査

代表的サンゴ群集

生物調査
・現地調査

・資料調査

・解析、評価
・とりま とめ

レビュー
ε

藻場生物訓査手法試案の作成
二

硯地予備調査
1

藻場生物訓査手法案の作成

代表的藻場生物調査
・現地調査

・資料調査

代表的藻場生物調査
・現地調査

・資料調査

・解析.評 価

・とりまとめ

図1 重要沿岸域生物調査 全体予定フロー図

(干潟生物調査) (サ ンゴ群集生物

調査)

(藻場生物 調査)

レ ビ ュー レ ビ ュー レビ ュー

分科会

干潟生物調査手法
試案の作成

サンゴ群集生物調
査手法試案の作成

現 地予備 調査(H9)

藻場生物調査手法
試案の作成

現地予備調査(H9) 現地 予 調査(HlO)

集計 ・解析 集 計 ・解析 集 言 ・解析

干潟生物調査手法
案の作成

サンゴ 集生物調
査手法案の作成

分科会

藻場生物調査手法
案の作成

平成10,ll年 度現

地調査

平 成10,ll年 度現

地 調査

平成11,12年 度現

地 調査

総 合 解析 ・と りま

とめ(Hll)

総 合 解析 ・と りま

と め(Hl2)

総合解析 ・と りま

とめ(Hl3)

報告書作成

図2重 要沿岸域生物調査 作業 フロー
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7.自 然環境保全基礎調査検討会

重要沿岸域生物分科会検討員等名簿

(1)検 討員

秋山 章男

内田 紘臣

尾崎 清明

菊池 泰二

寺脇 利信

西平 守孝

横濱 康継

東邦大学理学部教授

串本海中公園センター取締役学芸部長

(財)山階鳥類研究所標識研究室長

九州ルーテル学院大学教授

水産庁南西海区水産研究所藻類研究増殖研究室長

東北大学理学部教授

筑波大学生物科学系教授

(2)現 地調査担 当

i)干 潟

上野 信平

内田 紘臣

宇井 晋介

小寺 昌彦

酒井 勝司

篠宮 幸子

(株)東 京久栄

東海大学海洋学部教授

海中公園センター錆浦研究所所長代理

海中公園センター錆浦研究所研究員

海中公園センター錆浦研究所研究員

四国大学教授

四国大学助手

ii)藻場

今野 敏徳

月舘真理雄

藤原 秀一

木村 匡

東京水産大学助教授

(株)水棲生物研究所代表

海中公園センター主任研究員

海中公園センター研究員

iii)サ ンゴ礁

御前 洋

木村 匡

(株)串 本海中公園セ ンター次長

海中公 園セ ンター研 究員
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II干 潟 生物調 査
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1.は じめ に

平成9年 度 に策定 された干潟生物調査手法(案)に 基づき平成11年 度 は愛知県汐川干

潟、和歌 山県和歌川河 口干潟、山口県千鳥浜一木屋川河 口、徳 島県吉野川河 口干潟および

大分県 自見川河 口干潟の5干 潟の調査を行 った。以下にその結果 を述べる。

2.愛 知 県 汐 川 干 潟

(1)調 査期間

現地調査 を1999年10月21、22日 、11月23日 の大潮時 に実施 した。

(2)調 査場所

図3に 示す愛知県三河湾東部 に位置する田原湾奥の汐川干潟である。規模 は中干潟

(280ha)で ある。
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(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形的特徴の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査

a.底 質の酸化層の厚 さ

b.マ クロベ ン トス

iii)鳥 類観察調査

(4)調 査方法

i)定 性調査(目 視観察)

以下に示す干潟の様 々な特徴の平面的分布状況 を、 目視観察に より定性的に把握 し

た。調査に 当っては現地の状況 に応 じた任意のルー トを適宜選定 し、双眼鏡を用いて

できるだけ広範囲に観察を行った。任意のルー トの選定に際 しては、 中干潟(100～30

0ha)と して次の点に留意 し実施 した。調査範囲の干潟 の最上部(陸 側)か ら最下部(海

側)に 向かって斜め方向に横切 ることを原則 とし、濡筋や潮溜ま り、凸地等の地形状

況を充分チェ ックできるよ うなジグザグ状のルー トを設定 した(図4)。
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a.底 質分布

干潟において底質の種類(砂 、泥 、砂泥、礫 、転石等)が どのよ うな状況で分布

しているかを 目視観察 した。

b.臭 気

各底質区の任意の複数の点 において臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))を 適宜

観察 した。

c.地 形 的特徴の観察

干潟にお ける流入河川 の流路、濡筋、潮溜 ま り、凸地な どの微地形的特徴お よび

満潮時 ・干潮時の汀線 の位置な どを 目視観察によって確 定 し、地形を把握 した。

干潟後背地については潮間帯上部 か ら陸側100mの 範囲内で植物群落 の分布状況

を観察 した。

d.生 物の分布 ・出現状況

干潟全域について表在性生物 の水平分布状況 を目視観察 し、海草 ・藻類 が分布す

る場合 は種毎の被度(1m×1m方 形枠内)を 記録、撮影 を実施 した。打ち上げ ら

れた海草 ・藻類 についてはその状況(種 類、位置、形状)も 記録 した。

補完的な情報 として、動物の巣穴や糞塊 ・排出土の分布密度(1地 点当た り50cm

x50cm方 形枠 を4ヶ 所)も 適宜、撮影 し、なお、巣穴や糞塊 ・排出土の形状に よっ

て種 の推定が可能な もの については種名を記録 した。但 し、小 さな巣穴の場合は甲

殻類 のニホ ンスナモグ リに よるものか、多毛類 のゴカイ科に よるものかをスコップ

で掘 って確認 した。

ii)定 量調査

汐川干潟 は全域の底質や出現生物、地形等の観察か ら、3タ イプに区分 され、現状

は小干潟の集合 した干潟 と判 断された。そのためタイプ別の調査 を実施 した。調査で

はタイ プ別 に干潟の最上部か ら最下部 に向かってジグザグ状のル ー トを設定 し、調査

した。図5に 示す ように陸か ら沖方向に調査範囲を斜 めに横切 るジグザ グ状のルー ト

に沿って、高潮帯で3点 、中潮帯で4点 、低潮帯で3点 の計10地 点において以下に記

す底生生物(マ クロベ ン トス)の 定量分析 のための試料 を採集 した。

a.底 質の酸化層の深 さと厚 さ

図5に 示す(高 潮 帯3点,中 潮帯4点,低 潮帯3点)10地 点において、 口径50mm程 度

の透明なパイプを干潟基底に打ち込んで底質の コアーサンプル を採取 し、還元層ま

での深 さ(表 面か らの距離)お よび厚 さを測定 した。

b.マ ク ロベ ン トス

図5に 示す(高 潮 帯3点,中 潮 帯4点,低 潮 帯3点)10地 点 にお い て、25cm×25cm×

15cmの 方 形箱 を用 い て深 さ15cmま で の底 質 を、1地 点 当た り4枠(合 計50cm×50cm

x15cm)採 取 し、 なお 、15cm以 深 の底 質 中に 大型 多 毛類 の 生 息 が認 め られ た場合 は

更 に30cmの 深 さま で の底 質 を採 取 した。
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採取 した底質は1㎜ メッシュのフルイ を用 いて底質中の生物をふ るい分け、10%

中性 ホル マ リン海水 で固定 し、実験室 に持ち帰って種 の同定、計数、湿重量の計測

を行 った。

また、10地 点以外 の任意の調査ル ー ト周辺の潮間帯上中下のそれぞれ に5地 点、

計15地 点 において(調 査地点Aは 、それ ぞれ1地 点、計3地 点)同 様の要領で底生

生物の試料を採取 し、現地にて1㎜ メッシュのフルイを用いて底質 中の生物をふ る

い分け、10%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、現地に仮設 した実験室で分類群別の出

現総個体数 と総湿重量を測定 した。

なお地点番号は測点,潮 間帯の位置(1,2,30r上,中,下),地 点番号,方 形枠番号の

順 とした.す なわち,A123は 測点Aの 潮 間帯上部,2番 目の地点,方 形枠番号3番 を

意 味す る.

iii)鳥 類調査

鳥類調査は、環境庁野生生物課で実施 してい る 「シギ ・チ ドリ定点調査」の既存資

料 を整理 した。

(5)調 査結果

汐川干潟は 田原湾の砂泥質の河 口干潟で面積は約280haで ある.干 潟 の周囲はすべて

護岸 されてお り,規 模的には中干潟に分類 され る.み お筋では釣 り,海 側では潮干狩 も行

なわれているが,護 岸の堤防のため干潟に下 りられ る地点は少な く,人 数はまば らであっ

た.

i)定 性調査

① 干潟の底質 と地形の概要(図6)

汐川干潟は 田原湾の砂 泥質の河 口干潟 で面積 は約280haで あ り、干潟の周囲は全て

護岸 されている。汐川干潟 の底質は大 きく砂質、砂泥質、軟泥質の3タ イ プに区分 さ

れ る。 また勾配は緩やかであ り全体的に平坦である。瑠 ミ河港大橋
[=コ 砂質域

llll`ヒグヨシ群落(砂泥域)

醗 劉 砂泥域
'■ 軟泥域
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薫
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I

図6干 潟微地形図
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② 生物分布(図7)

全 ての地点で ウミニナ、ホ ソウミニナ、ヘナタ リガイが多 く出現する。 アサ リは砂

泥底 と砂質底の低潮帯、軟泥底の中潮、低潮帯で出現す る。

煽 ミ河港大橋 [圧Eウ ミニナ,ヘ ナタリガイ

囮 アサリ,ウミニナ,;ヘナタリガイ

匹]ヨ シ群落

田原湾

.・9、

ウナギ養殖場

　

05001000一
図7干 潟生物分布図(主 要種)

③ 底質 と生物の分布

a.調 査地点A(図8)

調査地点Aは 汐川の河 口付近の地点であ り、満潮 時には完全に水没 し、干潮時には

岸か ら約170mま で干出す る。底質は軟泥質で歩行が困難であ り、カキ殻が散在す る。

酸化層 は0.5～1.2cmと 薄 く、臭気 はすべての地点で硫化水素臭である。小規模 なマ ウ

ン ドが点在 し、海藻類 はアオサ以外ほ とん ど見当たらない。 出現生物はホ ソウミニナ、

ウミニナ、ヘナ タ リガイが個体数 、湿重量 ともに多 く底 質表面 を葡旬す る。またホ トト

ギスガイ、オキシジ ミガイ、アサ リな どの2枚 貝も多 く出現す る。 しか し歩行が困難 で

ある事か ら潮干狩 りを している人数 は少 なく、一般的 な潮干狩 りの場 としては木適で

ある。

b.調 査地点B(図9)

調査地点Bは2つ の河川 、汐川 と蜆川 の河 口に位置す る地点であ り、干潮時 には岸か

ら約420m間 で干 出す る。底質 は岸 付近 と蜆川 の流路付近 を除 けば砂質底で、酸化層は

すべての地点 で約3cmで あ った。 また蜆川 の流路にそ って ヨシ群落が存在 してお り、
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臭気はすべての地点で枯草臭であった。海藻類 はアオサ以外 ほとん ど見当た らず平坦

な砂 質底が広が る。出現生物はホ ソウミニナ、ウミニナ、ヘナタ リガイが個体数、湿重

量 ともに多 く底 質表面 を葡旬す る。また2枚 貝も特に低潮帯でアサ リ、オキシジ ミ、ソ

トオ リガイな どが出現す るが個体数 としては多 くはない。

c.調 査地点C(図10)

調査地点Cは 三河港大橋の側の最 も海 に近い地点であ り、満潮時には完全に水没 し、

干潮 時には岸か ら約100mま で干出する。底質は砂分の多い砂泥質である。酸化層 は

0.5～1.5cmで あるが、臭気は最 も岸側 の地点で硫化水素臭がすることを除けばほ と

ん どの地点でない。海藻類は漂着 したアオサ以外 ほとんど見当らず、平坦な砂泥質が

広が る。 ホソウミニナ、 ウミニナ、ヘナタ リガイな どが個体数、湿重量ともに多 く底

質表層を葡旬す る。潮干狩の場 ともなってお り、アサ リやオキシジ ミなどの二枚貝も

出現す るが個体数 としては多 くない。

④ 底 生生物の成帯構造(図11,12,13)

ライ ンAで は、高潮帯にアオサが多 く繁茂 し、 ウミニナが優 占しているのに対 し、

中潮帯 ・低潮帯ではホ トトギスガイ、アサ リの二枚貝類が優 占す るとい う特長がみ ら

れた。 ゴカイは、高潮帯 ・低潮帯に多 く出現 し、成帯構造は認め られなかった。 ライ

ンBで は、 ウミニナ、ヘナタ リガイの腹足類が、高潮帯で特に優 占するものの、中潮

帯 ・低潮帯まで多 く出現 し、明確 な成帯構造は認め られなかった。アサ リ、ユ ウシオ

ガイの二枚貝類は、個体数 は少なかったが、低潮帯に多 く出現 した。 ゴカイは高潮帯

・中潮帯に多 く出現 した。最 も河川の影響の少 ないライ ンCで は、ウミニナ、ヘナタ

リガイの腹足類の個体数が ライ ンA・Bに 比べて少ない ものの、ゴカイとともに高潮

帯で優 占し、腹足類 はそのまま中潮帯 ・低潮帯で も優 占 していた。
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分類群 種名

底質 礫・砂・矧

距離Om 30m

軟泥

砂 泥

60m 90m 120m

腹足類 ツボミガイ

タマキビガイ

ウミニナ

ホソウミニナ

イボウミニナ

シマヘナタリガイ

ヘナタリガイ

カワアイガイ

アラムシロガイ

二枚貝類 ホトトギスガイ

イタボガキ科

オキシジミガイ

アサリ

ヒナミルガイ

ユウシオガイ

テリザクラガイ

ヒメシラトリガイ

ソトオリガイ

顎脚類

軟甲類

無針類

多毛類

貧毛類

緑藻類

イワフジツボ

シロスジフジツボ

タテジマフジツボ

イシクヨコエビ科

カマキリヨコエビ科

アゴナガヨコエビ科

トゲヨコエビ科

メりタヨコエビ科'

ホンヤドカリ科

イワガニ科

スナガニ科

ミドリヒモムシ

ウロコサシバ

チロリ

シリス科

ゴカイ科

イソメ科

ツブラホコムシ

ミズヒキゴカイ科

オフェリアゴカイ科

ダルマゴカィ

タマシキゴカイ科

フサゴカイ科

イソミミズ

アナアオサ

酸化層

高 潮 帯

(0.5,0.5,0.5cm)

…

!

申潮帯
ロ

(1.0,1.0,1。0,1.Ocm)

1

i

I

I

ヤ

i

ロ

…
↓
!

占
i

ア

:
1

↓

1

i

T

一
1

低 潮 帯

(0.5^'1.Ocm)

図8底 質と生物の分布状況(A)
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分類群

腹足類

二枚貝類

顎脚類

軟甲綱

無針類

多毛類

硬骨魚類

緑藻類

底質

種名 距離

ツボミガイ

タマキビガイ

ウミニナ

ホソウミニナ

イボウミニナ

シマヘナタリガイ

ヘナタリガイ

アラムシロガイ

ホトトギスガイ

ムラサキイガイ

イタボガキ科

オキシジミガイ

アサリ

ユウシオガイ

テリザクラガイ

ヒメシラトりガイ

ソトオリガイ

イワフジツボ

シロフジツボ

シロスジフジツボ

タテジマフジツボ

アゴナガヨコエビ科

メリタヨコエビ科

ハマトビムシ科

コップムシ科

ホンヤドカリ科

マメコブシガニ

イワガニ科

.スナガニ科

ミドリヒモムシ

チロリ

シりス科

ゴカイ科

イソメ科

ホコサキゴカイ科

ミズヒキゴカイ科

オフェリアゴカイ科

ダルマゴカイ

ニッポンフサゴカイ

ハゼ科

アオサ科

酸化層

礫,砂,泥l

Om75m
i

i

半i

150m

噸
砂 泥

225m 300m

高 潮 帯

(3.0,3.0,3.0,3.0,3.O,cm)

弓

i

1
i

i

i

1

i

1

i

i

i

i

1中 潮 帯

1

1

畢

1

1

i

1

(3.0,3.0,3.0,3.0,3.O,cm)

図9底 質と生物の分布状況(B)
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分類群 種名

底質

距離 Om

砂 泥1

50m

砂泥

転 石

lOOm 150m 200m 250m

腹足類 ウミニナ

ホソウミニナ

イボウミニナ

ヘナタリガイ

カワアイガイ

アラムシロガイ

二枚貝類 ホトトギスガイ

イタボガキ科

オキシジミガイ

アサリ

ヒナミルガイ

ユウシオガイ

テリザクラガイ

七メシラトリガイ

ソトオリガイ

顎脚類

軟 甲類

無針類

多毛類

イワフジツボ

シロスジフジツボ

タテジマフジツボ

ドロフジツボ

イシクヨコエビ科

フタハナヨコエピ科

アゴナガヨコエビ科

メリタヨコエビ科

ホンヤ ドカリ科

イワガニ科

スナガニ科

ミドリヒモムシ

シリス科

ゴカイ科

ウミケムシ科

イソメ科

ホコサキゴカイ科

ツブラホコムシ

ミズヒキゴカイ科

タマシキゴカイ科

フサゴカイ科

酸化層

高 潮 帯

(0.5,0.5,1.Ocm)

i

i

1

i

1

i

1

中 潮 帯i

(1.5,1.5,1.5,2.Ocm)

ζ
　

1

1

!

!

!
よ
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t

ヨ
…
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I 低 潮 帯
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図10底 質と生物の分布状況(C)
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図11底 生生物の成帯構造(A)
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ii)定 量調査

① 酸化層の厚 さ(表1)

a.調 査地点A

酸化層は0.5-1.4cmで あ り、潮 間帯の位置に関係 な く薄かった。特に高潮帯の酸

化層 は0.5cmと 最 も薄かった。周期は全ての地点で硫化水素臭が確認 され高潮帯で

特に強かった。

b.調 査地点B

酸化層は全ての地点で約3cmで あ り、臭気 は枯草臭が ヨシ原に近い地点のある高

潮帯付近で特に強い。

c.調 査 地 点C

酸化 層 は0.5-1.5cmで あ り、 中潮帯 が最 も厚 く、 高潮 帯 で0.5c血 と最 も薄 か った。

臭気 は全 ての 地点 で硫 化 水素 臭 が確 認 され 、高潮 帯 で最 も強か っ た。

表1酸 化層の厚さ

(定量測点)

測練

A

B

C

,笥1『

1

0.5

2

0.5

1化

3

0.5

3.013.013.0

0.510.5

1化

1.0

i 2

蹴

1.0 1.0

3

1.0

1化 、

3.03.03.03.0團 ■腫弧 ■騒 麗 ■

1.51.51.51.0■ 唖1【】1■■[璽囮 ■1■■凹1】■

1ヒ 、

童位2cm

-
4■ 圏■■2■■圖■
1・o囲 騒圖囹

一
一

rr
(任意測点) 単 位:cm

測線

A

B

C

局
1

0.5

2

0.5

314

0.510.5

5

0.5

1化 、

3.013.013.013.013.0

0.510.511.0

`化

1.OI1.0

1

1.0

2

1.0

3

1.0

1化

4

1.0

5

1.0

3.013.013.013.013.0

1.OI1.011.OI1.011.0

1化 、

1

0.5^一

i.o

2

0.5^一

i.i

3

0.5^一

1.2

5化

4

0.5～

1.3

5

0.5^一

1.4

3.013.013.013.013.0

1.OI1.OI1.0

`化

1.OI1.0
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② 底 生生 物

a.調 査地 点A(表2,3,4,5、 図14,15)

出現生 物 で個 体 数 が多 い の は地点 全 体 でホ ト トギ スガ イが1218個 体 、 ウ ミニナ が

820個 体 、 アサ リが452個 体 、ヘ ナ タ リガイ が452個 体 の順 で あ った。 質 重 量 にお い

ては オ キ シジ ミが669.8gと 最 も多 く、そ の他 は個 体 数 と同様 の結 果 であ っ た。また 、

潮 間帯 の位 置 別 に 見 る と高潮 帯 で は ウ ミニ ナ 、ヘ ナ タ リガイ な どの腹 足 類 が 出現生

物 の総 個 体数 の65.4-81.3%と 多 く出現 し、 その傾 向 は湿 重 量 で も同様 で あ った。一

方 、 中潮 帯 、 低 潮帯 では 二枚 貝類 で あ るホ トトギス ガイ 、アサ リ、 オ キ シ ジ ミが多

く出現 し、 出現 生物 の総個 体 数 の4.7-90.5%を 占めた。

b.調 査地点B(表6,7,8,9,図14,15)

出現生物で個体数が多いのは地点全体で ウミニナの3812個 体、ヘナタ リガイで

2906個 体であ り、湿重量においても同様であった。潮間帯の位置別 に見て も、全て

の地点で ウミニナ、ヘナタ リガイな どの腹足類が多 く出現 し、その傾向は低潮帯の

最低部を除けば湿重量で も同様 である。その低潮帯の最低部ではアサ リ、ユ ウシオ

ガイな どの二枚 貝類が多 く出現 し始 め、出現生物 の総湿重量の67.9%を 占め、汀腺

に近づ くほど二枚貝が多 くなる傾向が明 らかであった。

c.調 査地 点C(表10,11,12,13、 図14,15)

出現生 物 で個 体 数 が 多 いの は地 点全 体 で ウ ミニナ が856個 体、 ホ ソ ウ ミニナ が822

個 体 、ヘ ナ タ リガ イ が366個 体 の順 で あ った。 湿 重 量 に お いて はイ ボ ウ ミニ ナ 、オ

キ シ ジ ミ、 ウ ミニナ の順 であ った。 また 、潮 間帯 の位 置別 に見 て も全 て の地 点で ウ

ミニナ 、ヘ ナ タ リガ イ な どの腹 足類 が 多 く出現 し、 その傾 向は湿重 量 で も同様 であ

った。 しか し、低 潮 帯 に な るに従 い二枚 貝類 で あ るアサ リ、オ キシ ジ ミが 多 く出現

し始 め 、低 潮 帯 の最 低部 では 出現 生物 の総 個 体数 の49.1%を 占め た。
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表2 底生生物調査結果(定 量A)

単位:体 ・湿重量()ハ.00m2

ツ'・ミ

マ ヒガ
、_、
、 一

亀 鞠 昂'、 ミ
ー

、 ミ ー

シマへ1カ
へ 。ガ

カ ガ
シマメノ ブ ・ガ

アームシロガ
'・ ト スガ
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ア1
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カマ1ヨ コエ ビ ・

フ ハ ヨコエ ・

アゴ ガヨコエビ ・
ト'ヨ コエビ ・

メ8ヨ コエ ビ ・

ハマ ビムシ ・
コツ ム シ ・
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25

15

117

24

71

10

9

3

1

90

s

1

1

4

8

38

4

11

522

12.8
3.7

17.7

23.9

3.0

61.6

66.4

32.6

75

zs

oz

10

36.9

0.3

2.0

3.5

o.o

8.9

s.o

o.o

0.4

287.3
21

4

8.4

0.5

o.o

159.0

1

2
25

1

z

32

1

160

1

19

104

z

s

4

z

z

2

1

28

12

z

s

z

z

z

24

6

z

450

0.3
41.7

os

2.0

37.5

o.e

98.4

12.9

94.8

123.9

2.4

0:7

0.4

4.2

0.2

0.1

o.o

0.6

o.a

o.o

0.2

0.0

o.o

0.0

0.6

o.o

o.o

423.0

27

1

14.7

1.5

z

1

19

1

42

10

637

1

46

174

2

3

15

z

7

14

6

18

8

z

1008

0.7

28。1

07

48.1
覧

4.8

334.6

za

236.2

119.0

12

0.2

1.3

1.4

5.3

1.8

0.2

1.4

10

o.o

793.8

19

z

,
23.6

5.0

114.0

3

21

21

4

9

i

is

6

35

z

5

t

1

1

zo

4

160

zs.a

270
2.0

4.0

o.o

21.5

80.5

57.2

os

1.7

o.a

0.0

o.o

0.2

1.2

221.8

15

3

o.o

o.o

o.o

1252.4

合計

6

29
820
104

46

16

452

3

130

1218

14

213

548

17

120

65

3

180

10

43

zs

zs

12

55

1

z

8

8

1

z

1

29

z

10
z

127

30

ioO

16

8

12

13

z

43

4

z

4578

0.9

4.3

499.0

105.1

27.8

17.7

477.4

4.3

53.1

636.7

83.7

669.8

480.3

曝3.2

19.3

8.6

2.4

137.6

3.2

3.9

z.s

o.s

0.4

0.1

o.o

o.a

os

5.1

z.o

3.0

3.5

o.z

o.o

8.9

o.a

os

1.5

4.2

10

1.0

o.o

0.4

o.o

1.6

tz

o.o

3289.4

46

合計

432.0

2as.a

3.9

3479.1
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表3 底生生物調査結果(任 意A)
単位1個 体 ・湿璽量()/1.OOm2

ツ'・ミ

マ ビガ

ミー

小ソ ミニ
ポ ミニ

シマへ1ガ
へ1ガ

カワア ガ
シマメノ ブ ・ガ

アームシロガ
小 ト スガ

ムーサ ガ

イ ミガ ・

シジミガ
ア1

ヒ ミルガ
ユ シ ガ

デ ザ ーガ
ヒメシート1ガ

ソトオリガイ
ワフジツ,・

ン ロフン、ン'、

シロスジフジツボ
タテジマフジツボ
ドロフジツボ

シ ヨコエビ ・

カマ1ヨ コエビ3

フ ハ ヨコエ ビ ・

アゴ ガヨコエビ ・
ト'ヨ コエ ビ ・

メ1ヨ コエビ ・

ハマトビムシ;
コツプムシ ・

,・ン ヤ ドカ1

'・ン ドカ1

ユ ピ ガ'、ンヤ ドカ1

マメコ シガニ
ワガ ニ ・

フサ ソガニ

ス ガニ ・

ヤマトオサカニ

ミドリヒモ シ
ロコサシバ

チ ロ1

シ■ス ・

ゴカ ・

エ'ゴ カ

ゴカ
ミ ム シ ・
'メ ・

,、コサ ゴ カ

ツブー,、コム シ

ミ ヒ ゴ カ ・

フェ1ゴ カ ・

ルマゴカ
マ シ ゴカ ・

フ ゴ カ ・
二・噛'・ンフサ ゴカ

イソミミ

ハ ・

、

出現種類数

ア ア

人工

死貝

1

23

2

5

31

52

69

6

14

6

1

4

z

20

s

30

273

37.7

2.7

2.4

21.5

189.4

69.5

3.3

1.9

07

12

4.3

■

9.6

z.o

0.2

os

347.0

15

1

o.o

7)0.0は0.1gら 示

z

♪

2

3

3

}

1

20

3

10

6

zzs

73

66

19

19

21

2

5

1

4

z

10

z

10

4

8

4

4

10

16

2

547

3

32.0

2.9

11.9

0.7

126.3

116.1

99.3

20.7

2.1

z.z

os

4.6

0.1

1.1

o.z

o.z

0.2

o.z

0.4

0.8

0.0

o.o

o.a

1.4

os

424.8

25

1

o.o

22s

z

}

2

3

3

3

4

4

1

4

34

13

4

37

zs

427

1

60

〉>o

z

42

4

12

5

13

z

2

86

32
30

945

0.8
56.4

23.9

70

39.6

2.7

295.9

13.5

zs2s

153.4

2.4

4.6

o.a

23.2

0.3

17

0.0

o.a

4,6

2.0
1.6

896.d

21
1

115.4

90.7

o.z

577.2

2

3

z

3

}

3

合計

4

77

16

6

47

36

684

1

185

245

27

75

31

3

21

1

5

n

2

10

z

12

4

8

z

2

4

4

116

56

sz

1765

os

1261

26.8

9.7

51.5

5.8

443.7

13.5

568.4

322.2

26.4

8.6

z.s
2.0

32.1

0.1

0.3

2.8

0.2

0.2

0.2

o.z

o.a

0.8

9.6

0.0

0.0

0.0

6.6

3.6

z.a

1668.2

31

合齢

115.4

90.7

22.8

577.2



表4底 生生物結果集計(定量A)

i

賠

i

、'現

総出現個体数/1m

総出現湿重量/1m

男1固 組(o)

足類

二枚貝類

顎脚類

硬骨魚類

軟甲類

無針類

多毛類

毛類

9.

足類

二枚貝類

顎脚類

硬骨魚類

甲類

無針類

多毛類

毛類

(個)

(%)
(個)

(%)
(個)

(%)
(個体)

(%)
(個)

(%)
(個)

(%)
(個体)

(%)
(個)

(%)
咀(o)

(g)

(%)
(g)

(%)
(a)

(%)
()

(%)
(a)

(%)
()

(%)
(g)

(%)
()

(%)

1司;'市'

1

26

aoo

397.0

564

70.5

128

16.0

2

0.3

25

3.1

23

2.9

60

7.5

341.8

86.1

54.1

13.6

0.5

0.12594

0.2

0.05038

0.4

0.10076

z

19

314

219.0

234

74.5

64

20.4

8

2.5

12

3.8

4

1.3

130.8

59.7

86.8

39.7

0.8

0.4

o.s

0.3653

0.6

0.27397

3

24

320

181.6

157

49.1

79

24.7

4

1.3

8

2.5

70

21.9

2

o.s

121.5

ss.s

57.0

31.4

2.3

1.26652

0.8

0.44053

0

0

常

1

16

290

181.6

224

77.2

11

3.8

1

0.3

31

10.7

2

0.7

22

7.6

169.3

93.2

12.0

6.6

0.3

0.2

0.3

0.1652

0

0

0

0

2

22

353

274.8

66

18.7

241

68.3

10

2.8

14

4.0

32

9.1

50.9

18.5

215.3

78.3

1.9

0.7

7.3

2.65648

1.4

0.50946

3

23

365

309.5

100

27.4

207

56.7

26

7.1

28

7.7

30

8.2

89.6

29.0

213.2

68.9

4.4

1.4

4.8

1.55089

1.8

0.58158

4

23

522

287.3

ss

13.2

385

73.8

z

0.4

4

o.e

4

0.8

60

11.5

61.2

21.3

209.0

72.8

0.3

o.i

5.8

2.0188

0

0

11.3

3.93317

宙

1

29

450

a2s.o

63

14.0

298

66.2

5

1.1

51

11.3

38

8.4

83.1

19.6

337.7

79.8

0.3

o.i

1.5

0.35461

os

0.14184

2

21

1008

793.8

73

7.2

887

88.0

20

2.0

20

2.0

za

2.8

82.4

10.4

707.0

89.1

2.0

0.3

2

0.25195

2.4

0.30234

3

17

160

221.8

56

35.0

78

48.8

1

0.6

2

1.3

24

15.0

59.0

26.6

161.4

72.8

0

0

1.4

0.6312

、

22

458

328.9

161

38.7

238

46.7

8

1.8

19.5

4.7

9.7

1.4

36.8

9.3

2.0

0.6

119.0

43.1

205.4

55.3

1.4

0.4

2.5

0.9

o.i

o.o

2.1

0.7

0.0

o.o
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表5底 生生物結果集計(任 意A)

、

総出現個体数/1m

総出現湿重量/1m

明 (%)
足類

二枚貝

脚

硬 類

甲

無 類

多毛

毛

13

足 、

顎脚類

硬骨 類

甲

針

多毛

毛類

(個)

(%)
()

(%)

(個)
(ｰr6)

()

(%)
(個)

(%)
(個)

(%)
()

(%)

1個)
(%

(%)
(g)

(%)
(

(%)
()

(%)
(g)

(%)
(

(%)
()

(%)
(g)

(%)
(g)

(%)

1

15

273

347.0

30

11.0

183

66.9

2

0.7

55

20.1

42.8

12.3

291.8

84.1

9.6

2.8

2.8

o.s

2 3 1

25

547

424.8

39

7.1

431

78.8

7

1.3

41

7.5

36

6.6

47

11

372,

87

1

0

5

2

1

s

4

3

3.2

o.s

2

0.5

2 3 4 1

21

945

896.4

117

12.4

658

69.6

18

1.9

20

2.1

2

0.2

148

15.7

130

14

755

84

2

0

4

5

7

3

0

z

20

2.2

2

0.2

8.2

o.s

2 3

20

588

556.1

s2

10.2

424

71.8

13

1.6

21

3.

2,

0

79

14

0

4

0

2

7

1

73

12

473

85

1

0

6

7

z

3

7

3

10

1

2

0

4.

0

9

9

0

2

3

7
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表6 底生生物調査結果(定量B)
単位:個 体・湿盤量()/1.00m2

ツ'・ミ

マ ガ
ミニ
亀 、 一'、 ミ

ー

ミ ミニ

シマへ1ガ
へ1ガ

カワア ガ
シマメノ ブ ・ガ
陶ムシ0ガ

小 ト スガ

ムー キ ガ

イ,、 ガ ・

シジミガ
1

ヒ ミルガ
ユ シ ガ
テ1

一ガ

ヒメシ ート。ガ

ソトオリガイ
ワフジツ'・

シロフジツボ
シロスジフジツボ
一ジマフジッポ

ドロフジツボ
シ ヨコエビ ・

カマ1ヨ コエビ=

フ ハ ヨコエ ビ ・

ゴ ガヨコエビ ・
ト.ヨ コエビ:

メ1ヨ コエピ ・

ハマトビムシ ・

コツ ム シ ・

,、ン ドカ1・

,、ン'カ,

ユビ ガ,、ン ドカ曾

マメコ シガニ

ワ ガニ ・

フサ'ガ ニ

ス ガニ ・

ヤマトオサガニ

ミドリヒモムシ
ロコサシハ
口1

シ1ス:

ゴ カ ・

エ'ゴ カ

ゴカ

ミ ム シ ・
亀 メ ・

,、コ ゴカ ・
"一 '・コム シ

ミ ヒ ゴカ ・

フェ1ア カ ・

ルマゴカ
マシ ゴカ ・

フ ゴカ ・
二 ・罪 ・ン「フ カ

イソミミ
ハゼ ・

…'づ

出現種類数

ア ア

工 ・

死貝

'

1

706

44

45

813

1

1

15

9

z

s

z

s

1650

21.6

13.9

z.z

27.7

07

0.2

3.1

0.3

o.o

o.s

o.a

o.z

70.5

12

1

3

o.a

41.7

0.4

26.0

2

1

425

43

zo

228

6

1

36

22

782

o.o

18.8

15.1

2.9

23.3

o.z

o.o

10.2

1.1

71.5

9

z

1.3

7.8

o.o

30.9

;)0.0は0.1g囑 示

3

475

60

35

1

277

4

z

1

1

14

7

1

1

1

an

28.3

20.4

7.7

0.2

23.4

o.a

0.1

o.o

o.o

8.0

o.z

0.1

o.o

o.o

88.4

14

3

o.o

i8.9

25.7

1

1

1

362

48

24

383

1

1

z

9

12

7

4

4

67

7

3

7

942

o.o

o.a

20.1
zos

2.7

58.6

16

0.1

0.3

4.5

0.5

0.3

o.z

0.2

0.3

o.a

o.o

o.o

110.1

18

1

o.o

8.5

o.o

66.3

z

7

376

38

24

378

2

4

1

z

1

10

62

z

1

10

100

1018

0.5

29.0
20.5
4.0

62.6

10

0.4

0.0

os

0.3

6.5

8.3

0.1

0。1

0.0

z.a

135.8

16

z

o.a

o.o

4.2
・'36

.4

3

5

1

soa
27

21

263

z

12

i

10

5

6

6

38

10

9

13

1029

o.o

01

2is
15.4

o.e

2s.o

o.a

1.2

7.3

2.3

o.o

1,4

1.3

15.5

07

os

tz

95.8

17

3

o.i

39.7

0.0

14.7

4

137

16

2

170

2

z

1

1

8

11

5

4

7

20

386

4.2

102

o.o

24.9

o.z

o.i

o.o

o.o

z.o

8.7

o.o

o.z

os

0.5

51.6

14

4

}

o.a

2s

o.o
117.5

1

zee

34

23

120

5

16

7

7

1

10

14

6

10

3

474

39.2

15.9

9.4

2a.2

t2

12.5

1.9

1.7

0.0

15.5

11

0.3

0.3

o.o

123.3

14

1

o.o

14.5

22.9

z

321

27

12

222

1

z

5

7

28

26

10

z

30

z

z

15

5

zs

5

747

3

13.2

17.3

tz

zss

o.o

0.5

20.5

4.7

8.6

5.2

1.8

1.7

z.o

o.o

01

o.o

o.o

0.0

o.o

102.4

19

z

0.3

41.4

o.o

84.5

3

1

192

8

11

52

11

14

3

10

84

60

4

11

〉〉

2

1

35

3

8

z

523

o.o

43.9

5.4

3.1

10.7

1.5

5.1

35.6

40.6

zs.o

13.4

5.3

9.2

os

0.3

2.8

2.3

o.o

o.o

o.o

zos.z

20

3

3

169.9

158.5

11

102.72

合計

8

9

3612

345

217

1

2906

24

30

1

is

57

127

〉>z

24

156

182

22

26

4

1

z

6

1

11

17

6

67

16

198

3

3

16

7

z

8428

o.o

o.s

2ao.2

155.0

34.0

0.2

307.0

4.5

7.0

o.o

65.0

60.9

39.8

gas

8.7

82.8

15.1

1.1

2.1

0.4

0,1

o.a

0.3

2.8

0.9

o.o

o.a

0.3

0.2

5.1

o.o

o.o

0.0

o.o

o.o

1058.6
35

合重

3

172.3

333.8

5.7

527.7
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表7 底生生物調査結果(任 意B)

覧`,、 ミ

マ'

'、 鴨_

'、 、_

ご マ へ1'

へ

♂ マ メ ノ ブ ・

一 ム ♂ ロ

'・ ス

ム ー

,十:fi

o

ミ レ'

ユ ご
一 〇,.

メ ぐ8'

ソトオリガイ

フ ● 画"・
ごoフ39巳 ●ボ

ご0ス 呂 フ 」'亀'ξ

一 朝 マ 轟 も
…

'ロフ 」●い ボ

ご ヨコエ

マ ■ヨコエ

ハ ヨコエ
ゴ ●ヨコエ

ト'ヨ コ エ

メ9コ エ

ハマ ム」
コ・亀ブ ム'

,、ン ド1
◎ ・,

ユ,、 'i,i
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表10底 生生物調査結果(定 量C)
単位:個 体 ・湿 重量(g)/1.00m2

ツ,・ ミガ イ

タマキ ガイ
、一

ホソ ミニ

イボ ミニ

シマヘ ダ ガイ
へ1ガ イ

カワア ガイ
シマメノ フネガイ

アームシロガイ
ホトト スガイ

ム ーサ キイガ

イタボガ
シジミガイ

アサ1

ヒ ミルガイ
ユ シ ガ

テ1
一カイ

ヒメシ轄ト1カ イ

ソトオ リガイ

イワフジツ,・
シロフジツ小

シ0ス ジフジツボ
タテジマフジツ'・

ドロフジツ'・

イシクヨコエ

カマキ 暉ヨコエ

ブタ'、 ヨコエビ2

アゴナカヨコエビ3

ト'ヨ コエ ビ3

メ5タ ヨコエビ ・
ハ マトビムシ3

コツ ムシ:

ホンヤドカ。

ホンヤドカリ
ユ ビ ガ,、ンヤドカ巳

マメコ シガニ

ワガニ'

フサ ソカニ
スナガニ3

ヤマトオサ ニ
ミドリヒモ シ

0コ サシバ

チロ6

シ8ス3
ゴカイ3

エゾゴカ
ゴカイ

ミ ムシ=

イソメ3

ホ コサ ゴカイ ご

ツ ーホコムシ
ミ ヒ カイ ・

フェ9ア ゴカイ3

ルマゴカイ

タマシキ カイ ・
フサ カイ:
二蛎 ・ンフサゴカ

イソミミ
ノ、

… ・湿

出現番

'

1

6

55

z

5

25

1

1

1

1

1

3

覧

za

121

z.e

zs.a

0.5

0.5

13.7

11.9

0.8

01

o.z

o.o

1.2

0.4

58.9

12

z

204

123

27

22

28

1

11

z

1

1

.2

z

157

13

24

3

621

;・

45.4

81.1

11.6

11.9

17.0

3.9

45.7

0.8

o.o

o.o

1.1

o.o

7.7

01

7.0

o.o

233.1

16

3

29

99

35

140

17

8

1

1

t

4

1

336

iss

s2s

21.7

so.z

8.0

46.4

o.o

0.1

o.o

o.o

01

2160

11

1

125

61

17

56

16

7

3

1

3

1

3

z

295

'

279

37.3

8.1

277

79

74.8

1.9

0.3

os

a.o

o.o

z.z

188.9

12

z

25

101
24

18

10

3

z

1

5

1

3

13

9

1

zo

5

1

1

za

1

264

11.4

6γ2
16.4

10.1

6.4

1.0

8.0

5.2
7.3

1.2

0.1

1.3

o.o

0.0

0.1

os

0.9

o.o

0.6

0.0

138.2

20

3

43
79

19

15

13

1

z

9

3

22

8

z

z

218

24.3

52.4

12.5

7.2

5.4

5.9

o.o

07

0.3

o.i

o.o

o.z

0.2

1092
13

4.

102

114

31

3

13

1

2
5

1

1

1

1

5

9

1

4

s

z

4

306

51.5

86.8

23.9

07

5.4

5.6

o.a
4.2

0.0

o.e

0.8
1.9

0.4

07

o.o

o.o

o.o

o.o

o.z

183.3
19

'

1

140

51

11

24

1

10
z

3

7

s

1

1

20

4

5

1

2

1

3

1

294

3・

65.2

42.2

6.0

13.8

o.o

5.3
o.z

25.7

30.2

111

0.3

0.4

67.9

o.a

2.z

0.1

0.0

o.o

o.o

o.o

2710
zo

z

70

63

17

57

io

6

21

n

4

8

〉〉

10

1

1

1

1

sss

39.1

50.3

12.1

24.4

3.7

40.5

24.2

1.8

1.1

0.1

o.a

0.0

o.o

o.o

o.a

o.o

197.3

16

3

112

76

23

44

11

1

23

76
112

11

42

1

z

3

8

9

1

555

32.1

64.7
15.3

28.4

9.7

0.3

15.3

64.7
32.1

9.7

28.7

o.z

0.2

o.o
・1.2

0.1

0,1

302.8

17

合計

856

si2
zos

18

366

25

t

128

6

31
119

152

14

46

21

7

10

48

35
2

40

18

10

31

7

6

5

3

6
1

216

z

1

13

zs

9

3307

316.6

5フ1.4

128.1

10.1

ｻa.e

13.7

o.o

68.6

1.5

64.4

319.8
80.9

10.3

31.9

68.7

3.8

0.6

3.8

6.1

0.3

o.z

0.0

0.0

0.1

1」

2.4

3.3

o.a

o.o

0.0

8.8

o.o

o.o

0.1

7.2

o.z

1898.7

36
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表11 底生生物調査結果(任 意C)

ツ,、ミガ

タマ ビガ
、 『

'・ソ ミニ

'、 ミ ー

シマへ 駐ガ
へ3ガ

カワ ガ
シマメノ ブ ・ガ
アームシロガ
,・トト スガ

ムー イガ

ボガ
キシジミガ

ア1

ヒ ミルガ
ユ シ ガ

テ1
一ガ

ヒメシ ート1ガ

ソトオリガイ

ワフジツ,、

シ ロフジツ'・

シロスジフジツ'・

タテジマフジツ'・
ドロフジツ,、

シ ヨコエ
カマ1ヨ コエビ ・

フ ハ ヨコエビ

アゴ ガヨコエビ:
トゲ ヨコエビ ・

メ1ヨ コエ ビ ・

ハマト ムシ=
⊇ツ ムシ3
,、ンヤドカ,

ホンヤドが
ユ ピ ガ,・ンヤ ドカ1

マメコブシガニ

イワガニ3
フサ ソガニ

ス ガニ ・

ヤマトオサガニ
ミドリヒモムシ

ウロコ シバ

チ ロ■

シ1ス=

ゴカ
エゾゴカ
ゴカ

ミ ム シ ξ
'メ ・

ホコ コカ
ツブ ー,、コム シ

ミズヒ ゴカ

フェ■アゴカ
ダルマゴカ
タマシ ゴカ ・
フ ゴカ
二・噛'・ンフ コカ

イソミミ
ハゼ 斗

、

出現 璽類

1司}

i

固

i

ios

113

32

105

14

3

3

377

湿

0.2

52.0

71.0

20.4

33.2

6.0

iss

os

200.4

8

注)0.0は0.1g未 満 を示す

z

ns

74

22

is

31

4

1

i

3

i

z

10

4

z

347

iS

29.4

47.8

9.4

4.6

19.3

zs.z

os

1.9

o.o

0.0

3.4

0.2

o.o

0.2

145.9

14

3

148

86

30

98

2s

1

3

3

z

4

i

6

1

412

湿

48.4

53.6

12.4

37.6

16.9

5.1

os

o.i

o.i

o.o

os

o.i

o.i

口5.9

13

4

125

71

35

48

zi

io

6

i

i

2

3

9

z

24

2

z

362

湿

26.8

39.4

18.0

19.6

11.5

42.6

5.6

0.2

os

2.9

o.o

0.1

o.o

0.8

o.o

o.a

168.1

16

5

118

30

10

49

14

1

フ

z

1

i

z

i

i

6

z

4

249

湿.

24.8

20s

5.0

zss

6.3

0.3

9.6

1.3

0.8

o.o

o.o

o.o

0.1

o.z

o.o

o.o

94.5

16

ら 用'

i

305

52

24

42

2s

5

〉〉

1

3

1

z

7

6

484

湿

44.1

35.5

ss

z2s

12.5

38.8

25.7

0.2

ss

・0」

o.o

o.o

os

191.2

13

2

71

45

ii

92

15

6

3

1

3

z

8

4

261

湿

21.5

28.4

6.3

43.4

4.1

9.1

6.5

os

o.o

oz

0.4

o.o

izos

iz

3

固

26

21

4

68

9

3

9

8

z

4

3

i

2

i

5

i

iz

z

181

言

13.1

13.6

z.s

30.7

3.3

43.4

28.1

4.9

1.2

1.6

1.2

o.z

o.z

0.0

0.1

o.7

0.4

0.0

145.2

18

4

固

234

52

25

zs

14

1

i

3

z
18

10

5

i

391

湿

61.9

37.6

10.3

14.2

6.1

o.a

0.0

o.i

o.o
0.2

o.o

o.o

0.0

130.8

13

5

響49

ss

36

14

13

2

4

12

z

i

1

9

i

5

4

2

324

;;

5乳1

53.3

18.4

8.0

5.1

10.1

18.2

8.2

昌1
.3

0.5

z.z

o.i

i.z

o.o

o.i

o.o

177.8

is

単位:個 体 ・湿重量()ハ.00m2

i

i

68

106

25

n

14

6

io

4

i

3

2

3

i

261

湿

o.o

50.9

81.0

20.5

14.2

3.2

16.6

11.5

1.5

0.5

Oj

o.o

0.4

0.1

200.5

14

2

固

242

204

46

118

i

21'

20

5

8

4

4

i

z

40

1

6

i

724

48.6

43.6

11.3

68.9

o.o

6.5

182.8

17.4

7.6

1.5

2.4

o.o

0.2

0.4

o.o

0.2

0.0

391.5

n

3

固 数

218

47

za

32

17

i

7

24

1

1

i

4

4

z

4

6

397

湿

57.4

29.5

13.9

16.2

4.2

0.9

8.1

2a.s

0.7

i.z

0.2

0.5

0

0.8

0.2

0.4

158.7

16

4

212

85

34

73

8

7

6

18

1

1

i

z

〉〉

1

z

20

482

湿

50.3

68.3

19.1

51.3

2.2

36.9

50.9

29.0

0.3

0.4

i.o

0.4

1.3

o.o

o.e

1.0

315.2

16

5

166

82

24

36

9

4

5

35

1

4

i

i

5

5

2

16

396

湿

40.9

65.6

11.8

25.3

2.9

25.2

99.8

43.3

o.z

1.2

0.5

o.z

1.1

0.4

o.i

0.4

318.9

16

合計

固

z

2asa

1137

386

833

21

1

233

z

55

80

121

8

zo

14

3

6

n

z

zs

is

7

96

15

8

3

io

8

6

119

8

4

i

3

9

3675

os

621.1

688.9

187.5

415.7

11.5

0.0

98.6

i.z

403.6

319.7

137.1

5.1

7.8

7.3

4.4

5.4

i.s

01

2.5

o.s

o.o

o.s

1.7

2.5

4.6

0.3

0.2

o.o

4.5

o.o

0.0

o.a

0.0

0.3

isaz2

35
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表12底 生生物結果集計(定 量C)

総出現個体数/1m

総出現湿重量/1m

別 (9-6)

腹足類

二枚貝類

顎脚類

硬骨 類

軟甲類

無針類

多毛類

毛類

(個)

(%)

(個体)

(%)
(個体)

(%)
(個体)

(%)
(個)

(%)
(個体)

(%)
(個体)

(%)
(個)
・(%)

別3 (%)
腹足類

二枚貝類

顎脚類

硬骨 類

甲類

無 類

多毛類

毛類

()
(9-6)
()

(9-6)

(g)
(%)
()

(%)

()
(%)

(g)

(%)
(g)

(%)
()

(%)

1

12

121

58.9

93

76.9

2

1.7

2

1.7

4

3.3

一

20

16.5

44.3

75.2

12.7

21.6

0.3

0.5

1.2

2.0

0.4

0.7

2

16

621

233.1

404

65.1

14

2.3

16

2.6

2

0.3

199

32.0

166.9

71.6

50.4

21.6

0.0

0つ

1.1

0.5

14.8

6.3

3

11

336

216.0

320

95.2

8

2.4

1

0.3

1

0.3

1

0.3

5

1.5

169.4

78.4

46.4

21.5

o.o

o.o

0.1

o.o

1

12

295

188.9

275

93.2

14

4.7

1

0.3

5

1.7

一

108.8

57.6

77.9

41.2

o.o

0.0

2.2

1.2

o.o

o.o

0.1

0.0

2

20

264

138.2

178

67.4

12

4.5

16

6.1

36

13.6

卵

22

8.3

111.6

80.7

22.7

f6.4

1.4

1.0

1.9

1.4

o.s

0.4

3

13

218

109.2

169

77.5

1

0.5

14

6.4
_噺

34

15.6

101.8

93.2

5.9

5.4

1.0

0.9

0.5

0.5

4

19

306

183.3

263

85.9

12

3.9

15

4.9

4

1.3

12

3.9

168.3

91.8

13.7

7.5

1.1

0.6

o.o

o.o

0.2

0.1

1

20

294

271.0

237

80.6

20

6.8

10

3.4

2

0.7

1

0.3

4

1.4

132.5

48.9

67.9

25.1

2.7

1.0

o.o

o.o

o.o

0.0

o.o

0.0

2

16

298

197.3

217

72.8

27

9.1

21

7.0

29

9.7

1

0.3

3

1.0

129.5

65.7

64.7

32.8

2.9

1.5

o.o

o.o

o.o

o.o

0.0

o.o

3

17

555

302.8

266

47.9

266

47.9

13

2.3

10

1.8

150.2

49.6

151.0

49.9

1.4

0.5

0.1

o.o

0.2

0.1

15.6

330.8

189.9

242

76.3

38

8.4

10.9

3.5

13

5.2

1

0.3

34

8.3

128.3

71.3

51.3

24.3

1.1

o.s

0,7

o.s

o.o

o.o

2.0

1.0
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表13底 生生物結果集計(任 意C)

、

現
総 出現個体数/1m

総出現湿重量/1m

別 (ｰr6)
足類

二枚貝類

顎脚類

硬骨 類

軟甲類

無針類

多毛類

毛類

'別 湿 重
且

(個 )
(%)

(個体)

(g'o)

(個体)

(%)
(個体)

(%)

(個体)

(%)

(個体)

(%)
(個体)

(9/0)

(個体)
(%)

(%)

腹足類

二枚貝類

顎脚類

硬骨魚類

軟甲類

無針類

多毛類

毛類

(g)
(%)

巳()

C%)

(g)

(%)

(g)
(%)

()
(ｰYo)
()

(%)
()

(ｰ.6)

(g)

(ｰyo)

i

1

8

377

200.4

371

98.4

3

o.$

騨

3

o.s

■

182.9

91.3

16.6

8.3
一

0.9

0.4

2

14

347

145.9

319

91.9

s

1.7

4

1.2
一

2

o.s

16

4.6

110.5

75.7

31.6

21.7

0.0

0.0

3.4

2.3

0.4

0.3

3

13

412

175.9

391

94.9

4

1,0

5

1.2

11

2.7

1

0.2

168.9

96.0

s.o

3.4

0.2

0.1

0.7

0.4

0.1

0.1
一

4

16

362

168.1

300

82.9

20

5.5

12

3.3

2

0.6

28

7.7

115.3

68.6

51.9

30.9

0.1

0.1

o.o

0

o.s

0.5

5

16

249

94.6

221

88.8

11

4.4

3

1.2

2

o.s

6

2.4

s

2.4

82.2

86.9

12.0

12.7

0.0

o.o

0.1

0.1

0.2

0.2判5

o.o

0.0

1

13

484

191.2

448

92.6

20

4.1

1

0.2

9

1.9

6

1.2

一

123.2

64.4

67.3

35.2

0.1

0.1

0

0.0

0.6

0.3

2

12

261

120.5

234

89.7

10

3.8

3

1.1

'2

0.8

12

4.6

103.7

86.1

16.2

13.4

o.o

o.o

0.2

0.2

0.4

0.3

3

18

181

145.2

128

70.7

30

16.6

3

1.7

6

3.3

14

7.7

63.2

43.5

80.6

55.5

0.2

0.1

0.8

0.6

0.4

0.3

4

13

391

130.8

350

89.5

1

0.3

4

1.0

30

7.7

s

1.5

130.1

99.5

0.4

0.3

0.1

0.1

0.2

0.2

0.0

o.o

5

16

324

177.8

281

86.7

22

6.8

10

3.1

11

3.4

135.9

76.4

40.5

22.8

1.3

0.7

1.0

o.s

、

1

14

261

200.5

231

88.5

21

8.0

8

3.1

1

0.4

169.8

84.7

30.1

15.0

0.5

0.2

0.1

00

2

17

724

391.5

632

87.3

41

5.7

3

0.4

4

0.6

8

1.1

178.9

45.7

211.8

54.1

0.2

0.1

0.4

0.1

一

0.2

0.1

3

16

397

158.7

342

86.1

35

8.8

4

1.0

10

2.5

6

1.5
一

121.2

76.4

35.6

22.4

0.5

0.3

1

o.s

0.4

0.3

4

16

482

315.2

412

85.5

34

7.1

14

2.9

2

0.4

20

4.1

191.2

60.7

120.5

38.2

1.7

0.5

o.s

0.3

1.0

0.3

5

16

396

318.9

317

80.1

51

12.9

12

3.0
一

16

4.0

146.5

45.9

170.4

53.4

1.6

0.5

0.4

0.1

平

15

377

195.7

332

87.6

21

5.8

5

1.5

2.1

4.0

1.5

11.5

3.4

134.9

73.5

59.4

25.8

0.4

0.2

0.7

0.4

0.1

0.1

0.4

0.2



付表1生 物の分類表

門

動 門

二枚貝

目

原 目

中腹足

新服足目
翼形目

異 目

冊目

顎脚 :兀 上 目

科

多

環形動 門

ユ ノ サ イお

タマキビガイ科

ウミニナ科

カリハカサカイ科

オリレイヨフバイ科
イカイ科

イタ'・ガ キ 科

マルス レガイ科

バカカイ科
ニツコウガイ科

ソ ト リ イ ・

イ ワフジツ'・科

ム カ シフジツ'・科

軟甲綱

'鵠 、

毛

毛
目.、 、

燥

端脚目

等脚目
十脚目

、

サシハ イ目

ウミケムシ目

イソメ目
ホコサキ カイ目
ミ ヒキ カイ目

オフェリア カイ目
ルマ カイ目

イト カイ目
フサ カイ目

ナ ミミ 目
ス

ア

フジ ツ'・科

イシクヨコエヒ科

カマキリヨコエビ科
フタハナヨコエヒ科

ア ナカヨコエビ科

トゲヨコエ 科
メリタヨコエビ科
ハマト ムシ科

コッ ムシ科

ホンヤドカリ科

コ シカニ科

イワガニ科
スナ ニ 斗

・ ス ξ

サシハ イ科
チロリ科
シリス科

カイ科

ウミケムシ科
イソメ科

ホコサキ カイ科
ミ ヒキ カイ科

オフェリア カイ科
ルマ カイ科

タマシキ カイ科
フサ カイ科
フ トミミ ・

ノ、 ・

ア

ρθfθ〃b'ぬ ∂θ∂勧 η ∂η必o勿

〃 ごfo珈 ∂ゐm顧o〃 油

8∂ 亡〃色舶 〃7〃だ〃b〃ηな

8∂ 亡伽 舶 σμ1η加7

8θ 亡〃∂舶zoη ∂〃:

0θ寵 ん馳 ∂o〃7∂亡ヨ

0θ寵 ん肋05陥 σ1力 伯亡∂

0θ1尭 ノ7,ヒた夢05'〃 』dlヨolbが θ175な

0κ'ぬ 危oηx

柚 加 〃η∂35∂ 危5亡ル3

航 ノ5σ〃1ヒノ55θ ηノ7∂σ543

κll∂加危d励05

Ostreidaesa.

Oo〃 η∂5加 θη5な

尺レ{ガォ∂ θ5ん'弼 〃7∂πノm

ル治o飴db陪553

〃bθm〃 ヨπノご幽

〃bθ囎 伽 〃7bbsoθ η5

ル勉oom∂ 加 σoη ∂

乙∂亡θ〃7μ1』〃m必o勉

0/7〃7∂ 〃7∂ん5σ ノ7a〃とヲη θガ

o方 〃oη∂fθη〃な

8∂必η〃5∂1b必05亡3fμ5

8∂伯ημ5∂mん だηセθ

8∂1b〃μ5左o〃dgんo㎡

Isaeidae

Ischvroceridae

Atylidae

Ponto｢eneiidae

Li'ebor髄dae

Melitidae

Talitridae

Shaeromatidae

ρ3zりd』 θ 備o〃

ρ9π κ治θd励 加5

ツ,・ ミ イ

タマキ カイ

ミニナ

ホソウミニナ
イ爪ウミニナ

シマヘナタリガイ
ヘナタリカイ

カワアイカイ

シマメノ フネガイ

アラムシロカイ

ホトト スカイ
ムラサキイガイ

オキシジミカイ
アサリ

ヒナミルカイ
ユウシオカイ

テリ クラガイ
ヒメシラトリカイ

ソト リ イ

イワフジ ツ'・

シ ロフジ ツ'・

シ ロス ジ フジツ'・

タテ ジマ フジツ'・

ドロフジツ'・

ホンヤドカリ
ユ ナカホンヤドカリ

働 〃mな 〃m

〃o踊 ヨ5〃5θ η必〃屠加5

ル治010ρ ゐ亡ゐ3〃η〃5ノ匂ρ0ηZO〃5

乙加 θ〃5活レ500w揃 奪

〈〃'0〃0ん 物 〃7i90η た〃m

αoθ 摺o乃 加 ガ

Svilidae

ノVb僧な μθx〃05∂

〃θ∂〃訪 θ5bo〃 治∂

Amohinomidae

Eunicidae

ハ伯加θ冠5伯 θ砺 ∂拓

Cirratulidae

Oheliidae

5fθm∂5な50〃 ごヨ亡∂

Arenicolidae

777θ ノb己 ノ55θfo5{ノ5

ρ0〃foσ ニウ弛ノ5〃7∂ ご5μ517〃77θη5な

Gobiidae

乙〃レ㈲ ρθ1オμ5∂

マメコ シカニ

ケフサイソガニ
マ ト

ミ1ヒ モ ソ

ロコサシバ

チロり

エ'カ イ

カイ

ツ ラボコムシ

ルマ イ

ニツ'・ンフサ カ イ

イソミミ

ア ア
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iii)鳥 類調査

環境庁では、シギ ・チ ドリ類 の全国の主な渡来湿地において、1988年 か ら原則 として

春 と秋 の渡来状況の観察調査 を行 っている。本報告では、環境庁 自然保護局野生生物課

で監修 したシギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録を参考に してと りまとめた。

汐川干潟では、図16に 示す地域で1988、1991年 ～1996年 まで定点観測が実施 された。

当該調査範囲は、田原湾一帯であ り、推定個体数の1%レ ベル基準値 を越 えた記録は ミ

ヤ コ ドリ、ケ リ、ダイゼ ン、メダイチ ドリ、チュウシャクシシギ、ツルシギ、キアシシ

ギ、キュウジ ョシギ、 トウネ ン、ハマシギの10種 である。 このため、推定個体数の1%

を超 える数 の利用 が見 られ る種(ま たは亜種)が2種 以上ある渡来湿地 として、汐川干

潟はシギ ・チ ドリ類重要渡来地域 とされてい る。

汐川干潟では1993年6月1日 までに18目47科246種 の野鳥の飛来が確認 され てい る。

愛知県 内で記録 された鳥類の約70%が この干潟で確認 されてお り、その鳥類 の多様性の

高 さが伺 える。特 にシギ、チ ドリの確認種数 は全国屈指 である。今回は汐川干潟におい・

て毎年普通に確認 され る種を表14に 示 した。 なお、本調査 にお ける確認種はアオサギ、

コサギ、ダイサギ、マガモ、カルガモであった。

9月 上旬～11月 上旬の汐川干潟 にはお もに以下の鳥類が見 られ る.

カ ワウ,ダ イサギ,コ サギ,ア オサギ,マ ガモ,カ ルガモ,コ ガモ,ヒ ドリガモ,

オナガガモ,ハ シ ビロガモ,ホ シバ ジロ,ミ サゴ,シ ロチ ドリ,ハ ジロコチ ドリ,

ダンゼ ン,ト ウネ ン,ハ マシギ,コ オバ シギ,オ バ シギ,ア オアシシギ,ソ リハ シ

シギ,オ グロシギ,オ オソ リヒシシギ,ホ ウロクシギ,チ ュウシャクシギ,ウ ミネ

コ,コ アジサ シ.(汐 川干潟を守 る会.1993.ひ がた シギ ・チ ドリ群れ る汐川干潟、

文一総合 出版 、東京p.84)
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表14汐 川干潟でみられる主な野鳥の出現記録

種名 月

カイツブリ

カワウ

ゴイサギ

アマサギ

ダイサギ

チュウサギ

コサギ

アオサギ

マガモ

カルガモ

コガモ

ヨシガモ

オカヨシガオ

ヒドリガモ'

オナガガモ

ハシビロガモ

ホシバジロ

キンクロバジロ

スズガモ

ホオジロガモ

ウミアイサ

トビ

チュウヒ

チョウゲンボウ

コジュケイ

キジ

バン

コチドリ

シロチドリ

メダイチドリ

ムナグロ

ダイゼン

ケリ

タゲリ

キョウジョシギ

トウネン

ハマシギ

123456789101112

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●.● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●,● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

(汐 川 干 潟 を守 る会.1993.ひ が た 、 シギ 、 チ ドリ群 れ る汐 川 干 潟 文 一 総 合 出版)
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表14(っ づき)

種名 月

オバシギ

キリアイ

ツルシギ

アオアシシギ

タカブシギ

キアシシギ

イソシギ

ソリハシシギ

オオソリハシシギ

チュウシャクシギ

タシギ

ユリカモメ

セグロカモメ

カモメ

ウミネコ

コアジサシ

キジバト

ヒバリ

ショウドウツバメ

ツバメ

バクセキレイ

タヒバリ

ヒヨドリ

モズ

ジョウビダキ

ツグミ

ウグイス

オオヨシキリ

セツカ

ツリスガラ

メジロ

ホオジロ

アオジ

オオジュリン

カワラヒワ

スズメ

ムクドリ
ハシボソガラス
ハシブトガラス

123456789101112

● 、●

● ● ●

●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●.● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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iv)調 査結果のま とめ

汐川干潟は、かつて三河湾、伊勢湾に広 く存在 した干潟 の中で、干潟の形状 を残す数

少ない場所 である。 しか しその景観 と環境は、全て護岸 によって後背地 と隔絶 されてお

り、植 物相 も僅かな ヨシの群落が見 られ るのみであ り、貧弱 と言わ ざるを得 ない。護岸

は、 ヒ トによる干潟利 用 も妨げてお り、その存在の形態が問われ る。都市部 を流れ る河

川の流入 と、閉鎖的で浅い三河湾の富栄養化 など水質環境に よる影響 も、酸化層や臭気

の結果 に表れている。底生生物 は、 ウミニナ類やヘナタ リガイ、ホ トトギスガイ、アサ

リな ど、汚染に強い限 られた種が優 占す る特長を示 している。周辺地域で普通 に見 られ

る、チゴガニや コメツキガニが認め られないことも、その ような環境が欠落 しているこ

とを示 している。 しか し、豊富な栄養を基礎 としているため、底生生物の現存量 として

は豊富であ るとい える。そのため、鳥類 による当干潟の利用価値 は高いと思 われ、シギ

・チ ドリ類 の重要渡来地 とされ、多 くの種が確認 されている。 この ことは、同地域 の他

干潟 にも言 えることであ るが、三河湾 ・伊勢湾沿岸 が渡 り鳥に とって重要性の高いこと

を示す ものであ り、周辺で多 くの干潟が既に失われて しまっていることも、その一因で

あると考 え られる。

v)調 査を実施 しての問題点

調査 は潮が引き始める時刻 に潮間帯上部 か ら開始 したが、潮が満 ち始 めるまでに、規

定の25地 点の生物採集 を行な うことは困難iであった。実際的にはル ー ト上の10地 点が適

当と考 え られ た。ただ しルー トの設定には事前の十分な観 察が必要であ り、そのために

は調査実施の前 日に踏査 し、ポール を設置 してお くことが良いと考 えられ る。

また採集 した底質を採集地点でふ るい分 けることは時間的に困難であった。今回の場

合は採集地点ごとに試料 を潮 間帯最上部まで運びあげ、採集が終了するころ潮が満 ちる

ので、それか らふ るい分けを行なわざるを得なかった。 日没 までにふるい分 け作業を完

了することが困難 な場合 もあ り、その場合は車のライ トを点 けて作業を継続 した。ふ る

い分けを しないまま持 ちかえることも検討 したが、ふ るい分 けしない試料 は量 と重量が

多すぎて、車(ワ ンボックスのバ ン)に 積載す るには無理 があった。 このよ うな状態に

なるのは、地点 ごとの採集量が25x'25x15cmの4枠 では多す ぎることによる。規定

の枠で採集す ると、1枠 で約9.4リ ッ トル とな り、強度 的に適当で、かっ この体積 を収

容できるビニール袋の入手が困難である。採集す る枠数 の検討 が必要 と考 え られ る。
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別表

干 潟 生 物 調 査 票

1.位 置

海 域 名(上)

海域 コー ド(下)

三 暦 湧
1ヲDB

市 町 村 名(上)

行政 コー ド(下)

切襖跳童 廟希
23621.23201

都 道 府 県 名

2.調 査期間

3.タ イ ブ

4.面 積

5.規 模

6.調 査手法
'

7.基 底 の 勾 配

8.底 質

9.遣 蔽 度

10.陸 上 植 生

(干潟後背地)

11.藻 場

(午潟の埴隼)

12.鳥 類(シ ギ ・チドリ

類)の 渡来状 況

13.海 水 の清澄度

14.海 岸改変状況

15.陸 域土地利 用

16.干 潟の利 用

'17
.備 考

18.調 査 員

・ 知

地 名

汐Plそ 乏易

194朔 年 一lO月21日 ～ ll月23日

1.前 浜午潟
幽② 河ロ干潟

3.潟 湖潟 4.複 合型干 潟

前 浜 干 潟

ha

河 口 干 潟

280ha

潟 湖 干 潟

ha

1.大 午潟(300ha以 上) ② 軒 齢00～100h・) 3.小 午 潟(100ha以 下)

o歩 行目視観察 ④ 歩行定量調査 3.船 に よる定 量調査

ρ5m/100m

i.礫
'

2.砂 ①砂泥 4.泥

1.開 放 海岸 2.保 護 海岸 3.包 囲海岸

① ヨシ原

2.北 方 型 塩 沼 地 植 生(ア ヲケシソウ,ウシオツメクサ,シオη パ 等)

3.南 方 型 塩 沼 地 植 生(ハ マサジ,ハ ママツナ,シチメンソウ等)

4.マ ング ロー ブ林

5.ア ダ ン林

6.海 岸砂 丘植生

7.そ の 他の植生(水 田、畑地)

0.不 明

Qな し

5.そ の他の 藻場(

2.アオ朔 ノリ場 3.アジ モ場4.オ ゴノ リ場

)※ 複数の選 択可能

1・渡*数 が寧 多い@蘇 数が多い

5.大 型の シギ類 が含 まれ る0.不 明

3.渡 来数 は少 ない'4.種 類が多 い

※ 豫数の選 択可能

1.き れ い

@少 し汚れている

3.か な り汚れ てい る

悔 の底 が よ く見 え・快適 な気分 で泳17る 程度 ・透搬30・ ・以‡

・海水 に 浸か うこ とが気 にな らない程度 、透視 度20～30叩 程 度

・海水 に 浸か 乙気 が しない程度 、透視度20c皿以下
0

1.自 然 海 岸 2.半 自然海 岸 ①灯 海岸 4.そ の他(河 口,河 岸)

1.自 然 地 ①瞭地 3.市 街地 ・工業地 ・その 他

①潮干狩り

(その他の内容)

②釣り 3.海 水 浴 ◎ ハ㌔ ドウかガング5.そ の 他.6・ な し ・不 明

※ 複数の選択可能

所 属

魎 露ラ易ヲ霧部
氏 名

ヱ野 儲
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写真3(調 査地点C)
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3.和 歌 山 県 和 歌 川 河 口

(1)調 査期 間

現地調査を1999年9月25日 及び10月9日 の大潮時に実施 した。

(2)調 査場所

図17に 示す和歌山市和歌川河 口干潟である。規模 は小干潟(35ha)で ある。

(3)調 査項 目

調査項 目は以 下の通 りである。

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形 的特徴の観察

d.生 物 の分布 ・出現状況

ii)定 量調査

a.底 質の還元層の深 さと厚 さ

b.マ クロベン トス

iii)鳥 類観察調査

灘 灘 難難 難縫欝"轟一ヘヨしピニハ コ な

携 膿雛 撒 騰 麟蕪1灘轍 〆'
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,/
逼 南

宕出

九 晒

肋 ホ

灘 灘難 欝
鱗 難 鎌 錨 ・z雛lll藁 難,箋・雛 懲

螺驚 鱗
騰:1蕪1諜 難

a

1

覧'翫:、

I

l
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鐸'讐 購:: .欝N撒 ・.
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図17和 歌川河 口干潟(斜 線部分)
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(4)調 査方法

i)定 性調査(目 視観 察)

調査地は通常の干潟の地形を していず、河 口域両岸 に細長 く連な る干潟 であ り、

調査手法にあるジグザグライ ンを陸部か ら汀線 に向かって斜めに引 くことが困難で

ある。すなわちこの干潟を代表す るよ うなジグザ グラインを想定できない。そこで、

調査地点 として、河 口上流部か ら下流部にかけて、河岸か ら河央に数本 のライ ンを

設け、そのラインに沿って調査地点を設 定 した。以下に示す干潟の様々な特徴の平

面的分布状況を、 目視観察によ り定性的に把握 した。

a.底 質分布

干潟 において底質の種類(転 石、礫、砂、泥、軟泥 、砂泥)が どの よ うな状況で

分布 しているかを 目視観察 した。

b.臭 気

各底質区の任意の複数の点にお いて臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))を 適宜

観 察 した。

c.地 形的特徴の観察

干潟にお ける流入河川の流路、濡、潮溜ま り、凸地(マ ウン ド)な どの微地形的

特徴および満潮時 ・干潮時の汀線の位置の概略 を目視観察によって確 定 し、地

形 を把握 した。

d.生 物の分布 ・出現状況

表生生物の水平分布状況を 目視観察 し、海 草 ・藻類が密に分布する場合は典型

的な10ヶ 所において種類毎の被度(1m×1m方 形枠 内)を 記録 ・撮影 した。疎 ら

に点生す る場合はその程度(50m×50m当 た り何 ヶ所)を 記録 した。打 ち上げ られた

海草 ・藻類がみ られ た場合 はその状況(種 類、位置、形状)を 記録 し、代表的な例

を3～4ヶ 所撮影 した。

補完的な情報 と して、後述する定量調査点お よび任意の調査点の周辺で、動物

の巣穴や糞塊 ・排 出土の分布密度(1地 点当た り50cm×50cm方 形枠 を4ヶ 所)も 適

宜、撮影、記入す る。 なお巣穴や糞塊 ・排 出土の形状によって種類の推定が可能

な ものにつ いては種名 を記録す る。但 し小 さな巣穴の場合は甲殻類ニホンスナモ

グリによるものか、ゴカイ科多毛類 によるものかをスコップで掘 って確認 した。

ii)定 量調査

図18に 示す潮間帯上部 で3点 、中部で4点 、下部で3点 の計10地 点において底生

生物(マ クロベ ン トス)の 定量的分析 のための試料 を採集 した。

a.底 質の酸化層の厚 さ

上記の10地 点において、 口径50㎜ 程度の透明なパイプを干潟基底に打ち込ん

で底質の コアーサンプルを採取 し、還元層 までの厚 さ(表 面か らの距離)を 測定

した。

b.マ クロベ ン トス

上記の10地 点において、25cm×25cm×15cmの 方形枠 を用いて深 さ15cmま での
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底質を、1地 点当た り4枠(合 計50cm×50cm×15cm)採 取す る。なお15cm以 深の

底質中に大型多毛類の生息が認め られ た場合は更に30cmの 深 さまでの底質を採

取 した。

採取 した底質は1㎜ メ ッシュのフルイ を用いて底質中の生物をふ るい分け、

10%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、実験室に持ち帰ろて全量の湿重量の測定の

後、生物 のソーテ ィング、種の同定、計数、湿重量の計測を行 った。 また1mm

メ ッシュを通 らず に残 った生物以外 のものの うち砂礫以外のもの(プ ラスチ ッ

ク片、貝殻片、枯葉 、木片等)の 内容およびその重量 を記録 した。

また、この10地 点以外の任意の15地 点において同様の要領で底生生物の資料

を採取 し、現地にて1㎜ メ ッシュのフルイ を用いて底質中の生物をふ るい分け、

10%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、現地に仮設 した実験室で分類群別の出現総

個体数 と総湿重量を測定 した。

iii)鳥 類調査

飛来す る鳥類の種類 については、環境庁野生生物課 で実施 してい る 「シギ ・チ

ドリ定点調査」等の既存の調査資料を整理 した。
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(5)調 査結果

i)定 性調査

① 干潟地形 と底質の概要(図19、20)

調査地は万葉集 にも歌われた片男波 の内側 、和歌川河 口に発達す る干潟である。干

潟は濡筋のために10ヶ 所 ほどに分かたれている。高低差はほとんどな くほぼ全域が低

潮帯 に属す。底質 は干潟最奥部が泥質、奥部が砂泥質、前部が砂質である。
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図19干 潟微地形図
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② 底 質 と生物 分布

a.内 湾部(図21、22)

河 口湾奥 部 に小 島 が存 在 し、そ の周 囲 は 当干潟 にお いて 、比 較 的多 様 な環 境 を示 し、

生 物 も多 く認 め られ た。St.1は 、 中潮 帯 ・泥 質 であ り、酸 化層 の 厚 さ1cm、 弱 い臭

気 が確 認 され 、岸 壁 に タマ キ ビ、底質 にサ ン カ クフ ジツ ボ、カ キ 、 ホ ソ ウ ミニナ 、バ

クセ ン シオ マ ネ キ 、 トビハ ゼ な どが認 め られ た。St.2は 、 中潮 帯 ・砂 質 で あ り、酸

化 層 の厚 さ2～15cm、 臭 気 は な く、バ クセ ンシオ マ ネ キ、 コ メツ キ ガ にな どが認 め

られ た。St.3は 中潮帯 、St.4は 低 潮 帯 で あ り、 ともに泥質 で あ り、酸 化層 ・臭気 と

も確 認 されず 、生物 はほ とん ど認 め られ なか った。

b.湾 央 部(図21)'

片 男 波海 岸 の後 背 地 を挟 んで拡 が る干潟 部 で あ り、ほ とん ど平 坦 で低 潮帯 ～ 中潮 帯

に 属 し、泥 質 に所 々砂 質 が混 じ り、臭 気 は 確認 され な か6た 。St.5は 、低 潮帯 ・砂

質 、酸化 層 の厚 さ5～10cmで あ り、 ホ ソウ ミニナ 、 コ メツ キガニ な どが認 め られ 、ア

ナ ア オサ が 点 在 して いた。St.6は 、 低潮 帯 ・砂 質、 酸 化層 の厚 さ30cm以 上 で あ り、

ホ ソ ウ ミニナ な どが認 め られ 、ア ナア オ サが 点在 して いた。St.7は 、低 潮帯 ・泥質 、

酸 化層 の厚 さ5cmで あ り、ホ ソウ ミニ ナ 、 キサ ゴの 卵塊(ス ナ ジ ャ ワ ン)な どが認 め
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られ た。St.8は 、 中潮 帯 ・砂 質 、酸 化 層 の厚 さ2～5cmで あ り、 ホ ソ ウ ミニナ 、 コ

メ ツキガ ニ な どが認 め られ た。St.9は 、低 潮 帯 ・泥 質 、 酸化 層 の厚 さ5cmで あ り、

ホ ソウ ミニ ナ な どが認 め られ た。St.10は 、中潮 帯 ・砂 質 、酸化 層 の厚 さ2cmで あ り、

ほ とん ど生物 は認 め られ な かっ た。

上記 以 外 の補 完 的 な任 意 の15地 点 にお いて は、全 て低 潮 帯 に属 し、St.A～:Lは 砂

泥 質 で あ り、酸化 層 ・臭気 とも確 認 され ず 、St.M～0は 砂 質 であ り、St.Nで 弱い 臭

気 、St.0で 酸 化 層 の厚 さ30cm以 上 が確 認 され た。St.M・Nで ア オサ の打 ち上 げ と、

St.0で 散 在す るカ キ殻 が認 め られ たが 、ほ とん ど表 生 生物 は認 め られ な かっ た。
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① ア ラ レタマキ ビ

② チ ゴガニ+ハ クセ ンシオマネキ

③ カキ+シ ロフジツボ

④ ク ロベ ンケイ ガニ

⑤ ホ ソウ ミニナ

⑥ アオサ

⑦ ハ クセ ンシオマネキ+コ メツキガニ

⑧ ヤマ トオサ ガニ

⑨ ア シ
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③ 底生生物の成帯構造(図23、24)

内湾部では、 コメツキガニが 中潮帯か ら低潮帯にかけて、個体数の減少 を示 した以

外は、 コケ ゴカイ、 ミズヒキゴカイが顕著に個体数の増加 を示 して優 占し、低潮帯で

は、オキシジ ミを加 えて3種 が優 占した。

湾央部では、イ トゴカイの仲間が中潮帯でのみ圧倒 的に優占する特徴的な成帯構造

が認 められ た。低潮帯 においては、ホ ソウミニナが優 占しているが、個体数は中潮帯

とほ とん ど変わ らなかった。

内湾部

10個 体 11010090 706050

基準 面か らの高 さcm

ホ ソウミニナ

ヘナ タ リ

オ キ シ ジ ミ

コケ ゴカ イ

ミズ ヒキ ゴカ イ'、

コ メツキ ガ ニ

図23底 生生物の成帯構造(内 湾部)
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ii)定 量調 査

① 酸 化層 の厚 さ(表15、 図25)

内湾 部 にお け る酸化 層 は、St1・2・5で 確 認 され 、その厚 さは1～15cmで あ っ

た。 臭 気 は 、最 も岸 に近 いSt1で の み確認 され た。

湾 央部 にお け る酸化 層 は 、SL6～10とStOで 確 認 され 、そ の厚 さは2～30cm以

上 で あ った。30cm以 上 であ っ たSt6とStOは 、 と もに低 潮 帯 に属 し、砂 質 で あ っ

た。 臭気 は、最 も岸 に近 いSしNで のみ 確認 され た。

表15酸 化 層の厚 さ

単位:cm
St.

1

a

3

4

5

6

7

8

9

10

潮間亜帯
中潮帯
中潮帯
中潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
中潮帯
低潮帯
中潮帯

底質
泥
砂
泥
泥
砂
砂
泥
砂
泥
砂

酸化層の厚さ
1

2^一15

0

0

5^一10

X30
5

2^一5

5

2

臭気
弱
無
無

無
無
無
無
無
無

St.

A

B

C

D

E

F

G

H

1

J

K

L

M

N

0

潮間亜帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯
低潮帯

底質
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂泥
砂
砂
砂

酸化層の厚さ
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

X30

気
無
無
無

無
無
無

無
無
無
無
無
無
無
弱
無

難蘇、

懸 撫,/;》薫轟:

鎌獅鞭1劔
、 ミこ懲 犠 ∴
一識≧＼ こ＼ぐ＼ 隅

■■■■ 臭気あり

、 、

獄 欝 縷1讐 讐
500m

ノz

膠

一難 響
図25臭 気分布図
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② 底 生 生物

底 生生 物調 査 結 果 を表16に 、そ の結果 集 計 を表17に 示 す と共 に、 図26,27に 個

体数 に よる底 生 生物 類別 組 成 を 、図28,29に 湿重 量 に よる底 生生物 類別 組 成 を示 す。

Sq～10に お い て 、最 も出現個 体 数 が多 か った の は、 コケ ゴカイ の434個 体 で 、

次 いで ミズ ヒキ ゴカ イ の293個 体 、 イ トゴカ イ科 の一種 の245個 体 、 ホ ソ ウミニ ナ の

229個 体 で あ り、3種 の 多毛類 が全 出現 生物 の58.2%を 占め てい た。 湿 重 量 では 、 オ

キ シ ジ ミの552.64g、 ホ ソ ウ ミニナ の148.29gで あ り、2種 の軟 体動 物 が全 出現 生物

の88フ%を 占め て いた。

StA～0に お い て 、最 も出現個 体 数 が多 か った の は、 ホ ソウ ミニ ナの95個 体 で 、

次 い でユ ウシオ ガイ の26個 体 、イ トゴカイ 科 の一 種 の23個 体 で あ り、一種 の腹 足 類

が全 出現 生物 の30.3%を 占 めて いた。 湿 重量 で は 、オ キ シ ジ ミの177.78g、 ハ マ グ リ

の58.77g、 ホ ソ ウ ミニ ナ の55.24gで あ り、3種 の軟 体 動物 が全 出現生 物 の91.8%を

占めて い た。
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注)円 グラフ右上のイタリック数字は個体数の階級を示す。
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注)円 グラフ右上のイタリック数字は個体数の階級を示す。
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注)円 グラフ右上のイタリック数字は個体数の階級を示す。



表16底 生生物調査結果㈲ 歌川河口)(そ の1)
、, ●

ho

3

Cnidaria

刺胞動物

PIaヒhe且oint-

hes肩 形動物

6

8

9

圏olIUSC8

軟体動物

38

Annelids

環形動物

5

s

7

B

9

0

3

S

6

7

8

so

63

65
66

7

Arthropods

節足動物

Crustacea

甲忽亜門

Anthozoa

花虫綱

Turbellaria

渦虫綱

Gastropods

腹足綱

Biva且via

二枚貝綱

Po且ych8eta

多毛綱

Oligochaeta

幽lacOSヒraca

軟甲綱

Archaeogastropod
8

Yiesogastropoda

中腹足目

Neogastropoda

新瞑足目

圏yヒiloida

イガイ目

Veneroida

マルスダ レガイ目

Pho且adooyoida
ウミタケガイモド串目

isopoda等 脚圏

麺phipoda端 脚目

Oecapoda十 脚 目

Del回robra㏄hiaヒo

円e㏄ye■ata抱 卵

目
'コ エ

Ano8ura異 尾下目

TR㏄HIDAEニ シキ

L1胴「ORIMDAEタ

マ'
STEHOTHVR且DJしE
ミ ゴマい、、

FAIRBAKKIIDAE?

噛亀,、

POT▲川DID△E
、一、 噺

MURICImEア クキ

MSS岨11肌Eム シ
ロ

NYTILIDAE

イガイ科

TεLU罰1肌E

二 ・・コ

PS㎜OBHD▲Eシ
、

VEN駅1DAE

マルスダレガイ鱒

LATERNULIDAE

Phy且lod㏄idae
シバゴ

Glyceridae

チ ロリ科

Goniadidaeキ ョ

ロ 冒

Nereididae

ゴカイ科

Nephtyid8eシ ロ

ゴ

Lu.brineriidae
3噛.,

Spionidae
ス ビオ科

Ci「 「aヒu量idae

ミ ゴ

Capi艦el且idae

イ トゴカイ科

Anthuridaeス ナ
、 ・、 ・

Ligiidaeフ ナム

ン
De冥且顧ioidaeエ ン

マ ヨコエ

Aoridaeユ ンボソ
コエ

Corol血iidaeド ロ

鵠pithoidaeヒ ゲ
ヨコエ

PEMEm旭 クルマ
エビ科

ALPNEIDAE

亀9'、

ULO匿EDHDAEハ サ
ミこ コエ

CALLIAIIASSIDAE
9

UPOGE8IIOAEア ナ
3コ

010GE湘lDAEヤ ド
1

PAGmDAEホ ン
●8

51葦8〃 ピ1耀3」セノ8S.Ch't.

ATHε罰AR1▲sp.

5り4㏄ 加ρ'8〃7μ3'〃8

伽伽'伽{那'8'山 四

6rヨ側〃〃"oノ'α7α'8ロ8

StenothyraBtebra

勘'5'd㎎ 〃'8e'邸 ρ57

6冶"α 置'
σ躍

ThaiscleviBera

忍θ"c伽8∬8た5〃 噌

Yytilusedulis

鈎ρ"たfγ'卿'μ5

Yaerellarufila

勘1θ'θ'〃伽 駕'8〃 朋

召c
0

S

加'θπPσ18細"〃 偲

趣'8細c〃18'8(?,

G e

〃ム冴8ρθ

伽'曲 ノ8卿'c8

e

賦

無足盤族イソギン
の一

カイヤドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキビガイ

ミズゴマツボ

カワグチツボ?楓

へ 書

亀 、 一'、
一

イボニシ

アラムシロガイ

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

ユウシオガイ

マスオガイの一種

こ

ハマ 冒
oご 。ミ

ソトオリガイ

ヤマ トキ ョウスチ ロ
書

コ

魅

陶 】ゐ'」45aff.δ 」昭cカ♪τ〕碗'8

z四 δ"乃θ∫8'5〃'ρ卿'c8 コアシギポシイソメ

Prionosaio(Anui/esao-sp.ezte.
0 0 e

ハ'0刀OS'07"0螂'OSnaas.
resn.acur

㎞ κわ'㎜ ㎞'
`'π'ん 朋'8'e〃'8c〃'8'∂

6と7"θ"81胴Ba「S.a「'ヒ.

0曹"θ 冴s.5.

αr"8'8.5・A

幽5わ8ρcゐ α5α7dレ('〃5

鰍 ガα昭5'1」58α1'8?
陶'o鱈5'ω8'8'θ"α 盟s

Greniasp.

伽'ゐ σ」「召sp.

Ligiaerotica

Gen.(?}eヒsp。

6朔応'び'εκ〃8力 卿 κ8

ωf鋤'ω 膠m'ω'8ω ∫

8"'`冴
血四〃ゐ㏄sp.

PENAEIDAEsp.

〃助θ∬s加eρ'cr'5'8佃5

5嘘eω5
∠80配ゴ'885'8c〃 圏

甜〃'8朋5S8μ ヅ8ノμ」㎎

α畑'8sp.

ρ'【脚e鷹5ρ'〃'〃 α15

畑 甜8【ん占'ω5

9口 二

ミズヒキゴカイ

,、

スナウミナナフシの

フナムシ

エ ンマヨコエビ科

?の 一
ニ ッポン ドロソコエ

ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエピ
の一
クルマエビ科の一種
(体の一部のみ}

テツボウエビ

呂ロ ー 工

ハサ ミシャコエビ

スナモグリ

アナ ジャコの一種

トゲ トゲツ ノヤ ドカ
1

ユビナガホンヤドカ
1

St.1
1

a

St.2

Brachyura

短屋下目

PORIuMD旭 ガザ
ミ.

OCYPODIDAE

スナガニ科

GRAPSIDAE

二 ・

a

PORTU闘置DAEsp.

S

sera evieh

σ 刀lp

ガザミ科の一種(幼

ハ 、 ξ マ ・

マ

コ い

し 二

3ハ 冒 二

7

0

十

十

0.0

十

38

6

0

0

0

十
十

十

6

St.3 St≦

6

69

Echinoderma一

ヒa

Chordate

脊索動物

Ophiuroidea
クモヒトデ綱

Actinoptery-

8ii条 鰭綱

Yyophiurida

モ ヒ'

Percifomesス ズキ

目

△MPHIURIDAEス

ナ クモ ヒトー ・
Terapontidae

シマイサキ科

eiice

Gen.etsD.

Gen.(7)etsp.

スナクモヒトデ科の
一(の 切れ

・温 35

十

3

】6

Rhodophyta

Chlorophyta

Rhodophyceae

Ulvophyceae

ア

Ulvalesア オサ目

Gracilariaceae

ゴr・

Ulvaceaeア オ

6悶c〃8r'8● 鴇加'ω'qρ カy〃

己〃旧 儂"σ 稠

オゴノリ

アナアオサ

・ 璽量

出親種頬致

58.S!

8

十

十

0

且晃 ie

十

十

且3

十

十

1

05口

十

十

十

十

,

i

、

一63一



表16底 生生物調査結果㈹ 歌川河口,(そ の2)
St.6 St.7 SL8

0

Cnidaria

刺胞動物

Anthozoa

花虫綱

5凋 〃ゴ眠四々'ρS.chiヒ.

塵

1:1WSPiY

Sヒ9

0.25m'

3

5

s

7

3

5

6

0

3

PlaOhe量口int-

hes日 形動物

Turtxllaria

渦虫綱

闘ollusca

軟 体動物

8

30

Annelids

環形動物

5

39

0

2

3

8

5

3

5

5

58

so

6
63

s

Arthro繭

節足動物

Crustacea

甲穀亜門

Echinoderma-

ta'

Chordate

脊索動物

Gastropods

腹足綱

8iva且via

二校貝綱

曾

Polychaeta

、

多毛綱

Oligochaeta

Naiacostraca

軟 甲綱

Ophluroidea
クモヒトデ鯛

Actinoptery-

gii条 鰭 綱

Archaeogastropod

a、

Niesogastronoda

中胆足目

Neogastropoda

新腹足目

Nytiloida

イガイ目

Veneroida

マルスダレガイ目

TR㏄HID▲Eニ シキ

L1τ10R1融DAEタ

マ

STENOTHYRIDAE

ミ ゴ マ ・',、 ・

F川RBANKHDAE?
い,、

F'OTANIDIDAE
、 一、 9

團URICiDAEア クキ

猷SSARllDAEム シ
ロ ・

NYT(LIDAE

イガイ科

TELLINIDAE

二 ・・ コ

PS△剛OBHDAEシ
、、

VENERIDAE
マルスダレガイ嚇

Pholadoロ 臨yoida

ウミタ ケガイ モ ドキ 目

LATERNULIDAE

lsopoda等 脚目

㎞phipoda端 脚目

Phyllodocidae
3バ ゴ

Glyceridae

チ ロリ科

Goniadidaeキ ョ
ロ1

Nereididae

ゴカイ科

周ephヒyidaeシ ロ

ゴ

Lumbrineriidae

3亀,.,

Spionidae

スビオ科

Ci「 「atu且idae

ミ ゴ

Capite且Iidae

イ トゴカイ科

八nthuridaeス ナ
、 噛、 噛

Ligiidaeフ ナム

Dexa罰inidaeエ ン

マ ヨコエ

▲oridaeユ ンボソ
コエ

Corophiidaeド ロ

舶pithoidaeヒ ゲ
ヨコエ ・

ATHENARIAsp.

5fア1αカqρノ8佃 μ雌〃ノ8

伽 ρ'ε加 螂'8'ω σ

伽 ησ〃〃'ω ∫1僧8κ'8囲

5'θηo'伽88/8δ ハ9

勘'5'`'劇 ノ88ノ卿 〃39

無足盤族イソギン
の一.

カイヤ ドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキビガイ

ミズゴマツボ

カワグチツボ?掴

従"ω'

励8'5d8γ'8ε ㎜

舵"cσ 偲s餌 た5"旧

酌1'〃α5α血〃5

歯ρ〃血fびf岬'〃3

伽 πゴ'8'μ'〃8

5b18'e〃'偲 ρθ'8〃僧

8α箆蝋 嘘 刀'ω

e 〃08
酸 SIS

加'θノ刀σ18姻7〃 〃四

伽'8姻c〃8'8〔?)

Givicerecavi

へ8
● 、 一'、 、

一

イポニシ

アラムシロガイ

30

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

ユウシオガイ

マスオガイの一種

こ

ハマ1
ご3● ミ

ソトオリガイ

θ1㎜ 幽c西.8〃3'85"

68〃 加θ〃θ縛

伽'8吻"卿'ω

eraro peens

'"d器

sna 凹

ヤマ トキ ョウスチロ
9

コ

b

舵助03aff.ρ 朋伽o鋤818

乙㎝めf'ρeπ}'5〃'ρ卿'αr

0 S

コアシギポシイソメ

片'0〃05/0冨 σノノ85'OS.exヒe.

〃'σ螂'0ル'㎝S'OS◎ 「旧as.

θω口b/0∫ 冴S.aCU「.

触 酌 ノoノ ヨ θ四'

Cirriloraiatentecaleta

Cenitel/nnearso.aril.

Cenitelisso.5.

6汐 ノ'θ1βs.5畳A
〃85佃 ηc加5α7d加 〃8

制'α 闘5'σ58ご 〃'8?

0'0皿85佃5/8'θr'Cα β
のη〃'8sp.

6}曽'カσ1ηsp.

〃8'8θ ゆf'α望

「口 二

ミズヒキゴカイ

1、

ゴ

スナウミナナフシの

フナムシ

エンマヨコエ ピ科

?の 一

8

0

Gen.(?)etsp.

6畑厘1ゴ'θκ卜〃8力 卿'αr

伽q帥'α 四m'μ'8'or

auomca

伽 〃㎞sp.

Decapoda十 脚 目PεMEmAEク ルマ

Dendrobra㏄hiamエ ビ科

円e㏄y㎝ata抱 卵亜
目

'deコ 工 一

An㎝ura異 羅下圏

ALPHEIDAE

い'、

UO甑DHDAEハ サ
ミご コエ ・

CALLIANASSIDAE
l

UPOGE田1DAEア ナ
ご コ

D:OGI二胴[DAEヤ ド
「,

PAGRmAEホ ン
.「 .

Brachyura

短羅下目

mRWMDAEガ ザ
こ

Nyonhiurida
モ ヒトー

Perciformesス ズキ

目

OCYPODIDAE

スナガニ科

GRAPSIDAE

二 ・

側PHIURI肌Eス
ナ モヒ トー ・

Terapontidae

シマイサキ科

PENAEIDAEsp.

〃μ加雌 δκδ'c"5'8'{だ

883ρ α ノ5

加α憩ゴ'885'βd朋

爾〃'8〃85鋼 κ'81σπ7

伽 θか'8sp.

Diogenesspinifrons

聰 〃f雌dレ ∂'雌

PORIUNIDAEsp.

伽c飴8c'θ8

冴co'8σs' c猷

ro S

58肋 祀 γ「8'〃

5ご0' 0伽 瀞
C

勲gc

ru

Gen.etsp.

Gen.(?)etsp.

ニッポン ドロソコエ

ピ
ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエピ
の一
クルマエ ビ科の一種

(体の一部のみ》

テヅポウエビ

3'ロ ー 工
ハサミシャコエ ピ

スナモグリ

アナジャコの一樋

トゲ トゲ ッノヤ ドカ
1

ユピナガホ ンヤ ドカ
1

ガザミ科の一樋(幼

ハ
'ご マ

マ

ゴ ニ
コ 馳噂

、 一

」 バ ー 二

スナクモヒトデ科の
一(の 切れ

o

8

7

8.06

53

a

0.19

0

響

5

5

o.o;

6

3

十

十

十
十

十

o.

0

6.25

8

36

0.53

o.a

8.37

Rhodonhytai

cniorophrta

Rhodophyceae

Ulvophyceae Ulvalesア オサ 目

G,acil、,i、ceae.伽 。〃。r1鯉 航 。'ρ剛'

ゴ ノ盲 ・

Ulvaceaeア オ 〃 凹 μヲr'σ劒

オ ノリ

アナアオサ

・温重

出現種顛数

9

十

十

7

3

1

十

17

十

十

5

5

1

十

0.43

03

67.83
u

十

十

1

St.10

3

十

0

5

0.48

3

3
6

o.a

0

o.o
十

十

十

十

十

0

十

0

3

0

03
0

5

e

s

o.

06

9.49

a

十

十

o.o

zs

十 0.6

13
o.

十

十

30.691十

5

且 1

一64一

・
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表16底 生生物調査紹果㈲ 歌川河口)(そ の3) 亀 ●

四〇

3

6

Cnidaria

刺胞動物

Plathelmint-

hes扁 形動物

麗ollUSC8

軟体動物

Anthozoa

花虫綱

Turbellaria

渦虫綱

GasヒrOPO血

腹 足綱

Archaeogastropod

a

Niesogastropoda

中腹足目

deogastropoda

新腹足目

TR㏄HmAε ニ シキ

L1㎜mDAEタ
マ
STEdOTHYRIDAE
ミ ゴマ・亀,、

FAIRBANKIIDAE?

、馳,、

POTANIDIDAE
ミニ

蜘RICm▲Eア クキ

MSS八MID▲Eム シ

ロ

58〃d配 冴盈"8S.chit.

AIHE四A尺1Asp.

5〃'㏄ 加ρ'8側 μ51〃8

伽伽'伽 α識5'8'己耀

6π置πσ〃〃"o∫'朋8π'8認

5'εηo'伽8'8δ 個

fa/sicinguleelegens7

● ●dヒリ'

Thaisclevigera

勲9"ω π8ss8た5"陶

無足盤族イソギン
の一

カイヤ ドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキビガイ

ミズゴマツボ

カワグチッポ?損

へ1
亀 、 一'、 、

一

イボニシ

アラムシロガイ

St.

6

6

7

s3

5

Anne且idε

環形勤物

Arthropods

節足動物

Crustacea

甲鍛亜門

3

5

66

Echinoder口 皿一

fe

Chordate

脊 索動物

Bivalvia

二枚貝綱

Polychaeta

多毛綱

0量igochaeヒa

㎞IacOSヒ 「aca

軟 甲綱

Ophiuroidea

クモヒ トデ綱

真Cヒi膨OPヒery-
8ii条 鰭綱

凹yヒHoida

イガイ目

Veneroida

マルスダ レガイ目

Pholadomyoida
ウミタケガイモト争目

lsopoda等 脚目

《叩hip〔〕da端脚 目

D㏄叩oda十 脚目
Dendrobrarchiata

MYTILIDAE

イガイ科

TELLItllDAE

二・・コ

PSムM腿03HDAEシ
ミ

VE歴駅lo▲E

マルスダレガイ斜

LATERRULIDAE

PhYllodocidae
ごバゴ

Glyceridae

チロ リ科

60ni8didaeキ ョ
ロ1

Nereididse

ゴカイ科

闘ephtyidaeシ ロ

Lu.brineriidae
ご 、'、

SDionidae
スピオ科

Cirrat贈 重idae

こ ゴ

Capitellidae

イ トゴカイ科

Anthuridaeス ナ
、 覧

Li8iid8eフ ナム
3

Dexa画inid8eエ ン

マヨコエ

Ao「idaeユ ンボソ
コエ

Co「ophii〔魎eド ロ

値pithoidaeヒ ゲ
ヨコエ

PE酷 εIDAEク ルマ
エピ科

PIeocye■巴ta抱夢日

目
●eコ

A㎜r8異 庵下目

ALPNEIDAE

」・'、

LAO甑DHOAε ハサ
ミξ コエ

CALL1八欺SSio△E
9

UPOGE81mAEア ナ
3コ

DIOGE翼 量DAεヤ ド
1

PAGRmAEホ ン
:ri

BracAyura

短羅下目

Yyophiurida

クモヒ ー

Percifor■esス ズキ
目

PORTUMDAEガ
ミ

㏄YPO田0AE

スナガニ科

GRAPSIDAE

仙IP田URIDAEス

ナ モヒ ー

Terapontidae
シマイサキ科

Yyti/useduiis

鋤"」 侮'γ'曙 曽佃3

伽 κ〃8川'〃8

鉤'α ε〃'加 鍔'8〃 ㎜

Leternuleaarilina

めな'8」昭ごσ'8'8(?》

S

G
伽'8謝 ノ8卿'ω

.8'.'d5

59

3

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

ユウシオガイ

マスオガイの一種

ミ

ハマ1
3ご9ミ

ソトオリガイ

ヤマ トキ ョウスチロ
1

コ

、

姻'"aff.か πκカリ駕 助8/8

加■δ〃ρθκ'5〃 加卿'C8 コアシギポシイソメ

ouasniolAauiissnioJso.exte.

'
0勝.oP'0螂'OS

鯉 θ吻'0朋S.8CU.

細 ノo㎜ ㎞'
Cirriforietentacalata

0曹"e8as邑a・ ヒ.

己8'88.5.

6冶'fe8s.5●

svbranchuscaducus
"α闘5'αs8`'8?

肋'㎝s猷58'εr'α9∬3

6掴η'8sp.

伽'カ 〃朋sp.

〃8'8ε 邸o"α7

Gen.(?)etsp.

6∫8㎡'{ノ'θκ 〃8/8卿'α

ω 石α帥'伽1η'σ'8'or

eaonica

顧ρ"伽sp.

PEIIAEIDAEsp.

〃伽3加 εo'`f'3'8蝕5

S

加α剛'885'8ご'偲

働〃'細5甜 斎8'μ朋

嫌 δ'8sp.

〃(轡e鵬55ρ'〃 〃rα75

鞠 μrσ5dレδ'σ5

PO駅TU潤1DAεsp.

S

鰐

eiic

1

Gen.etsp.

Gen.(7)etsD.

.n窃as.

oロ ニ

ミズヒキゴカイ

IId'

スナウミナナフシの

フナムシ

エ ンマヨコエ ピ科

?の 一

ニ ッポンドロソコエ

ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエピ
の一
クルマエビ科の一種
(体の一郎のみ)

テツボウエビ

3口 口

ハサ ミシャコエピ

スナモグリ

アナ ジャコの一種

トゲ トゲッノヤ ドカ
1

ユピナガホンヤ ドカ
冒

ガザミ科の一種(幼

ハ 鴨 ξ マ

マ 一

コ い

b一

3バ ー 二

スナクモヒトデ科の
一 〔 の れ

a

0

RAoeophYte

9hlor。1ぬy「8

Rhodophyceae

Ulvophyceae 田valesア オサ目

Gracilariaceae

ゴr

U且vaceaeア オ

6閉c〃8∫'8蟹 ε」吻1ω1ρ助,P〃

〃 昭 ρ8〃σs8

オゴノリ

アナアオサ

・ 重

出親租頬致

II

St.8 St.C Sヒ

十

6

十

十

1

十

●

十

B

0.06

S

十

i

十

1

一65一



表16底 生生物調査紡果(和歌川河口)(そ の4)
駈 .

a

9

Cnidaria

刺胞動物

Plathelmint-

hes日 形動物

Anthozoa

花虫綱

Turbellaria

渦虫綱

圓0量lusca

軟体動物

3

5

5

5

Anne置ida

環形動物

Arthropods

節足動物

Crustacea

甲殻亜門

Gas!ropoda

履足綱

Bivalvia

二枚貝綱

Polychaeta

多毛綱

Olieochaeta

Nalacostraca

軟甲綱

Archaeogastropod
a・

Miesogastropoda

中腹足 目

TR㏄HmAε ニ シキ

LI↑rOR且NIDAEタ

マ
STENDTHYRIDAE
ミ ゴマ馬'小 ・

FAIRBANRIIDAE?

し9,、

POT▲剛DIDムE
、_、 ・

Neogastropoda

新腹足目

MURIC10AEア クキ

潤ASSARIID八Eム シ
ロ

麗yヒiloida

イガイ目

Veneroida

マルスダ レガイ目

凹YTIUDAE

イガイ科

TELLINIDAE
二 ・・ コ

Pho且ado■yoida

ウ ミタケガ イモ ドキ 目

PS…08HDAEシ
、
、

VEBERIDAE
マルスダレガイ"

LATE震四ULIDAE

Phyllodacidae
ごバゴ

Isopoda等 脚 目

㎞phipoda端 脚 目

Oecapoda十 脚目

Dendrobranchiata

円eocy㎝ata抱 卵亜

目 噸d

Anoou田 異尾下 目

Brachyura

短尾下目

Glyceridae

チロリ科

Goni舶idaeキ ョ
09

dereididse

ゴカイ科

潤ephtyidaeシ ロ

ゴ

Lugbrineriidae

3、.IJ¥

Spionidae

スピオ科

Cirratulidae

ミ ゴ

CaDitellidae

イ トゴカイ科

Anthuridaeス ナ
ミ

Ligiidaeフ ナム

De罵a●inidaeエ ン

マ ヨコエ ・

Aoridaeユ ンボソ
コエ ・

Corophiidaeド ロ

仙pithoidaeヒ ゲ
ヨコエ

Pε四Aε10AEクルマ
エ ビ科

ALPHEIDAE

い'、

脈0麗 田1D△εハサ
ミ3コ エ ・

CALLIAIVASSIDAE
iir

UP㏄E81mAEア ナ
呂 コ ・

D10GENIDAEヤ ド
11F

PAGRIDムEホ ン
itIIE

PORWMDAEガ ザ
ミ.

OCYPODIDAE

スナガニ科

57葦 四1夏ノ㎜ 左'8schiτ.

ATHENARIAsp.

5伊 ノ㏄加ρノ8朋ρμ3f〃8

伽勿〃'α四ご03'8'伽

6朋〃〃〃 〃κo"伽eπ'8凋

5'eηo'筋8P/8かm

掬'3/d岬18ε'q卵 〃5P

●'●dヒ
o' 8

励8'5c18γ'儂 紹

舵"c切85s8たs"凹

Yyliluscrlulis

歯ρ"た ∫y'邸'σ5

蔽だκ〃8甜'〃8

釦1θ'θ〃'佃 駕'8〃 朋

」侮"30'

S

ム9'e∫〃σノ8』昭r'〃僧

めS緬 細Cσノ8'8(?)

無足盤族イソギン
の一

カイヤドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキビガイ

ミズゴマツボ

カワグチツボ?損

へ ■

し ミ ー'、
一

イポニシ

アラムシロガイ

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

ユウシオガイ

マスオガイの一種

ミ

ハマ1
ご3● ミ

ソトオリガイ

S

G

磁η'8吻"卿'c8

闘

ヤマ トキ ョウスチ ロ
「

=1

亀

梅助'彊aff.∂ 個c毎 質鋤8'8

〃四b"〃e∫θ'3〃'卿 ρノ㏄ コアシギポシイソメ

●d
0'δ

Prionosoio(AauilasoioJsp.exte.

ノケノ01罵'OP'0螂'OSl旧as.

釣e盟わ raso.acur

禽θ配わ ノ 凋 意α匿'

Cirrifoniatentecu/ata

幽"8ノ ノ81旧 「S。a「it

Canitellsso.5,
6冶"θ ノ8s,5●A

働5ri8π 加5(コ8d〃cω3

舵ヤガ傭8s'σ3βc〃'8?
吻'α 紐5'σs'8'ef/oε μs

6ノη刀'8sp.

6ン8'カσノヨsp。

Ligieexotics

Gen.く?)eヒsp.

6朋烈ゴ〃'θκ 〃8/8ρo"'c冴

α}石鋤'1摺m'〃f8'or

amnica

細 ρ"ゐ㏄sp.

PEN△EIDAεsp.

Alpheusbrebicristatos

S

加α職〃8盈5'8d朋

09'〃8僧 鋤 ρe'8'σ凋

伽 εカ'8sp.

〃曜 偲s5ρ'〃'〃 αr5

勘8レ'μ5吻 δ'〃3

PDRTUNIDAEsp.

oロ ニ

ミズヒキゴカイ

量 、

スナウミナナフシの

フナムシ

エ ンマ ヨコエピ科

?の 一
ニ ツポ ンドロソコエ

ピ

ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエピ
の一
クルマエビ科の一種
(体の一部のみ)

テッポウエピ

」'ロ ー 工

ハサミシャコエピ

スナモグリ

アナ ジャコの一種

トゲ トゲツ ノヤ ドカ
1

ユ ピナガホンヤ ドカ
1

ガザミ科の一種(幼

ハ'3マ 、

St.f

5

0.49

St.G St.H St.1

65

6

s

εchil切er島a-

to

Chordate

脊索動物

Ophiuroidea

ク モヒ トデ綱

AcヒinOPヒery-

gii条 鰭綱

Nyophiurida

モヒ トー
Percifomesス ズキ

目

GRAPSIDAE

仙IPHIURmAε ス

ナ モ ヒ ー ・
Terapontidae

シマ イサキ科

潮 σ

ec

S

θ四

S

∠め7'〃

マ
ncra

S.

5'

龍'"c
Gen.etsp.

Gen.(7)etsp.

ゴ ニ
コ い

b一

ご ハ ■ 二

スナクモヒトデ科の
一 .(の 切れ

'3

0

5

a

3

6

60

3

十

十

駅hodophyヒa

Chlorophyta

Rhodophyceae

Ulvophyceae Ulvalesア オサ目

Gracilariaceae

ゴ ■ ・

田vaceaeア オ

6朋c〃8r'8`鴇 加'08'q帥 ア11

〃旧 ρer'σ詔

オゴノリ

アナアオサ

・温重量

出現租顛数

10

十

十

i

6

十

十

5

7 9
6

a

a

3

0

o.os

8

0.062
SL1

0

十

0.0

9

十

十

S

o.ss

且

一66一



表16底 生生物調査結渠(和歌川河o)(そ の5)
o

駈 。 ●

No

Cnidaria

刺胞動物

Anthozoa

花虫綱

∫81翼 メ囎々'8S.chiヒ.

Sヒ.K St.L St. St

o.os

PIathe且 ■inヒー

hes扁 形勤物

闘ol量USC8

軟体動物

Annelids

風形動物

Arthropods

節足動物

Crustacea

甲殻亜門

Echinodersa-

ca

Chordate

脊累 動物

Turbellaria

渦虫綱

Gastropods

腹足綱

Bivalvia

二枚貝綱

Polychaeta

多毛綱

0且ig㏄haeta

Yalacostraca

軟 甲綱

^「cha囎sヒ 「o剛
8

Niesogastropoda

中腹足目

Neogastropoda

新腹足目

Mytiloida

イガイ目

Veneroida

マルスダレガイ目

Pho且ado腰yoida
ウミタケガイモドキ目

ISOP側a等 脚 目

㎞phipoda端 脚 目

Ophiuroidea
クモヒトデ顧

Actinop[ery-

8ii条 鰭綱

0㏄apoda十 脚目

Dendrobranchleta

P且eocye■ata麹 コ日

目 'コ

Ano■ura異 尾下 目

Brachyura

短尾下 目

Myophiurida

モヒ ー

Percifomesス ズ

目

TR㏄HIDAEニ シキ

L1T「ORIMDAε タ

マ
STENDTHYRIDAE
ミ ゴマい,、 ・

FAIRBANRIIDAE?

ら亀,、

POTAYIDIDAE
ミー

剛mCIDAEア クキ

MSSムRIIO八Eム シ
ロ

圓YTIUDAE

イガイ科

TELLINIDAE
二・・コ

PS仙田08imAEシ
ミ

VE潤醸m▲E

マルスダレガイ"

"TER剛LID▲E

Phy量重odocidae
ξバゴ

Glyceridae

チロリ科

Goniadidaeキ ョ
ロ1

Aereididae

ゴカイ科

凹ephtyid日eシ ロ

ゴ

Liubrineriidae
:vT

Spionidae

スピオ科

Cirratulidae

ミ ゴ

Capitellidse

イ トゴカイ科

An愉 購rid8eス ナ
、 馳、,

Li8i.idaeフ ナム
ξ

De罵a■inidaeエ ン

マヨコエ

▲oridaeユ ンボソ
コエ

Co「ophiidaeド ロ

A■pithoidaeヒ ゲ
ヨコエ

PE甑Em▲Eク ルマ

エビ科

ALPNEIDAE

一
・亀 、

L△0匿EDIIDAE'、サ
ミご コエ

CALLIJし圓んSSIOAE
8

UPOGEBHOAEア ナ
ξ コ

D10G㎝1DAEヤ ド
1

PAGRmAEホ ン
の ■

㎜WNloAEガ ザ
ミ

OCYPOD星DムE

スナガニ科

G艮△PSID八E

餌P槻URmAEス

ナ モ ヒ ー

Terepontidae
シマイサキ科

All1ERARIAsp:

5'ア'α:加ρ'8偲 μ躍5'〃8

伽痴"'伽 ご05'8'槻

6πP〃σ〃 〃κo∫'佃 α'8囮

5'eρo'ゐ卿8'8占 朋

幽'5'σ'㎎ ぴ'88'岬 ρs9

fiefsclevigera

舵"ω 囮5詔 たs"噌

め・'〃σ5α加〃5

飽ρ"たry'η 四'α5

盈珍'ε〃8π 〃〃8

釦1θ'θ〃加εμ⊇'8〃肥

'S

冴

加 陶σノ888r〃 加8

〃s'8」 闘cσ'訂8《?)

無足盤族イソギン
の一

カイヤ ドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキビガイ

ミズゴマツボ

カワグチツボ?損

へ1
騒 、 一;,,一,,

イポニシ

アラムシロガイ

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

ユウシオガイ

マスオガイの一種

ミ

ハ マ 冒
ご3● ミ

ソトオリガイ

伽'8吻 ノ8卿'αr

髭

ヤ マトキ ョウスチロ
脚

コ

、

鋤'"aff.δ 溜`力魍 伽'8

五側め∫'肥κ'5〃'卿 ρ'α置 コアシギポシイソメ

'0ρ05'0刀 〃'85'osexte

7"0螂0'σ 「κ虚OS

OI8SD.BCUC.

働 o㎜e躍
Ciriifonietenteculete

Canitellanearso.aril.
Canitelle 5

"θ8s
。59▲

働58κ カα5ωdレcμ5

』冨'α 属85飽sκ μ'8?

物'α闘5fα318'θr'卿5
6摺〃'8sp.

6ン冴'ゐσπ7sp.

Ligiaerotica

Gen.(?)etsp.

6掴層'ごガ8κ 〃θ"卿'c8

ωπ脚'伽m'σ'8'0'

anonica

如"ゐoesp.

PεHAEIO▲εsp.

Alpheusbrebicristetus

乙80配ゴ'885'8d偲

o〃'8朋 ∬8儂'81〃"

Upggebiasp.

〃'㎎ε幡5ρ'ρ'伽5

畑 配5dレ δ'α3

PO只τU胴ID△Esp.

以co B

V.

Gen.etsp.

Gen.(?)etsp.

118ReS

'ロ ニ

ミズヒキゴカイ

9覧

スナウミナナフシの

フナムシ

エンマヨコエビ科
?の 一

ニ ッポ ンドロソコエ

ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエピ
の一
クルマエビ科の一種
(体の一部のみ)

テッポウエピ

ξ。口 冒

ハサ ミシャコエピ

スナモグリ

アナ ジャコの一種

トゲトゲッ ノヤ ドカ
1

ユピナガホンヤドカ
1

ガザミ科の一種(幼

ハ 、;

マ

コ い

噺 二

ご 、 一 二

スナクモヒトデ科の
一(の 切れ

賦hodophyヒa

難 ・・ph…

Rhodophyceae

U且vOP卜y{:eae

ア

U且mlesア オサ目

Gracilariaceae

ゴ 冒 ・

田vaceaeア オ

6佃c〃8〃 冴 闘ε摺'ω1q吻'"

〃'㎎ ∫珍r'〃調

オ ノリ

アナアオサ

・ 璽

出現租頬数

十

5

十

十

i

十

十

i

十

十

is

S電0

十

十

且

十

十
十

一67一



表16底 生生物調査結果㈲ 歌川河口)(そ の6)
1: ・ 025叫 窒

na

Cnidaria

刺胞動物

0

Pla¢he且煽inl-

hes扁 形動物

舅ollusca

軟体動物

Anthozoa

花虫綱

Turbellaria

渦虫綱

Gastropods

腹足綱

Archaeogastropod

8

Niesogastropoda

中腫足目

Neogastronoda

新腹足目

TR㏄HIDAEニ シキ

L17rORIMDAEタ
マ ビ

STENOTHYRIDAE

ミ ゴ マ ・'∂、 ・

FAIRDANKIIDAE?
い,、

POTANIDIDAE
ミニ

麗URICm▲Eア クキ

MSSARl1DAEム シ
ロ

57謬8〃 ぞゴ㎜ ルノ8S.chOt.

AτH蹴iARlAsp.

5伊 ノα漁αρ18溜 μ45'〃8

伽伽 九四co5'8'切

6期 〃σ〃〃"Of'〃 冴8π'訓8

5'θ加8カ〃η8'8加 ヨ

勘 ノ51Cノ㎎群8ε ノ卿 〃59

励8'5d8}"88個

2θ"c槻8558たs"昭

無足盤族イソギン
の一

カイヤドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキピガイ

ミズゴマツボ

カワグチッポ?損

へ1
亀 、 一'、 、

一

イポニシ

アラムシロガイ

ｰ
ySt.1-10

6

3

8

30

3

Annelids

環形動物

a

3

5

Biva且via

二校貝綱

Polychaeta

多毛綱

0

5

5

3

55

ArヒhrOPO血

節足動物

Crustacea

甲穀亜門

0且igochaeta

麗a量acOSヒ「aca

軟甲綱

Nytiloida

イガイ目

Veneroida

マルスダレガイ 目

Pholadomyoida
ウミタケガイモトキ目

NYTILIDAE

イガイ科

TELLINIDAE
二 ・・コ

PS㎜OBIIDAEシ
ミ

VENERIDAE
マルスダレガイ鴨

LATERNULIDAE

Phy且量od㏄idae
3バ ゴ

1sopoda等 脚目

Glyceridae

チロリ科

Goniadidaeキ ョ

ロ,・

Nereididae

ゴカイ科

四ephtyidaeシ ロ
、ゴ

Lumbrineriidae

:.A.'、

SDionidae

スピオ科

Cirraヒu且idae

ミ ゴ

Capitellidae

イ トゴカイ科

Anthuridaeス ナ
ミ

LigHdaeフ ナム

触phipoda端 脚目 Dexa画inidaeエ ン

マ ヨコエ

Aoridaeユ ンボソ
コエ ・

Corophiidaeド ロ

Ampiヒhoidaeヒ ゲ

ヨコエ

〃'〃雌 α血〃5

鋤"た ∫r'卿'ω3

十

0.07

a

9

5

ss

Echitmderma一

ヒa

Chordaヒa

6脊 索動物

Ophiuroidea

クモヒ トデ綱

Actinoptery-

8ii条 鰭綱

3

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

伽 ノで〃8π1'〃 β

勘1θ'e〃'僧 μ∋'8〃朋

㎜ C

SO

S

面'θ∫π〃ノ8』盟f〃'佃

Yysteosculate(?)

ユウシオガイ

マスオガイの一種

ミ

ハマ1
こ ご ミ

ソトオリガイ

G S/

〃加θ

伽'8吻 角po〃'`8

Pf7

'"d的
「

骸'

ヤマ トキ ョウスチ ロ
,

コ

ゴ

覧 ゴ

陶 功'」喀gff.δ 朋ご力既 助8'8

z伽 δ∫'肥rε'5〃'卿 〃'c8

0

コアシギポシイソメ

ノ「'㎜'0万 σ"85/OS.e罵te.

'{㎜'0鴇.㎜'OS
.naas.

ノ謝0/Of3S.acur.
'o澗 廊α'

α π'ん 四'8'α1'8ω ノ8'8

働"88 so.grit.

6冶 〃88.5

盈7●'θ βs。5・A

幽5呂8〃cカ σ5㎝d龍 翻3

舵ゴ'(㎜5'α58ω'8?

面'α凹3'猷s8'θ"oε 〃5
Greniasp.

伽'ゐ σ1「8sp.

LIB%eerotica

Decapoda脚 圏
Dendrobranchiata

Gen.(7)etsp.

6朋認'4'θ κ〃8∫8卿'ω

ωrq助 ノ四 吹}ノσ'8'0∫

8'c胃

如 〃ゐ㏄sp.

PE猷EIDAEク ルマ
エビ科

Pl㏄慮y㎝ta抱 卵

目

C'eコ エ
Ano側ra異 尾下 目

Brachyura

短尾下 目

Nyophiurida

モ ヒ ー

Percifomesス ズキ

目'

ALPHEIDAE

亀・'、

LAO甑DlmAEハ サ
ミ3コ エ

CALLM副 鵬1DAE
ス 盲

UP㏄E8HmEア ナ
3。 コ

D:OGE罰10AEヤ ド
1

PAGRIDAEホ ン
e量

POR測NIDAEガ ザ

OCYPODIDAE
スナガニ 科

GRAPSIDAE

紬IPHIURIDAEス

ナ モ ヒ ー

Terapontidae

シマイサキ科

PEH▲EIDAEsp.

〃蜘S加8δ'C"5緬 飽5

乙8α瞭ガ885'8ご'朋

砧 〃'8〃置3甜ρθ'81〃'8

吻㎎8δ'8sp.

ρ'曜 偲sε ρ'〃'かα75

勘劇rα5吻 ∂'お

POR7VNIDAEsp.

V

Gen.eヒSP.

Gen.(?)etsp.

'ロ ニ

ミズヒキゴカイ

1、

スナウミナナフシの

フナムシ

エンマヨコエピ科

?の 一

ニッポン ドロソコエ

ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエビ
の一
クルマエビ科の一種
(体の一部のみ1

テッポウエビ

呂 ロ ー

ハサ ミシャコエピ

スナモグリ

アナ ジャコの一種

トゲ トゲッ ノヤ ドカ
1

ユ ピナガホンヤ ドカ
1

ガザミ科の一種(幼

ハ'書 マ

マ

コ 亀'

し 二

ξハ,二

スナクモヒ トデ科の
一 .(の 切れ

35

3

十

十

3

0

6

07

十

0

0.29

a

十
十

十

十

十
o.o

十

十

0

十

十

十

0

o.3

73

8

0

59
RhodophytatTIRhodophyceae

Chlorophyta Ulvophyceae 田vaiesア オサ目

Gracilariaceae

ゴa

Ulvaceaeア オ

6朋c〃 βr'8闘ε徊κσ'qρカy1ノ

〃旧 μ}πα鈎

オ ノリ

アナアオサ
十

・ 璽+

出環種顛数

8

7.86

i

,

一68一



表16底 生生物調査結果(和歌川河口)(そ の7)
」, 00625煽2

na

Cnidnrie

刺胞動物

P且athelロint-
hes肩 形動物

6

0

5
6

8

麗ollusca

軟 体動物

Annelids

環形動物

Arthropafa

節足動物

Crustacea

甲穀亜門

5

6
ss

7

6

6

Echinodersa-
to

Chordate

脊索動物

Anヒhozoa

花虫綱

Turbellaria

渦虫綱

Gastrouoda

艘足綱

Bivalvia

二枚貝綱

PO且ychaeヒ0

多毛綱

Oligochaeta

Yalacostraca

軟甲綱

Archaeogastropod
aur,

闘巨eso98sヒ「opoda

中腹足圏

TR㏄HmAEニ シキ

Ll㎜IMDAε タ

マ
STENDTHYRIDAE

ミ ゴ マ ・髄 、 ・

FAIRBAKKIIDAE?

隔噛,、

町 紬11DIDAE
ミニ

四eogasヒ「opoda

新瞑足圏

Nytiloida

イガイ目

Veneroida

マルスダレガイ目

Pholadaayoida
ウミタケガイモドキ昼

亀

1sopoda尊 脚 目

舶phipoda端 脚 目

D㏄apωa十 脚目
Dendrobranchieta

P且eocye鰹墓m抱卵
目

C◆eコ
Anooura異 庵下目

Brachyura

短尾下 目

Ophiuroidea"yophiurida
クモヒトデ頴 モ ヒ ー

Acヒinoptery-Percifor皿esス ズキ

図ii条鰭綱 目

罰則CID証アクキ

罰△SS▲Rl1DAEム シ

ロ ・

NYTILIDAE

イガイ科

TELLINIDAE

二 ・」 コ ・

PS棚08HDAε シ
、、

VEtlERIDAE
マルスダレ∬イ科

LATERNULIDAE

Phyllodocidae
こバゴ

G且yceridEe

チロリ科

60niadidaeキ ョ

ロ9

Ilereididse

ゴカイ科

Nephwidaeシ ロ
ゴ

Liubrineriidae
,亀

、ら

Spionidne
スピオ科

Cirratulidae

ミ ゴ

CaDitellidae

イ トゴカイ科

Anthuridaeス ナ
、9
、 魎

Ligiidaeフ ナム

De竃aginidaeエ ン
マヨコエ

Aoridaeユ ンボソ

コエ

Corophndaeド ロ

A璽pithoidaeヒ ゲ

ヨコエ
P団AEmAEク ルマ

エビ科

ALPNEIDAE

・・'、

【」し0図EDIIDAE'、サ
ミご コエ

CALLI△罰榔lDムE
9

U陶GEBHD旭 アナ
ご コ ・

0:0G日10Aε ヤ ド
1

PA6田 脈Eホ ン

i'1tlli｣

PORTU川0AEガ
ミ.

OCYPODIDAE

スナガニ科

G臥PSIDAE

△麗PHIURIDAEス

ナ モ ヒ'・

Terapontidae

シマイサキ科

5刀81κ ノ隅艀々 ノ8S.chit.

A1}IEH△R1Asp曾

5'y'㏄ 加り'8偲 μ」5'〃8

伽加〃'餌{加'8'伽

6」㎎〃ω〃〃"0"偲 θ置'8認

58θ〃o'ゐ蜘8'8ρ ■8

飴'5'c'岬'8θ'q即 〃57

功8'5d8y忽 θπ7

忍θ"cσ僧εs8傭 〃㎎

めρ'〃む5α カ〃5

鋤'〃 ご'y'卿 飽s

Maere/leratite

釦ノe'ε〃'偲 ρθ'8〃偲

Iris/usori

己」躍

ム望'θπ1σ18ロヨr〃'〃置

舶贋'8細 ω'8'8(?}

"

無足盤族イソギン
の一

カイヤドリヒラムシ

キサゴ

アラレタマキビガイ

ミズゴマツボ

カワグチツボ?損

へ,
馬 ミ ー'、

一

イポニシ

アラムシロガイ

ムラサキイガイ?幼

ムラサキインコガイ

ユウシオガイ

マスオガイの一種

こ

ハマ 實
3ご.ミ

ソトオリガイ

sissens

伽'8幽 ノ8卿'㎝

S

ヤマ トキ ョウスチロ
,

コ

働 鵬aff.わm功 」船伽'θ

4ωのr'偲r8'5〃 ノρ卿'αr コアシギポシイソメ

'α燗 曜0"σ'85'OS
.exte.

e

君.σ 螂'0∫ ヒ'0げ κ凝監 「OS

1凋sac働 餌
Cirrifonietentaculata

白"θ'8r arit
αP●e躍 5

自' s5・A

5r「8κ 力鱈 α7dレcμ5
鰍 ガα凹5'〃58αf'8?

働'α885細3'8'θ'α 彫s

砺劔'8sp.

伽'カ σノヨsp.

Ligieesotice

Gen.(7)etsD.

σ個刀ゴ'己ガ8祀 〃8/8卿'Gθ

Corophiuivoiutator
8'α 置

池P1酌 ㏄sp.

PENAEIDAEsp.

〃伽5加 帥'c"5'8'ω5

加α託ゴ'883'8`'朋

働〃'8偲5細 μ∋'8'ω凋

加 εδ'8sp.

ρノ催 螂5ρ'ρ'〃 η囎

勘8レ'αsd励'σs

PORIUNIDAEsp.

C S

C V,

V

Gen.etsp.

Gen.(7)etsp.

f181C8S.

σロ ニ

ミズヒキゴカイ

,、

スナウミナナフシの

フナムシ

エンマヨコエピ科
?の 一

ニ ッポ ンドロソコエ

ニホンドロクダムシ

ヒゲナガヨコエビ
の一
クルマエビ科の一種
(体の一邸のみ}

テッポウエピ

30ロ ー

ハサミシャコエピ

スナモグリ

アナ ジャコの一種

トゲ トゲッノヤ ドカ
1

ユ ビナガホンヤ ドカ
1

ガザミ科の一種(幼

ハ 、;マ

マ

コ 」噛

し 二

ごバ ー 二

スナクモヒトデ科の
一(の れ

Rhodophyta

Chlorophyta

Rhodophyceae

Ulvophyceae Ulvalesア オサ目

Gracilariaceae

ゴ1・

Ulvaceaeア オ

6用c〃8r'8肥 餌'`〃qρ ぬア"

〃囎 儂∫佃s8

オゴノリ

アナアオサ

・ ■

ASヒ .A《⊃

十

4,

3i

o.o

5'.

8

a

3

十

a

十

十

十

0

十
03

十

a

0

5

a

a

i

} oo

出親租類融 且
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表17-1

底 生 生 物 調 査 結 果 集 計(和 歌 川 河 口,St.1-10))

単 位:個 体 数 ・湿 重 量(g)/0.25m2

1

刈O

i

望

寂
)

花虫綱

腹足綱

二枚貝綱

多毛綱

貧毛綱

軟甲綱

条鰭綱

総出現個体

数 ・湿重量、

比(%)

出現種類数
アナアオ
サ

St.1
'
、 量

22
(4.6)
12

(2.5)

424

(88.0

33

(4.9)

491
(100)

13.02
(16.2)
47.0
(58.5)
10.87
(13.5)

9.46

11.8)

80.35
(100)

16

St.2

6
(5.1)

88
(69.5
1(0.9)

23
(24.5)

118
(goo)

9
(72.6)

0.46
(3.7
十

2.92

(23.7)

12.38
(100)

ii

St.3

22

(9.4

44
(18.9
160
(68.?)

7

(3.0

233
(100)

10.51
(5.8)
166.64
(91.5)
4.68
(2.6

0.39

0.1)

182.2
(100)

18

St.4

1

o.s

25
(20.5
89

(73.0

6

(4.9

0.36
(0.2
216.51
(97.9
2.44
(1.1)

1.66

0.s

St.5

i(o.s)

122
(100)

41

55.4

1?
(23.0)
11
(14.9)

1(6.7)

0.03(0)

221.0
(100)

70
(100)

35.26

88.1

2.93
(5.2
0.53
(1.3

0.09

(0.2)

13

十 0.03

38.81
(100)

13

十 1.97

St.6

、'

30

42.9

24
(34.3)
4.
(5.7)

13

(17.1

71
(goo)

8.06
(71.0.
2.46
(21.7)
0.09
(o.8

0.5

6.5

11.11
(100)

9

十 3.6?

St.7
、'

2
(4.8)
7
(16.7)
9
(21.4)
19
(45.2)

5
(11.9)

42
(ioo)

十

4.26
(68.1)
1.51
(24.1)
0.14
(2.2)

0.34

(5.6)

6.25
(100)

1?

十 1.75

St.8

56
(62.2)
15
(16.7)
8
(8.9)

ii
(12.2)

90
(100)

38.28
(56.4)
28.91
(42.6)
o.i7
(0.3)

0.47
(0.7)

67.83
100)

11

十 1.16

St.9

110
(72.8)
12
(7.9)
21
(13.9)

9

(5.4)

152.
(100)

41.52
(32.1)
87.1
(67.3)
o.i7
(0.1)

o.sg

(0.5)

129.5
(100)

26

十 30.69

St.10

量

18
(6.4)
5
(1.8)
246
(87.5)

12
(4.3)

281
(100)

14.62
(36.0)
23.14
(57.0)
0.53
(1.3)

2.32
(5.7)

40.61
(100)

13

十 8.591

平 均
量

o.z
(0.1)
31.3
(18.7)
16.3
(9.8)
io7.o
(64.0)
0.1
(0.1)
12.0
(7.2)
o.i
(0.1)

167
(100)

十

17.49
(22.1)
57.62
(72.9)
2.01
(2.5)

十

1.88

(2.4)

o.o(o)

79.0
(100)

14.7

十 4.79



表17・2

底 生生 物 調査 結 果集 計(和 歌川 河 ロ,St.A-0))

立:・ 潤 重()/0.0625m2

曽

陣

雲
..

花

渦 綱

足綱

二 貝綱

毛

甲綱

クモヒ トデ

出現 総 ・湿

重量 、 比(%)

出現種類数
アナアオサ

SしA

辱

2

(11.8)
1(5.9)

6

(35.3)
5

(29.4)
1(5.9)

2

(--.8)

0

17

(100)

o.of

(0.0)

o.oa

(0.0)

2.2?

(4.3)
50.67

(95.5)
0.03

(0.o)
0.04

(0.1

0

53.04

(100)

11

St.B

噛

St.C

0

0

3

(33.3)
4

(44.4
a

(22.2)

0

0

9

(100)

0

0

0.54

(13.7
3.39

(85.8
o.oa

(0.5)

0

a

3.95

(100)

6

十 1.39

St.D

0

0

3

ao.o

io

(66.7
2

(13.3)

0

0

is
(100)

0

0

1.19

(64.7
0.58

(31.5)
0.07

(3.8)

0

0

1.84

(100)

8

St.E

0

a

1?

68.0

6

(24.0
2

(8.0)

0

a

25
(100)

0

0

10.94

ii.s

83.23

88.2)
0.17

(0.2)

0

0

94.34

(100)

5

十 2.70

St.F

0

0

13

54.2

4

16.7

5

(20.8)
2

8.3

0

24

(100)

0

0

7.os

(88.1
o.7a

9.0

0.18

(2.2)

0.05

0.6

0

8.01

(100)

io

十 1.92

St.G

1

(?.7

0

5

(38.5;
4

30.8

2

(15.4)
1

7.7

0

13

(100)

0.07

0.1

0

3.16

(3.7)
82.35

(96.1
0.07

(0.1)
o.of

(0.o

0

85.66

(100)

7

St.H

0

1

(3.7)

14

(51.9
9

(33.3)
2

(?.4
i

(3.?)

0

27

(100)

0

0

3.13

26.5

8.34

(70.5)
o.ii

(0.9)
0.25

(2.1

0

11.83

(100)

9

St.1

0

1

(6.3
8

(50.0
3

(18.8)
4

25.0

0

16

(100)

a

o.of
o.i

7.05

(97.9)
0.05

(o.?)
0.09

(1.3

0

7.2

(100)

8.

St.J

0

9

(50.0)
3

(16.7)
1

(5.6)
5

(2ヤ.8

18

(100)

0

5.47
(53.8)

4.64

(45.6)
0.01

(0.1)
0.05

(0.5

10.17

(100)

9

十 0.85

St.K

0

14

(35.0)

23

(57.5)
3

?.5)

40

(100)

0

11.92

(91.6)

0.04

(0.3)
1.05

(8.1)

13.01

(100)

5

十 0.19

i

v
r

i 望

興

襲
v

花 綱

渦

腹足綱

二 貝

毛

軟甲綱

クモヒ ァ綱

出現総個体数 ・湿

重量、比(%)

出現種類数
アナア サ

St.L

渕重

i

(2.4
41

(97.6)

42

(100)

1.16

87.9

o.is

(12.1

1.32

(100)

5

t 3.37

St.M
℃
、重

z

35.0

1

5.0

8

(40.0)
4

(20.0)

20

(100)

5.55

(68.8

o.sa

io.a

0.1

(1.2)

1.6

(19.8)

8.07

(100)

10

St.N

湿重

2

25.0

3
(37.5)
3

(37.5)

8

(100)

i.ss

35.6

o.2

(4.3

2.8

(60,1

4.66

(100)

5

十 9.17

Sし0
う 重

16

45.7

i

2.9

9

(25.7)

9

25.7

t

35

(100)

9.68

62.8

1.34

8.7

0.24

(1.6)

4.15

(26.9
.oi

(0.1)

15.42

(100)

15

'重

o.2

(1.0
o.i

O.5

7.3

35.6

3.?

18.0:

6.9

33.7)

2.3

11.2

20.5

(ioo)

o.o

0.0

4.1?

19.7

16.29

76.8

o.i

(0.5

o.s7

3.2

21.2

(100)

7.5



iii)鳥 類調査

本報告では、環境庁 自然保護局野生生物課で監修 したシギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録を

参考 に して とりま とめた。

和歌川河 口干潟では、図30に 示す地域で1991年 ～1996年 まで定点観測 が実施 された。

当該調査範囲は、和歌川河 ロー帯であ り、推定個体数の1%レ ベル基準値 を越 えた記録

はチ ュウシャクシシギの1種 である。参考までに 日本野鳥の会和歌山支部 が和歌川流域

でこれ までに観察記録 した野鳥 の リス トを表18に 示す。
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表18和 歌川流域の野鳥

科 種名 科名 種名

カイツブ リ

ミズナギ ドリ

ウ

サギ

トキ

カモ

タカ

ミヤ コ ドリ

チ ドリ

シギ

カイツブ リ

ハ ジロカイッブ リ

カンム リカイツブ リ

シロハ ラミズナギ ドリ

カワウ

ゴイサギ
ササゴイ
アマサギ
ダイサギ
チュウサギ
コサギ

クロサギ
アオサギ
クロツラヘ ラサギ

コクガ ン

コブハ クチ ョウ

マガモ

カルガモ
コガモ

ア メリカコガモ(亜 種)
ヒ ドリガモ

オナガガモ

ホ シバ ジロ

キ ンク ロバ ジロ

ススガモ

ミサゴ

トビ

ノス リ

サシバ

ハヤブサ

チ ョウゲ ンボ ウ

ミヤコ ドリ

コチ ドリ

イカルチ ドリ

シロチ ドリ

メダイチ ドリ

ムナグ ロ

ダイゼ ン.

ケ リ

タケ リ

キ ョウジ ョシギ

トウネ ン

ヒバ リシギ

ウズ ラシギ

ハマ シギ

オバ シギ

ミユ ビシギ

ヘ ラシギ

キ リアイ

アカアシシギ

アオ アシシギ

キ アシシギ

イ ソシギ

ソリハ シシギ

セイ タカシギ

トウゾクカモメ

カモ メ

ハ ト

アマツバ メ

カ ワセ ミ

ヒバ リ

ツバ メ

セキ レイ

ヒヨ ドリ

モズ
ツグ ミ

ウグイス

ヒタキ

シジュウカ ラ

メジロ

ホ オジロ

ア トリ

ハ タオ リ ドリ

ム ク ドリ

カ ラス

オ ロシギ

オオソ リハシシギ

ホウロクシギ

チュウシャクシギ

タシギ

セイ タカシギ

シロハ ラ トウゾクカモ メ

ユ リカモメ

セ グロカモメ

オオセ グロカモメ

シロカモメ

カモメ

ウミネコ

ズグロカモメ

ハジロクロハラア ジサ シ

オニ アジサ シ

コアジサ シ

キジバ ト

ドバ ト

アマ ツバ メ

カワセ ミ

ヒバ リ

ツバ メ

コシアカツバ メ

キセキ レイ
ハ クセキ レイ

セグ ロセキ レイ

ビンズイ

タヒバ リ

ヒ ヨ ドリ

モズ

ジ ョウビタキ

ノビタキ

イ ソヒヨ ドリ

ツグ ミ

オオ ヨシキ リ

セ ッカ

コサメ ビタキ

シジュウカ ラ

ヤマガ ラ

メジロ

ホオ ジロ

アオ ジ

カ ワラヒワ

スズ メ

ム ク ドリ

ハ シボ ソガ ラス

ハ シブ トガ ラス

(日本 野鳥 の会 和歌山支部資料 よ り)
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iv)調 査結果 のま とめ

和歌川河 口干潟 は、紀伊水道か ら片男波海岸によって隔て られ、その後背に拡がる干

潟である。 ほとん どが低潮帯に属 し、僅かな中潮帯にバ クセ ンシオマネキやチゴガニ、

トビハゼな どが生息 し、全体的には多毛類 と腹足類 ・二枚貝類の優 占する干潟 である。

市街地を通 って流入する河川水の影響に より、富栄養化傾 向にあると思 われるが、多 く

が海洋水 によって運び去 られ るため、干出す る時間の長い岸近 くの中潮帯で酸化層が厚

くなった り、臭気が確認 されている。黒潮 由来の干潟生物 も認 め られ 、その地形的特性

とともに、特異な干潟生物群集 を形成 している と考えられ る。

v)調 査を実施 しての問題点

① 調査者 の居住地 と調査地が離れている場合 は、本調査の基本デー タを得 るのにか

な りの制約が ある。(例:大 潮満潮 時 ・小潮満潮時等の汀線 を知る ことができない)

② 秋期 は潮があま り引かないので、濡な どで渡れない ところが多 くあ り、かつ、引

いている時間が春期 に比べて短 く、調査時間を充分に確保 しがたい。(特 に底質の砂

泥 を筋 う時間が圧倒 的に足 りない)

③ 全体の地形図は低い ところか ら斜 めに見てい る位置 しかな く、正確 さを欠 く。

④ 酸化層 の厚 さのためのコア打 ち込みは不可。

⑤ 成帯構造図に量的なFACTORを 入れ るのが困難。

⑥ 田WS㎜MLWNMLWSを 決 める根拠 となるデー タが手元にない。

⑦ 干潟のほぼ全域が潮 間帯のほぼ同一亜帯に属 しているため、帯状分布 図を描 きづ

らい。(ほ ぼ全域が低潮帯で、高潮帯はない)
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別表

干 潟 生 物 調 査 票

1.位 置

海 域 名(上)

海域 コー ド(下)

㌃z例殖 彙
7/『

市 町 村 名(上)

行政 コー ド(下)

弄藏 卿
多ozol

都 道 府 県 名 弄瞬7ル ・

2.調 査期 間

3.タ イ ブ

4.面 積

5.規 模

6.調 査 手法

7.基 底 の勾配

8.底 質

9.遮 蔽 度

10.陸 上 植 生

(干潟後 背地)

11.藻 場

(干潟 の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チドリ

類)の 渡来状 況

13.海 水 の清澄度

14.海 岸 改変状況

15.陸 域 土地利用

16.干 潟 の利用

17.備 考

18.調 査 員

地 名

編 支1・げ恥f菊

1999年9月2夕 恥 /〃月9日

1.前 浜 干潟 2.河 口平 潟 3.潟 湖潟 4.複 合 型干 潟

前 浜:手 潟

ha

河 口 干 潟

3sha

潟 湖 干 潟

@」 ・干潟(1・・h、以下)

ha

1.大 干 潟(300ha以 上) 2.中 干 潟(300～100ha)

① 歩行目視観察 ⑳ 行定量調査 3.船 に よ る定量調 査

m/100m

1.礫 @砂 ◎砂渥 4.泥

1.開 放 海岸 2.保 護 海岸 ◎ 包騰 岸

㊤ ヨシ原

2.北 方 型 塩 沼 地 植 生(ア ツケシソウ,の オツメクサ,シオマツパ 等)

3.南 方 型 塩 沼 地 植 生(ハ マサジ,ハ ママ分,シチメンソウ等)

4.マ ン グ ロ ー ブ林

5.ア ダ ン林

6.海 岸砂 丘植 生

7.そ の他 の植生(水 田、畑地)

0.不 明

.(幽 しび

5.そ の他 の藻場(

2.アオサ・アオノリ場 3.アゾモ場4.オ ゴノ リ場

)※ 複 数の選択 可能

1.灘 数が特に多い(露 来数が多し・

5.大 型の シ ギ類 が含 まれ る0.不 明

3.渡 来数 は少ない4.種 類が多 い

※ 橡 数の選 択可能

1.き れ い

②少し汚れている

3.か な り汚れ てい る

・海の底 が よ く見 え、 快適な 気分 で泳 げる程 度、 透視度30c皿以上

・海水 に浸 か るこ とが気 にな らな い程度、 透視度20～30c皿 程度

・海水 に浸 か る気が しな い程 度
、透 視度20c皿以 下

1.自 然 海岸 2.半 自然海 岸 人工海岸 4.そ の 他(河 口,河 岸)

L自 然地 2.農 業 地 @市 街地 ・工業地 ・その他

① 潮干狩り ② 鋤

(その他の内容)

3.海 水 浴 ④ ゾードウ湧 ンク・ 5.そ の 他

※ 複数の選択可能

6.な し ・不 明

所 属 氏 名

癬 咽 》碗 繍 雛 セ㍗ 細 私互
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灘難
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写真7St.0(カ キ殻 が 点在)
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4.山 口県 千 鳥 浜 一木 屋 川 河 口干 潟

(1)・ 調査期間

現地調査を1999年10.月23日 ～26日 の大潮時に実施 した

(2)調 査場所

図31に 示す山 口県下関市千鳥浜、木屋川 、厚狭郡山陽町前面海域(千 鳥浜～木屋川河 口

干潟)で ある。規模 は大干潟(1000ha)で ある。

(3)調 査項 目

歩行 不能の超 軟泥干潟であるため、基本 的に舟艇によ り調査 を実施 した。調査項 目は以

下の とお りである。

の 定性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形的特徴の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査(マ クロベ ン トス)

iii)鳥 類調査

礪難姦
罵

麟灘

噸

属 苓売 穐

・(1)　

図31千 鳥浜～木屋川河口干潟

灘
穫

。4

撃 鍼 層

難 ・

懲鞘 穣

驚
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(4)調 査方法

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

定量調査の試料(計52測 点)を 用 いて、底質の種類(転 石 、礫 、砂 、泥、軟泥、砂

泥)を 目視観察 し、概略の底質分布 を干潟の微地形図中に記入 した。

b.臭 気

定量調査の試料(計52測 点)を 用いて、船上で、臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1(5))

を確認 し、干潟の微 地形図中に記入 した。

c.地 形的特徴の観察

干潟 における流入河川の流路、濡、潮溜 ま り、凸地 などの微地形的特徴および満潮

時 ・干潮時の汀線 の概略 を目視観 察によって確定 し、干潟の微地形図を作成 した。

なお、潮上帯の満潮線付近 に植物群落が分布す る場合は、その位置 と規模 、群落名

を記録 し、微地形図 中に記入 した。群落名は優 占種名 を冠 したもの とした(ex.ア ッ

ケシソウ群落、ハママツナ群落、アイアシ群落等)。

d.生 物の分布 ・出現状況

干潮時に、歩行 可能 なル ー トに沿って、ルー ト沿いの観察可能な範囲について、底

生生物 を目視観 察 し、概略の水平分布状況 を作成 した。

また、海藻草類が分布す る場合は、典型的な10ヶ 所 において種毎の被度階級 を記録、

撮影 した。打ち上げ られた海藻草類 がみ られた場合 は、その状況(種 類、位置、形状)

を記録、代表的な例 を3～4ヶ 所を撮影 した。

ii)定 量調査(マ ク ロベ ン トス)

図32に 示す計52測 点 において、満潮 時に沖側 の測点 では船 上か らエ クマ ンバー

ジ型採 泥器(20cm×20cm)を 用 いて1測 点5回 のサ ンプ リングを行 い、干潮時 に岸

よ りの測 点では50cm×50c田 ×15cmの 方形箱 を用 い て1測 点4枠 のサ ンプ リングを行

った。採取 したサ ンプル は1mmメ ッシュのフルイ を用いて底質 中の生物 をふ るい分

け、10%中 性 ホルマ リン海水 で 固定 し、底 生生物(マ ク ロベ ン トス)の 定量的分

析 のための試料 と し、実験室 に持 ち帰 って、全量 の湿重量 の測定後 、生物 の ソー

ティング、種の同定 、計数 、湿重量の計測を行 った。

また、分類 群別(多 毛綱 、腹 足綱、二枚貝綱 、 甲殻綱 、その他)の 総個 体数 と

総湿 重量 を測定 した。

iii)鳥類調査

飛来す る鳥類 の種類 につ いては、環境庁 自然保 護 局野生生物課 で実施 してい る

「シギ ・チ ドリ類 定点調査」等の よ うな既存の調査資料 を利用 した。
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(5層)調 査結果;'

i)定 性調査(目 視観察)

① 干潟地形の概要 と底質(図33)

木屋川 による流路が北か ら南方向にみ られ、糸根川、前場川による流路がそれぞ.

れ北か ら南方向、北か ら南南西方向にみ られた。潮上帯の満潮線付近は砂泥及び護

岸堤 防であ り、砂泥地には ヨシ原、後背地にはアカマ ツ林 がみ られた所 もあった。

底質 は岸側の測点で主 に砂泥、沖側 の測点で主に砂質であ り、木屋川河 口の砂州

付近 の測点では砂 質及び転石であった。臭気はほとん どの測点で無臭であったが、'

一部の測点では、腐敗臭、硫 黄臭であった。 ・

② 生物分布(図34)

水 平分布についてみる と、施 加ro〃∂5甜5属 が全域点で、オo加詫5魔 γoθ助∂1∂、ア

サ リが主に前浜干潟の測点でみ られた。干潟上にはカニ類の もの と思われ る穴及び

イボキサゴが多数み られ 、1干潟上部にはアシン・ラガ ニ、ヤマ トオサガ』 などがみ ら

れた。海藻草類および打ち上 げられた海藻草類はみ られなかった。

③ 底 生 生物 の成 帯構 造(図35)

Aラ イ ンで は、 干潟 上 部 か ら中部 のA-1～5に お いて'、オo醒詫50妙oβ 助 ∂1∂が優9

占 し、他 にイ ボ キサ ゴ、ア サ リ、Gり'oε70属 が 生息 し、 下部 のA-6～8に お いて は

8αzα〃鰐 属 が優 占 し、他 に1%'θ70〃2α∫伽 属 が生 息 し、は っ き り分布 帯 が分 かれ た。.

C-Bラ イ ンでは 、干 潟 上部 のC-3～5、 干 潟 中部 のC-5～B-3で 」施'e70〃2α∫伽 属

が優 占 し、 下部 のB-3～6で は、 イ ボ キサ ゴ、β010〃π5属 、オo刀∫虎50炉oε 助 ∂1∂、ア'

サ リが 多 く生息 し、他 にGり ・cεrα属 、 ホ ト トギス ガイ も見 られ た。

Dラ イ ンでは 、干 潟 上部 のD-4～6で40刀 ∫∂b5ω ヒγoθρ西∂1∂、 飽 ∫e70〃2α吻3属 が優

占 し、中部 のD-7で8010η π5属 、D-8でC加 ηε属 がそ れ ぞれ 優 占 し、下部 のD-9～11

では 、漉'ε70〃2α吻5属 、Gり ・cεro属の2種 の みが 分布 して いた。

Eラ イ ンで は、干 潟 上部 のE。1～3で 」馳8θ70〃205∫π3属 、 中部 のE-3㌣6で は 、ホ

ト トギス ガイ 、8010η 〃5属 、下 部 のE-6～8で アサ リ、Chone属 が 優 占 してい た。,
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注) 総個体数に対する組成比率2%以 上のものを記載した。

図34底 生生物の水平分布
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調査 年 月 日:平 成11年10月24日'～10月25日

A-1

人。2

A-3

A-4

A-5

A-6

A-7

A-8

凡 例A
onidesoxycephalaBalanus属

F一 一I
mO個 体!㎡

注)総 個体数 に対 す る組成 比率2%以 上あ もの を記戟 した.

イポ キサ1' 疲,,,,。mas、 、,属 アサリ Glycera属

図35'底 生生物の帯状分希(そ の1)

調査年 月 日:平 成11年10月24日 ～10月25白

C-3

C-4

C-5

B-2

B-3

B-4

B-5

8-6

凡例

繍
イポキサゴ Balanus属 Heteromastus属 Aonidesoxycephala アサリ Gllcera属 洲 ギ、ガ イ

注)総 個体数に対する組成比率3%以 上のものを記戟した.

図 き5底 生生物の帯状分布(そ の2)
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調査 輩 日:平 成11年10月24日 ～10月25日

D-4

D-S_.___._w_..

D-6一 一一

D-7..一

D-8

D-9

D-10

D-ll

凡例 噛Ch・n・ 属

.B・1am・ 属H

100個体1㎡

注)総 個体数に対する組成比率3%以 上のものを記載した.

AonidesoxycephalaGlycbra属

Hete「omastus属

アサリ 描1ス ガイ

図35底 生 生 物 の 帯 状 分 布(そ の3)

調査年月日:平 成11年10月24日 ～10月25日

E-1

E-2

.E-3

E-4

E-5

E-6_一.

E-7

E-8

,

凡例

1-i

100個 体ノ㎡

アサリ Chone属 Ba!anus属

注)総 個体敗に対する組成比率3%以 上のものを記載した.

G!ycera属 Aonidesoxycephalaホ トトキ,スカ,イ

Heter・ ・astUS局

イボ キサゴ

・図35底 生生物の帯状分布(そ ρ4)

一85一



ii)定 量 調 査(ヤ ク ロベ ン トス)

底 生 生 物 調 査 結 果 を表19に 、 そ の集 計結 果 を表20に 示 す と共 に 図36に 個 体 数 の

底 生生 物 類 別 組 成 を 、図37に 湿 重 量 の底 生 生 物 類別 組 成 を示 す。

出現種 数 は 腔 腸 動 物1種 、紐 形 動 物1種 、星 口動 物1種 、環 形 動 物50種 、触 手

動 物1種 、 軟 体 動 物 門23種 ＼ 節 足動 物55種 、棘 皮 動 物1種 、脊 椎 動 物2種 の 合 計135

種 で あ っ た。 測 点 別 の 出 現種 数 は0～29種 の 範 囲 に あ っ た。

測点 別 の個 体 数 は0～13、735個 体/㎡ の範 囲 に あ り、平 均418個 体/㎡ で あ っ た。

湿重 量 で は0～478.48g/㎡ の 範 囲 に あ り、平 均62.32g/㎡ で あ った。

隔分類 群 別 の個 体 数 は 二枚 貝 綱 が 平均285個 体/㎡ と最 も多 く
、次 いで 多 毛 綱 が平

均79個 体/㎡ 、 甲殻 綱 が 平 均37個 体/㎡ 、 腹 足 綱 が 平均13個 体/㎡ 、 そ の 他 が 平

均5個 体/㎡ で あ っ た。 湿 重 量 で は 二枚 貝 綱 が平 均46.21g/㎡ と最 も 多 く、 次 い

で腹 足 綱 が 平 均8.96g/㎡ 、 甲殻 綱 が 平均4.61g/㎡ 、 多毛 綱 が 平 均1.83g/㎡ 、

その他 が 平 均0.71g/㎡ で あ った。

主 な 出 現種 は 、個 体 数 で は 、軟 体 動 物 の ホ ト トギ スガ イ 、ア サ リ、イ ボ キ サ ゴ 、

節 足 動 物 の」9∂1∂刀〃5属 、 環形 動物 の艶 オθro〃∂5〃甜5属 、0う0刀θ属,ん 刀∫4θ5

0岬oθρ加1∂ な どで あ り、湿 重 量 で は 、軟 体 動 物 の ア サ リ、 シオ フ キ ガイ 、 イ ボ キ サ

ゴ、 ホ ト トギ ス ガ イ 、マ ガ キな どで あ った 。

rWWFJapanSdienceReportVo1 .3December1996」 に 「絶滅 のお それ が あ

る種(絶 滅 、 絶滅 寸 前 、危 険 、 稀少 、 現 状 不 明)」 と記 載 され た もの は 、軟 体動 物

の イ ボ キ サ ゴ 、 ウ ミニ ナ 、 イ チ ョ ウシ ラ トリガ イ 、 ユ ウ シ オ ガ イ 、 ハ ナ グ モ リ

ガ イ 、 オ キ ナ ガ イ で あ っ た 。
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表19底 生生物出現結果(D

番号

i

2

3

4

5

6

7

8

9

io

ii

12

13

14'

15

is

17

18

19

20

zi

za

23

24

z

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

4]

42

43

44

45

46

47

48

49

50

調査 年月 日:平 成11年10月24日 ～25日

種 名

,ラ1

口io

環 ラ

ヒ イソ ン ヤク

直シムシ こ

ロコムシ ミ

ノラ1ロ コムシ こ

シバコ 俸

ヒ灼 イ こ

コ イ ミ

シ1ス ミ

コ

シロ 和 イ こ

01

ニ イ ロ1

acydonlldaeヒ

テイソメ ミ

イソ耀
,シ ソメ ミ

財 ソ

'コ コ イ ミ

スヒ

モロテコ 俸

ミス コ イ ミ

フエ1アコ イ ミ

ルマコ 俸

イ コ イ ミ

フシコ イ こ

マ コ イ ミ

ミイサ]ム シ ミ

フサコ 俸

ソ ン ヤ

ラ

'シ ムシ こ

Lepidasthenia

Sthenelais

Eteone

Eumida

Phyllodoce

ヒメコ

Sigambratentaculata

コ イ ミ

ylnae

モロテコ

ectoneantesatlpoa

erinereisnuntiavar,brevicirris

Leonnates

ephtys,

Glycera

Goniada

yclne

Paralacydoniaparadoxa

スコ イソメ

nuphis

ワムシ

umbrineris

ロイ〃

財 ソ
コ シ

coiopios

Prionospio
ヨツハ 秘 ヒ

Aonidesoxycephala

olydora

Scolelepis

Magelona

ミス ピ コ イ

haetozone,

Tharyx

Amand且a

マコ イ

Notomastus

apitella

eteromastus

ediomastus

フシコ イ ミ

マ]イ

ミイ コ ソ

Loimia

Thelepus

A-1

4

4 .56

A-2

4

4

.o

.oa

.00

A-3

8

8

4

4

1.04

o.o

o.00

A-4

1

4

12

4

4

4

64

8

.00

.48

4.64

1.32

o.a

.24

0.20

A-5

5

5

1

.4

o.00

0.00

i.iz

A-6

io

5

5

20

5

馳

0.20

o.i2

o.00

o.i2

0.00

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号欄 の※ は,「 鼎FJapanScienceReportVd.3Decenber1996」 に 「絶滅 のおそ れがあ る種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状不 明∫」 と記 載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(2)

調査 年月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72
73

74

X75

76

X77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

si

92

93

94

95

96

97

98

99

goo

種 名
狽1,、 、

9目

環 ラ

手
,、 口

頭
鯛

ラ

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ ゴ イ こ

ケヤ1

,・ ムシ こ

ニシ ス イ こ

ミニ

タマ イ こ

1イ レヨフハ イ ミ

セワ イ ミ

フ不bイ こ

イ イ こ

イ'、'

フハ シラ イ こ

マルス レ イ ミ

ハ イ ミ

ニツコ イ ミ

バ ク モ1イ こ

マテ イ ミ

ソ1伊

ミ,ル こ

フシ ツ'・

アミ ミ

' 1ア こ

ス ミ フシ こ

ス'、1ム シ ミ

コツフ ムシ こ

ヘラムシ こ

フ ピケ ソコエビ

ス メソコエヒ

ツノヒ ソコエビ

ピサシソコエビ

ク ハ シソコエビ

ヨコエビ

ク ソコエビ

ロク ムシ こ

、

フサコ イ ミ

Chone

ケヤ1

Phoronis

イ'・噛キ コ

ミニ

ヒメツメ 隔イ

アラムシロ イ

セワ'イ

果
ル,'イ

ミミエ 騒イ

Modiolus

'・ ス イ

マ'

フタハ シラ 亀イ こ

ミ イ

ア1

ハ イ

シ フ イ

イチョ シフ1イ

ユ シ 亀イ

ス クラ イ

クラ イ

ハ しモ1イ

マテ イ

イ

ミ,ル こ

シロスシ フシ ツ'

ン クフシ ツ'

Balanus

アミ ミ

'、1ア こ

Cyathura

ヒメス'1ム シ

ヨツハ コツフ ムシ

ツノギコツフ ムシ

Idotea

Synidotea

フ ヒ ソコエビ

Ampelisca
ニツ ンス メ

Urothoe

ヒサシソコエヒ

Synchelidium
Melita

Eurystheus

Corophium,
,、ソヨコエビ

Grandidierella

A-i

4

8

、

z.20

.04

A-2

固

8

4

4

4.32

1.56

,

o.oa

A-3

固

8

Z

4

8

'

13.80

5.76

.00

o.00

A-4

固

20

24

4

b'

21.72

0.72

o.00

A-5

固

5

、

o.00

A-6

固'

75

5

35

、

6.96

o.00

0.04

注)1.単 位 個 体数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号 欄の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅 のおそ れがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記 載 され たも の を示 した。
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表19底 生生物出現結果(3)

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

ioi

102

103

104

105

106

lU7

108

109

110

iii

112

ll3

114

115

116

117

118

119

120

121

12'1

123

124

125

126

127

iis

129

130

131
132

133

134
'135

種 名

口

口

寒
ヨ シ

スス

クルマエヒ

エビ

テツ・ エヒ

モエビ

ロ ゾクエビ

エヒ シ ヤコ ミ

ア シ ヤコ こ

ス モグ1

ニ マシ こ

コフ シ ニ

クモ ニ

ワ1二

妙 二

ス ニ

仰 二

シヤコ ミ

ス クモヒ テ

ヨ シ

ハ

マエ

ルマエビ

ソコシラエヒ

]pheus

Athanas

ツノメエビ

モヨ ツ〃

ヒラツノモエビ

Processa

Crangon

pogebiayokoyai
Upogebia

Callianassa

ニ マシ ミ

テ ツノ

ユヒ ウ1

ッノ コフ ソ

ッ ククモ ニ

イシ ニ

フ'シ イシ ニ

ツ メヒ ンノ

Pinnixa

メ シヒ ンノ

マ ニ

コ ニ

コメツ ニ

フ イソ ニ

ヒライ'二

Acmaeopleura

シヤコ

ス モヒ テ

Hippocampus
ハセ

口

A-1

4 .44

6

A-2

4

4

41

00

8.24

15.

9

A-3

4

覧

4.36

9

A-4

4

4

84

20

27

、

0.32

o.o

i2.Zo

.24

42.16

5

A-5

5

3

.os

1.68

6

A-6

10

170

0.44

7.88

聡 身継 ※催僻 識 議,欝 論蘇 輪Ol蕊1器 鶴 にr絶滅のおそれがある種㈱ 繍 寸前,危険,融 現状不珈 と記載されたものを示した.
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表19底 生生物出現結果(4)

番号 種 名 'n、

i

z

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

is

17

18

19

20

zi

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

5U

,ラ

星 口 ●

環 ラ

ヒ ・

魑

イソ'ン チャク

逆

'・シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コムシ こ

シバ℃コ イ こ

ヒメ]俸
コ イ ミ

シ1ス こ

コ イ こ

シロ 和 イ こ

チロ1

ニ イチロ1

LacydonlIdaeこ

テイソメミ

イソメ こ
し
'シ イソメ ミ

セク 「ロイソメ こ

'、コ コ イ こ

スヒ

モロテコ 偉

ミス ピ コ イ ミ

フェ1アコ イ ミ

ルマコ イ こ

イ コ イ ・

タ フシコ イミ

チマ コ イ こ

ミイ コ ムシ こ

フサコ イ ミ

イソキ ンチャク

ク

,シ ムシ ミ

Lepidasthenia

Sthenelais

Eteone

Eumida

Phyllodoce

ヒメゴ イ ミ

Sigambra .tentaculata
コ イ ミ

Syllinae

モロテコ イ

Nectoneantheslatipoda

Perinereisnuntiavar,brevicirris

イ メ

Leonnates

Nephtys

Glycera

Goniada

Glycinde
Paralacydoniaparadoxa

スコ イイソメ

Onuphis

仰 ムシ

Lu皿brlnerls

ク ロイソメ

セク ロイソメ ミ

、コムシ

Scoloplos

Prionospio

ヨツハ ろスヒBI

Aonidesoxycephala

Polydora

Scolelepis

agelona

ミλ ピ コ イ

Chaetozone,

Tharyx

Armand置a

マコ イ

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

フシコ イ ミ

マ コ イ

ミイ コ ムシ

Loimia

Thelepus

A-7

io

5

5

10

1

、

o.sz

o.iz

1.04

0.36

●

調査 年月 日:平 成11年10月24日 ～25日
A-8

固

5

5

0

5

5

t

zo

5

1.76

o.iz

o.i

.o.00

.00

0.04

.os

0.40

A-9

5

30

5

5

35

o.00

o.zs

1.08

o.00

0.1

A-10

固

5

5
5

15

5

o.ao

o.00
0.44

0.04

o.00

A-11

固

10

5

5

5

、

0.04

.60

0.04

o.os

B-1

55

5

0.40

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号欄 の※ は,「 欄FJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 に 「絶滅 の おそれ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記 載 され たもの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(5)

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73
74

X75
76

X77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

ioo

種 名
'6、 、

ヌ

環 ラ リ

口
'曜

口

ノ、 口

頭

ラ

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ コ イ こ

ヤ1

,、 ムシ こ

ニシ ス イ こ

ミニ

マ イ こ

9イ レヨフハ イ ミ

ワ イ こ

淋 イ こ

イ イ ミ

イ'

フ ハ シラ イ ミ

マルス レ イ ミ

ハ イ ミ

ニツコ イ こ

バ ク モ1イ こ

マテ イ こ

ソ1イ こ

ミ,ル こ

フシ ツ・

アミ こ

'
1ア こ

ス ミ フシ ミ

ス,1ム シ こ

コツフ ムシ こ

ヘラ シ こ

フ ヒケ ソ]エヒ

ス メソコエビ

ツノヒ ソコエビ

ヒ シソコエヒ

クチハ シソコエビ

ヨコエビ

ク ソコエヒ

0ク ムシ こ

フ コ

hone

ヤiミ

Phoronis

イ・ コ

ミニ

ヒメツメ イ

アラムシロ イ

セワ イ

ル, イ

ミミエ イ

Modiolus

ス イ

マ

フ ハ シラ イ ミ

ミ イ

ア1

ハ イ

シ フ イ

イチョ シラ1イ

ユ シ イ

ス クラ イ

クラ イ

バ ク モ1イ

マテ イ

イ

ミ,

ソロスシ フシ ツ,

ン フシ ツ'

Balanus

アミ ミ

'
1ア ミ

yathura

ヒメス'1ム シ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Idotea

ynidotea

フ ヒケ ソコエヒ

Ampelisca

ニヲ ンス メ

Urothoe

ヒ シソコエヒ

Synchelidium

hlelita

Eurystheus

Corophium

`ソヨコエヒ

Grandidierella

A-7

25 1.44

A-8

4 ●

A-9

1

5

iz,iz

1.28

.00

A-10

320

15

20

5

5

zo

15

5

123.04

3.28

17.Z

31.

0.3

o.

o.00

o.00

A-1]

5

15

5

5

20

5

塾

4.28

33.6

.o
o.00

o.os

.56

B-1

」

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号 欄 の※ は,rWWFJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 にr絶 滅 のおそ れが ある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記 載 され た もの を示 した。



表19底 生生物出現結果(6)

調査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

i

逡

i

番号

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

iii

112

113

114

115

its

117

118

119

1`LO.

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

435

種 名
'い、

即足f

石.、

豆

口

署
ヨ シ

スス

クルマエビ

キエビ

テツ,、 エヒ

モエビ

ロ ソクエヒ

エビ シらヤコ ミ

ア ゾ ヤコ ミ

ス モグ1

ニ マシ ξ

コフ シ ニ

クモ ニ

ワ ニ

クレ 馳二

ス'二

仰 二

シヤ]こ

λ クモヒ テ

ヨ シ

ハ

クルマエビ

クルマエヒ

ソコシラエヒ

Alpheus

Athanas

ツノメエヒ

モヨ ツノメ

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

Upogebia

Ca置1置anassa

ニ マシ ミ

テ ツノ

ユヒ,、 ン

ツノ コフ シ

イツ モ ニ

イシ ニ

フ'、シイシ ニ

ッ メヒ ンノ

Pinnixa

メ シヒ ンノ

ヤマ ニ

チ]二

コメツ ニ

ケブ イソ ニ

ヒライソ ニ

Acmaeopleura

シヤコ

ス クモヒ テ

Hippocampus

ハセ

口 口

A-7

5

5

45.52

49.16

8

A-8

5

5

5

145

1。16

0.48

.1

29.00

12

A-9

5

5

i

120

0.40

1.44

0.48

17.20

11

A-10

5

15

5

475

、

o.os

3.12

0.04

179.76

is

A-11

5

90

9.04

49.32

iz

B一]

固

5

25

90

0.04

.56

8.00

4

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号 欄 の※ は,r鼎FJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶滅 の おそれがあ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状不明)」 と記載 され たもの を示 した。
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表19 底生生物出現結果(7)

調査 年 月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

io

11

iz

13

14

15

16

17

is

19

20

21

22

23

24

25

zs

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45'

46

47

48

49

50

種 名 'n、

;

丑 グ

口

環 ラ

ヒ

'

イソ ンチャク

シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ,ロ コムシ ミ

シバ コ イ こ

ヒメコ イ こ

コ イ ミ

シ1ス ミ

コ イ こ

シロ 和 イ こ

01こ

ニ イ ロ1ミ

acydonlldaeミ

テイソメ ミ

イソメ こ

'シ イソメ ミ

ク ロイソメミ

'コ コ イ こ

ス

モロテコ イ こ

ミス ピ コ 伊

フエ1アユ 俸

ルマコ 俸

イ コ イ こ

フシコ 俸

マ コ イ こ

ミイ コ ムシこ

フコ 偉

イソ ン ヤ

多

,シ ムシ ミ

Lepidasthenia

Sthenelais

Eteone

Eumida

Phyllodoce

ヒメコ イ ミ

Sigambratentaculata
コ イ ミ

Sylnaeミ

モロテコ イ

Nectoneantheslatipoda

Perinereisnuntiavar. rev1ClrrlS

イ メ

Leonnates

Nephtys

Glycera

onIaa

Glycinde

aralacydoniaparadoxa

スコ イイソメ

Onuphis

仰 シ
Lu冊br1ner乳s

ク ロイソメ

ロイソメ ミ

コ シ

coloplos
Prionospio

ヨツハ 杁 ヒB

Aonidesoxycephala

olydora

Scolelepis

Magelona

ミス ヒ コ イ

aetozone

Tharyx

rmandia

ルマコ イ

Notomastus

Cap置te里1a

Heteromastus

Mediomastus

フシコ イ ミ

マ]

ミ コ ムシ

Loimia

Thelepus

B-2

1 .04

o.i

B-3

5

Zo

5

0

.04

0

0.04

0.04

.04

.04

B-4

1

5

5

.20

24

o.00

o.00

B-5

io

10

6

5

0.04

0.44

0.1

0.04

B-6

5

15

5

5

0.00

1.28

0.40

0.96

B-7

10

5

1

里

3.4

0.76

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 に 「絶滅 の おそれが ある種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され たもの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(8)

調 査年 月 日:平 成n年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

62

G3

64

65

66

67

68.

69

70

X71
X72

73

74

X75

,76

X77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88
89

90

91

9L

93

94

95

96

97

98

99

100'..

種 名 潰 ハ、、

II

呆 ラ

手i

口

τ 嵐

土

,、 口

頭

ラ

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フサコ イ こ

ケ1

,・ ムシ ミ

ニシ ス イ こ

ミニ

マ イ こ

1イ レヨフハ イ こ

セワ イ ミ

フ不 俸

イ しイ ミ

イ タ'・し

フ ハ シラ ィこ

マルス 馳レ イ こ

ハ イ ミ

ニツコ イ ミ

バ ク モ1'イ ミ

マテ イ ミ

ソ1イ こ

ミ,ル こ

フシ ツ,・

アミ こ

'、1ア こ

ス ミ フシ こ

ス'・1ム シ こ

コツフ ムシ ξ

ヘラムシ ミ

フ ソコエヒ

ス メソコエビ

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエビ

クチハ シソコエビ

ヨコエビ

ク ソコエビ

ロク ムシこ

フ コ イ こ

Chone

ケヤ1

Phoronis

イ'コ

ミニ

ヒメツメ イ

アラムシロ イ

セワ イ

鯛
サルポ 亀イ

ミミエ イ

Modiolus

'・ ス イ

マ

フ ハ シラ イ ミ

ミ イ

ア1

ハ イ

シ フ イ

イチョ シラ1イ

ユ シ イ

ス クラ イ

クラ イ

バ ク モ1イ'

マテ イ

イ

ミ,、ル こ

シロスシ フゾ ツ'・

ン クフシ ツ'・

Balanus

アミ こ

'
1ア ミ

Cyathura,

ヒメス 小1ムシ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

]dotes

Synidotea

フ ヒ ソコエヒ

Ampelisca
ニツ'・ンス メ

Urothoe

ヒ シソコエヒ

Synchelidium
Melita

Eurystheus

Corophium

,ソ ヨコエヒ

Grandidierella

B-2

30 0.0

B-3

5

5

、'

1.16

.48

B-4

固

60

20

5

45

30

」

38.48

10.1

o.iz

159.32

1.80

B-5

固

115

15

60

30

25

5

5

5

5

5

此

133.80

6.80

208.08

122.36

2.44

o.00

o.os

o.iz

o.00

o.00

B-6

固

45

'

o.2

B-7

30

30

io

覧

30.68

15.16

78.24

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00=0.01g未 満
2,番 号欄 の ※ は,・ 「鼎FJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 に 「絶 滅 のおそ れがある種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(9)

番号

101

102

103

104

105

106

107

tos

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

iz

12監

122

123

124

125

izs

127

12

1Z9

130

131

132

133

134

.135

調査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

種 名
,塑,…

口

口

弓
ヨ シ

λス

ク マエヒ

エヒ

テツ'エ ヒ

モエヒ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ こ

ア シ ヤコ こ

ス モク1

ニ マシ こ

ヤ

コフ シ ニ

モ ニ

ワ1二

レ ニ

ス ニ

仰 二

シヤコ ミ

ス クモヒ テ

ヨ シ

ハ

マエビ

ク マエヒ

ソコシラエ

Alpheus

thanas

ツノメエ

モヨ ツノ

ヒラツノモ1ヒ

Processa

rangon,

pogebiayokoyai

pogebia

Callianassa
ニ マソ ・

テ ツノ1

ユヒ ン1

ツノ コブ シ

イツ ク妊 二

シ ニ

フ'シ イシ ニ

ツ ンノ

Pinnixa

メ シヒ ンノ

マ ニ

コ ニ

コメツ ニ

ブ イソ ニ

ヒライソ ニ

Acmaeopleura

シヤコ

ス モヒ テ

ippocampus

ハセ

口

B-2

5

1

t

0.72

.5

.5

B-3

35

izo

.48

o.as

B-4

5

5

1

.56

o.is

11

B一 一5

z

380

4.12

478.4
15

B-6

5

80

1.12

.96

6

B-7

5

100

o.sa

129.24
7

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号欄 の ※は,「 鼎FJapanScienceReportVoi.3Decenber1996」 に 「絶 滅の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(10)

調査 年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

1

2

3

4

51

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

is

17

18

19

ZO

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

種 名
.旺 川

,ラio

星 口'ロ

王 多…

ヒ

星

イソ ンチャク

辺

'・シムシ こ

ロコムシ ミ

ノラ10]ム シ こ

サシバ コ イこ

ヒメ]'伊

コ イ ミ

シ1ス ミ

コ イ こ

シロ 和 俸

チロ1

ニ イチロi

Lacydonlidaeミ

テイソメ こ

イソメ ミ

'、シイソ耀

セク ロィゾメ ミ

'・コ コ イ こ

スヒ

モロテコ 伊

ミス ピ コ 伶

フェ1ア コ イ こ

タ ルマコ 俸

イ コ イ ≒

フシコ 偉

チマ コ イ ミ

ミイサコ ムシミ

フサコ イ ミ

イソ ンチャク

ラ

・シムシ こ

Lepidasthenia

Sthenelais

Eteone

Eumida

Phyllodoce

ヒメコ イ こ

Sigambratentaculata

コ 俸

Syllinae

モロテコ イ

Nectoneantheslatipoda

Perinereisnuntiavar,brevicirris

イ メ

Leonnates

Nephtys

Glycera

Goniada

Glycinde

Paralacydoniaparadoxa

スコ イイソメ

Onuphis

仰ムシ
Lumbrineris

セク ロイソメ

セク ロイソ輝

,、コムシ

Scoloplos
Prionospio

ヨツハ 不スヒB

Aonidesoxycephala
Polydora

Scolelepis

Magelona

ミス ピ コ イ

Chaetozone

Tharyx

Armandia

ルマコ イ

Notomastus

Capitella,
Heteromastus

Mediomastus

フシコ イ ミ

チマ コ イ

ミイ コ ムシ

Loimial

Thelepus

B-8

5

io

5

5

20

5

10

25

5

30

5

5

1

1

1.28

i.i

0.44

o.00

o.os

o.00

0.04

0.56

0.56

o.z

o.00

o.00

.00

o.00

o.ss

.44

B-9

固

5

5

10

、

.04

0.09

0.04

C-1

5

10

10

覧

0.04

0.04

0.84

0.08

C-2

5

5

5

15

0.04

o.i2

o.00

0.04

C-3

4

8

8

、

0.04

0.40

o.00

C-4

固 し'

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号欄 の※ は,「 剛FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶 滅の おそれ がある種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(11)

調 査年 月 日:平 成H年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

54

X55

X5G

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73

74

X75

76

X77
78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

種 名
'●、

1

ラ

手

口

'、 口

弱

ラ

ミ コー'、

兀

アミ

クマ

フコ 伊

,ム シ ミ

ニシ ス イ こ

ミニ

マ イ ミ

1イ レヨフハ イ ミ

セワ イ こ

淋 イ ミ

イ イ こ

イ'

フ ハ シラ イ ミ

マ ス レ イ こ

パ イ ミ

ニツコ イ こ

ハ モ1イ ミ

マテ イ ミ

ソ イ こ

ミ,

フシ ツ,

アミ ミ

小1ア こ

ス ミ フシ こ

ス,1ム シ こ

コツフ シ こ

ヘラムシ こ

フ ヒ ソコエヒ

ス メソコエヒ

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエビ

ク ハ シソコエビ

ヨコエヒ

ク ソコエヒ

ロク ムシ こ

フコ 伊

hone

Phoronis

イ'コ

ミニ

ヒメツメ ィ

アラ シロ イ

ワ イ

'イ

ミミエ イ

odiolus

,ス

マ

フ ハ シラ イ ミ

ミ イ

アサ1

ハ イ

シ フ

イ ヨシラ1イ

ユ シ イ

ス ラ

ラ イ

バ ク モ1

マテ イ

イ

ミ,

シロスシ フシ ツ・

ン クフシ ツ、

Balanus

アミ こ

'1ア こ

Cyathura

ヒメス'1シ

ヨツハ コツフ シ

ツハ コツフ ムシ

]dotes

Synidotea

フ ヒ ソコエヒ

pelsca
ニツ'、ンス メ

rothoe

ヒ シソコエヒ ・

Synchelidium

Melita

Eurystheus

orophium

ソヨコエビ

Grandidierella

B-8

5

13405

11

.iz

1.9

68.84

0

B-9 C-1

10

140

50

zo

19.44

146.00

52

.os

C-2

1

5

し

9.0

0.04

C-3

固

132

4

12.24

o.00

C-4

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号欄 の ※ は,「 冊FJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそれ があ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。



表19底 生生物出現結果(12)

l

O
O

l

番号

101

102

103

104

105

Los

107

ios

109

iio

iii

112

113

114

115

iIG

117

iis

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130
131

132

133

134

135

種 名 預1,"、

頁

殻

口

弓

ヨ シ

スス

クルマエビ

エビ

テツ エヒ

モエヒ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ こ

ア シ ヤユ こ

ス モク1

ニ マシ ミ

ヤ

コフ シ ニ

クモ ニ

ワ ニ

クレ ニ

ス ニ

イワ ニ

シヤコ こ

ス 妊 ヒ テ

ヨ シ

ハセ

ク マエヒ

クルマエヒ

ソコシラエビ

Alpheus

Athanas

ツノメエヒ

モヨ ツノメ

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

Upogebia

Callianassa
ニ マソ'

テ ツノ

ユヒ,、 ン

ツノ コフ シ

イツ ク モ ニ

イシ ニ

フ'、シイシ ニ

ヅ メヒ ンノ

Pinnixa

メ シヒ ンノ

ヤマ ニ

コ ニ

コメツ ニ

フサイソ ニ

ヒライソ ニ

Acmaeopleura,

シヤコ

ス クモヒ テ

Hippocampus
ハセ

口言

B-8

5

5

10

5

10

5

13735

0.04

.04

0.64

.40

.20

.04

407.80

27

B-9

5

io

35

0.08

0.24

0.44

5

調査 年月 日:平 成ll年10月24日 ～25日
C-1

25

325

、

.24

170.28

9

C-2

5

50

o.i2

9.44

7

C-3

固

4

136

296

o.00

.76

15.44

7

C-4

固

0 0.00

a

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号欄 の ※は,「 冊FJapanScienceReportVoL3Decenberl996」 に 「絶滅の お それがある種(絶 滅 ,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19 底生生物出現結果(13)

調査 年月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

番号

貰

z

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

zo

21

22

23

24

25

26
27

as

29

301

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

種 名
'晒 、

,・ ラ

口

環 ラ リ

ヒ イソ ン ヤク

逆

,、シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コムシ こ

シバ コ イ ミ

ヒメコ イ こ

コ イ ミ

シ1ス ミ

コ イ ミ

シロ 和 イ ミ

01ミ

ニ イ ロ1ミ

Lacydoniidae#=

テイソメ ミ

イソメ こ

'シ イソメ ミ

セク ロイソ耀

'コ コ イ ミ

スヒ

モロテコ イ こ

ミス コ 俸

フエ1アコ イ ミ

ルマコ イ ミ

イ コ イ こ

フシコ イ こ

チマ コ 伊

ミイ コ ムシ ・

ア コ イ ミ

イソ ン ヤ

,ラ

'シ ムシ こ

Lepidasthenia

Sthenelais

Leone

Eumida

Phyllodoce

ヒ幻 イ こ

igambratentaculata

コ 偉

ylllnaeミ

モロテコ

eCtOneanteSat置POa

Perinereisnuntiavar. revtctrrts

イ メ

Leonnates

Nephtys

Glycera

Goniada

ycinde
araaCyOnlaparaOxa

スコ イイソメ

Onuphis

仰ムシ
Lumbrineris

財ソ
ロイソメ ・

コムシ

coiopios,

Prionospio
ヨツハ スヒB

OnleSOxyCepaa

Polydora

Scolelepis

Magelona

ミス ピ コ イ

Chaetozone

Tharyx

Armandia

加 コ イ

otomastus

Cap且tea

Heteromastus

Mediomastus

フシコ イ ミ

マ コ イ

ミイ コ ムシ

Loim量a

Thelepus

C-5 C-6

5

a

1

o.

.04

.44

.00

C-7

'

C-8

io

5

8

o.00

o.oa

1.1

C-9

10

125

、

o.00

0.48

C-10

5

5

io

2

5

5

70

o.i

o.iz

0.04

.48

0.04

0.48

o.zo

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,mマFJapanScienceReportVoL3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそれ がある種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記 載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(14)

調 査 年月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73

74

X75
76

X77

78

79

80

81

82
83

84

85

86
87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

種 名
潰,、 、

工

環 ラ

手

口

二,

土

z、 口

豆

果鯉

ラ

異

ミ 噂コーハ

兀

アミ

クマ

フ コ イ ミ

ケヤ1

,ム シ ミ

ニシキス 伊

ミニ

マ イ こ

1イレヨフ'ベ イ ミ

セワ イ ミ

フネ イ こ

イ イ こ

イタ'・

フ ハ シラ イ こ

マルス レ イ ミ

ハ イ ミ

二刀 イ こ

バ クbモ1イ こ

マテ イ こ

ゾ1イ ミ

ミ,ル こ

フシ ツ ・

アミ こ

'・1ア こ

ス ミ フシ こ

ス,・1ム シ こ

コツプ ムシ ミ

ヘラムシ こ

フ ピケ ソコエビ

ス メソコエヒ

ツノピケ ソコエビ

ヒ シソコエヒ

クチハ シソコエビ

ヨコエヒ

ク ソコエビ

ロクダ ムシ こ

フサコ イ こ

Chone

ヤ1ミ

Phoronis

イ'・ コ

ミニ

ヒメツメ ィ

ア弘 シロ ィ

セワ 噛イ

果鯛
サル'、 イ

ミミエ イ

Mod且o監us

'ス イ

マ

フ ハ シラ 偉

ミ イ

ア1

ハ イ

シ フ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ イ

ス クラ イ

クラ'イ

バ ク モ1イ ・

マテ イ

イ

ミ,、ル こ

シロスシ フシ ツ'

ン クフシ ツ、

Balanus

アミ こ

'1ア ミ

Cyathura

ヒメス 小1ムシ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

idotea

ynidotea

フ ヒケ ソコエヒ

Ampelisca

ニツ'ン ス メ

Urothoe

ヒ シソコエビ

Synchelidium

Melita

Eurystheus

Corophium

,、ソヨコエヒ

Grandidierella

C-5

固

C-6

5 .24

C-7

固

5

、'

o.os

C-8

固

5

45

o.ss

o.is

C-9

固

20

5

8.68

0.32

C-10

固

is

覧

0.04

注)1.単 位 個体数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号欄 の※ は,mFJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそれがあ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され たもの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(15)

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

101

102

103

104
105

106

107

108

109

110

iii

iiz

ll3

!14

115

116

117

118

ll9

iza

izi

122

123

124

125

126

127

ias

129

30

131

132

133

134

135

種 名
'帆

口

豆

口

ヨ シ

スス

クルマエビ

エビ

テツ,エ ヒ

モエヒ

ロ ソクエビ

エヒ シ ヤコ こ

ア シ ヤコ こ

ス モク1

ニ マン ・

1

コブ シ ニ

クモ ニ

ワ ニ

レ ニ

ス ニ

イワ ニ

シヤコ ミ

ス モ テ

ヨ シ

ハ

クルマエヒ

ルマエヒ

ソコシラエヒ

Alpheus

thanas

ツノメエ

モヨ ツノ

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

Upogebia

Ca且 且anassa

ニ マシ ミ

テ ツノ1

ユヒ,ン

ツノ コフ シ

イッ ク妊 二

シ ニ

フ'シ イシ ニ

ツ メヒ ンノ

Pinnixa.

メ シヒ ンノ

マ ニ

コ ニ

コメツ ニ

フ イソ ニ

ヒラ ソ ニ

cmaeopleura

シヤコ

ス モヒ テ

Hippocampus

ハ ・

口

C-5 C-6

Si

o.zo

C-7

30.

C-8

5

0

37

0.32

1.40

0.80

4.5

C-9

5

165

7.88

.36

5

C-10

15

5

155

i,00

0.56

3.08

10

注)1.単 位 個 体数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号欄 の※ は,「 糊FJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅の おそれが あ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記 載 され たもの を示 した。



l
r

斜

1

表19底 生生物出現結果(16)

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

1

2

3

4

5
6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

as

種 名
興,い 、

丑形
ロ リ

呆 ラ

29 .
30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

ヒ イソ ン ヤク イソ ンチャク

ラ

'・シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コムシ ミ

サシバ コ イ ミ

ヒメコ イ こ

キ コ イ こ

シ1ス こ

ゴ イ ミ

シロ 冬ゴ イ ミ

01

ニ イチロ1

Lacydonlldaeこ

テイソメ ミ

イソメ ミ

'・ シイソメ ミ

セク ロイソ耀

'・コ コ イ ミ

スヒ

モロテコ イ こ

ミス ヒ コ イ こ

フェ1アコ イ こ

ルマコ 俸

イ コ イ ミ

フシコ イ ミ

チマ コ イ こ

ミィ コ ムシ こ

フ コ イ ミ

,シムシ こ

Lepidasthenial

Sthenelais

Eteone

Eumida

Phyllodoce

ヒメコ 俸

Sigambratentaculata

ゴ イ ミ

Syl蓋1nae

モロテコ イ

Nectoneantheslatipoda

Perinereisnuntiavar,brevicirris

イ メ

Leonnates

Nephtys

Glycera

Goniada

Glycinde

Paralacydoniaparadoxa

スコ イイソメ

Onuphis

仰ムシ
Lumbrineris

セク ロ ソメ

ク ロイソ耀

,コ ムシ

Scoloplos

Prionospio

ヨツハ 冬スヒB

onidesoxycephala

Polydora

Scolelepis

MaQelona

ミス ヒ コ'イ

Chaetozone

Tharyx

rmandia

ルマコ イ

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

フシコ イ こ

マ コ イ

ミイ コ シ

Loimia
Thelepus

D-1

4

4

0.04

o.zo

D-2

zo

5

5

'

1.12

0.28

.20

D-3

io
'5

10

.04

0.1

o.is

o.o

D-4

4

4

o.00

o.i

D-5

5

15

15

15

7

5

5

、

o.00

0.04

o.Zs

1.16

0.40

0.00

o.00

D-6

固

5

5

5

io

45

5

、

0.32

0.00

i,is

o.is

o.i2

o.os

注)】.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満.
2.番 号欄 の ※は,rmVFJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶滅 のお それがあ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(17)

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73

74

X75

76

X77

78

79

80

81
82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

99

95

96

97

98

99
ioa

種 名
1

ラ

,、 口

n

頭
果

ラ

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ コ イ ミ

}

,、 ムシ 書

ニシ ス イ こ

ミニ

マ イ ミ

1イレヨフハ イ こ

ワ イ ≒

フネ イ こ

イ イ ミ

'

フ ハ シラ イ ミ

マ ス レ イ こ

ハ

ニツコ イ こ

ハ モ1イ ミ

マテ イ ミ

ソ1

ミ

フシ ツ

アミ ミ

1ア こ

ス ミ フシ ミ

ス,1シ こ

コツフ シ こ

ヘラムソ ミ

フ ヒ ソコエヒ

ス メソユエヒ

ツノヒ ソコエヒ

ピサシソコエヒ

ク ハ シソコエヒ

ヨコエヒ

ク ソ]エヒ

ロ ムシ こ

フコ 俸

Chone

ケ1

Phoronis

イ,コ

ミニ

ヒメツ イ

アラムシロ ィ

セワ イ

'

ミミエ イ

Modiolus

' ス イ

マ

フ ハ ソラ イ こ

ミ

ア1

ハ

シ フ

ヨ シラ1イ

ユ シ イ

ス ラ

クラ

バ ク モ1イ

マテ イ

イ

ミ,

シロスシ フシ ツ小

ン クフシ ツ'

Balanus

アミ こ

1ア こ

yathura

ヒメス,1ム シ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

dotea

Synidotea

フ ヒ ソコエヒ

Ampelisca

ニツ'ン ス メ

rothoe

ヒ シソコエヒ

Synchelidiwn
Nelita

Eurystheus

Corophium

`ソヨコエヒ

Grand甕dlere且1a

D-1

4

4

15.1

.00

調査年 月 日:平 成ll年10月24日 ～25日
D-2 D-3 D-4 D-5

固

5

5

5

o.00

2.9

32.96

.84

D-6

5

、

o.00

注)1.単 位 個 体数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満'
2.番 号欄 の※ は,rWWFJapanScienceReportVo且.3Decenber1996」 に 「絶滅 のおそれ が ある種(絶 滅 ,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記 載 された もの を示 した。



表19底 生生物出現結果(18)

調査 年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

1

0
ひ

1

番号

101

102

103

104

105

106

107

ios

109

iio

ili

112

113

114

115

116

iii

118

119

iao

121

i2z

123

124

125

12G

127

128

129

130

131

132

133

134

.135

種 名
'」噛、

工

n 殻

豆

口

弓

ヨ シ

スス

クルマエビ

エヒ

テツ'エ ヒ

モエビ

ロ ソクエビ

エヒ シ ヤコ こ

ア シ ヤコ ミ

ス モク1

ニ マソ'

ヤ 馳

コブ シ し二

クモ ニ

ワ1二

クレ ニ

ス 竜二

イワ ニ

シヤコ ミ

ス クモヒ デ

ヨ シ

ハセ

クルマエビ

クルマエビ

ソコシラエヒ

A且pheus

Athanas

ツ〃 エヒ

モヨ ツノメ

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

Upogebia

allianassa
ニ マン ・

テ ツノ

ユヒ'、 ンヤ

ツノ コブ シ

イッ ク妊 二

イシ ニ

フ'・シイシ ニ

ツ メヒ ンノ

Pmn量xa

メ シヒ ンノ

ヤマ ニ

]二

コメツ ニ

ケフ イソ ニ

ヒライソ ニ

Acmaeopleura

シヤコ

ス クモヒ テ

Hippocampus

ハセ

口 言

D-1

固

16 15.4

4

D-2

10

5

5

5

0.40

0.48

0.04

.5
6

D-3

固

.3
4

D-4

is

Zo

此

13.60

13.76

3

D-5.

固

5

10

165

、

o.is

0.24

39.04

13

D-6

5

85

o.os

1.88

8

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号欄 の ※は,mFJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそれ があ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(19)

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号 種 名
'隔 、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

2G

27

28

29

30

31

32

33

34

35

6

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

,ラ

口 り

三多

ヒ

艦

イソ ン ヤ

、

,・シムシ ミ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コ シ ミ

シバ コ イ こ

ヒメユ イ こ

コ イ ミ

シ1ス ミ

コ イ ミ

シロ 和 イミ

01

ニ イ 伊

acydonHaeミ

テイソメ こ

イソメ ミ

シイソ耀

セ ロイソ耀

,コ コ イ ミ

スヒ

モロテコ 俸

ミス ピ コ イ ミ

フエ1ア]イ こ

ルマ]イ ミ

イコ 伊

フシコ 伊

マ コ イ ミ

ミイ コ ムシ こ

フ コ イ ミ

イソ ン ヤ

多

,シムシ こ

Lepidasthenia

thenelais

teone

Eumida

Phyllodoce

ヒメコ イ こ

igambratentaculata

コ

Sy川nae

モロテコ イ

ectoneantheslatipoda

erlnere1SnUntlaVa「.reVICI「 「1S

イ メ

Leonnates

Nephtys

lycera,

onlaa

Glycinde

Paralacydoniaparadoxa

λコ 召 ソメ

nuphis

仰ムシ

Lumbrineris

ク ロイソメ

ク ロイソ熔

,コ ムシ

coiopios

Prionospio

ヨツハ 杁

onidesoxycephala

Polydora

Scolelepis

ageiona

ミス ピ コ イ

Chaetozone

haryx

Armandia

マコ イ

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

フシコ

マ コ

ミイ コ ムシ

Loimia

Thelepus

D-7

1 ●

.04

●

D-8

固

10

5

o.os

.2s

●

.o

●

D-9

5

0

1

5

io

覧

o.is

o.2

■

.a

.00

o.00

0.04

D-10

5

io

5

5

0

1

5

5

10

5

o,00

o.00

.28

0.04

o.00

.os

0.04

o.

0.00

0.04

0.12

D-ll

5

5

5

噛

1.16

.00

●

E-1

固

52

4

4

盈2

iz

4

ao

噂

1.12

0.00

0.44

o.as

2.04

o.00

0.04

注)1.単 位 個 体数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.mg未 満

2.番 号 欄の ※ は,「 冊1FJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそ れが あ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険 稀 少,現 状 不明)」 と記載 され たもの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(20)

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

G2

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73

74

X75

76

X77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

9U

91

z

93

94

95

9G

97

98

99

ioo

種 名
潰,.、

環 ラ

,手

z、 口

頭

ラ

'

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ コ イ こ

ケヤ1

,ム シ こ

ニシ ス 俸

ミニ

マ イ ミ

1イレヨフハ イ こ

セワ イ こ

淋 イ ミ

イ 俸

イ'・ 隔

フ ノ、シラ 俸

マルス'レ イ こ

ハ イ こ

ニツコ イ こ

バ ク モ1イ こ

マテ'イ ミ

ソ1イ ミ

ミ,タル こ

フシ ツ,

アミ こ

mlア こ

ス ミ フシ こ

ス'・1ム シ こ

コツフ ムシ ≒

ヘラムシ こ

フ ヒ ソコエヒ

ス メソコエヒ

ツノピケ ソコエヒ

ピサシソコエヒ

クチハ シソコエヒ

ヨコエヒ

ク ソコエヒ

ロク ムシ こ

フ ゴ イ こ

Chone

ケヤ牒

Phoronis

イ'コ

ミニ

ヒメツメタ イ

アラムシロ イ

セワ イ

,袖

ル'・'イ

ミミエ イ

Modiolus

' ス'イ

マ

フ ハ シラ イ ミ

ミ イ

ア引
ハ イ

シ フ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ イ

スし クラ イ

クラ イ

バ ク モ1イ

マテ イ

イ

ミ,、ル こ

シロスシ フシ ツ'

サン クフシ ツ'

Balanus

アミ:

' 1ア ミ

Cyathura

ヒメス 小「ムシ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Idotea

Synidotea

フ ヒ ソコエヒ

pelisca
ニッ'ン ス メ

Urothoe

ヒ シソコエビ

Synchelidium

Melita

Eurystheus

Corophium
,ソ ヨコエビ

Grandidierella

D-7

固

5

ito

50.40

2.3

豊7.28

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日
D-8

iio

5

5

5

5

0.76

o.is

.12

0.4

o.00

D-9

固

i.i

D-10

10

、'

4.36

D-11

固

E-1

固 幽 、

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号欄 の※ は,rWWFJapanScienceReportVoL3Decenberl996」 に 「絶 滅の おそれ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 された もの を示 した。



1

0
0

1

表19底 生生物出現結果(21)

調査 年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

101

102

103

104

105

IU6

107

108

109

110

L11

112

113

114

115

116

117

iis

ll9

120

121

122

123

124

125

izs

127

128

129

130

131

132

13

134
'135

種 名

旦

口

ヨ シ

スス

ルマエヒ

エヒ

テツ'・ エヒ

モエビ

ロ ソクエビ

エヒ シ ヤコ こ

ア シ ヤコ こ

ス モク1

ニ マソ'

コブ シ ニ

クモ ニ

ワ1二

クレ ニ

ス ニ

仰 二

シヤコ ミ

ス モ テ

ヨ シ

ハ

ルマエヒ

クルマエヒ

ソコシラエヒ

Alpheus

Athanas

ツノメエビ

モヨ ツ〃

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

pogebia

Callianassa
ニ マシ ミ

テ ツノ1

ユヒ,ン

ツノ コフ シ

イツ ク モ ニ

イシ ニ

フ'シ イシ ニ

ツ メヒ ンノ

1nnlxa

メ シヒ ンノ

マ ニ

コ ニ

]メツ ニ

ブ イソ ニ

ヒライソ ニ

Acmaeopleura

シヤコ

ス モ テ

ippocampus

ハ

口 口

D-7

4 .4

D-8

1

ins

11

D-9

5

i

.12

.8

10

D-10

10

105

o.is

5.2

13

D-ll

5

0

o.iz

1.32

E-1

4

4

4

12

o.zo

0.08

o.os

4.08

10

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号欄 の ※は,r糊FJapanScienceReportVo童.3Decenberl996」 に 「絶 滅の おそ れが ある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表19 底生生物出現結果(22)

調 査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

i

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

2U

zi

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

種 名
,襲 '・、

1

工

,・ ラ

口

環 ラ

ヒ イソ しンチャク

,・シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コムシ こ

シバ コ イ ミ

ヒ幻 イ こ

コ 俸

シ1ス こ

コ イ こ

シロb和 イ こ

チ四 ミ

ニ イチロ1ミ

Lacydoniidaeこ

テイソ輝

イソメ ミ

ボ シイソメ ミ

セク ロイソメこ

・コサ コ イ ミ

スヒ こ

モロテコ イ ミ

ミス馳ピ コ イ ミ

フェ1アコ イ こ

ルマゴ イ こ

イ コ イ こ

タ フシコ イ こ

チマ コ イ こ

ミイサコ ムシ こ

フ コ イ こ

イソ ンチャク

,多

,シムシ こ

Lepidasthenia

Sthenelais

Eteone

Eu而da

Phyllodoce

ヒメ]イ ミ

Sigambratentaculata

コ イ こ

Syllinaeミ

モロテコ イ

Nectoneantheslatipoda

Perinereisnuntiavar,brevicirris

イ メ

Leonnates

Nephtys

Glycera

oniada

Glycinde

Paralacydoniaparadoxa

スコ イイソメ

Onuphis

イワムシ

Lumbrineris

セク ロイソメ

セク ロイソメこ

、コムシ

Scoloplos

Prionospio

ヨツハ ネスヒB

Aonidesoxycephala

Polydora

Scolelepis

Magelona ,
ミス ピ コ イ

haetozone

Tharyx

Armand題a

ルマコ イ

Notomastus

Capitella
Heteromastus

Mediomastus

ケフシコ イ ミ

チマ コ イ

ミイ コムシ

LOlm畳a

The且epus

E-2

16

zs

8

8

4

8

52

0.04

.88

0.04

.52

●

●

.16

E-3

5
5

10

5

10

5

'

0.40

.04

o.00

o.00

0.04

0.92

E-4

5

10

1

10

20

5

5

5

5

5

20

10

、

2.00

0.24

o.is

0.04

0.92

0.00

o.00

o.00

0.04

o.00

0.52

o.ao

E-5

固

15

10

io

5

5

5

15

15

5

亀

0.40

o.00

0.04

o.i2

o.os

0.04

.12

0.04

o.00

E-6

10

zo

5

15

10

5

5

io

5

5

ZO

、

9.04

3.84

o,00

1.80

o.is

o.is

0.04

0.04

o.00

o.00

1.76

E-7

25

5

5

5

10

45

5

10

5

5

5

し

13.28

0.04

o.os

o.zs

o.as

2.32

0.00

o.os

o.00

0.20

.00

0.40

注)1,単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「 剛FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅 の おそれ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され たもの を示 した。



i

r

-

i

表19底 生生物出現結果(23)

調査 年 月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

59

X55

X56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73

74

X75

76

X77

種 名
i

'●し

1

呆 ラi

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99
ioo

「 土

」、 口

頭
鋸

ラ

ミ コー'、

兀

アミ

マ

フ コ イ ミ

ケ1

,・ ムシ ミ

ニシ ス イ ミ

ミニ

タマ イ ミ

量イレヨフハ イ こ

ワ イ こ

淋 俸

イ 噛イ こ

イ

フ ハ シラ イ ミ

マルス レ イこ

ハ イ ミ

ニツコ イ ミ

バ ク モ1イ こ

マテ イ ミ

ソ1イ こ

ミ ル ミ

フシ ツ,

アミ ミ

'
1ア こ

ス ミ フシ こ

λ,1ム シ=

コツフ ムシ こ

ヘラ シ こ

フ ヒ ソコエヒ

ス メソコエヒ

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエビ

クチハ シソコエビ

ヨ]エヒ

ク ゾ]エヒ

助 ムシこ

フ コ イ ミ

Chone

ケ1

Phoronis

イ・ コ

ミニ

ヒメッメ ィ

アラムシロ イ

セワ イ

サル'・

ミミエ イ ・

Modlo童us

1 ス イ

マ

フ ハ シラ

ミ イ

ア1

ハ

シ フ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ イ

ス クラ イ

クラ イ

バ ク モ1イ

マテ イ

イ

ミ,、ル ミ

シロスシ フシ ツ'

ン クフシ ツ'

Balanus

アミ こ
1ア ミ

Cyathura

ヒメス1ム シ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Idotea

Synidotea

フ ヒ ソコェ

pe1量sca
ニツ'ン ス メ

rothoe

ヒ シソコエヒ

Synchelidium

Mel象ta

Eurystheus

Corophitun

ソヨコエビ

randidierella

E-2 E-3

5

0

、

4.84

76.52

5.44

.00

E-4

固
5

35

5

5

9

0

5

5

3.92

.4

.os

.52

1.44

.48

7.16

0.00

0.00

E-5

35

5

50

105

0.44

o.zo

47.08

17.16

E-6

130

10

5

35

55

2.32

o.os

o.00

246.48

o.is

E-7

固

110

5

5

30

5

、

2.48

0.28

0.04

269.20

o.os

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号 欄の ※ は,r鼎FJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそれが ある種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記載 され たもの を示 した。



表19底 生生物出現結果(24)

l

N

i

番号

ioi

102

103

104

105

106

107

ios

109

110

111

112

113

114

115

116

iii

118

119

izo

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

.135

種 名
1

T

殻 ・

石 、、

豆'

口

署

ヨ シ

スス

クルマエヒ

エヒ

テツ,・ エビ

モエビ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ ミ

ア シ ヤコ こ

ス モク

ニ マシ こ

ヤ

コブ シ'二

妊 二

ワ ニ

クレ ニ

ス ニ

仰 二

シヤコ こ

ス クモヒ デ

ヨ シ

ハセ

クルマエヒ

クルマエヒ

ソコシラエビ

Alpheus

Athanas

ツノメエヒ

モヨ ツノメ

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

Upogebia

Callianassa
ニ マシ こ

テ ツノヤ

ユヒ,、 ン1

ツノ コブ シ

イッ ククモ ニ

イシ ニ

フ'シ イシ ニ

」ツ メヒ ンノ

Pinnixa

メ シヒ ンノ

ヤマ ニ

チコ ニ

]メツ ニ

ケフサイソ ニ

ヒライソ ニ

Acmaeopieura

シヤコ

ス クモヒ テ

Hippocampus

ハセ

口 口

E-2

4

4

1

o.zo

.12

2.40

9

E-3

固

5

5

5

5

160

.ao

o.as

o.os

0.五2

2.32

90.92

15

調査 年 月 日:平 成1i年10月24日 ～25日
E-4

固

10

5

43

0.20

.00

131.36

23

E-5

固

280 65.72

13

E-6

固

5

350

'

0.16

266.04

17

E-7

固

5

10

10

15

425

曲

0.ZO

o.i2

o.is

0.56

290.64

21

注)1.単 位 個体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号欄 の※ は,mFJapanScienceReportVoL3Decenber1996」 に 「絶 滅の おそれ があ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され たもの を示 した。
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表19 底生生物出現結果(25)

番号

i

2

3

4

5

G

7

8

9i

101

11

121

13

19

15

is

17

18

19

20

21

22

23

29

25

26

27

zs

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

調査 年月 日:平 成11年10月24日 ～25日

種 名
'い、

,・ ラo

ロ ロ

王 ラ

ヒ

露

イソ ン ヤク

慰

'シ ムシ こ

ロコムシ こ

ノラ10]ム シ こ

シバ コ イ ミ

ピ コ イ こ

コ 伊

シ1ス こ

コ 俸

シロ 初 イこ

01ミ

ニ イ ロ偲

Lacyonndaeミ

テイソメ ミ

イソメ ミ

'シ イソメ こ

ロイソメ ミ

'、コ コ 俸

ス ミ

モロテコ イ ミ

ミス ピ コ 伊

フェ1ア コ イ こ

ルマコ イ ミ

イ コ 伊

タ フシコ イこ

マ コ イ こ

ミイ コ ムシ こ

フ]イ こ

イソ ン ヤ

・ ラ

'シ ムシ ミ

Lepidasthenia

thenelais

Eteone

Eumida

Phyllodoce

ピ コ イ ミ

Sigambratentaculata
コ イ ミ

ylmaeミ

モロテコ

Nectoneantheslatipoda

Perinereisnuntiavar,brevicirris

イ メ

eonnates

ephtys,
lycera

oniaaa

ycinde
Paralacydoniaparadoxa

スコ 召 ソメ

Onuphis

仰 シ
umbrineris

セ ロイソメ

ロイソメ ミ

コムシ

coOPOS

rlonOSPlo

ヨツハ スヒ

onidesoxycephala

Polydora

CO置e且ePIS

Magelona

ミス ピ コ

haetozone

Tharyx

Armandia

マコ イ

Notomastus

Capitella
eteromastus.

Mediomastus

フシコ イ ミ

マ コ イ

ミィ コ ムシ

Omla

The置epus

E-8

5

5

里

5

.o

●

0,1

.04

●

●

.64

●

●

.00

.04

o,i

o

E-9

5

1

5

0

0

5

10

1

5

5

5

.04

.24

0.36

.o

a.

o.o

o.o

.04

●

o.00

0.08

o.is

E-10

固

1

、

.44

●

■

E-11

5

35

5

5

15

15

zo

25

5

100

5

5

15

45

15

5

5
10

30

30

10

is

.00

0.76

o.iz

0.04

o.la

0.00

o.08

o.so

o.00

.ss
o.00

0.20

o

o.is

0.04

o.os

0.04

o.00

.os

o.iz

o.iz

0.56

口 口

70

75

105

55
25

40

5

10

5

16

10

27

129

5
18

8

14

27

373

8

15

0

50

5

5

24

20

5

7

94

30

5

473

4

29

35

35

5

10

5

10

23

4

9

5

60

0

Zo

95

40

¥1V-

26.84

.80

2.44

5.92
1.48

16

o.00

o.00

o.00

0.04

0.04

o.o

.Zs

o.00

o.os

0.40

0.40

3.44

21.08

i.

0.04

.00

8.

o.

0.1

14.04

.12

.o
o.

o.so

0.04

o.00

1.76

0.04

o.zs

o.iz

2.6

.04

0.

o.00

o.so

0.3

o.a

3.0

o.

o.as

o,is

0.24

.24

5.32

箇所
9

2

11

6

4

4

i

i
.i

i

1

2

9

1

3

i

3

25

31

6

3

a

6

6

1

2

9

4

1

24

5

5

4

1

i

1

z

4

1

28

1

6

2

3

9

4

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,鷹VFJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶滅のおそれがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険 稀少,現 状不明)」 と記載されたものを示 した。
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表19底 生生物出現結果(26)

調査 年月 日:平 成H年10月24日 ～25日

番号

51

52

53

54

X55

X56

57

58

59

60

61

62

G3

64

65

66

67

68

69

70

X71

X72

73

74

X75

76

X77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91
92

93

94

95

96

97

98

99

ioO

種 名 'い、

王 ラ ●

手

口

L

,、 口

豆、

鯛

ラ

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フサユ 俸

ケヤ1ミ

,・ ムシ こ

ニシ ス イ こ

ミ ー こ

マ 噛イ 書

9イレヨフハ イ こ

セワタ イ こ

フ不 イ こ

イb俸

イ ボ こ

フ ハ シラ イ ミ

マルス レ イ こ

ハ イ こ

ニツコ イ ミ

バ ク モ1イ こ

マテ 俸

ソ1惨

ミ,ル こ

フシ'ツ,こ

アミ こ

m
1ア ミ

ス ミ フシ ミ

ス,・弘 シ ミ

コツフ ムシ こ

ヘラムシ こ

フ ヒ ソコエビ こ

ス メソコエヒ:

ツノヒ ソコエヒ:

ヒ シソコエヒ ミ

クチハ シソコエビ こ

ヨコエヒ こ

ク ソコエヒ こ

ロ ムシ こ

フ コ イ こ

Chone

ヤ1ミ

Phoronis

イ'、キ コ

ミニ

ヒメツメ ィ

アラムシロ イ

キセワタ 馳イ

ル, イ

ミミエ イ

Modiolus

Ill ス イ

マ

フ ハ シラ ィ ミ

ミ イ ミ

ア1

ハ イ

シ フ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ イ

ス クラ イ

クラ イ

バ グ モ1イ

マテ イ

イ

ミ,ル こ

シロスシ フシ ツ・

ン クフシ ツ'、

Balanus

アミ ミ
1ア ミ

Cyathura

ヒメス1ム シ

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

otea

Synidotea

フ ヒ ソコエヒ こ

Ampelisca

ニッ'・ンス メ

Urothoe

ヒ シソコエヒ こ

Synchelidium,

Melita

Eurystheus

Corophium

,ソ ヨコエヒ

Grandidierella

E-8

5

5

5

40

5

5

0.24

o.i

10.6

0.32

.as

.o

.00

E-9

50

5

1

0.72

0.32

o

E-10

5 i.as

E-11

45

5

5

5

10

、

0.48

10.20

o.o

o.00

o.00

口 蕎

5

550

5

5

555

10

5

95

15

5

5
20

5
13515

144

5

5

623

5

157

10

14

10

115

132

25

5

55

50

zo

555

io

5

115

4

5

44

5

5

5

5

5

52

io

46

10

35

14

10

5

、

3.92
8.00

o.os

o.00

356.84

19.44

50.40

38.80

o.is

0.32

o.zo

8.68

o.is

294.84

161.16

1.28

o.iz

1331.64

6.12

529.00

30.76

3.20

.40

13.40

12.24

6.60

3.24

o.is

3.52

0.48

61.64

o.00

0.00

0.40

o.00

o.os

1.28

o.os

o.is

o.00

.oo

0.00

0.04

o.00

o.00

0.00

0.04

o.00

0.00

o.00

箇所
1

10

1

i

7

1

1

7

a

1

i

i

1

5

2

1

1

14

1

io

2

3

2

7

1

z

1

1

i

1

10

2

1

6

1

i

2

i

1

1

i

1

3

2

7
2

1

2

2

1

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,r欄FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅 の おそれがあ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)'」 と記載 され た もの を示 した。
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表19底 生生物出現結果(27)

調査年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

番号

101

102

103

104

105

106

ion

ios

109

110

111

iiz

113

114

ll5

11G

117

118

119

izo

121

122

12

124

125

12G

127

128

129

130

131

132

133

134

135

種 名

01

豆

口

ヨ シ

スス

クルマエヒ

エヒ

テツ,、 エヒ

モエビ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ こ

ア シ ヤコ=

ス モク1

ニ マシ こ

ヤ1

コブ シ ニ

クモ ニ

ワ1二

レ ニ

ス ニ

仰 二

シヤコ こ

ス モヒ テ

ヨ シ

ハセ

クルマエヒ

ク マエビ

ソコシラエヒ

Alpheus

Athanas

ツ〃 エヒ

モヨ ツ〃

ヒラツノモエヒ

Processa

Crangon

Upogebiayokoyai

pogela

Callianassa
ニ マシ こ

テ ツノ1

ユヒ ン1

ツノ コブ シ

イツ クモ ニ

シ ニ

フ'シ イシ ニ

ッ メヒ ンノ

Innlxa

メ シヒ ンノ

マ

サ ニ

コ ニ

コメツ ニ

ブ イソ ニ

ヒライソ ニ

cmaeopleura

シヤコ

ス モヒ テ

Hippocampus

ハセ

口

E-8

15

●

o.

1,

4

E-9

5

5

、

19

0.04

o.is

.12
1

E-10

as

●

1.8

4

E-11

510

1.9

o.00

16.48
29

口 言

5

3

10

9

9

25

15

5

10

9

12

星0

4

39

114

45

10

5

5

io

30

10

30

5

70

24

151

24

65

20

28

5

ao

5

5

1758

噺

45.52

io.zo

0.16

0.32

o.is

1.04

0.24

0.04

o.ao

o.so

13.60

0.52

o.00

0.72

14.08

9.80

17.32

.20

6.4

.7

1.64

o.iz

o.

0.4

18.56

9.76

.52

8.40
1.1

0.24

o.so

3.12

0.56

2.32

o.so

3240.76

135

箇所
1

5

2

2

2

1

1

2

里

2

1

6

5

4

z

1

1

2

4

2

5

1

5

4

3

1

5

1
2

i

1

萱1垂 与鵬 ※騨 誰 俺畿 、欝 論詔619きOl晶ll藩 」`、「絶滅のおそれがある種(絶滅,絶滅寸前,危険,稀 少,現状不明)」 と記載されたものを示した.



表20底 生生物出現結果(分 類群別)(1)

測,.分 類 群

工 目

毛i

二 綱

甲殻綱
その

ロ 言

A-1

固 ヌ

12

4

48

64

、'

o.ss

2.20

8.36

11.44

A-2

固
16

12

12

40

魅'里

1.20

5.88
8.24

15.32

A-3

固
44

28

16

88

注)単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg

、'里

4.72

19.56
0.08

24.36

A-4

固
112

zo

140

272

満

表2q

、 里

6.88
21.72

13,56

42.16

A-5

15

10'

10

35

此

1.12

o.os
0.48

1.68

調 査 年 月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

A-6

固
30

125

15

170

、'里

0.1z

7.44

0.32

7.88

A-7

固
25

25

10
15

75

、 ノ

1.40

1.44

45.68
0.64

49.16

A-8

80

45
15

5

145

、'

o.$o

5.68

20.76
1.76

29.00

底生生物 出現結果(分 類群別).(2)

i

ひ

i

分類群 測.、

工 目

夕 毛'1

=ニ ハ,,

甲殻綱
その 也

口 言

A-9

80

15

25

120

、'

1.48

13.40

2..32

17.20

A-10

固 ヌ

35

335
40

G5

475

'1
,17.

o.ss

126.32

49.52

3.24

179.76

A-11

25

5

15

45

90

、

、,

1,76

4.28
33.60
9.68

49.32
注)単 位 個 体 数:個 本/m,湿 重 量:9/㎡,0.00:0.019未 満

表20

B-1

固
60

30

90

'

0.40

7.60

8.00

B-2

70

45

115

'

0.16

1.36

1.52

調 査 年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

B-3

65
5

5

40

5

120

、'

0

1

0

】

U

3

20

16
48
28
04

16

B一 一4

25

80
50

40

195

、'

0.44
48.64

159.44

2.48

211.00

B-5

固
90

130

90
70

380

b'

U.G8

140.60

330.44
6.76

478.48

底生生物出現結果(分 類群別)(3)

C-1
調 査 年 月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

測 ハ、、分 類 群

工 目

毛'
,

二 貝,、

甲殻,

そ の,

ロ 言

B-6

固
25

50

5

、'

2.64

1.32

o.00

B-7

80

女

25

60

10

5

3.9G lUO

、'

4.24

45.84

78.24

0.92

129.24

B-8

160

5

135]5
50

5

13735

、'里

6

1

388
9

1

407

36

96

92
28

28

80

B-9

20

15

35

111/

0.12

0.32

0.44

80

10
140

95

325

、,

1.00

19,44

146.00

3.84

170.28

C-2

固
30

10

10

50

、'

o.Zo

9.08
o.is

9.44

C-3

固
20

132

144

296

、',

0.44

12.2'4
2.76

15.44

注)単 位 個 体:個 体/m,湿 重 量:g/m,0.00:0.01g満

C-4

固
隔
此

…一=ト



表20底 生生物 出現結果(分 類群別)(4)

測.、分 類 群
工 目

毛,,

足'

二 貝,、

甲 殻,、

その
口 吾

C-5

・'里

調 査 年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

C-6

固

40

5

5

50

注 単位 剛 数:体/m,湿 重量:g/

、'

0.48

3.24

0.20

3.92

C-7

5

5

、 ノ

30.08

30.08

C-8

固

295

5

70
5

375

,0.00:0.Olg満

表20

、 ノ

1.16

o.ss

1.88
o.so
4.52

C-9

135

25

5

165

、'

0.48

9.00

7.88

.17.36

C-10

125

30

155

、'

1.48

1.60

3.08

D-1

固

8

4

4

16

も'

0.24

15.16
o.00

15.40

D-2

固
30

20

50

b'

1.60

0.92

2.52

底生生物出現結果(分 類群別)(5)

i

刈

i

測,,、、分 類 群

工 目

毛,

二 貝 、

殻 岡
その

口 言

D-3

15

15
30

、'

0.16

o.is

0.32

D-4

固
8

12

0

20

注)単 位 個イ数:体/m,湿 量:g/

、'

o.is

13.60

o.00

13.76

D-5

130

15

15

5

165

覧'

1.88

36.76

0.40

o.00

39.04

D-6

固

75

5

5

85

,0.00:0.Olg満

表20

噛'

1.48

o.08

0.32
1.88

調 査 年 月 日:平 成ll年10月24日 ～25日

D-7

25

5

5

110

145

、'

3.36
50.40

2.36

17.28

73.40

D-8

固
135

15
zo

5

175

、'

1.44

6.72
0.36

o.os
8.60

D-9

75

20

5

5

105

、'

0.44

1.12

0.12

0.16

1.84

D-10

85

10

10

105

'

0.80

4.36
o.i2

5.28

底生生物出現結果(分 類群別)(6)

調 査 年 月 日:平 成11年10月24日 ～25日

分類群
没 ハ、

工 目

夕 毛'1

足

二 貝

甲 殻,・

その

口 言

D-11

20

5

5

30

、'

0.04

0.12
1.16

1.32

E-1

固
108

11

120

、'

3.72

0.36

4.08

E-2

固
164

8

172

、'

2.08

0.32

2.40

注 単 位 個 体 数 二個 体/m,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

E-3

固
30

5

20

90
15

160

、'毘

0

4

76

5
2

90

96

84

52

84
76

92

E-4

140

185

95

15

435

」 里

6.32

114.96

7.84

Z.24

131.36

E-5

固
105

55

105
15

280

し

o.ss

47.28
17.16
0.40

65.72

E-6

固
230

10

40

60
10

350

亀'

10

0

246

0

9

266

12

08

48

32

04
04

E-7

固
205

10

135

25

50

425

噺'

6

0

269

0

13

290

64

32
28

44

96

64



表20底 生 生物 出現結 果(分 類 群 別)(7)

調査年月日:平 成11年10月24日 ～25日
測 川、分 類 群

工 目

夕 毛'i

二 貝,,

甲殻,、

その
口 言

E-8

固 ダ

150

90

60

15

315

、'里

3.12

211.24

3.28

0.12

217.76

E-9

固

155

5

10

10

15

195

、'里

4

0

60

0

0

65

12

32

20

20

28

12

E-10

固

20

5

25

'
、`里

o,so

1.28

1.88

注)単 位 個 体 数:個 イ/m,湿 重 量:g/m,0.00:0.Olg未 満

E-11

固

435

10

20

45

510

'M
.

3.56

10.20

1.96

0.76

16.48

口 言

4087

685

14795

1906

285

21758

・'里

95

465

2403

239

36

3240

24

92

04

80

76

76

1

◎c



iii)鳥 類調査

環境庁 自然保護局野生生物課実施の 「シギ ・チ ドリ類定点調査」 よ り、千鳥浜～

木屋川河 口の調査データ(1988年4月 から1992年9月 にかけて実施)に ついてみる と、

図38に 示す地域で1988～1992年 まで定点観測 が実施 された。 出現種数 は4～16種 の

範 囲にあ り、個体数は9～536羽 の範 囲にあった。基準値を越 えた種は、チュ ウシャ

クシギの1種 であった。
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Olkm一
図38千 鳥浜 ～木 屋川 河 ロ シギ ・チ ドリ観 察 地 点

(環境庁 自然保護局野生生物課.1997.シ ギ ・チ ドリ類渡来湿地 目録から)

一119一



iv)調 査結果 のまとめ

千鳥浜 一木屋川干潟は、河 口部 か ら周防灘 に面 して拡がる、広大な砂泥 ・砂質干

潟である。沖合 に関門海峡 を流れ る海流があ り、沿岸の海洋水の交換は比較的良好

で、ノ リ養殖 、アサ リなどの好漁場 となっている。底生生物は、多毛類が卓越せず 、

二枚貝類や完胸類 とともに優 占す る、よ り外海的な動物相を形成 している。 動物の

現存量 も豊富で、鳥類の飛来数 も多い。その地形的特長 によって、内湾的環境 にあ

りなが ら、比較的陸域 の影響 を受 けない沿岸環境であると考 えられ る。

v)調 査 を実施 しての問題点

調査 を実施す るにあたって、以下のよ うな問題 点が存在 した。

① 本干潟 は延べ面積 が広大であ り、調査測線 の長 さが最大3.5km、 測点間距離が200m

程度 になる。

②歩行可能な場所はあ るが、そ の間 を澤、軟泥、の りひび等の歩行不能な場所 で寸

断 されている。

③ 筋い に必要な量の水が干潟上では得 られに くい。砂質になればな るほ ど必要水量

と箭 う時間は増大す る。

④秋の大潮では十分な干出時間が得 られない。

⑤ これ ら4点 の理 由によ り、作業効率が落ち、測点間の移動に要す る時間が非常に長

くなる。

以上の ことか ら、本干潟 では小型舟艇 による調査がよ り現実的であった。

⑥秋 の大潮では調査位置図に記載の干潟範囲が全部は干出 しない こと

⑦本干潟 では海苔 の養殖が盛 んであるが、秋 は海苔の種付 けの時期 であ り、この時

期は地元漁協もあま り協力的ではない こと

以上の理 由によ り、調査時期は春季の ほ うがよい と思われ る。

⑧臭気 の判 定につ いては、種類 と濃度 の判定に個人差が あ り、複数人で観 察 した場

合、統一が とれない ことがあ り得 る。 可能であれば、臭気判定士に よる講習を受け

ることが望ま しい と思われ る。

以上のため、干潮時の汀線お よび底生生物の水平分布の 目視観察につ いては現地調査

で十分な成果が得 られ なかった。報告書において、底生生物の水平分布 は定量調査の結

果 を基に作成 した。
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第 皿 ・1表 干潟生物調査票

1.位 置

海域名(上)

海域コー ド(下)

周防灘西

701

市町村名(上)

行政 コー ド(下)

山陽町,下 関市

422,201

都道府県名 山口県

2.調 査期間

3.タ イ プ

4.面 積

5.規 模

6.調 査手法

7.基 底の勾配

8.底 質

9.遮 蔽度

10.陸 上植生

(干潟後背地)

11.藻 場

(干潟の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チ

ドリ類)の 渡来状況

13.海 水の清澄i度

14.海 岸改変状況

15.陸 域土地利用

16.干 潟 の利用

17.備 考

18.調 査 員

脇

埴生(上 市),埴 生干拓沖,王 喜干

拓沖,王 喜,王 司

1999年10月24日 ～10月25日(現 地調 査)

1.前 浜干潟(埴 生(上 市),埴 生干拓沖)

甘`'

2.河 口干潟(王 喜干拓沖,王 喜,王 司)3 .潟 湖干潟4.

前浜干潟

270ha

河口干潟

747ha

潟湖干潟

ha

巨1大 干潟(300ha以 上) 2.中 干 潟(300～1∞ha) 3.小 干潟(100ha以 下)

1.歩 行目視観察 回 歩行定量調査 回.船 による定量調査

0.0^一 〇.2m/100m

1.礫 回 砂 囹 砂泥 国 泥

国 開方嫡 岸 2.保 護海岸 3.包 囲海岸

巨1ヨ シ原5.ア ダン林

2.北 方型塩沼地植生(ア ッケシソウ,ウ シオツメクサ,シ オマツバ等)6 .海 岸砂丘植生

3.南 方型塩沼地植生(ハ マサジ ハママツナ,シ チメンソウ等)医 その他の植生1丞 国,畑 地)

4.マ ング ロー ブ林0.不 明

巨1な し2.ア オサ ・アオノリ場

5.そ の他の藻場(

3.ア ジモ場 4.オ ゴノリ場

)※ 複数の選択可能

1.渡 来数が特に多い 回.渡 来数が多い

固.大 型のシギ類が含まれる0.不 明

3.渡 来数は少ない 4.種 類が多い

※ 複数の選択可能

f.き れ い

2.少 し汚れ てい る

回.か なり汚れている

・海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度,透 視度30㎝ 以上

・海水に浸かることが気にならない程度
,透 視度20～30㎝ 程度

・海水に浸かる気がしない程度
,透 視度20㎝ 以下

国 自然海岸 回 半自然海岸 回 人工海岸 囚 その他 唖i,河 岸)

1.自 然 地 回 農業地 囹 蔵 弛 ・工親 ・その他(馳)

巨].潮 干狩 り2.釣 り3.海 水浴

(その他の内容)の り養殖場

回 パー ドウォッチング 回.そ の他6.な し ・不明

※複数の選択可能

木劇llに よる流路力靴 から南,北 から南東方向に見られ,糸 根川,前 場川による流路がそれぞれ北か ら南方

向,北 か ら南南西方向に見られた。

所属 株式会社 東京久栄 氏名 伊賀上 孝徳 佐藤 一男,保田井 啓
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底生生物の主な出現種(1)
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底生生物の主な出現種(2)
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5.徳 島 県 吉 野 川 河 口干 潟

(1)調 査期間

現地調査 を1999年10,月9-11日 、22-24日 の大潮時に実施 した。

(2)調 査場所

図39に 示す徳島市吉野川河 口干潟 である。干潟の規模は小干潟である(70ha)。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形的特徴の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査

a.底 質の酸化層の深 さと厚 さ

b.マ クロベ ン トス

iii)鳥 類観 察調査

図39吉 野川河 口干潟
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(4)調 査方法

吉野川河 口干潟 は、歩行 可能 な砂 ・泥質の干潟 として分類 され るが、調査の対象 となる

主要な2っ の地区は、水路で陸地か ら隔離 され ているデルタ地区なので、ボー トなどで渡

河する必要 があった。

i)定 性調査(目 視観察)

平面的分布状況 を、 目視観察によ り定性的 に把握 した。吉野川河 口域は全域が単一で

な く、水路によって4地 域に区分 され ている事 か ら、調査方法 で指定 された任意のジグ

ザク状のルー トの設定が困難iである。 従 って、吉野川河 口域の水路を加 味 して、全域

をジグザ ク状に設定 し、25地 点を決定 した(図40)。

a.徳 島市東吉野町3丁 目/住 吉4丁 目み吉野川南岸河川敷 グラウン ドの住吉堤防に

沿って発達 した干潟(Stsl4-21、25)。

b.a地 点を水路で隔て られた吉野川橋の下手に位置する住吉干潟(Sts22-24)。

c.吉 野川河 口から上手に位置する広大 な鬼ヶ洲干潟(Sts4、6-13)。

d.徳 島市北沖洲2-4丁 目の吉野川河 口域 に見 られ る干潟(St.5)と その続 き(St

s.1-3),

この決定に当たっては、次の ような留意事項 を加味 した。

① ジグザ クルー トの起点は、調査対象域の最上部の生物群集が分布 している住吉堤防の

場所(St.19、20、21)を 選んだ。この場所は潮上帯に属 し、ヨシ群落、アシハ ラガニ、

シオマネキ、バクセ ンシオマネキが混棲 してい る地域で、漁船 の船着場 となってい る。

②吉野川河 口域は、調査地点の周辺部がアオ ノ リの養殖場 となっているため、この種の

調査を行な うに当たって、事 前に地域の漁協の了解 を得 る必要があった。その漁協の協

力 を得 るに当たって、河川の管理者であ る建設省徳島工事事務所か らその情報の提供 を

受 けた。

③吉野川河 口域の調査地点は、必ず しも全域が歩行可能 とい うわけでな く、歩行が不可

能な場所 もあることか ら、調査地点の設定はそれ を迂 回す る地点に変更 して行 われた。

④今回の調査時期が10月 に入 った ことか ら、大潮 といえ ども干潮時が制限されて十分な

調査時間を とることが難 しく、そのため一地点に(25×25x15cm平 方枠)4地 点 もし

くは2地 点で砂泥の採取 を行 った。25地 点の うち、St.6、10、11、12、13、19、20、

21、22、23、24の11地 点は、25×25×15の コー ドラー トを使 用 して4ヵ 所 の調査を集計

し、その他 の地点では調査不可能 と判断 して、2ヵ 所 の結果 を2倍 して集計 した。

一125一



吉野川橋

賑 π 　　 一
齢/

し

⑳

]1憶

レ ∴

鶴

ノ 、

3

ミ

喜

iミ

1辱

編
!…

、

藷

lt

eI
250500750m

羅

謡
麗

昌

一126一



h)定 量調査

a.底 質の酸化層 の深 さと厚 さ

25地 点 における口径50mmの アク リルパイプを干潟基底に打 ち込んで、底質のコアー

サ ンプル を採取 し、酸化層の厚 さを測定 した。

b.マ クロベ ン トス ●

一地点に(25×25×15cm平 方枠)4地 点 もしくは2地 点で砂泥の採取を行 っ」(
、ビ

ニール袋に入れて研究室に持ち帰 った。採取 した底質は1㎜ メッシュのフルイを用い

て底質 中の生物 をふ るい分け、10%の 海水 フォルマ リンで固定 して、1.生 物の ソーテ

ィング;2.計 数;3.湿 重量の測定;4.種 の同定等を行 った。種の同定は、次の専

門家 による。

今 島実 国立科学博物館(環 形動物 ・多毛類)

布村昇、富山市科学文化セ ンター館長(等 脚類)

石丸信一、石川県立金沢伏見高等学校(端 脚類)

岡村収 、自然科学研究所、高知(魚 類)

近藤康生、高知大学理学部(貝 類)

土 田英治、東京大学海洋研 究所(貝 類)

小林晴美、東京大学海洋研 究所(貝 類)

酒井勝司、四国大学(貝 類、 十脚 甲殻類)

和 田賢次、徳島県立ネイチ ャーセ ンター(植 物、鳥類)

血)鳥 類調査

鳥類調査は環境庁野生生物課で実施 している 「シギ ・チ ドリ定点調査」の資料を整理

した。

(5)調 査結果

i)定 性調査

① 干潟地形の概要

吉野川河 口干潟 は吉野川 大橋か ら下流域 に発 達す る。今回の調査結果 よ り、吉野

川河 口干潟は大 きく3区 域 に区分され た(図40)。

A地 区:鬼 ヶ洲干潟(St.4、6-13)と その周辺

ここは吉野川河 口か ら上手 に位置す る広大な鬼 ヶ州干潟(St.4、6-13)、 徳

島市北沖洲2-4丁 目の吉野川河 口に見 られ る干潟(St.5)と その続 き(St.1-3)

か らなる。

B地 区:住 吉干潟(St.22-24)

水路で隔て られた吉野川橋の下手に位置する ヨシの茂る中州干潟。

C地 区:吉 野川南岸河川敷グラウン ドの住吉堤防に沿って発達 した干潟

(St.14-21,25)
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② 底質 と生物分布

A地 区:紀 伊水道 によって流入する海水によってもた らされた砂が堆積 した三角

州 で、野鳥の群 生が常時観察 され る。野鳥の餌 となるヨコヤアナジャコや コメツキ

ガニが多い。指標種 としてカモ、フ トヘナタ リ、 ヨコヤアナ ジャコ、コメツキガニ

が考え られ る。底質は河岸寄 りが砂泥質、流路 よりが砂質である。(図41)。

B地 区:砂 泥地 にヨシ群落が見 られ る。指標種 としてシオマネキ、バクセ ンシオ

マネキ、 ヨコヤアナジャコをあげることができる。吉野川のシオマネキの分布 の中

心である。(図42)。

C地 区:砂 泥地に ヨシ群落が見 られ る。指標種 としてシオマネキ、ヤマ トオサガ

ニ、アシハ ラガニがあげ られ る(図43)。

③ 底生生物の成帯構造(図44)

A地 区:ヨ シ原 に続 く干潟上部か ら中潮帯にかけて、ヨツヤア'ナジャコ、ヤマ ト

オサガニが優 占し、干潟上部 の狭い範囲にフ トヘナタ リの生息が認 め られ た。

B地 区:ヨ シ原に続 く干潟上部では、アシハラガニ、シオマネキが優 占し、以下

中潮帯上部にチゴガニ、ヤマ トオサガニ、 ヨコヤアナ ジャコの生息帯が連続す る成

帯構造 を示 した。

C地 区:ヨ シ原 に続 く干潟上部でアシハ ラガニ とシオマネキが優 占 し、中潮帯上

部に掛けて ヨツヤアナ ジャコが優 占 して認 め られた。ヤマ トオサガニは、干潟上部

か ら中潮帯 にかけて、同密度で生息が認め られ、成帯構造を示 さなかった。
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ii)定 量 調 査

① 酸 化層 の厚 さ(表21)

ほ とん どの地 点 で酸化 層 、臭 気 とも認 め られ なか っ た。C地 区のSd5～20、22

～25に お いて 、黒 変や 黒 色 の砂 ・砂 泥 が認 め られ たが 、St16、17、19の3地 点 で の

み 臭気 が認 め られ た。

表21酸 化層の厚さ

日亜

St.

厚 さ(cm)

1

0-40cm,

砂

無

2

0-40cm,

砂

無

中
3

0-40cm,

砂

無

9

0-40cm,

砂

無

5

ヨシの

根、異物

等でア ク

リルパイ

プが入 ら

なかっ

た。

帯
6

0-40cm,

砂

無

7

0-40cm,

砂

無

8

0-40cm,

砂

鉦

9

0-40cm,

砂,臭 気

な し

無

10

0-40cm砂

日亜

St.

厚 さ(cm)

11

0-6cmや

や 黒 い

砂 、6-

40cm砂

12

0-4cm

砂 、4-

llcm砂

泥 、11cm
一粗 砂

無

13

0-40cm砂

14

0-12cm砂

泥 、12-

40cm砂

15

0-9.Scm

砂 泥 、

9.5cm

黒 変 、

9.5-40cm

砂 泥

無

16

0-9.5cm

砂 泥 、

9.5cm

黒 変 、

9.5-40cm

砂 泥

17

0一 黒色

の砂泥、

異物が散

在

18

0-5cm砂

泥 、5-

40cm黒

色 の 粗 砂

無

19 20

0-4cm

礫、
4cm一 黒

変 して 異

物、礫等

0-8.2cm

砂 泥 、

8,2黒 変

した 砂 、

8.2cm一 砂

泥

無

日亜帯

St.

厚 さ(cm)

中
21 22 23 24

0-6cm

泥 、

6cm一 砂

泥 、黒 変

な し

無

0-29cm

砂 、29cm

黒 変 色 、

29-40cm

砂 泥

無

0-6cm

砂 、6-

17cm粘

土 、17一

黒 色 の 砂

無

0-9cm腐

食 した ヨ

シの根 を

含 む黄色

粘 土、9-

28cm黒

色 の砂.
28-40cm

黒 色の砂

無

25

0-3.5cm

砂 、3.5-

40cm黒

変 した 砂

無

② 底 生 生 物

底 生 生 物 調 査結 果 を 表22に 、 そ の集 計 結 果 を表23に 示 す と と も に 図45に 個 体 数

,の底 生 生 物 類 別 組 成 を、 図46に 湿 重 量 の底 生生 物 類 別組 成 を示 す 。

出現 生 物 中最 も個 体 数 が多 か った の は、 チ ゴガ ニの213個 体 で あ り、 次い で コメツ

キガニ の138個 体 、フ トヘ ナ タ リの75個 体 で あ り、それ ぞれ 全 出 現個 体 中の30.7%、

1.9%、10.8%を 占め てい た。湿 重 量 で は、 オ キ シジ ミガイ の57.23g、 フ トヘ ナ タ リ

の29.98g、 コメ ツ キガニ の23.37gで あ り、そ れ ぞれ 全 出現個 体 中の23.3%、12.2%、

9.5%を 占め てい た。

分類 群 別 の出現 個 体数 は 、 甲殻類 が 最 も多 く431.5個 体 、次 い で環 形動 物 の135個

体 、腹 足類 の86個 体 、二枚 貝類 の5φ.8個 体 で あ り、それ ぞれ全 出現個 体 中の60.6%、

19.0%、12.1%、8.0%を 占めて い た。 湿 重 量 では 、 甲殻類 の164.29g、 二枚 貝類 の

86.27g、 腹 足類 の31.43gで あ り、 それ ぞれ 全 出現 個 体 中の58.2%、30.6%、11.1%

を 占め てい た。

一136一
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衷22底 生生物調査結果(そ の1) 単位;個 体致 ・温璽量(の!㎡
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表22底 生生物鯛査結果(そ の2)
単位=個 体数 ・温璽量(9}!㎡
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なお 、以 下 に主 要 な 出現種 に 関す る状 況 を記 述 す る。

異 尾類

・ヨコヤ ア ナ ジャ コのogθ房∂ノo畳07∂ゴMAKAROV

住 吉堤 防St.19、20の 船 だ ま り、Sts.16、17、18の 泥 地 、住 吉干 潟St.22の 周 辺

部 の低 潮線 付 近 、周辺 部 、 鬼 ヶ洲 干 潟St.10、ll、12お よびSt.7、8、9の 潮

干 帯 に は多 い。 住 吉 干潟St.22周 辺 で は釣 餌 と して漁 船 が ポ ンプ を使 用 して ヨコ

ヤ アナ ジ ャ コを捕 獲 して い るので 、個 体 が小 さか った り穴 が見 られ な い場所 が 見

られ た。また その場 所 は潮干 帯 が軟 弱 にな って い る。

・アナ ジ ャ コ400gθ飯 ∂忽ヨ.メorDEHAAN

ヨコヤ アナ ジ ャ コに混棲 して い るが 、個 体数 は少 な い。

短 尾類

・フタバ ピン ノ乃力刀o訪θrθ5飯o㊨沈 ∂加5SAKAI

吉 野川 新記 録 種。1939年 の原 記 載 は 、和歌 山県 の海岸 とな って い るが、それ以 来

初 めて60年 振 りに記 録 され た種 。 絶 滅 寸前 種(WWWRep.1996:124)に 指 定 され て

い る。

・ トリウ ミアカ イ ソモ ドキ沈 〃ヨθρρ1θαr∂如rゴα〃ノ∫TAKEDA

原 産 地 は女 川湾(青 森)で あ るが 、吉野 川 の新 記録 種 で あ る。 香港 か らの報告

が あ る。 危 険種

・ケ フサ イ ソガ 読 〃ノ8rヨρ5〃5ρθ刀∫6∫11∂オ〃5(DEHAAN)

優 占種 であ った が、極 端 に個体 数 が減少 してい る。

・ス ナガ ニ6ヒァραた5'璃 ρ50刀fORTMANN

吉 野川 橋 下 手 の住 吉干 潟 は 、下 流 の ヨシ群 落 の 南側 に10個 体/50cm2の 顕 著 な群

れ が、 吉 野川 の河 口に発 達 した砂 州St.5の 周 辺 及 び 鬼 ヶ洲干 潟Sts.7、8の 周

辺 部 に スナガ ニ の群れ が観 察 され た。

・シオマ ネ キ死 ∂∂r6μ鉱 ∂(DEHAAN)

絶滅 危 険種 。 吉 野川 橋 下 手 の 中州 で あ る住 吉 干潟 は、この 吉 野川 の シオ マネ キ

分布 の 中心 で 、特 に中州 南側 面一 帯 は水 路 に 沿 って シオマ ネ キが顕 著 で あ る。 中

央 の 中州 の ヨシ群 落 の 中に 点在 す る泥 地 、周辺 の 潮干 帯 上部 に は顕著 な群れ が観

察 され た。 また 住 吉堤 防St.19、20の 船 だ ま り周 辺部 、St.15、16、17、18の 周

辺部 に も顕 著 で ある。 鬼 ヶ洲 に は生 息 して いない。 危 険種

・バ クセ ンシオマ ネ キ飽∂1∂oごθ∂(DEHAAN)

吉 野川 橋 下手 の住 吉 干潟 の シオマ ネ キの 生息 す る場所 に重 な るが、 そ の低潮 線

の砂 質 を 中心 に群 生 す る。 ま た住 吉堤 防St.19、20の 船 だ ま り周辺 部 、河 口に発

達 した 砂 州St.5の 周 辺 、住 吉 堤 防St.14か らSt.15ま での ヨシ群 落 の 中 を通 る道

筋 とその 周辺 な どには際 立 って顕著 な群 が見 られ る。 危 険種

・コメツ キガ 謡oρ ρ加 θz∂8:10加5∂DEHAAN

鬼 ヶ洲St.10、11、12お よびSt.7、8、9、 河 口に発 達 した砂 州St.5の 周辺 、

住吉 堤 防St.14の 周辺 部 の潮 干帯 には 多 く見 られ 、手 堀 で釣 の餌 と して採 集 され て

い る。

・チ ゴガニ刀yρρ1∂κρ〃5∫11〃5(DEHAAN)
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住 吉堤 防St.19、20の 船 だ ま り、St.16、17の 泥 地 の周辺部 、鬼 ヶ洲St.10、ll、

12お よびSt.7、8、9の 低潮線 には 多い。

・ヤマ トオ サ ガニ物orρ ρ舵加1〃〃5メ8ρo刀ゴo〃5(DEHAAN)

チ ゴガ ニ の分布 域 の上部 に多 い。

魚類

・ヒモハ ゼ 」動`∂θ四ガ助 訪ア58ゴ11∫JORDAN&SNYDER

吉 野川 に分 布 して い る(inlitt.佐 藤 陽 一 、徳 島県 立博 物館)と の こ とで あ

るが 、吉 野川新 記録 種 で あ る。

血)鳥 類調査

吉野川河 口干潟では、図47に 示す地域で1986年 ～1996年 まで環境庁の定点観測が実施
'
され た。 当該調査範囲は、吉野川河 ロー帯であ り、推定個体数の1%レ ベル基準値 を越

えた記録 はダイゼ ン、シロチ ドリ、メダイチ ドリ、ハマ シギの4種 である。 したが っ

て、本干潟 はシギ ・チ ドリ類重要渡来地域 とされ てい る。

表24に1976年10.月 以降 に吉野川河 口 ・堤内域で、 日本野鳥 の会徳島支部員が月例探鳥

会、または個人が確認 した鳥類 目録 を示す。
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表24吉 野川河ロ鳥類 目録

GAVIIFORMESア ビ 目

●Gaviidaeア ビ 科

Gαv∫α ∫'θ〃α`α∫'ε〃α'α(Pontoppidan)ア ビ

Gρ αo哲cα(Lawrence)シ ロ エ リ オ オ ハ ム

PODIC1PEDIFORMESカ イ ツ ブ リ 目

●Podicipitidaeカ イ ツ ブ リ科

Po4'cρ ρ5r1ψco〃`5ρ ρggε'(Reichenow)カ イ ツ ブ リ

p.η 曾'co〃`M曾'co1〃 ∫C.L.Bre㎞ ハ ジ ロ カ イ ツ ブ リ

ngr'∫ θgθ〃σ乃o'わo〃"Reinhardtア カ エ リ カ イ ツ ブ リ

Pcr∫ ∫'α伽cr∫3'α 伽5(Limaeus)カ ン ム リカ イ ツ ブ リ

mOC肌LARIIFORMESミ ズ ナ ギ ド リ 目

●Pr㏄elladidaeミ ズ ナ ギ ド リ科

Cα10〃θc〃∫∫'eμoαηθ1お(Temminck)オ オ ミズ ナ ギ ド リ

Pψ 朋 ∫'θημかo∫〃'5(Temminck)ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ド リ

P肌ECANIFORMESペ リカ ン 目

●Phalacr㏄oracidaeウ 科

p加'αcmooグ αxc〃 わo加 〃α加θKurodaカ ワ ウ

、P.ノ～'α趨εη'05μ5(TemmincketSchlege1)ウ ミ ウ

P.ρ ε'α9'cμ3ρε'α9∫cπ∫Pallasヒ メ ウ

●Fregatidaeグ ン カ ン ド リ科

Erθgα'α 副 θ'〃'ε'(G.R.Gray)コ グ ン カ ン ド リ

CICONIIFORMESコ ウ ノ ト リ 目

●Ardeidaeサ ギ 科

血oわノ:yc加55'〃 επ∫'55'ηθη∫'∫(Gmelin)ヨ シ ゴ イ

Z館r妙'加15(Swinh㏄)オ オ ヨ シ ゴ イ

ハケc"co雌 κηyo"corα κηγc'lcor似(Lhlnaeus)ゴ イ サ ギ

8〃or'漉 ∬,7'α'μM〃 鍬rεη∫∫5(Sc1鵬nck)サ サ ゴ イ

8め μ1cμ5め ∫∫corα ηαη4π∫(Boddaeπ)ア マ サ ギ

取7θ 伽 α1δα(Linnaeus)ダ イ サ ギ

E'η'er〃2ε4'α'〃'er〃2ε4∫α(Wagler)チ ュ ウ サ ギ

Egα κzθ伽9α 避2ε〃α(Linnaeus)コ サ ギ

Eε 〃q助o'ε5(Swinhoe)カ ラ シ ラ サ ギ

E5αc7α5αcro(Gmelin)ク ロ サ ギ

漁4勿c'〃 θ7εoノα〃'Clarkア オ サ ギ

ォ.ρ媚ρμ7εα 〃1αη〃επ∫試5Meyenム ラ サ キ サ ギ

●Threskiomithidaeト キ 科

P1αfα1θα 〃7'ηorTemmincketSchlege1ク ロ ツ ラ ヘ ラ サ ギ
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ANSERIFORMESガ ンカ モ 目

●Anatidaeガ ン カ モ 科

βr4π∫αδε雇c'αo鹿 η'o加3w励oε 、コ ク ガ ン

(:ンgπ鰐co1μ 〃め'απ鰐 ノαηんow∫妨Alpherakyコ ハ ク チ ョ ウ

距4bア 朋 漁 グ叩g'〃 εα(Pallas)ア カ ツ ク シ ガ モ

τ'α わr朋(Limeaus)ツ ク シ ガ モ

濯αgα'ε7'cμ'α'α(Limaeus)オ シ ド リ

濯鷹 ρ'αり〃;加c加 ρ1αり2r1卿 伽5Limaeusマ ガ モ

ォ.ρoεc"07妙 〃c加20〃07々yπc加Swinh㏄ カ ル ガ モ

濯.crεccαc7θccαLimaeusコ ガ モ

濯.ノbmo∫ αGeorgiト モ エ ガ モ

ォ.ル1cα'αGeorgiヨ シ ガ モ

濯.∫〃ρρε煮α∫'r8ρεmLimaeusオ カ ヨ シ ガ モ

ォ.ρθ脚(peL㎞aeusヒ ド リガ モ

π.α〃2θr'cαηαGmehnア メ リカ ヒ ド リ

浸ηαMc潔'α αcμ'αLimaeusオ ナ ガ ガ モ.

バ.gμerg麗4翼'αLimaeusシ マ ア ジ

濯.cり ρεα'αLimaeusハ シ ビ ロ ガ モ

砂 ∫々ソロ漁r'〃0(Li㎜aeUS)ホ シ バ ジ ロ

濯.ル 〃g〃α(Limaeus)キ ン ク ロ バ ジ ロ

オ.励oア ∫'α〃3α7〃o'漉5(Vigo熔)ス ズ ガ モ

ル何oη'"α η'gr4α 〃3ε7∫coηo(Swainson)ク ロ ガ モ

M加cα ∫'ψ θgεバ(Ridgway)ビ ロ ー ドキ ン ク ロ

旋r騨 ∫εrア4'07L㎞aeUSウ ミ ア イ サ

騒 耀 即 鰐 εr鷹 ㎎ 鯉rL㎞aeusカ ワ ア イ サ

FALCONIFORMESワ シ タカ 目

●Accipi㎞daeワ シ タ カ 科

Pση4'0η 加 〃αε鱒 加 〃αθご鰐(LimaeUS)ミ サ ゴ

pθ7鷹4ρ'vor粥 ノ{窪ρoη`c2∬Kurodaハ チ ク マ

ル醒v麗 〃3∫grα榔 〃ηθα'螂(J.E.Gray)ト ビ

〃d"α θθ伽 α伽d〃 α α1δ'c'〃o(Limaeus)オ ジ ロ ワ シ

ォccψ',θrgθ η'〃'∫ノ碗yα1ηαε(Swam.etHarte甫 オ オ タ カ

、4.g翼1〃'∫gμ'〃 ∫5(Temmj血cketSchlege1)ツ ミ

ん 〃醜5η'∫o∫'〃7〃`∫(Tickell)ハ イ タ カ

、8躍θoわ π'εoノ卯oη'c粥(TemmincketSchlegeDノ ス リ

B〃 ω'撚'η 滅c雄(Gmelin)サ シ バ

Cか α∬ αθ耀9'〃05雄 叩 〃o〃o'鰐Kaup,チ ュ ウ ヒ

●Falconidaeハ ヤ ブ サ 科

而1coρ εregr'欄5/4ρoη ε燗 ∫∫Gmelinハ ヤ ブ サ

E∫ μδ加'θ05め 加'θoLimaeusチ ゴ ハ ヤ ブ サ

Eco1μ 〃め〃'μ∫'鰐'gπ'5(Clark)コ チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ

E'∫ 朋 朋c〃 鰐'〃'ε雌'∫ηc'鰐Horsfieldチ ョ ウ ゲ ン ボ ウ
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GALUFORMESキ ジ 目

●Phasianidaeキ ジ 科

Co'μ 朋 αoo'μ1〃 αノqρoη'oσTe㎜ 通ncketSchlege1ウ ズ ラ

GRUIFORMESツ ル 目

●Gmidaeツ ル 科

G1鰐 〃!o肥o加Te㎜ 血nckナ ベ ヅル

CHARADRnFORMESチ ドリ目

●Haematopodidaeミ ヤ コ ド リ科

〃ねε規α'qρ翼50∫かα1θg潔∫o∫o〃 απ∫Swinh㏄ ミヤ コ ド リ

●Charadriidaeチ ド リ科

C加rα こか'μ5乃'α"oμ1α'μηめ αε(Lowe)ハ ジ ロ コ チ ド リ.

C.ぬ δ'μ∫ω70〃 ∫cμ∫Gmelinコ チ ド リ

C.α1εzαη詐 伽M'hoη θη5なDeignanシ ロ チ ド リ

C〃20πgo1μ35'εg〃2α 〃η'Portenkoメ ダ イ チ ド リ

C.'θ ∫o舵ηαμ〃'∫Lessonオ オ メ ダ イ チ ド リ'

P1μv励 ∫40〃2'〃'cαf尊lva(Gmelin)ム ナ グ ロ

ハ ∫9πα'〃o'α(Linneaus)ダ イ ゼ ン

ル五cm5α'cqρ5c'〃 εr例∫(Blyth)ケ リ

レaηθ〃μ5vαηε〃粥(Li㎜aeus)タ ゲ リ

●.Scolopacidaeシ ギ 科

ル θηα1'o'π'θζρre∫'〃∫θ〃 ε∫(Limaeus)キ ョ.ウジ ョ シ ギ

Cα"伽 ∫rψco〃 ∫∫(Pallas)ト ウ ネ ン

C.〃2伽"〃 α躍 δ〃2'〃〃α(Middendorff)ヒ バ リ シ ギ

C.∂ α'rd'∫(Coues)ヒ メ ウ ズ ラ シ ギ

C.,ε"2"2'πc妨(Leisler)オ ジ ロ トウ ネ ン

C.αcμ 〃2'〃α'α(Horsfield)ウ ズ ラ シ ギ

C.ψ ∫ηα ∫α〃;α'加α(Vieillot)ハ マ シ ギ

C.漁r耀g'ηeα(Pontoppidan)サ ル ハ マ シ ギ

C.oα 〃庶 ∫rogersi(Mathews)コ オ バ シ ギ

Cα〃伽 ∫∫εημ'ro5'rゴ∫(Hor面eld)オ バ シ ギ

Cmcθ'痂oα'δo(Panas)ミ ユ ビ シ ギ

Eπリノηo吻,〃c加5ρ ㎎ 耀 μ∫(Linnaeus)ヘ ラ シ ギ

p捌o鷹 αc加5ρ μgηαdLimaeus)エ リマ キ シ ギ

乙'〃1'colo/alc加e〃 粥 ∫め'r'coDresserキ リ ア イ

ム加 〃αかαημ5gr'∫ε鋸 ア メ リカ オ オ ハ シ シ ギ

ム.5colqρ αcθμ5(Say)オ オ ハ シ シ ギ

乙.∫e〃2脚'〃2α'μ5(Blyth)シ ベ リア オ オ ハ シ シ ギ

Zr加gα θζy,加qρ媚(Pallas)ツ ル シ ギ

τ'o'4鰍5θ μ所 加雄(Oberholser)ア カ ア シ シ ギ

τ ∫'4gπα∫'〃∫(Bechstein)コ ア オ ア シ シ ギ

τ 〃θδ麗'αr'α(Gunners)ア オ ア シ シ ギ
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7:g潔 〃旋7(Nordm㎜)カ ラ フ トア オ ア シ シ ギ

rg'〃 θo'4Limaeusタ カ ブ シ ギ

Zδ7εvψ,2∫(Vie皿lot)キ ア シ シ ギ

τ 似 ρ01ε潔co∫Limaeusイ ソ シ ギ

漉 〃螂c加 θrε鰐(GOIdenstadt)ソ リ ハ シ シ ギ

L伽o∫4〃 〃30∫o〃2e1伽 μro'漉 ∫Gouldオ グ ロ シ ギ

五.'叩 ρoη'cα肋 ㍑εア∫Naumannオ オ ソ リハ シ シ ギ

轍 〃;θπ砺 αrg副 αo鹿 η'α'∫∫Bre㎞ ダ イ シ ャ ク シ ギ

瓦 襯4bgα5c〃'e厩 ∫(Limaeus)ホ ウ ロ ク シ ギ

瓦 ρ加 θqρ鰐vα7∫θgα伽(Scopoli)チ ュ ウ シ ャ ク シ ギ

亙 〃1伽 如∫Gouldコ シ ャ ク シ ギ

Gα 〃'〃αgogα 〃'㎜gogα'1伽goL㎞aeusタ シ ギ

●R㏄urviros㎞daeセ イ タ カ シ ギ 科

伍 〃3απ'qρ粥 ぬ伽 αη∫ρρμ5痂 〃24ηqρ雌(Linnaeus)セ イ タ カ シ ギ

●Phalarop(油daeヒ レ ア シ シ ギ 科

昂 α'〃qρ16'oα 傭(Limaeus)ア カ エ リ ヒ レ ア シ シ ギ

●Glareolidaeツ バ メ チ ド リ科

G'〃 εo'o〃3α'4∫〃 μ〃3J.R.Forsterツ バ メ チ ド リ

● ㎞daeカ モ メ 科

Lo㎜7励 加 π4粥3め 醒cμ5Butur1㎞ ユ リ カ モ メ

L.曜gθ 〃,α,粥 昭g4εPa㎞enセ グ ロ カ モ メ

L.5c傭,∫ ∫4g翼∫S向negerオ オ セ グ ロ カ モ メ

9
ム 伽 ρεrδorε粥 ρα〃`4∫∫5加 鰐Po丘enkoシ ロ カ モ メ

L.cα η粥 肋 〃1∫∫c加f∫c舵 π∫'5(Bonaparte)カ モ メ

ムcrα ∬'ro∫'7`5Vieillotウ ミネ コ

ム.∫4μ励 厭(Swinh㏄)ズ グ ロ カ モ メ

ム.〃'ぬcり'1μ∫ρo〃'cαア∫∫(Ridgway)ミ ツ ユ ビ カ モ メ

醜θ用01ε μcqρ'θrαTemminckハ ジ ロ ク ロ ハ ラ ア ジ サ シ

S妙 δr'ぬ ノαvαη'cαHorsfieldク ロ ハ ラ ア ジ サ シ

&cα 膨 αPanasオ ニ ア ジ サ シ

∫ δε㎎'¢7∫ ∫'α'αStephensオ オ ア ジ サ シ

Sη ∫10"coGmehnハ シ ブ トア ジ サ シ

8痂 耀 〃40'oηgψ θ朋 ∫∫No仙nannア ジ サ シ

84ωgo〃"肋 η83∫Mathewsベ ニ ア ジ サ シ

3ノ 加co,α 〃μδ〃o∫αSpamnanセ グ ロ ア ジ サ シ

Sα め幹o〃5∫'〃θ競5Gmelinコ ア ジ サ シ

●Alcidaeウ ミ ス ズ メ 科

の η'〃めom卯 加Mη"gμ 螂(Gmelin)ウ ミス ズ メ

COLUMBIFORMESハ ト目

●Columbidaeハ ト科

.∫〃印,gρ ε'∫αoノ'θη'α1∫50グ'θ〃`α1'5(Latham)キ ジ バ ト
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APODIFORMESア マ ツ バ メ 目

●Ap(x髄daeア マ ツ バ メ 科

オρ鰐 ραcψcμ∫んμ1oぬ θ(Domaniewski)ア マ ツ バ メ

CORACIIFORMESブ ッポ ウ ソ ウ 目

●Alce⊂ 髄nidaeカ ワセ ミ科
0

溺cα わ α励'∫ ∂ε〃gα'θ麗 なGmelinカ ワセ ミ

●Upupidaeヤ ツ ガ シ ラ 科

の μρα ρρ(脚5α 伽 α'oLombergヤ ツ ガ シ ラ

PICIFORMESキ ツ ツ キ 目

●Picidaeキ ツ ツ キ 科

ゐ〃ax'ozgμ ∫〃αノ¢ρoη'cα(Bonaarte)ア リ ス イ

PASSERIFORMESス ズ メ 目

●Alaudidaeヒ バ リ科

、4'αμぬ αハ'επ∫融ノopo〃cαTemmincketSchlegelヒ バ リ

●H㎞ 出血daeツ バ メ 科

Rの 〃'oゆ 〃'α グ∫〃3αε(L6nnberg)シ ョ ウ ド ウ ツ バ メ

伍7μ 〃40r㍑ ∫'∫oα9μ"μrα1捨ScopoHツ バ メ

κ 伽rlcα 仰o伽Te㎜incketScMege1コ シ ア カ ツ バ メ

De'た 乃oπ π酌'cα 伽)ク π∫(Bonaparte)イ ワ ツ バ メ

●Motac皿1idaeセ キ レ イ 科

撫 αd〃α伽 脚70加3'α(Bre㎞)キ セ キ レ イ

Mα1飴1μgε 鰐Glogerバ ク セ キ レ イ

Mg7α η滅∫Sharpeセ グ ロ セ キ レ イ

加 加5乃o卿o崩04即oη ∫翫 ㎞ondビ ン ズ イ

、4卿'〃01ε 〃αノ4ρoη'c麗∫TemmincketSchlege1タ ヒ バ リ

●Pycnonotidaeヒ ヨ ド リ科

1洩ρ∫ψθ,θ5α〃2α㍑ro'な α〃2α〃o'捨(Temminck)ヒ ヨ ド リ

●Laniidaeモ ズ 科

加 π'μ∫加cρ ρ加1μ5加 αp加1粥TemmincketSchlege1モ ズ

●Muscicapidaeヒ タ キ 科

Turdinaeツ グ ミ亜 科

P加 θ〃ゴc雄μ30μroア例M〃ro7θ μ3(Pallas)ジ ョ ウ ビ タ キ

ル1b〃∫'co1α∫01"〃 ごπ∫ρ屠 ㌍ρθ〃∫∫5(Muller)イ ソ ヒ ョ ド リ

職r4μ5〃 傭 〃2αηη'θ娚o〃2鋸Temminckツ グ ミ

Sylviinaeウ グ イ ス 亜 科

Cε〃'α4励oη εoα〃'α鰐(TemmincketSchlege1)ウ グ イ ス

オcmcθ ρ加1π5わ ∫5∫r'g'c{ヨρ∫Swinhoeコ ヨ シ キ リ

ォ.〃 μ〃4∫〃αoeπ50r'θη'α1∫∫(TemmincketSchlege1)オ オ ヨ シ キ リ
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α ∫"oo1α ノ槻d4∫ ∫δ摺 〃ηゴoβρ∫(TemmincketSchlege1)セ ッ カ

●Remizidaeツ リ ス ガ ラ 科

Rθ〃! ρ々θπ4〃'〃粥coπ ∫oδr'π鰐(Swinhoe)ツ リス ガ ラ

●Zosteropidaeメ ジ ロ 科

Zo∫'θrρρ5ノ{零ρo〃'oαノqρoη'04TemmincketSchlege1メ ジ ロ

●Embedzidaeホ オ ジ ロ 科

E〃めε7互zαc'o'飽∫o'o'4乙 ∫Bonapa鵬 ホ オ ジ ロ

E.ルcα'α ノ比 α'αPaHasホ オ ア カ

κ ∫ψ 加r4'αTemmi血cketSchlege1ノ ジ コ

E5c加 θ〃'c1螂 〃7r加 〃〃o(Swinh㏄)オ オ ジ ュ リ ン

●Fringillidaeア ト リ科

C〃4μ θ"5∫'η'cα(Limeaus)カ ワ ラ ヒ ワ

Cocco'加 副5'ε5c㏄co所 アo粥'ε5ノ叩oη'cμ5TemmincketScblege1シ メ

●Pl㏄eidaeハ タ オ リ ド リ科

Po∬ θr〃30η∫α鰍5∫ α飯7α'μ∫St句negerス ズ メ

●Stumidaeム ク ド リ科

3,灘 η鰐 ρ痂'加ρεη∫むFbr∫'ε'コ ム ク ド リ

∫伽 π16dη θrαce雄Temminckム ク ド リ

●Corvidaeカ ラ ス 科

Coハ,媚,μg〃 θg鰐 ρω"η α'07Gouldミ ヤ マ ガ ラ ス

C.co1oπ ε07'ε〃'α'∫5Eversmannハ シ ボ ソ ガ ラ ス

Co7vμM～ αcm吻'〃 凶o∫ ノ4ρo〃ε欄`5Bonapa丘eハ シ ブ トガ ラ ス

[参 考 文 献]

日本 野 鳥 の 会 徳 島 県 支 部 編 著(1988)徳 島 県 鳥 類 目録,日 本 野 鳥 の 会 徳 島 県 支 部

探 鳥 会 徳 島(1976,11～1978,9)探 鳥 会 報 徳 島,No.1～23

日本 野 鳥 の 会 徳 島 県 支 部(1978,10～1999,10)野 鳥 徳 島,No.1～253

、(日 本 野 鳥 の 会 徳 島 県 支 部 和 田 賢 次)
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iv)調 査結果のま とめ

本干潟は、清流吉野川河 口に河岸及び中州に発達する、典型的な河 口干潟であ り、 自

然環境の減少が著 しい都市部においても、比較的 自然状態が保存 されやすい場所である。

当干潟において も、 ヨシ原 とそれに続 く河 口干潟の典型的な景観をよく示 している。底

生生物は、河 口干潟に多 く見 られ るスナガニ科の 甲殻類が優 占し、ハマガニや アシハラ

ガニの大型の ものや、 ヨコヤアナジャコ、ニホンスナモグ リの異尾類、フタバ ピンノや

トリウミアカイ ソモ ドキな ど希少種 を含 め、多種 多様な甲殻類相を形成 している。 ヨシ

原 など後背の植物 も豊富で、鳥類 に とって索餌場所 としてだけでな く、その出現種 の多

様 さか らも、休息地、繁殖地 としての重要性 も示唆 され る。

v)調 査を実施 しての問題点

① 調査地点の設定について

25地 点の設定には全ての対象 区域をジグザグにとって地点の設定を行ったが、吉野

川河 口干潟は河川 によ り3区 域 に分断 され るので、それぞれの区域性 を考慮 した地点

の設定が望ま しい。

② ベ ン トス調査の作業効率について

今回砂泥、泥 の1m平 方の ソーティングに際 しては、資料を研究室 に持 ち帰 り水道

水 を使用 して行 った。 しか し、現場で この ような作業 を行 うには熟練が必要であ り、

場合によっては充分なデータが得 られない こともあ り得るので、1地 点4枠(合 計50

cm×50cmXl5cm)の サ ンプ リングは労力的に無理 があると思われ る。
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別表

干 潟 生 物 調 査 票

1.位 置

海 域 名(上)

海域 コー ド(下)

参己伊末適臼

ワ円

市 町 村 名(上)

行政コー ド(下)

罐 衝 キ

3620C

都 道 府 県 名

2.調 査期 間

3.タ イ ブ

4.面 積

5.規 模

6.調 査手法

7.基 底の勾 配

8.底 質

9.遮 蔽 度

10.陸 上 植 生

(干潟後 背地)

11.藻 場

(干潟 の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チドリ

類)の 渡来状 況

13.海 水の 清澄度

14.海 岸 改変状況

15.陸 域 土地利用

16.干 潟 の利用

17.備 考

18.調 査 員

惚 島
地 名

餌1・ 阿 ワそ潟

1呵9年/0月 伽'1日 ～"!・ 月か 湘

1.前 浜平 潟 ②河肝 渇 3.潟 湖 潟 4.複 合 型干潟

前 浜 干 潟

ha

河 口 干 潟

ク0.ha

潟 湖 干 潟

ha

1.大 干 潟(300ha以 上) 2.中 午 潟¢00～100ha) ③ 小干潟(100h・以 下)

① 歩行目視観察 φ)歩行定量調査 3.船 に よる定 量調 査

m/100m
'

1.礫 ⑳ ③砂泥 ④泥

1.開 放 海岸 2.保 護海岸 3.包 囲海 岸

① ヨシ原

2.北 方 型 塩 沼 地 植 生("ケ シソウ,ウシオツメクサ,シれ ツパ 等)

3.南 方 型 塩 沼 地 植 生(ハ マサジ,ハママツナ,ジチメンソウ等)

4.マ ン グ ロー ブ林

5.ア ダ ン林

《)海岸砂丘植生

7.そ の他 の植生(水 田、畑地)

0.不 明

Φ なし

5.そ の他 の藻場(

2.ア オサ・アオノリ場 3.アジモ場4.オ ゴノ リ場

)※ 複 数の選択 可能

@灘 数が特に多い2・ 灘 数が多し・
ノ

5.大 型の シギ類 が含 まれ る0.不 明

3.渡来数は少ない'④ 蜘 が多い

※ 寧数の選択可能

① きれい

2.少 し汚 れてい る

3.か な り汚れて い る

・.海の底 が よ く見 え、快適 な気分 で泳 げる程度 、透視度30cm以 上

・海水 に浸 か ることが気 にな らない程度
、透視度20～30c皿 程度

・海水 に浸 か る気 が しない程度 、透視度20cm以 下

1.自 然 海岸 2.半 自然海岸 3.人 工 海岸 《)その他(河 口,河 岸)

1.自 然 地 2.農 業 地 ① 市 街地 ・工業地 ・その他

1潮 干狩 り ② 釣 り

(その他の内容)

3.海 水浴 ④ 、・。ド鰯 ンク・ 5.そ の 他

※ 複数の選択可能

6.な し ・不 明

所属四協鰭

確 島馳 キく妬 切 一

氏名騨 鶴 .麹 以坤巴

知 由
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6.大 分 県 自見 川 河 口干 潟

(1)調 査期間

現地調査 を1999年10月24日 ～28日 の大潮時に実施 した。

(2)調 査場所

図48に 示す大分県 中津市の 自見川河 口干潟 である。規模 は大干潟(750ha)で ある。

(3)調 査項 目

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

b.臭 気

c.地 形的特徴の観察

d.生 物の分布 ・出現状況

ii)定 量調査(マ クロベ ン トス)

iii)鳥 類調査

一 』_」500m8。 ・.響
も 》
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(4)調 査方法

歩行不能な超軟泥干潟のため、舟艇 によ り調査 を実施 した。

i)定 性調査(目 視観察)

a.底 質分布

定量調査の試料(計52測 点)を 用いて、底質の種類(転 石、礫、砂、泥、軟泥、

砂泥)を 目視観察 し、概略の底質分布を干潟の微地形 図中に記入 した。

b.臭 気

定量調査の試料(計52測 点)を 用いて、船上で、臭気(衛 生試験法注解4.1.1.1

(5))を 確認 し、干潟の微地形図中に記入 した。9、

c.地 形的特徴 の観察

干潟にお ける流入河川の流路、濡、潮溜 ま り、凸地などの微地形的特徴および満

潮時 ・干潮時の汀線 の概略を 目視観察に よって確定 し、干潟の微地形図 を作成 した。

なお、潮上帯の満潮線付近 に植物群落 が分布す る場合は、その位置 と規模 、群落

名 を記録 し、微 地形図 中に記入す る。郡落名は優 占種名を冠 した もの とした(ex.

ア ッケシソウ群落、ハママツナ群落、アイア シ群落等)。

d.生 物の分布 ・出現状況

干潮時 に、歩行可能 なルー トに沿 って、ルー ト沿いの観察可能な範囲について、

底生生物 を目視観察 し、概略の水平分布状況を作成 した。

また、海藻草類が分布する場合 は、典型的な10ヶ 所 において種類毎の被度階級を

記録、撮影 した。打ち上げ られた海藻草類がみ られた場合 は、その状況(種 類、位

置、形状)を 記録、代表的な例 を3～4ヶ 所撮影 した。

ii)定 量調 査(マ クロベ ン トス)

図49に 示す計52測 点において、満潮時 に船上か らエクマ ンバー ジ型採 泥器(20

cm×20cm)を 用 いて1測 点5回 のサ ンプ リン グを行 い、干潮 時 に岸 よ りの測点 で

50cmx50cm×15cmの 方形箱 を用いて1測 点4枠 のサ ンプ リングを行 う。採 取 したサ

ンプル はlmmメ ッシュのフルイ を用 いて底質 中の生物 をふ るい分 け、10%中 性 ホ

ルマ リン海水で固定 し、底生生物(マ クロベ ン トス)の 定量的分析 のための試料

とした。

実験室に持ち帰って、全量の湿重量 の測定後、生物 の ソーテ ィング、種の 同定、

計数、湿重量の計測 を行い、分類群別(多 毛綱 、腹足綱、二枚 貝綱 、 甲殻綱 、そ

の他)の 総個体数 と総湿重量 を測定 した。

iii)鳥 類調査

飛 来す る鳥類 の種類 について は、環 境庁 自然 保護 局 野生生物 課 で 実施 して い

る 「シギ ・チ ドリ類 定 点調 査」等 の よ うな既 存 の調査 資料 を利 用 した。
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凡例
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図49調 査地点図

(5)調 査結果

i)定 性調査(目 視観察)

① 干潟地形 の概要 と底質(図50)

中津川 と自見川の流路が南東 か ら北方 向にみ られ た。潮上帯の満潮線付近は護岸

堤防及び砂浜 であ り、砂浜後背地 にはアカマツ群落が見 られた。底質は東側の測点

で主に砂泥、西側の測点で主に砂質であった。臭気は東側の測点では弱い不快臭、

西側 の測点では弱い魚介臭または弱い腐敗臭 であった。

② 生物分布(図51)

水平分布 についてみると、1娩 θro〃∂5翻5属 、の∂訪跡∂属が主に岸側 の測点で、イ

ボキサ ゴが主 に沖側 の測点で、アサ リが西側の測点で、61/oθr∂属、紐形動物門が

全域でみ られた。海藻草類お よび打 ち上げ られ た海藻草類 はみ られなか った。

③ 底 生 生物 の成 帯 構造(図52)

Aラ イ ンに お いて は、岸 よ りのA-1～3に か けて 、 ミズ ヒキ ゴカイ とホ ソウ ミ

ニ ナ 、A-3～5で は 、ホ ソウ ミニ ナ とアサ リ、A-5～8で は アサ リが優 占 して い た。

Cラ イ ンにお い て は、C-1～3で は ホ ソ ウ ミニ ナ、G3～5で は 、ホ ソ ウ ミニナ

か らアサ リへ 、C-5～8で は アサ リか らイ ボ キサ ゴへ と、優 占種 が移行 した 。

Eラ イ ンにお い て は、E-1～3で は スナ ウ ミナナ フシ科 の仲 間 とイ トゴカイ科 の

仲 間 、E-3～5で はイ トゴカイ 科 の仲 間 とス ピオ科 の仲 間 、E-5～8で はイ ボ キサ

ゴが優 占 してい た。

Gラ イ ンにお い ては 、G-1～3で は シオ フキ ガイ 、G-3～5で は カ ワザ ンシ ョウ

ガイ 科 の仲 間 、イ ボキサ ゴ、 シオ フ キガイ 、G-5～8で は、 ア ム シ ロガイ 、 アサ リ

が優 占 してい た。
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調査年 月 日:平 成11年10月25日 ～10月26日
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Heteromastus属

ミスゆヒキコφカイ

注)総 個体数に対する組成比率2%以 上のものを記載した.

図52・1底 生生物の帯状分布

調査 年月 日:平 成11年10月25日 ～10月26日
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注)総 個体数に対する組成比率2%以 上のものを記戟した.

紐形動物門 アサリ アラムシロカ9イ カワサ.ンショウカ.イ禾斗

図52・2底 生生物の帯状分布
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調査年 月 日:平 成11年10月25日 ～10月26日
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図52-3底 生生物の帯状分布
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図52。4底 生生物の帯状分布
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調 査年 月 日:平 成ll年10月25日 ～10月26日
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図52-5底 生生物の帯状分布

調査 年月 日:平 成11年10月25日 ～10月26日
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図52-6底 生生物の帯状分布

一161一



ii)定 量調査(マ クロベ ン トス)

底生生物調査結果 を表25に 、その結果集計 を表26に 示す と共 に、図53に 個体数

の底生生物類別組成 を、図54に 湿重量の底生生物類別組成 を示す。

出現種 数は腔腸動 物1種 、紐形動物1種 、星 口動物1種 、環形動物35種 、軟体動

物27種 、節 足動物45種 、棘皮動物1種 、原索 動物1種 の合計112種 であった。測 点

別 の出現種数 は3～19種 の範 囲にあった。

測点別の個体数 は40～936個 体/㎡ の範囲 にあ り、平均276個 体/㎡ であった。

湿 重量では2.05～1、694.56g/㎡ の範囲 にあ り、平均212.19g/㎡ であ った。

分類群別の個体数 は二枚貝類が平均76個 体/㎡ と最 も多 く、次いで腹足類が平

均51個 体/㎡ 、多毛類 が平均43個 体/㎡ 、 甲殻類 が平均30個 体/㎡ 、そ の他が平

均5個 体/㎡ であった。 湿重量では二枚貝綱 が平均119.43g/㎡ と最 も多 く、次

いで腹足類 が平均21.50g/㎡ 、 甲殻類 が平均3.87g/㎡ 、多毛類 が平均1.84g

/㎡ 、その他 が平均0.54g/㎡ であった。

主な出現種 は、個 体数では軟 体動物の アサ リ、ホ ソウ ミニナ、イボ キサ ゴ、 シ

オ フキガイ、ア ラム シロガイ、カ ワザ ンシ ョウガイ科、節足動物 の6ン寵加r∂ 属、

環形動物の艶 加ro〃〃5甜5属 、乃 ゴ0刀05ρ∫∫0属、 ミズ ヒキ ゴカイ、61γ0θrヨ属、紐 形

動物門な どであ り、質重量では軟体動物のアサ リ、 シオ フキガイ、イボキサ ゴ、

サル ボ ウガイ、!脆rθオrf■属 、マガキ、ホ ソウミニナで あった。

帯状分布 につ いてみ ると、Aラ イ ンではホ ソウ ミニナが干潟上部か ら中部に、

アサ リが干潟上部 か ら下部 にみ られ た。

Cラ イ ンでは ホ ソウミニナが干潟上部に、アサ リが干潟 中部 を中心に、イボキ

サ ゴが干潟 下部 に分布 していた。

Eラ イ ンでは干潟上部 にのr寵加r∂ 属が、干潟上部 か ら中部 に 旋 オθro〃∂5〃甜5

属が、干潟 中部 に〃ゴ0刀05ρfo属が、干潟下部 にイボキサ ゴが分布 していた。

Gラ イ ンでは干潟上部か ら中部にかけてシオフキガイが、干潟 中部 にカワザ ン

シ ョウガイ科 とイボ キサ ゴが分布 していた。

「WWFJapanScienceReportVo1.3December1996」 に 「絶滅 のおそれ が

あ る種(絶 滅、絶滅 寸前、危険、稀少、現状 不明)」 と記載 され た ものは、軟体

動物 のイ ボキサ ゴ、 ムラクモ キジビキガイ 、 ウネナ シ トマヤガイ、オチバガイ、

ユ ウシオガイ、原 索動物のナメクジ ウオであ った。
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表25底 生生物出現結果(1)
調 査 年 月 日:.平 成11年10月25日 ～27日

番号 種 名
i

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

.17

18

19

zo

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

X42

43

44

45

46

X47
48

49

50

空'

紐形
口

ヒ 阿

環 ラ

IIY'

ピサ ラ イ

イソ ンチャク

スヒ ラ イ

夙 、 口

頭

ラ

,・シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ10]ム シ ミ

サシバ]硲

シ1入 ミ

コ イ こ

シロ 醤 コ イ こ

01

ニ イチロ1

テイソメ ミ

イソメ こ

'、 シイソメ ミ

']サ コ 俸

Paraonldae≒

スヒ

モロテコ イ こ

ツハ コ イ こ

ミス ピ コ イ ミ

フエ1ア コ イ ミ

イ コ イ ミ

フ コ イ こ

イソ ンチャク

,ラ

'・シムシ ミ

Lepidasthenia

Sigalion

Eteone

Syllinae.

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

ephtys

Aglaophamus

Clycera

Goniada

スコ イイソメ

Onuphis

イワムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides

,コムシ

Paraonlaeミ

Prionospio

ヨツハ 杁

Aonidesoxycephala

Dispio

Scolelepis

Magelona

ツハ コ イ ミ

ミス ヒ コ イ

Armand且a

Notomastus

apitella

Heteromastus

Mediomastus

Loimia

スピサ ラ イ こ

ユ ノ サ イ こ

ニシ ス イ こ

聖ユ テンササ エ こ

ワ ンショ ℃イ ミ

ミニ

1イ レヨフハ イ ミ

シイノミ イ ミ

淋 イ ミ

ミマ シワ 伊

イ

Thelepus

スヒサ ラ イ こ

ツ,、 ミ

ユ ノ イ こ

イ'サ コ

ス イ

ワ ンショ イ こ

,ソ ミニ

アラムシロ イ

ムラクモ シ ヒ イ

サル, イ

ミマ シワ イ

マ

A-1

4

4

8

10

56

し

0.12

o.00

.76

o.os

3.76

9.28

A-2

4

4

4

532

4

0.56

o.is

3.16

59.80

3.12

A-3

固

4

4

4

4

16

o.og

3.16

o.00

2.72

10.96

A-4

4

4

8

4

408

4

4

亀

0.04

o.i2

4.52

4.92

27.96

1.24

o.is

A-5

固

4

40

'

o.zo

5.1

A-6

4

8

4

4

4

'

o.is

1.44

o.00

o.Zs

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「 欄FJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 にr絶 滅の おそれ が あ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記 載 さ れ た もの を示 した。



1

5
ひ

1

表25底 生生物出現結果(2)
調査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

X51

52

53

54

55

56

57

58

X59

X60
X61

62

G3

X64

65

66

67

.68

69

7U

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98i

99'

ioo

種 名 ' i 'い 、

.'醐 り

又

異

ミ'コ ーハ

兀

アミ

クマ

フ タ イ ミ

マルスダ レ イ こ

ハbイ ミ

シ ササ ミ ・イ ミ

ニツコ 俸

バ ク モ1イ こ

マテ.イ こ

ミ,タル ミ

フシ ツボ

アミ ヒ

テ ィアスティ1ス ミ

ス ミ フシ ミ

コツフ ムシ ミ

ヘラムシ こ

ス メソコエヒ

ツノピケ'ソコエヒ

ピサシソコエビ

クチハ シソコエヒ

アゴ ヨコエヒ

ヨコエヒ
bロ クタ ムシ ミ

ミノ1ソ コエビ

サクラエビ

クルマエビ

キエビ

テツ,エ ビ

モエビ

テ エヒ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ こ

ス モク1
　 ロ ゐ

ニ マソ 亀

ヤbl

不 シ マヤ イ

Meretrix

ミ イ

シシ ミ ィ

ヒメ ノコアサ1

ア1

シ フ 秘イ

イソシシ'ミ

チハ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ イ

ス サ クラ'イ

ニツコ イ こ

ハ ク モ1イ

マテ イ

ミ,ル こ

シロスシ フシ'ツ船

Balanus

アミ こ

テ ィアスティ1ス ミ

Cyathura

ヨツハ'コツフ ムシ

ツノベコツフbムシ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノピケ・ソコエビ

ヒ シソ]エヒ

Synchelidium

アコ ヨコエビ

Me且1ta

Corophium
,ソ ヨコエヒ

Grandidierella

ミノ1ソ コエヒ

ア アミ

クルマエヒ

ソコシラエビ

ツ〃エビ

ヒラツノモエビ

Palaemon,

Processa

Crangon

Callianassa

二 しマシ こ

テ ツノヤ1

ユヒ,・ ンヤ1

ヤ1

A-1

4

12

4

噛

0.56

o.os

o.00

A-2

4

12

8

4

0.64

8.72

0.96

o.00

A-3

固

12

104

28

4

4

4

18.96

78.04

27.24

1,44

o.os

o.00

A-4

固

4

252

並

1.36

203.84

A-5

固

148

、

114.24

A-6

420

4

4

4

zo

4

4

8

亀

330.52

2.64

o.00

o.00

0.00

o.00

0.48

0.04

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0,00:0.Olg未 満

2.番 号 柵 の ※ は,「 鼎FJapanScienceReportVoI.3Decenberl996」 に 「絶滅 の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記 載 さ れ た もの を示 した。



表25底 生生物出現結果(3)
調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

101

ioz

103

lU4

105

106

107

108

109

IIU

111

X112

種 名
演 ハ、

1

口

選 ミ
ノ 、

コブ シ ●二

ラツハ

クレ ニ

ス ニ

仰 二

イ1マ コ

メクシ

マ幻 フ シ=

ンセン ニ

Pinnixa

ヤマ ニ

コ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

豆 メ ロバ

イ1マ コ

メクシ

口 口

A-1

4

iz

244

2.20

1.36

18.20

11

A-2

4

580

此

2.08

79.20

io

A-3

188 142.68

11

A-4

4

696

9.84

254.00

10

A-5

固

192 119.60

3

A-6

492 335.56

13

δ
刈

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号欄 の ※ は,「 糊FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 にr絶 滅 の お それ が ある種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した・



表25底 生生物出現結果(4)

i
r

oc

l

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1G

17

is

19

20

21

22

23

Z4

25

as

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

X42

43

44

45

46

X47

48

49

50

調査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

種 名 浬1ハ 、、

工

工

,.ラ リ吐

星 口i

栗 刎o

ヒ 『

ピサ ラ イ

肉

イソキ」ンチャク

スヒ ラ イ

ノ 、 口

頭

ラ

,・シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コムシ ミ

サシノベコ イ こ

ゾ ス こ

コ'イ こ

シロ ℃イ」ゴ イ こ

チロ1

ニ イチロ1

テイソメ ミ

イソメ ミ

小しシイソメ ミ

'コ サ ゴ イ ミ

Paraonidaeこ

スヒ

モロテゴ イ こ

ツハ サコ イ ミ

ミス ヒ ゴ ィ ミ

フエ1ア コ イ こ

イ.コ イ こ

フサコ 偉

スビザ ラ イ こ

ユ ノ'イ こ

ニシ ス イ こ

9ユ テンササ エ こ

ワサ ンショ ィ こ

ミニ

1イレヨフハ イ こ

シイノミ イ こ

フ初 イ こ

ミマ シワ イ こ

イタ,'

イソ ンチャク

ラ

,シ ムシ こ

Lepidasthenia

Sigalion

Eteone

Syllinae亜 ミ

モロテゴ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

ゴ イ

Nephtys

Aglaophamus

Glycera

Coniada

スコ'召 ソメ

Onuphis

イワムシ

umbrineris

Lumbrinerides
し
,、コムシ

Paraonidaeこ

Prionospiot
ヨツハ 不スヒA

Aonidesoxycephala

Dispio

Scolelepis

Magelona

ツハ'サコし イ こ

ミス'ヒ コ イ

Armandia

Notomastus

Capitella

Neteromastus

Mediomastus

Lom且a

Thelepus

スヒ ラ イ と

ツ,ミ

ユキノ 伊

イ'・ コ

ス イ

ワ ンショ イ こ

,・ソ ミニ

アラムシロ'イ

ムラクモ シ ヒ イ

ル'、 噛イ

ミマ シワ 覧イ

マ

.A-7

固

4

4

4

4

4

並.

o.tz

1.24

0.72

4.52

2.64

A-8

8

4

4

4

'

0.12

1.36

1.20

zz.ss

B-1

固

4

4

44

'

0.04

o.00

7.68

B-2

固

4

4

4

4

112

匙6

此

0.04

2.24

0.04

0.32

is.is

8.40

B-3

固

4

8

4

、

0.04

o.as

0.04

B-4

固

4

4

4

4

並

0.04

2.36

o.ss

0.04

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.OIg未 満
2.番 号 欄 の ※ は,「 冊FJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅 の おそ れが ある種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記載 され た もの を示 した。
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表25底 生生物出現結果(5)
調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

X51

52

53

54

55

56

57

58

X59

XGO

X61

62

63

X64

G5

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

9U

91

92

93

94

95

96

97

98

99

goo

種 名
i

'● 、、

'`,

n 馳 ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ イ ミ

マルス レ 俸

ハ イ こ

シ ササ ミ イ ミ

ニツコ イ ミ

バ ク モ1イ ミ

マテ イ ミ

ミ,

フシ ツ,・

アミ ミ

テ ィアスティ1ス こ

ス ミ フシ ミ

コツフ ムシ こ

ヘラムシ ミ

ス 騒メソコエヒ

ツノヒ ソコエ

ヒ シソコエヒ

クチハ シソコエヒ

アコ ヨコエヒ

ヨコエビ

ロ ムシ こ

ミノiソコエヒ

ラエヒ

ク マエヒ

エヒ

テツ,・ エヒ

モエヒ

テ エビ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ ξ

ス モク1

ニ マソ'

ヤ1

ろ シ マ イ

eretrix

ミ イ

シシ ミ ィ

ヒメ ノコア1

ア1

シ フ イ

イソシシ ミ

ハ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ

ス クラ イ

ニツコ イ こ

バ ク モ1イ

マテ イ

ミ,

シロスシ フシ ツ小

Balanus

アミ ミ

テ ィアスティ1ス こ

yathura

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Gnorimosphaeroma,

Synidotea

Cleantis

pelisca
rothoe

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエビ

Synchelidium

アコ ヨコエビ

Melita

orOPlum

,ソ ヨコエヒ

Grandidierella

ミノ1ソコエヒ

ア アミ

ク マェ

ソ]シラエビ

ツ〃エヒ

ヒラツノモエヒ

Palaemon

Processa

Crangon

Caltianassa
ニ マソ'

テ ツノヤ1

ユヒ,ン ヤ1

1

.A-7

504 652.64

o.o

A-8

90

4

4

噺

1668.40

o.ss

0.04

B-1

固

4

覧

o.so

B-2

固

32 12.04

B-3

固

8

4

4

馳

9.24

3.24

1.36

B-4

64

4

8

4

、'

42.08

o.o

o.00

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「 糊FJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅 の おそれ が あ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した 。



表25底 生生物出現結果(6)
調 査年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

101

io2

103

104

105

106

107

ios

109

iio

種 名 演,…

ロ ー甥

11111

XllL ノ 、 、

殻,司

頭 、

豆

,,.

コブ シ し二

フツハ

ギ 馳二

クレ'二

ス'二

仰 二

イ1マ コ

メクシ

マメコブ シ 魑二

ンセン ニ

Pinnixa

ヤマ ニ

サ ニ

チコ ニ

コメツ 魎二

ヒライソ ニ

丘 メ ロバ ノ

イ1マ コ ミ

メクシ

口 言

種

A-7

固

532

'

661.88

7

A-8

936 1694.56

7

B一]

固

4

60

、'

0.12

8.44

5

B-2

固

4

180

o.is

39.40

8

B-3

固

32 14.20

6

B-4

固

96 45.20

8

i

こ
O

i

注)1.単 位 個 体 数=個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「 冊FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶 滅の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記 載 さ れ た もの を示 した。
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表25底 生生物出現結果(7)
調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

zs

2G

27

28

29

30

31

32

33

341

35

36

37

38

39

40

41

X42
43

44

45

46

X47
48

49

50

種 名 預1 'い、

ヒ

紐 ラ リ
'口'り

環形1 1

ピザ ラ イ

イソ ンチャク

スヒ ラ イ

ノ 、 回

頭

多

'、シムシ ミ

ロコムシ ミ

ノラ量 ロコムシ こ

サシバ コ イ ミ

シ1ス こ

コ'イ ミ

シロ 初 イ ミ

01

ニ イ和1

テイソ耀

イソメ こ

'・ シイソメ ミ

'、コ コ イ ミ

Paraonldaeこ

スヒ

モロテコ イ ミ

ツハ サコ イ ミ

ミス ピ コ イ ミ

フェ1ア コ イ ミ

イ コ イ こ

フサコ イ こ

スヒ ラ イ こ

ユ ノ サ イ こ

ニシキ ス イ こ

1ユ テンサ エ

ワサ ンショ 伶

ミニ

1イレヨフハ イ ミ

シイバ イ こ

淋 イ こ

ミマ シワ イ こ

イ'

イソ ンチャク

・ ラ

,、シムシ こ

Lepidasthenia

Sigalion

Eteone

Syllinae

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

Nephtys

Aglaophamus

Glycera

Goniada

スコ イイソメ

Onuphis

イワムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides

,・コムシ

Paraonldaeミ

Prionospio

ヨツハ ろスヒAl

Aonidesoxycephala

Dispio

Scolelepis

Magelona

ツハ コ 俸

ミス ピ コ イ

rmandia

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

Lolmla

Thelepus,

スヒ ラ イ ミ

ツ'、 ミ

ユ ノサ 伊

イ,サ コ

ス イ

ワサ ンショ 俸

,ソ ミニ

アラムシロ ィ

ムラクモ シ ヒ イ

サル イ

ミマ シワ イ

マ

B-5

4

4

4

2

18.24

0.20

o.is

30.96

C-1

4

16

4

1

4

zo

し

0.04

o.08

o,00

0.76

o.00

o.o

C-2

4

12

4

4

4

o.00

.16

o.so

0.00

o.so

C-3

4

8

12

4

9

20

、

o.is

2.00

0.04

o.os

19.80

9.00

C-4

12

4

4

is

iz

20

4

4

、

2.08

o.iz

4.20

2.12

9.92

3.28

3.20

0.36

C-5

固

4

4

4

4

4

44

a

4

、'

0.32

1.76

o.00

0.04

o.00

33.12

5.24

o.ao

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※は,「 冊FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅 の お それ が ある種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記載 され た も の を示 した。
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表25底 生生物出現結果(8)

番号

X51

52

53

54

55

56

57

58

X59

X60

X61
621

63

X64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

931

94

95

96

97

98

99

ioo

調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

種 名 漫 'n、

目

口 殻

異

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ イ こ

マルスタ レ 」イ こ

ハ ●イ こ

シ サザ ミ イ ミ

ニツコ イ こ

バ ク モ8'イ こ

マテ イ こ

ミ,・タル こ

フシ'ツ,、

アミ ミ

テ ィアスティ馨ス ミ

ス ミ フシ こ

コツプ ムシ ミ

ヘラムシ ミ

ス メソコエヒ

ツノヒケ ソコエヒ

ピサシソコエヒ

クチハ シソコエヒ

アコbヨ コエヒ'

ヨコエヒ

助 タ ムシ ミ

ミノ1ソコエヒ

サクラエヒ

クルマエビ

エヒ

テツ,エ ヒ

モエヒ

テ エヒ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ こ

ス モク1

ニタ マシ こ

ヤ1

不 シ マヤ ィ

Meretrix

ミ イ

シシ ミ イ

ヒメ ノコアサ1

ア1

シ フ イ

イソシシ ミ

チハ イ

イチョ シラ1イ

ユ シ イ

ス サ クラ イ

ニツコ'イ ミ

ハ .ク モ,'イ

マテ イ

ミ,、ル ミ

シロスシ フシ ツ'、

Balanus

アミ ミ

テ ィアスティ1ス ≒

Cyathura

ヨツハ コツプ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノヒ ソコエヒ馳

ヒ シソ]エヒ

Synchelidium

アコ ヨコエヒ

Melita

Corophium

、ソヨコエヒ

Grandidierella

ミノ1ソコエビ

ア アミ

クルマエビ

ソ]シラエヒ

ツノメエヒ

ヒラツノモエヒ

Palaemon

Processa

Crangon

Callianassa

ニタ マシ ミ

テ ツノ1

ユヒ ウヤ1

ヤ1

B-5

固

24

4

4

4

4

、

47.20

21.36

i.Zs

o.os

o.zo

C-1

固 、

1.24

C-2

8

4

4

4

3.72

0.76

o.00

0.08

C-3

72

4

4

4

4

11

52.00

6.28

0.36

0.00

o.00

19.88

C-4

固

204

4

、

127.52

o,so

C-5

固

368

4

、

411.92

o.os

注)1。 単位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0,00:0.01g未 満
2.番 号 欄 の ※ は,mVFJapanScienceReportVoi.3Decenberl996」 に 「絶 滅の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記載 され た もの を示 した。



表25底 生生物出現結果(9)
調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

101

102

103

lU4

105

106

107

108

109

110

111

X112

種 名

即

董

又 朔

頭
ノ 、

コブ シ ニ

ラツハ3

クレ ニ

ス ニ

イワ ニ

イ マコ

メクシ

マメコフ シ ニ

ンセン ニ

Pinnixa

ヤマ ニ

コ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

豆 メ ロバ

イ1マ コ

メクシ

口 言

B-5

84

、

119.68

C-1

4

7

6.40

60

8

c-a

48 5.92

9

C-3

340 109.72

tz

C-4

固
4

288

t

4.08

157.48

11

C-5

固

4

456

89.44

542.12

11

i

ζ
「」ρ

1

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.0監g未 満
2.番 号欄 の※ は,r冊FJapanScienceReportVoI.3Decenber1996」 に 「絶 滅の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され たも の を示 した 。
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表25 底生生物出現結果(10)
調 査年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

is

17

18

19

20

21

az

23

24

25

26

27

zs

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

X42

43

44

45

46

X47
48

491

50

種 名
潰 'い 、

目

エ1 り

紐形勤
ロ リ

呆形i

ピ

ヒ ラ'イ

イソ 魎ンチャク

目

スピサ ラ イ

z、 口

頭

ラ

,・シムシ ミ

ロコムシ こ

ノラ10]ム シ ミ

サシバ聯コ イ こ

シ1ス こ

ゴ イ こ

シロ 和 イ ミ

チ四 こ

ニ イチロ腰

テイソメ ミ

イソメ こ
噂
'ベ シイソメ ミ

小コサキコ イ こ

Paraonidaeこ

スヒ こ

モロテコ イ ミ

ツハ」サ]イ ミ

ミス℃ヒ コ イ ミ

.フエ5ア コ イ こ

イ ゴ イ ミ

フサコ イ ミ

スヒサ ラ イ ミ

ユ ノ サ イ こ

ニシ ズ イ ミ

1ユ テン サ ェ ミ

ワサ ンショ イ こ

ミニ ミ

1イ レヨフハ イ こ

シイノミ ィ ミ

フ不'イ こ

ミマ シワ イ ミ

イタ,、6キ ミ

イソ ンチャク

ラ

'・シムシ こ

Lepidasthenia

Sigalion

Eteone

Sylhnaeミ

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

Nephtys

Aglaophamus

Glycera

Goniada

スコ イイソメ

Onuphis

イワムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides

,コ ムシ

Paraonldaeこ

Prionospio

ヨツノベ冬スヒ

Aonidesoxycephala

Dispia

Scolelepis

Magelona

ツハ サコbイ こ

ミス ピ コ イ

Armandia

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

Loimia

Thelepus

スヒ ラ イ こ

ツ`ミ

ユ ノ サ イ ミ

イ' コ

ス イ

ワ ンショ イ こ

,ソ ミニ

アラムシロ ィ

ムラクモ シ ヒ 亀イ

サル,・ イ

ミマ シワ イ

マ'

C-6

固

4

4

4

8

4

塾'

o.zo

0.32

o.00

7.56

o.ss

C-7

220

、

219.80

c-s

固

5

5

10

5

160

10

覧

o,00

0.05

0.05

0.00

168.65

224.85

D-1

固

4

4

0.04

0.04

D-2

固

4

4

is

並

0.04

0.28

0.04

D-3

固

4

4

4

弛

0.24

0.04

o.as

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,mFJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶滅のおそれがある種

'

(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記載され たもの を示 した。
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表25底 生生物出現結果(11)
調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

X51

52

53

59

55

56

57

58

X59

X60

X61
62

63

X64
65

66

67

68

69

7U

71

72

73

74

75

7G

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

種 名
i

'い、

'"り

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ イ ミ

マルス レ イ ミ

ハb伊

シ ミ イ ミ

二刀 イ こ

バ ク モ1● イ ミ

マテ 伊

ミ,、ル=

フシ'ツ,・

アミ ミ

テ ィアスティ1ス ミ

ス ミ フシ ミ

コツフ ムシ ミ

ヘラム沸

ス メソコエヒ

ツノヒ ソコエヒ

ヒサシソコエヒ

ク ハ シソコエヒ

アコ ヨコエ

ヨコエヒ

ロク ムシ こ

ミノ1ソコエビ

クラエヒ

クルマエヒ

エヒ

テツ'・ エヒ

モエヒ

テ エビ

ロ ソクエビ

エヒ シ ヤコ こ

ス モク1

ニ マシ こ

ヤ1

る シ マ イ

eretr置x

ミ イ

シシ ミ イ

ヒメ ノコア1

アサ1

シ フ イ

イソシシ ミ

ハ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ イ

ス つラ イ
二刀 イ ミ

バ ク モ1イ

マテ イ

ミ,

シロスシ フシ ツ'

Balanus

アミ こ

テ ィアスティ1ス こ

Cyathura

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Gnorimosphaeroma

ynlotea
Cleantis

pelisca
Urothoe

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエビ

Synchelidium

アコ ヨコエヒ

Melita

Corophium

,、ソヨコエヒ

Grandidierella

ミノiソコエビ

ア アミ

クルマエヒ

ソコシラエヒ

ツノメエヒ

ヒラツノモエヒ

Palaemon

Processa

Crangon

Callianassa

ニ マシ こ

テ ツノ1

ユヒ ン1

ヤ1

C-6

136

4

4

、'

175.60

0.04

7

0.1

C-7

12

4

4

0.04

o.os

o.00

o.os

1.56

C-8

5

Zo

15

10

15

45

5

io

15

'

0.25

.05

0.05

0.15

.10

o.io

.00

o.00

o.Zo

D-1

固

4

4

o.so

0.64

D-2

12

4

、

0.04

1.00

D-3

4 o.os

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶 滅 の おそ れが あ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状不 明)」 と記 載 され た も の を示 した 。



表25底 生生物出現結果(12)

番号

lUl

IU2

103

104

105

106

107

108

109

110

iii

X112

種 名

即 『o

i

殻

γ

頭 、、
ノ 、

コブ シ ニ

ラツハ

キ ニ

クレ ニ

ス ニ

イワ'二

イ1マ コ ミ

メクシ

マメコブ シ ニ

ンセン ニ

Pinnixa

マ ニ

サ ニ

チゴ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

豆 メ ロバ ノ

イ1マ コ こ

メクシ

口 高

手

C-6

固

168 184.80

8

C-7

256

弛

221.56

6

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日
C-8

固

5

340

0.70

95.20

16

D-1

固

1

噛'

1.32

4

D-2

固

40 1.40

5

D-3

16

弛

1.24

4

i

コ
ひ

き

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号欄 の ※ は,「 鼎FJapanScienceReportVoL3Decenber1996」 に 「絶 滅 の おそ れが あ る種(絶 滅 ,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記 載 され た もの を示 した。
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表25底 生生物出現結果(13)
調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

19

2D

21

22

23

24

25

as

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39.

401

41

X42
43

44

45

46

X47
48

49

50

種 名 'n

り ヒ'

,ラ

口

環 多5

ヒ ラ イ

イソ ンチャク

スヒ ラ イ

ノ 、 口

'、シムシ ミ

ロコムシ こ

ノラ5ロ コムシ こ

シバ コ イ こ

シ1ス こ

コ イ こ

シロ 和 イ ミ

01

ニ イチロ1

テイソメ こ

イソ耀

'シ イソ

'・コ コ イ ミ

Paraonlaeこ

スヒ

モロテコ イ こ

ツハ コ イ こ

ミス ピ コ イ ミ

フェ1ア コ

イ コ 偉

フ コ イ こ

イソ ン ヤ

ラ

,、シムシ こ

Lepidasthenia)

Sigalion

Eteone

Syllinae

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

ectoneantheslatipoda

コ イ

ephtys

Aglaophamus

G且ycera

Goniada

スコ 召 ソメ

Onuph阻s

仰ムシ

Lumbrlnerls.

Lumbrinerides

コムシ

Paraonidae

Prionospio

ヨツハ 秘 ヒA

Aonidesoxycephala

Dispio

colelepis

Magelona

ツハ コ イ ミ

ミス ピ コ イ

rmandia

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

Loimia

スヒ ラ イ ミ

ユ ノ イ 書

ニシ ス イ ミ

1ユ テン エ

ワ ンショ 俸

ミニ

1イレヨフハ イ ミ

豆 、 シイノミ イ ミ

フネ 伊

多 ミマ シワ 俸

イ

helepus

スヒ ラ イ ミ

ツ,ミ

ユ ノ イ こ

イ・ サコ

ス イ

ワ ンショ ィ ミ

ソ ミニ

アラムシロ ィ

ムラ妊 シ ヒ イ

ル, イ

ミマ シワ イ

マ

D-4

24 12.7

D-5

4

4

4

32

4

.ao

o.iz

0.3

24.

.64

D-6

io

5

5

.os

●

37.25

D-7

5

5

5

175

'

o.00

0.50

0,05

.15

133.25

E-1

25

20

35

、

0.05

0.70

0.05

E-2

10

10

is

85

b

o.00

o.00

0.70

o.io

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号欄 の ※ は,「 欄FJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅 の おそれ が あ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した 。
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表25底 生生物出現結果(14)
調 査 年 月 日:平 成n年10月25日 ～27日

番号

X51

5'L

53

54

55

56

57

58

X59

X60

X61

62

63

X64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

種 名 潰 'い 、

目
'り

ロ リ

、

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

、

フ
℃イ こ.

マルスタ レ イ ミ

ハ イ こ

シ ササ ミ イ ミ

ニツ]」 イ こ

バ ク噛モ1イ こ

マテ リイ ミ

ミ,、ル こ

フゾ淋

アミ こ

テ ィアスティ「ス こ

ス ミ フシ こ

コツフ ムシ こ

ヘラムシ ミ

ス メソコエビ

ツノピケ'ソコエビ

ヒサシソコエヒ

クチハ シソコエビ

アゴ ヨコエビ

ヨコエヒ
bロ ク ムシ ミ

ミノ1ソ]エ ヒb

クラエヒ

クルマエヒ

エヒ

テツ,、 エヒ

モエビ

テ 覧エビ

ロ ソクエビ

エヒ シ ヤコ

ス モク1
し ら の

ニ マソ ・

ヤ1

不 シ マヤ ィ

Meretrix

ミ イ

シシ ミ ィ

ヒメ ノコアサ1

アサ1

シ フキ イ.

イソシゾ ミ

チハbイ

イチョ シラ1イ

ユ シ イ

ス サ クラ'イ

ニツコ イ こ

バ グ モ1イ

マテ イ

ミ,、ル こ

シロスシ フシ ツボ

Balanus

アミ こ

テ'イ アスティ1ス こ

Cyathura

ヨツハ亀コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノヒ 噛ソコエヒし

ヒ シソコエヒ

Synchelidium

アゴ ヨコエヒ

Me.lita

Corophium

,、ソヨコエヒ

Grandidierella

ミノ1ソ コエヒ

ア アミ

ク マエヒ

ソコシラエビ

ツノメエビ

ヒラツノモエヒ

Pa置aemon

Processa

Crangon

Callianassa
ニ マシ こ

テ ツノヤ1

ユヒ,ウ1

ヤ ら1

D-4

固

8

20

4

4

4

4

、'

18.28

29.48

0.56

0.04

0.00

i.20

D-5

固

is

4

'

13.96

0.44

D-6

固

5

5

5

10

、'

o.io

o.00

o.00

0.30

D-7

5

10

10

5

5

io

、

o.oa

0.05

o.io

o.io

0.10

1.85

E-1

固

5

5

5

90

此

0.75

正0,05

o.00

0.25

E-2

固

5

65

5

b

60.45

o.zo

o.00

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満
2.番 号欄 の ※ は,「 鼎FJapanScienceReportVol.3Decenber1996」 に 「絶 滅 の おそ れが あ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記載 され た もの を示 した 。



表25底 生生物出現結果(15)
調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

101

ioa

103

104

105

ios

ion

108

109

110

111

X112

種 名 演 ハ、

工

口 殻

豆、 、

旦

.,.

コフ シ ニ

ラツハ

クレ ニ

ス ●二

仰 噂二

イ1マ コ

メクシ

マメコブ シ ニ

キンセン ニ

Pinnixa

マ サ ニ

]二

コメツ ニ

ヒライソ ニ

豆 メ ロバ'

イ1マ コ

メクシ

口 爵

D-4

固

D-5

41.84

7

D-6

固

75 8.10

D-7

40 136.15

11

E-1

固

25

io

220

1.35

0.50

13.70

9

E-2

5

10

210

0.50

i.ao

63.15

9

i

=
o

l

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号 欄 の ※ は,r鼎FJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅 の お それ が あ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した.
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表25底 生生物出現結果(16)

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

io

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21
'L2

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36i

37

38

39

40

41

X42
43

44

45

46

X47

48

49

5U

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

種 名
誤1 'し 、

り ヒ ー

,、 ラ

星 ロ リ

環 形',

口

凋
毛 、.

ピザ ラ 覧イ

イソ ンチャク

星
遊 土

土

スピサ ラ 隔イ

ノ 、 口

頭

三多

'シ ムシ こ

ロコムシ こ

ノラ1ロ コムシ こ

サシバ コ イ こ

シ1ス こ

コ イ こ

シロ 和 俸

知1

ニ イチロ1ミ

テイソメ こ

イソメ こ
隔
mシ イソメ ミ

'・コサ コ イ ミ

Paraonidaeミ

スヒ

モロテコ イ ミ

ツハ サコ イ ミ

ミスbピ コ'イ こ

フェ1ア コ'イ こ

イ コ イ こ

フ ゴ イ こ

スヒ ラ イ ミ

ユ ノ イ ミ

ニシ ス イ ミ

1ユ テン エ

ワサ ンショ イ ミ

ミニ

1イレヨフハ イ ミ

シイノミ ィ ミ

フ不 イ こ

ミマ シワ イ こ

イ'、

イソ ンチャク目

,・ ラ

,・シムシ ミ

Lepidasthenia

Sigalion

Eteone

Syllinae

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

Nephtys

Aglaophamus

Glycera

Goniada

スコ イイソメ

Onuphis

仰 ムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides

,コ ムシ

Paraonldaeこ

Prionospio

ヨツハ 杁 ヒA

Aonidesoxycephala

Dispio

Scolelepis

Magelona

ツハ'サ コ イ こ

ミス ヒ コ イ

Armandia

Notomastus

Capitella;

Heteromastus

Mediomastus

Loimia

Thelepus

スピサ ラ イ ミ

ツ,、 ミ

ユ ノ イ こ

イ'コ

ス イ'

ワ ンショ ィ ミ

,ソ ミニ

アラムシロ ィ

ムラクモ シ ビ イ

ル,・ イ

ミマ シワ イ

マ

E-3

5

25

40

5

5

o.00

0.05

0.05

o.o

2.70

E-4

固

5

io

20

io

40

5

15

435

15

、

o.os

o.00

o.io

0.55

0.65

0.85

o.00

1.20

o.00

E-5

固

10

5

し

0.25

o.00

E-6

固

5

5

5

覧

0.05

o.oa

0.05

E-7

固

5

5

5

100

、

0.05

0.45

o.Zo

75.55

E-8

固

16

8

8

8

4

8

、

o.os

o.00

0.12

o.00

0.04

o.ss

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満 ・

2.番 号 欄 の ※ は,rWWFJapanScienceReportVo1,3Decenber1996」 に 「絶 滅の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)jと 記載 され たも の を示 した。
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表25底 生生物出現結果(17)
調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

>C51

5'L

53

54

55

56

57

58

X59

X60

X61

62

63

X64

65

種 名 、

工

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

口 殻

置

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ イ ミ

マルス レ イ ミ

ハ イ こ

シ サ ミ イ こ

ニツコ イ ミ

ハ ク モ1イ こ

マテ イ こ

ミ,・タル こ

フシ ツ,

アミ こ

テ ィアスティ1ス こ

ス ミ フシ ミ

コツフ ムシ ミ

ヘラムシ ミ

ス メソコエヒ

ツノヒ ソコエビ

ヒ シソコエビ

ク ハ シソコエヒ

アコ ヨコエビ

ヨコエヒ

助 ムシ ミ

ミノ1ソコエヒ

クラエヒ

クルマエヒ

エヒ

テツ'エ ヒ

モエヒ

テ エヒ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ ミ

ス モク1

ニ マシ ヒ

ヤ1

ろ シ マヤ ィ

Meretrix

ミ イ

シシ ミ ィ

ヒメ ノコア1

ア1

シ フ イ

イソシシ ミ

チハ イ

イ ヨ シラ1イ

ユ シ

ス クラ イ

二刀 イ こ

バ ク モ1イ

マテ イ

ミ,ル ミ

シロスシ フシ ツ

Balanus

アミ ミ ・

テ ィアヌ、ティ暫ス ミ

yathura

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ シ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエヒ

Synchelidium

アコ ヨコエ

Melita

Corophium

,ソ ヨコエ

Grandidierella

ミノ1ソコエヒ

ア アミ

ルマエヒ

ソコシラエヒ

ツノメエビ

ヒラツノモエヒ

Palaemon

Processa

rangon

Callianassa
ニ マシ ミ

テ ツノ

ユヒ,ン1

1

E-3

固

5

5

1

0.95

.1

.5

.8

E-4

10

5

5

2.25

o.Zo

.00

0.95

E-5

固

20

z

5

5

5

、

122.65

2.75

o.

o.00

0.05

●

.o

0.40

E-6

15

5

5

亀

19.90

o.o

.00

E-7

固

10

10

5

、

120.90

o.00

o.00

E-8

固

8

24

64.08

247.64

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号欄 の ※ は,mVFJapanScienceReportVoi.3Decenberl996」 に 「絶滅 の お それ が あ る種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した 。



表25底 生生物出現結果(18)

番号

101

102

1031

1041

105

ios

107

108

109

110

111

X112

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

種 名
i

口

io

又

頭 、
ノ 、

コブ シ ニ

ラツハ

キ ニ

クレ ニ

ス'二

イワ ニ

イ1マ コ

メクシ

マメコフ シb二

ンセン ニ

Pinnixa

ヤマ サ ニ

サ ニ

チコ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

旦 メ ロバ ノ

イ1マ コ

メクシ

口 言

種'

E-3

固
10

140

'

2.25

7.50

io

E-4

820 6.80

13

E-5

固

90 126.35

10

E-6

40 20.00

6

E-7

140 互97.15

7

E-8

4

88

o.iz

312.96

9

i

蕊
N

i

注)1.単 位 個 体数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号 欄の ※ は,「WWFJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅 の お それ があ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険 稀 少,現 状 不明)」 と記 載 され た も の を示 した。



i

蕊
い

1

表25底 生生物出現結果(19)
調査 年 月 日:平 成11年m月25日 ～27日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

is

17

18

19

ao

ai

22

23

2a

25

26

27
'L8

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

種 名 貿 ハ 、、

ヒ

,ク'り

星 口 墜

環 ラ'

星

39

40

41

X42
43

44

45

46

X47

48

49

50

ヒ ラ イ

イソ ンチャク

星
土

スヒ ラ イ

鴇 、 口

豆、

多

'シ ムシ ミ

ロコムシ ミ

ノラ盲 ロコムシ ミ

シバ コ イ こ

シ1ス こ

コ 俸

シロ 初 イ こ

チロ1

ニ イ知1ミ

テイソメ こ

イソメ こ

'・ シイソメ こ

'・コ コ イ ミ

Paraonidae#=

スヒ

モロテコ 俸

ツハ コ イ ミ

ミス ヒ コ イ ミ

フェ1アコ イ ミ

イ コ イ こ

フ コ イ こ

スヒ ラ イ こ

ユ ノ 俗

ニシ ス イ ミ

1ユ テン エ ミ

ワ ンショ イ ミ

ミニ

1イ レヨフハ イ ミ

シイノミ イ こ

フ冬 イ ミ

ミマ シワ イ ミ

イ

イソ ンチャク

,多

'シ ムシ ≒

Lepidasthenia

Sigalion

Eteone

Syllinae

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

Nephtys

Aglaophamus

Glycera

Goniad

スコ イイソメ

Onuphis

イワムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides

,、コムシ

Paraonldaeミ

Prionospio,

ヨツハ 苓スヒA

onidesoxycephala

Dlsp置o

Scolelepis

Mage置ona

ツハ コ イ ミ

ミス ヒ コ イ

Armandia

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

Lolm豊a

The且epus

スヒ ラ イ ミ

ツ ミ

ユ ノ イ こ

イ`コ

ス イ

ワ ンショ イ ミ

,ソ ミニ

アラムシロ ィ

ムラクモ シ ヒ ィ

サル、・ イ

ミマ シワ イ

マ

E-9

1

4

16

4

4

」

0.12

2.76

■

●

.16

F-1

is

1

4

88

a

、

.04

2.76

0.24

o.os

0.4

.64

F-2

固

5

5

0

0.05

o.io

o.o

F-3

5

5

●

.00

o.00

F-4

25

一10

5

20

15

此

0.05

o.io

0.40

o.00

1.35

7.0

.F-5

固

za

12

ao

4

4

4

、

o.os

2.04

o.os

o.00

o.i2

o.00

注)1.単 位 個 体数:個 体/㎡,湿 重量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号 欄 の ※ は,r冊VFJapanScienceReportVoL3Decenber1996」`こ 「絶滅 の おそ れが あ る種(絶 滅,絶 滅 寸 前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載 され た も の を示 した。
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表25底 生生物出現結果(20)

番号

X51

52

53

54

55

56

57

58

X59

X60

X61
62

63

X64
65

G6

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

951

96

97

98

99

100

調 査年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

種 名
演1 'h、

T
;fig

口'1 殻

異

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

ブ タ'イ こ

マルスタ レbイ ミ

ハ'イ こ

シ サ も ミ イ ミ

二刀 イ ミ

ハ .クモ1イ こ

マテ イ こ

ミ,、ル ミ

フシ ツ,、 ミ

アミ ミ

テbイ アスティ1ス ミ

ス ミ フシ ミ

コツフ ムシ こ

ヘラムシ こ

ス メソコエヒ ミ

ツノピケ'ソ コエヒ こ

ヒ シソコエヒ こ

クチハ シソコエビ こ

アコ ヨコエヒ ミ

ヨコエヒ こ

ロクタ ムシ こ

ミノ1ソ コエビ ミ

クラエビ ミ

クルマエヒ ミ

エビ こ

テツ'エ ビ ミ

モエビ こ

γ エヒ こ

ロ ソクエビ こ

エヒ シ ヤコ こ

ス モク1ミ

ニタ マシ こ
'1こ

ろ シ マヤ ィ

Meretrix
噛ミ イ ミ

キシシ ミbイ

ヒメ ノコア1

ア1

シ フ イ

イソシシ ミ

チハ イ

イチョ シラ1イ

ユ シ イ

ス サ クラ'イ

ニツコ し伊

バ グ モ1イ

マテ しイ

ミ,、ル こ

シロスシ フシ ツ'、

Balanus

アミ ミ

テbイ アスティ1ス ミ

Cyathura

ヨツハ コツフ ムシ

ツハbコツフ ムシ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノヒ ソコエヒ'ミ

ヒサシソコエヒ ミ

Synchelidium

アコ ヨコエヒ ミ

Melita

Corophium

,、ソヨコエヒ

Grandidierella

ミノ1ソコエヒ

ア アミ

クルマエビ こ

ソコシラエヒ

ツ〃エヒ

ヒラツノモエビ

Palaemon

Processa

Crangon

Callianassa

ニ マシ ミ

テ ツノ 1

ユヒ 'ン ヤ1

ヤ1ミ

E-9

固

8

4

16

亀

104.20

o.00

0.64

F-1

8

4

4

4

4

8

8

し

21.72

0.56

1.08

o.i2

・0.12

0.00

i.so

F-2

固

10

5

5

5

、

31.70

1.50

0.00

o.00

F-3

固

Zo

5

10

5

、

36.20

0.00

o.00

0.95

F-4

固

ao

5

5

io

5

15

5

5

、

112.05

3.30

o.Zo

o.00

o.00

o.o

0.25

o.oa

F-5

固

4

4

4

16

此

0.84

0.04

o.00

0.48

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「 脚FJapanScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶滅のおそれがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状不明)」 と記載 されたもの を示 した。



表25底 生生物出現結果(21)

番号

101

102

103

104

ios

lOG

IU7

108

109

110

111

Xl12

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

種 名
工

口
も

誕 、

豆

ノ 、

コブ シ ニ

ラツハ

クレ ニ

ス ニ

イワ ニ

イ1マ コ

メクシ

口 言

マメコフ シ ニ

ンセン ニ

P亘nnixa

ヤマ ニ

コ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

旦 メ ロバ

イ1マ コ

クシ

E-9

88 108.24

8

F-1

8

204

o.Zo

8.56

4

F-2

50 33.40

8

F-3

50

、'

37.15

6

F-4

150 125.50

14

F-5

92 3.68

10

1

蚕
い

i

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号 欄 の ※ は,「 欄FJapanSciencOReportVol.3Decenberl996」 にr絶 滅 の お それ があ る種(絶 滅 ,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た も の を示 した。
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表25 底生生物出現結果(22)
調査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

io

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

4U

41

X42
43

44

45

46

X47
48

49

50

種 名
演1 '晒

妻

グ リ

星 口.io

環 ラ'

i

百,

星

毛

'

ヒサ ラ イ

イソキ ンチャク目

星 目

遊 土

スヒ ラ ●イ

'、 口

豆 、

ラ

,・シムシ こ

ロコムシ こ

ノラ10]ム シ ミ

サシバ コ 俸

シ1ス こ

コ イ こ

シロ ℃不コbイ ミ

チロ1こ

ニ イチロ1こ

テイソ耀

イソメ こ

キ'小 噛シイソメ こ

'・コ ゴ イ こ

Paraonidaeこ

スヒ ミ

モロテコ イ ミ

ツハ ゴ イ こ

ミス ピ コ イ こ

フエ1ア コ イ ミ

イ コ イ こ

フサコ イ こ

スピサ ラ もイ こ

ユ ノ サ イ こ

ニシ ス イ こ

1ユ テン サ エ ミ

ワ ンショ'イ こ

ミニ こ

8イレヨフハ イ ミ

シイノミ ィ こ

フネ 馳イ こ

ミマ'シ ワ 隔イ こ

イ,・'こ

イソキbンチャク

多

,、シムシ こ

Lepidasthenia,

Sigal量on

Eteone

Sy葦1inaeこ

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

Nephtys

Aglaophamus

Glycera

Goniada

スコ イイソメ

Onuphis

イワムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides
'
,、コムシ

Paraonidaeこ

Prionospio

ヨツハ 不スヒA

onidesoxycephala

Dispio

Scolelepis

Magelona

ツハ サゴ イ こ

ミス ヒ コ イ

Armandia

Notomastus

apitella

Heteromastus

Mediomastus

Loimia

Thelepus

スヒ ラ イ ミ

ツ,・ ミ

ユ ノ サ イ こ

イ' ゴ

ス イ

ワザ ンショ イ ミ

,ソ ミニ

アラムシロ ィ

ムラクモ シ ヒ イ

ル,、 イ

ミマ シワbイ

マ

F-6

固

互2

4

12

8

4

、

0.5

o.so

0.04

o.i2

o,00

F-7

4

4

4

4

8

4

4

4

、

o.00

1.40

0.04

0.04

1.52

o.00

0.04

i,os

0.互6

G-1

固

10

5

5

5

15

曲

o.00

1.15

o.00

o.00

o.00

G-2

固

5

5

5

5

」

o.io

0.05

o.00

o.00

G-3

固`

5

20

15

此

o.io

11.70

4.15

G-4

固

5

5

ioo

155

15

5

'

o.00

0.95

75.80

0.40

9.40

0.15

登1繍 培※贈 灘 議,欝,轟 鷲619きOl,盤麟 」1,「絶滅のおそれがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状不明)」 と記載されたものを示 した。
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表25底 生生物出現結果(23)
調査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

番号

X51

52

53

54

55

56

57

58

X59

X60

X61

62

63

X64

65

66

67

68

69

7U

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

種 名 潰,.、

工

.一iり

JJ

991

100

又 ・

異

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ タ イ ミ

マルスタ レ イ ミ

ハ イ ミ

シ 」 ミ イ ミ

ニツ]イ ミ

バ ク モ1イ こ

マテ イ こ

ミ,、ル こ

フシ ツ,、

アミ ミ

テ ィアスティ1ス ミ

ス ミ フシ ≒

コツフ シ ミ

ヘラムシ こ

スbメ ソコエヒ

ツノヒ ソコエヒ

ヒ シソコエヒ

ク ハ シソコエヒ

アコ ヨコエヒ

ヨコエビ

ロク ムシ ミ

ミノ1ソコエビ

クラエヒ

クルマエヒ

エヒ

テツ,エ ビ

モエビ

テ エヒ

ロ ソクエヒ

エヒ シ ヤコ こ

ス モク1

ニタ マシ こ

1

冬 シ マヤ ィ

Meretrix

ミ イ

シシ ミ イ

ヒメ ノコア1

ア1

シ フ イ

イソシシ ミ

ハ イ

イチョ シラ1イ

ユ シ イ

ス サ ラ イ

ニツコ 俸

ハ モ1イ

マテ イ

ミ,、鰯

シロスシ フシ ツ小

Balanus

アミ こ

テ ィアスティ1ス ミ

Cyathura

ヨツハ コツプ ムシ

ツハ コツフ シ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノピケ ソコエヒ'ミ

ヒ シソコエヒ

Synchelidium,

アコ ヨコエビ

Melita

Corophium

'・ソヨコエビ

Grandidierella

ミノ1ソコエビ

ア アミ

クルマエヒ

ソコシラエビ

ツ〃 エヒ

ヒラツノモエヒ

Palaemon

Processa

Crangon

Callianassa

ニ マシ こ

テ ツノヤ1

ユヒ ン1

1、

F-6

4

24

zs

8

ao

4

o.iz

o.

0.04

0.04

.00

●

0.56

0.0

F-7

4

2

4

、'

1.64

●

o.00

.o

0.04

G-1

固

15 0.85

G-2

5

0

10

5

5.80

2.60

2.70

o.00

G-3

10

50

20

、'

61.95

69.70

0.05

G-4

固

10

35

75

10

5

10

39.50

410.65

1.75

o.00

o.00

o.so

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0。00:0.01g未 満

2.番 号 柵 の ※ は,r糊FJapanScienceReportVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅 のお そ れ が ある種(絶 滅,絶 滅寸 前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した 。



表25底 生生物出現結果(24)

番号

101

102

lU3

104

105

106

107

108

1091

iio

111

X112

種 名
潰,、 、

Y

ロ リ

iu

'、 ミ の

覇

頭!聯
!、

コブ シ ニ

ラツノ、

クレ ニ

ス ニ

仰 二

イ1マ コ

メクゾ

マメコプ シ ニ

ンセン ニ

Pinnixa

ヤマ サ ニ

サ ニ

チコ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

鉦 メ ロバ'

イ1マ コ

メクシ

口 言

F-6

固

144 2.44

1

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日
F-7

76

並

5.96

14

G-1

固

5

60

並

0.05

2.05

7

G-2

60

此

11.25

8

G-3

固

120 147.65

6

G-4

固

430

此

539.20

iz

1

記
x

i

注)1,単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号欄 の ※ は,「WWFJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅 の おそ れ が ある種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険 稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した。
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表25 底生生物出現結果(25)
調査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

1

a

3

4

5

6

7

8

9

IU

11

12

13

14

15

is

17

18

19

20

21

zz

23

4

25

26

27

zs

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

種 名
i

'n、

ヌ

,ラ リ

一口 勤

環 ラ

r

'

39

40

41

X42
43

44

45

ヒ ラ イ

イソ ンチャク

星

46

X47

48

49

50

ス ラ イ

ノ 、 口

頭

ラ

,、シムシ ミ

ロコムシ ミ

ノラ1ロ コムシ ミ

シバ コ イ こ

シ1ス ミ

コ イ こ

シロ 和 イ ミ

チロ1ミ

ニ イチロ脚

テイソメ こ

イソ耀

'・ シイソメ ミ

'コ コ イ ミ

Paraonldaeミ

スヒ ミ

モロテコ イ ミ

ツハ コ 俸

ミス コ イ ミ

フエ1ア コ イ こ

イ コ イ こ

フ コ イ ミ

イソ ン ヤク

' ラ

・シムシ こ

Lepidasthenia

Sigalion

teone

yllinae
ミ

モロテコ イ

Nereisheterocirrata

Nectoneantheslatipoda

コ イ

Nephtys

glaophamus

ycera

Goniada

スコ イイソメ

Onuphis

仰 ムシ

Lumbrineris

Lumbrinerides

,コ ムシ

Paraonldaeこ

Prionospio

ヨツハ.ス ヒ

one esoxycephala

1sp10

coeeplS

Magelona

ツハ コ イ ミ

ミス ヒ コ イ

rmanla

Notomastus

Capitella

Heteromastus

Mediomastus

Loimia

スヒ ラ イ ミ

ユ ノ イ こ

ニシ ス イ ミ

1ユ テン エ ミ

ワ ンショ ィ ミ

ミニ こ

1イレヨフハ イ こ

シイノミ ィ ミ

淋 イ ミ

ミマ シワ イ こ

イ 偏 こ

Thelepus

スヒ ラ イ ミ

ツ,ミ

ユ ノ イ ミ

イ' コ

ス イ

ワ ンショ イ こ

ソ ミニ

アラムシ0イ

ムラクモ シ ヒ イ

ル, イ

ミマ シワ イ

マ

G-5

io .00

●

.80

G-6

4

4

4

8

Zs

4

4

.00

.o

o.00

o.s

1.72

o.a

0.04

1.28

G-7

4

4

4

4

8

4

4

2

4

44

4

4

12

4

0.32

o,os

0.0

.os

.5

0.36

0.40

o

o.iz

17.12

.00

12.96

9.92

i.is

8.24

G-8

4

12

4

4

4

4

4

i2

4

4

8

92

0.00

o.o

.04

o.00

0.36

0.04

.00

1.12

0.04

0.04

10.68

145.08

口

固
4

194

3

4

4

15

8

11

5

4

48

4

zoz

z

30

i

4

99

4

115

290

24

8

8

4

8

263

33

is

1

717

4

60

4

15

4

4

950

12

is

1324

178

12

19

4

100

0.28

4.6

21.00

0.32

o.os

o.00

0.00

o.so

o.00

o.00

0.04

0.54

1.40

13.51

z.iz

7.29

0.19

0.36

26.90

o.os

0.04

o.

0.70

0.44

0.34

0.04

.04

0.00

2.2

14.29

0.04

0.36

.o

1.87

o.00

19.52

2.00

o.00

o.o

o.oa

0.04

839.84

23.64

0.40

156.20

97.57

0.72

247.56

i.is

153.32

箇所
1

Z5

3

1

i

2

2

io

i

1

i

7

1

29

5

6

3

1

is

1

1

10

3

5

2

2

1

a

21

6,

1

12

1

3

1

i

i

1

1

1

2

2

ii

15

3

1

z

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「MVFJapanScienceReportVo1.3Decenberl996」 に 「絶滅のおそれがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状 不明)」 と記載されたものを示 した。
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表25底 生生物出現結果(26)

■

調 査 年 月 日:'平 成ll年10月25日 ～27日

番号

X51
52

53

54

55

56

57

58

X59

X60

X61
62

63

X64

65

661

671

681

691

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

IOU

種 名 演

口

異

ミ コーハ

兀

アミ

クマ

フ タ イ こ

マルスダ レ イ ミ

ハ'bイ こ

シサ ミ イ ミ

ニツコbイ こ

バ ク モiイ こ

マテ イ こ

ミ,、ル こ

フシ ツ,、 こ

アミ こ

テ ィアスティ1ス ミ

ス ミ フシ ミ

ユツフ ムシ こ

ヘラムシ こ

ス 讐メソコエビし ミ

ツノピケ ソコエビ ミ

ヒ シソコエヒ ミ

クチハ シソコエヒ ミ

アコ
'ヨ]エ ヒ ミ

ヨコエビ こ

ロクタ ムシ ミ

ミノ1ソコエヒ ミ

サクラエビ ミ

クルマエビ ミ

エヒ ≒

テツ,・ エヒ ミ

モエビ ミ

テ エビ こ

ロ ソクエビ ミ

エヒ シ ヤコ こ

ス モク1こ

ニ マシ 書

ヤ 竜1ミ

不 シ マヤbイ

Meretrix,

ミ イ こ

シシ ミ イ

ヒメ ノコアサ1

アサ1

シ フ イ

イソシシ ミ

ハ イ

イチョ シラIbイ

ユ シ イ

ス クラ イ

ニツコ イ こ

バ ク モ1イ

マテ しイ

ミ,、ル ミ

シロスゾ フシ ツ串

Balanus

アミ ミ

テ ィアスティ1ス ミ

Cyathura

ヨツハ コツフ ムシ

ツハ コツフ ムシ

Gnorimosphaeroma

Synidotea

Cleantis

Ampelisca

Urothoe

ツノピケ ソ]エビ こ

ヒ シソコエビ こ

Synchelidium

アコ
聯ヨコエビ こ

Me1置ta

Corophium

,ソ ヨコエヒ

Grandidierella

ミノ1ソ コエビ馳

ア アミ

クルマエヒ ミ

ソコシラエヒ

ツノメエビ

ヒラツノモエビ

Palaemon

Processa

Crangon

Callianassa

ニタ マシ こ

テ ツノ
1

ユヒ 'ン ヤ 1

1こ

G-5

固

5

5

35

5

35

5

5

0.55

0.05

1.25

.a

0.05

.00

0.0

G-6

固

4

8

4

)

騒

o.00

0.32

0.08

G-7

固

12

4

8

、

129.16

o.00

0.36

G-8

固

4

48

4

、'

zs.zo

o.os

3.28

口 言

固
5

67

4

10

9

3273

332

8

8

8

77

9

4

4

16

20

4

114

48

io

Z53

18

13

13

52

24

26

108

10

17

143

5

80

20

17

39

4

15

9

4

79

4

5

12

5

4

32

155

51

9

、

0.75

241.63

0.84

70.50

0.67

4115.63

1333.84

0.96

1.16

21.72

14.61

1.33

0.04

0.64

4.24

0.05

0.12

3.36

0.13

o.00

0.87

0.27

0.37

o.00

0.56

0.92

0.09

0.14

0.10

o.00

o.io

o.00

0.08

o.00

o.00

0.00

0.00

0.85

0.58

0.12

2.50

o.00

0.40

0.44

0.95

o.00

0.42

zs.is

7.99

o.00

箇所
1

8

i

2

2

19

21

i

2

1

8

2

i

1

4

i

正

3

7

2

7

3

3

3

5

5

3

8

1

3

16

1

5

1

3

6

t

1

2

i

7

1

1

2

1

1

4

9

8

2

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

2.番 号 欄 の ※ は,「 鼎FJapan.ScienceReportVo1.3Decenber1996」 に 「絶滅のおそれがある種(絶 滅,絶 滅寸前,危 険,稀 少,現 状不明)」 と記載されたもの を示 した。



表25底 生生物出現結果(27)
調 査年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

番号

101

102

103

1U4

105.

lU6

107

ios

109

iio

111

X112

種 名 潰 …

工

口

原 、

殻

豆'、
ノ 、

コフ シ ニ

ラツハ

クレ ニ

ス'二

仰 二

イ1マ コ

メクシ

マメコブ シ ニ

ンセン ニ

Pinnixa

ヤマ ニ

サ 噂二

チコ ニ

コメツ ニ

ヒライソ ニ

豆 メ ロバ,

イ1マ コ

メクシ

口 爵

種

G-5

115 .70

10

G-6

固

4

84

o.is

4.36

12

G-7

固

is

iso

0.56

183.44

19

G-8

4

8

224

3.68

26.96

219.60

17

口 茜

27

4

4

16

17

12

35

34

8

5

12

5

10662

13.39

89.44

3.68

0.72

0.37

12.04

2.55

2.70

26.96

o.00

1.36

0.70

7654.16

112

箇所
5

1

i

2

3

3

z

2

1

i

i

1

i
r

i

注)1.単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満
2.番 号 欄 の※ は,r鼎FJapanScienceRepoゼtVol.3Decenberl996」 に 「絶 滅 の お それ が あ る種(絶 滅,絶 滅 寸前,危 険,稀 少,現 状 不 明)」 と記 載 され た もの を示 した。



表26底 生生物 出現結果(分 類群別)(1)

測,、分 類 群
工 目

毛'

二 貝'

甲 殻'訂

その 也

口 言

A-1

128

56

4

40

16

244

注)単 位

並:里

4.60

9.28

0.56

2.28

1.48
18.20

A-2

8

536

24

8

4

580

、'

3.32

62.92

10.32

2.08

0.56

79.20

調 査 年 月 日:平 成Il年10月25日 ～27日
A-3

12

Zo

148

8

188

、'里

3.24

13.68

125.68

o.os

142.68

個 体 数:個 体/m,湿 重 量:9/m,0.00:0.Olg未 満

表26

A二4

12

420

256

4

4

696

、'里

4.64

34.28
205.20

9.84
0.04

254.00

A-5

4

40

148

192

並 里

o.Zo

5.16
114.24

119.60

A-6

20

424

44

4

492

、'

1.72

333.16
0.52

o.is

335.56

A-7

8

8

504
8
4

532

、,

1.96

7.16

652.64
o.00

0.12

661.88

A-8

固
8

916
4

8

936

、'里

2.56

1691.84
0.04

0.12

1694.56

底生生物出現結果(分 類群別)(2)

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

i
r

N

I

測,、、分 類 群

工 目

汐 毛i

1足'

二'貝'

甲殻"

その 也
口 言

B-1

固
8

44

8

60

並 里

0.04

7.68

0.72

8.44

B-2

固'

12

128

32

4

4

180

曲

2.60

24.56

12.04

0.16

0.04

39.40

B-3

固
12

12

4

4

32

並

0.32

12.48

1.36

0.04

14.20

注)単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.01g未 満

B-4

固

12

64

16

4

96

・'里

3.08

42.08

o.00

0.04

45.20

B-5

固
8

32

32

8

4

84

、'里

0.36

30.96

69.84

0.28

18.24
119.68

C-1

60.

12

4

76

此

0.92

7.64

0.04

8.60

C-2

固
28

12

8

48

此 里

1.36

4.48

o.os

5.92

C-3

固

20

116

76

124

4

340

・,毘

2.04
28.88
58.28
20.24

o.Zs

109.72

表26底 生生物 出現結果(分 類群別)(3)

測,、、分 類 群

工 目

夕 毛 」'
一足'

二 貝'

甲 殻'

その 也
ロ計

C-4

固'

24

40

204

8

12

288

、'
.里

6.44

16.76

127.52

4.68

2.08
157.48

C-5

固"、,里

2012.12

60138.56
3681411.92

8189.52

C-6
固 女

8
12

136
8

4

」'里

0.32

8.52

175.60

0.16

0.20
456542.12168184.80

注)単 位 個 体:個 体/m,湿 重 量:g/m,0 .00:0.01g未 満

C-7

z20

36

256

、'里

219.80

1.76

221.56

C-8
固 夷

25

160

15

135

5
340

、'

o.to
168.65

225.10

0.65

.0.70

395.20

D-1

固

8

8

16

、'

o.os

1.24

1.32

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

D-2

固
24

16

40

並 里

0.36

1.04

1.40

D-3

固
,8
'4

4

16

・ノ 里

0.28
o.ss

o.os

1.24



表26底 生生物 出現結果(分 類群別)(4)

調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日

分類群
泄1州 、

工 目

毛'

疋 〃

二 貝'

甲 殻'

そ の1

口 壽

D-4

固

24

36
8

68

、'

12.76

48.36
1.20

62.32

D-5

固

12

36

20

68

、'

o.ss
26.76

14.40

41.84

D-6

固
5

35

25

10
75

、'

0.40
37.25

0.40
0.05

38.10

D-7

15

175

45

5

240

、'

070

133.25

2.20
o.00

136.15

E-1

80

10

130

220

、'

0.80

10.80

2.io

13.70

E-2

固

120

5

85

210

、'里

o.so

60.45

1.90

63.15

E-3

固
75

5

5

55

140

、'

o.to

2.70

0.95

3.75

7.50

E-4

固

735

10
55
20

820

1L

3.35

2.25

1.15

0.05

6.80

注)単 位 個 体 数:個 体/m,湿 重 量:g/m,0.00:0.01g満

表26 底生生物出現結果(分 類群別)(5)

I
r

「」♪J

l

没 ハ、分 類 群

工 目

夕 毛'

足'

二 貝'

甲 又1'

その 也

口 計

E-5

固
10
5

45

30

90

111/

0.25
o.00

125.40

0.70

126.35
注)単 位 個体:個 体/m,

調 査 年 月 日:平 成ll年10月25日 ～27日
E-6

5

15

10
10

40

、'

0.fly

19.90

o.00
0.05

20.00

E-7

10
100
10

15
5

140

、

0
75

120

0
0

197

65

55
90

00
05

15

湿 重:量:g/m,0.00:0.01g未 満

表26

E-8

36

32

4

16

88

、'

1.04

311.72
0.12

o.os

312.96

E-9

44

8

20

16

88

、'

o.s2

104.20

0.64

2.88

108.24

F-1

136
20

16

32

204

、'

3.52
9.64

23.36

2.04

38.56

F-2

20

15

15

50

、'

o.Zo

33.20

o.00

33.40

F-3

10

20

20

50

、,.里 、

o.00

36.20

0.95

37.15

底生生物出現結果(分 類群別)(6)

調 査 年 月 日:平 成11年10月25日 ～27日

没^、分 類 群

工 目

毛'

二 貝'

甲 殻"

その 也

口 薔

F-4

40

15

25

45

25

150

、'

1

7

115

0

0
125

85

80

35

45

05
50

F-5

固

44

4

24

20
92

、'

2.24

0.84

0.52

o.os

3.68

F-6

zs

4

100

12

144

、

0.96

0.12

0.84

0.52

2.44

注)単{、 個 体 数:個 体/m,湿 重 量:g/m,0.00:0.Olg満

F-7

44

4

28

76

、'

4.28

1.64

0.04

5.96

G-1

40

15

5

60

、'里

1.15

0.85
0.05

2.05

G-2

20

35
5

60

、'里 、

0.15

11.10

o.00

11.25

G-3

5

35
60

20

120

、'

o.io
15.85

131.65

0.05

147.65

G-4

5

270
50

100

5

430

並

0

85

450

z

0

539

95

60

30

35
00

20



表26底 生 生 物 出現 結 果(分 類 群 別)(7)

調査年月日:平 成11年10月25日～27日
測,、、分 類 群

工 目

汐毛i

二 塁
甲殻
その 也
口 言

9-5

10

10

85

10

115

此 里

1.80

o.so

1.30

o.00

3.70

G-6

固
60

20

4

84

、'里

3.80

0.56

o.00

4.36

G-7

96
16

24

24

160

此 里

21.08

22.88

138.56
0.92

183.44

注)単 位 個 体 数:個 体/㎡,湿 重 量:g/㎡,0.00:0.Olg未 満

9-8
固 、,

48

12

96

64

4

224

1

10

173
34

0
219

56

72

28
00

04

60

口 計

2230

2644

3957

1584

247

10662

此 里

95

1118

6210

201

27

7654

64

49

60

44

99

16

i

6
斜

i



iii)鳥 類調査

環境庁 自然保護 局野生生物課実施の 「シギ ・チ ドリ類定点調査」 よ り、自見川河

口の調査デー タ(図55の 地域で1988年4月 か ら1997年5月 にかけて実施)に ついてみ

ると、出現種数は5～13種 の範囲にあ り、個体数は10～774羽 の範囲にあった。

基準値を越 えた種は、ハマシギ、ダイゼ ン、チ ュウシャクシギの3種 であった。

このため、 自見川河 口はシギ ・シ ドリ類重要渡来地域 とされている。

薫姦
⊇三

,・ 謡,

瀦 鞠・態の る ロニ

姻謙 .

戯 馨li書鰯

餐 ・,黙錨
篠鋼 ・

ゾ

鱒

欝 講 灘議.

〆跳 懸翻

認灘藤無

雛織熱灘露撫
..轟 ミ

灘難1
懸灘灘

」,・1。 ・

騨一 門● … ぜ ε'噂

ご ロ ま リ コ

村水鎌 霧 輸 ,

欝 繋灘.1の.聾 癬　難灘

ら 　
ココ 　 ロ タ

_羅 嚢
蟻繋灘:建

議灘
乙繕 鍵懇
帆瀬 籔 簿 雛

鍵灘麟

難
穰'て61

髪

0

u刷㌫ ・絡

シ フも
・ら⊃巌

}}s轟

面

N

1/50,000

lkm一
図55自 見川 河 ロシ ギ ・チ ドリ観 察 地域

(環境庁 自然保護局野生生物課.1997.シギ ・チ ドリ類渡来湿地目録から)
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iv)調 査結果のま とめ

本干潟は、自見川河 口付近の河 口干潟 と、周防灘に面 して広大に拡が る前浜干潟

とか ら成 ってい る。河 口付近は砂質、中津港 にかけては砂泥または泥質である。底

生生物は、腹足類 、二枚貝類、環形動物、 甲殻類を中心に多種多様であ り、砂 ・砂

泥底沖合干潟的な動物相 を示 している。アサ リの現存量が極めて高 く、漁場や潮干

狩 り場 としての重要性 も高い と考え られ、 ヒ トによる利用を考慮 した保全が望 まれ

る。 アサ リを中心 とした生物の豊富 さと広大な干潟面積によ り、鳥類 に とっては貴

重な索餌場所 となっていて、その重要性の高 さが示唆され る。

v)調 査 を実施 しての問題 点

本調査を実施 するにあたって、以下のよ うな問題点 が存在 した。

①本干潟は延べ面積 が広大であ り、調査測線 の長 さが最大3.5km、 測点間距離が

200m程 度になる。

②歩行 可能な場所はあ るが、その間を濡 、軟泥 、の りひび等の歩行不能な場所

で寸断 され てい る。

③筋 いに必 要な量の水 が干潟上で は得 られ に くい。砂質 になればな るほ ど必要

水量 と筋 う時間は増大す る。

④秋の大潮 では十分な干出時間が得 られ ない。

⑤ これ ら4点 の理 由に よ り、作業効率が落 ち、測点間の移動 に要す る時間が非常

に長 くな る。

以上の ことか らも、本干潟 では小型舟艇 による調査がより現実的であった。

⑥秋の大潮では調査位置図に記載 の干潟範囲が全部は干出 しないこと

⑦本干潟 では海 苔の養殖 が盛 んであるが、秋 は海苔の種付 けの時期であ り、 こ

の時期は地元漁協 もあま り協力的ではない こと

以上の理 由に より、調査時期 は春季のほ うがよい と思われ る。

⑧ 臭気の判定 については、種類 と濃度 の判 定に個人差があ り、複数人 で観察 し

た場合、統一 がとれ ない ことがあ り得 る。可能であれば、臭気判定士 による講習

を受 けることが望ま しい と思われ る。
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干潟生物調査票

1.位 置

海域名(上)

海域コー ド(下)

周防灘西

poi

市町村名(上)

行政コー ド(下)

中津市

203

都道府県名 大分県

2.調 査期間

3.タ イ プ

4.面 積

5.規 模

6.調 査 手法

7.基 底の勾配

8.底 質

9.遮 蔽 度

10.陸 上植生

(干潟後背地)

ll.藻 場

(干潟の植生)

12.鳥 類(シ ギ ・チ

ドリ類)の 渡来状況

13.海 水の澗澄度

14。海岸改変状況

15.陸 域土地利用

16.干 潟の利用

'

17.備 考

18.調 査員

脇

大塚

1998年10月6日 ～10月12日'(現 地 調査)

巨L前浜干潟O回 河口干潟 3.潟 湖干潟4.複 合型干潟

前浜干潟

825ha

河口干潟

ha

潟湖干潟

ha

巨].大 干潟(300ha以 上) 2.中 干潟(300～100ha) 3.小 干 潟(100ha以 下)

1.歩 行 目視観察 回 歩行定量調査 回.船 による定量調査

0.0^一 〇.2m/100m

1.礫 回 砂 回,砂 泥 回 泥

国 僕訪嫡岸 2.保 護海岸 3.包 囲海岸

巨玉 ヨシ原5.ア ダン林

2.北 方型塩沼地植生(ア ッケシソウ,ウ シオツメクサ,シ オマツバ等)回 海岸砂丘植生

3.南 方型塩沼地植生(ハ マサジ,ハ ママツナ,シ チメンソウ等)医 その他の植生(畑 地)

4.マ ン グロー ブ林
.0.不 明

巨}な し2.ア オサ ・アオノ リ場

5.そ の他の藻場(

3.ア ジモ場 4.オ ゴノリ場

)※ 複数の選択可能

1.渡 来数が特に多い 回.渡 来数が多い

回.大 型のシギ奪が含 まれる0.不 明

3.渡 来数は少ない 4.種 類が多い

※ 複数の選択可能

1.き れ い'

2.少 し汚れて.いる

回.力劇 漁 てし・る

・海の底がよく見え
,快 適な気分で泳げる程度,透 視度30cm以 上

・海水に浸かることが気にならない程度
,透 視度20～30㎝ 程度

・海 水に浸かる気がしない程度
,透 視度20㎝ 以下

国 自然海岸 回 半自然海岸 囹 人工海帯 回 その他 唖1,河 岸)

1.自 然 地 回 農業地 回.備 地・工業地・その他 園)

国 軒 狩り2.鋤3.海 水浴

(その他の内容)の り薬殖場

4.バ ー ドウォ ッチ ング 回.そ の 他6.な し ・不明

※ 複数の選択可能

中津川,蛎 瀬川,自 見川による流路が南南西から北方向に見られた。

所属 株式会社 東京久栄 氏名 伊賀上孝徳,臼 井雅一,和 田成夫,佐 藤敏幸,和 田成夫,佐 田増保
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底生生物の羊な出現種(1)

熱1雛 熟

驚轟総欝

写真17

アサ リ

ll鰯1鰯ll量 臨1欄

鞭

{灘 鷲監}

写真18

ホソウミニナ

聾

瀞 撫
写真19

イポキサ ゴ

璽

騒川 湘 川 懸ll川 川1'/
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底生生物の主な出現種(2)

llllll選

._ノ 、t

鷺iii

塗

寳

:1

.:r

翫

1!写真2。

1__

写真21

シオフキガイ

1鰯 癒婁lll鰯lllllllll
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7.総 合解析及 び とりま とめ

(1)干 潟の生物学的類型 区分 の試行 について

干潟 の生物群 集 につ いて群集型 の分類 を数 学的 な手法 で試み た研 究例 は、堀越 ・菊 池

(1976)が そ のい くつか を紹介 してい る。 しか し、生物学的 な干潟の類型化 については、

同 じく堀越 ・菊池(1976)が 、我 が国の内湾 にお ける各種のベ ン トス群集型 を整理 し、上

位 か ら下位 に群 系、群団 、群叢、基群叢 とい った系列 を検討す ることが望まれ る、 と指摘

した のみ で、その後、具体的 にこの課題 を取 り扱 った研究例 は現在 に至るまで見当た らな

い。 この よ うに生物 学的な干潟の類型化 については」考 え方の方向性 は示 され ている もの

の、未着手の研究分 野であ り、今後 専門分野 の研究者 による基礎 的検討お よび区分体系の

開発 を図 るこ とが妥 当 と思われ るが、本調査 では平成9年 度 に実施 した重要沿岸域生物調

査で示 した干潟の 自然度解析(試 案)を 基に、類型 区分を試みた。

平成9年 度 調査の 中では、干潟予備調査 を実施 した木更津小櫃川河 口干潟お よび八代干

潟 の両者 につ いて、IBI(IndexofBiodcIntegrity)法 を導入 した干潟 自然度解析 法(試 案)

で評価 した。今回 はカテ ゴリー とメ トリックについて以下の ような再検討を行い、平成10、

11年 度 に実施 した10ヶ 所の干潟について生息環境 の評価 を試みた。

再検討 の主 旨は、利 用に際 し簡便であ ること、一次デー タの複雑 な加 工を しないこ と、

現地で受 けた視覚的印象 を大事 にす る等の点においた。

i)カ テ ゴ リー とメ トリックの妥 当性

IBI法 に よる生息環境評価 は、人間活動が及ぼす干潟への影響度合い を数量的 に評価

す る一手法で ある。 この手法 によ り得 られた数値は、人為的環境改変に対す る指標性 や優

占種 、食性 毎の個体数組成 な ど、干潟生物群集 の生物 学的、生態学的特徴を も考慮 した指

数 と言 うことができ る。

従 って、カテ ゴ リーは基本的に種の豊富 さ、指標性 、群集の均衡度 、生産性 な どが対象

とな り、メ トリックは人 為的環境 改変 と相 関す る要素であ ることが条件 とな る。

再検討後の カテ ゴ リー とメ トリックお よびそのス コアーを表27に 示 した。

a.種 の豊富 さ

種の豊富 さは生息環境 の空 間的な多様性 を示す もので、多 くの生物種 が生息で きる

ことを意味 している。 したがって一般的 に見 られ る沿岸環境の人為的改変(護 岸、防

波堤 とい った海岸構造物設置)は 空 間の単調化 につなが るもの であ り、 また陸域 と干

潟 をつな ぐ地下水脈 を断絶 して しま うので、干潟生物 の種の減少 を誘 引す る。

このカテ ゴ リー にお けるメ トリックと しては、出現す る底生動物種数 、飛 来す る鳥

類種数 、海 草 ・海 藻の出現種 数が挙げ られ る。 いずれ のメ トリック も生 息空 間の単調

化 に伴 って減少す ることが明 らかであ り、その意 味で有効であ る。 ここでは定量調査

か ら得 られ た底生 生物 の出現種 数を用 いる こととす る。鳥類 に関 しては既存資料 を利

用す るこ ととなってお り、現 地調 査時 に直接確認 したデータではないので用 いないこ

とと した。

b.群 集 の多様性 と均衡 度

一般 に生物群 集は個体数の豊富 な少数の普通種 あるいは優 占種 と
、個 体数が少な く
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比較 的稀 に しか見 られ ない希少種 とか ら構成 されてい る。 生物群集 においては出現種

数 の大部分は この希少種 で しめ られ てお り、普通種 ・優 占種 は各栄養段階のエネル ギ

ー流 を担 い、希少種は種多様 性 を決定す るとされ てい る。

種 の多様性 は物理 的に支配 され た(物 理 ・化学的な制限要因に強 く影響 された)生

態 系では低 く、生物 的に支配 され た生態系では高 くな る傾 向を持 ってい る。従って外

圧(物 理 ・化 学的な制限要 因)が 加 わる と、外圧 に強い耐性 を持 ってい る普通種 の優

先度 が増加 し、耐性 の弱 い希少種 の出現種数が減少 す る結果 、種 多様度 は低下す ると

い う関係 がある。'

このカテ ゴリーのメ トリック として は、総種数 と総個体数 との単純 な比で表 され る

BiodcIndex、 多様性 と個 々の種 の間の個体数配分の均等性の両方を評価す る包括的多

様性指数 、および種の優先度 が考 えられ る。

ここでは包括的多様性指数 を求 める式 と してSh㎜onandWeaverの 式 を用い る。 ま

た種 の優 先度 については出現上位 種 とその割合 を用 い るこ ととした。

c.生 産 力

干潟 の生物 生産力 は、植物 に よる一次生産 と動物 による二次生産に区分 され る。い

ずれ も自然度 のよ く維持 され ている干潟で高 く、人為的環境改変の程度 が高 くなるに

反比例 して低減す るが、環境劣化 の過程で特定の種の現存量が著 しく増加す る場合が

ある。 この点を考慮 して メ トリックを設定すれ ば、 このカテ ゴ リーは生息環境評価 に

お いて十分利用す ることがで きると判 断 され る。

メ トリック としては、総体的 な 目安 として全 出現生物の質重量 を、一次生産力 を間

接的 に推 測す るために二枚貝 ・植物食巻貝の質重量 を、二次生産力は肉食性動物の質

重量 を以 て判断す ることと し、単位 はg/㎡ とした。

二枚 貝 ・植物食巻貝の質重量 は、石垣島ア ンパル干潟 の様 な離島で小 さく、大河川

の河 口干潟(汐 川干潟、国造干潟)で 大 き くな る傾 向が見 られ るな ど、ある閾値 を越

える と人為 的な負荷の増加 に伴 って大 きくな る可能性 も考 え られ るが、現時点では単

純 に質重量 の大 きい ことを よしと評価す る こととした。

肉食性動物 の質重量は、 どの よ うな種 を含め るかで判 断基 準の設定が難 しいメ トリ

ックで ある。 ここでは多毛類 の うちウロコム シ科 、 ノラ リウロコムシ科、チ ロ リ科、

ニカイチ ロ リ科、シロガネ ゴカイ科、巻貝類の うちオ リイ レヨフバイ科 、タマガイ科 、

キセ ワタガイ科、裸鯉 目、カニ類の うちイ ワガニ科 、ガザ ミ科 、オ ウギガニ科、魚類

のチ ワラスボ とシマイサキ科 を対象 とした。イ ソギンチャク類 、ヨコエ ビ類、等脚類 、

イ ソメ科、ハゼ科 は除外 した。雑食性 の種 も除外 した。

d.指 標性

一般 的に言 う指標性 とは人為 的環境 改変(水 質 ・底質の悪化 、劣化)に 特異的反応

を示 す指標種 が対応 するが、干潟 生物 の場合 は海域のベ ン トスにおいて認め られ るよ

うな汚染指標種 といった顕著 な種が見 当た らない。

可能 であれ ば弱耐性種 の個体数組成比率(%)と 強耐性種の個体数組 成比率(%)

を用 い るのが好 ま しいが 、現在 、干潟生物 に関 して種毎の環境耐性が充分整 理 されて

お らず 、よ りどころとな る基準 を見いだす ことができない。

したが って 、ここでは 〔内湾性 、泥 ・.シル ト〕干潟に多 くな る傾 向の ある多毛類 と、
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〔外海 性、砂礫 〕干潟に多い傾 向の見 られ る甲殻類 に着 目し、その個体数比率 を指標

性 を判 断す るメ トリック とした。

e.生 物 の移入性(帰 化種)

このカテ ゴリーは、調査海域への他海域 か らの外来種移入の割合 を評価 する もので、

人為 による環境撹乱 の影響 が大 きけれ ば、原則的 に移入(帰 化)種 の種数 、個体数組

成 も大 き くなる。特 に外国か ら移入 され本邦沿岸 に生息分布す るよ うになった帰化種

は、環境変化 に対す る適応力、繁殖力共に強いため、船舶交通の輻鞍 す る港湾や内湾

では急速に分布 を拡大す る ことが知 られ ている。

メ トリックは帰化 種の出現種数 と した。 なお、干潟 生物 にお ける帰化種 を具体 的に

どのよ うな内容 とす るか、統 一 した基準 が必 要であ り、その リス トを作成 しなけれ ば

な らないが、それ は今後 の課題 とす る。

f.海 岸地形 の 自然度

このカテ ゴ リー は生物的要 素ではないが、生息環境の人為 的改変 を ヴィジュアルに

示 してい ると同時に数量化の単純な ことか らと りあげた。

砂浜海岸 で あれ岩礁海岸で あれ、護岸 、防波堤等の海岸構造物設置に よ り人工海岸

線が増加 す るこ とは、生物生息空間の単調化 を助長 し自然環境 の劣化を誘 引す る。 そ

の影 響は短 時間では仲々直接 的 に現れ るものではないが、海岸構造物 自体がほぼ永久

的存在 であるため、いずれ は影響 の確実 に現れ る要素であ ることは明 らかで ある。

本 来であれ ば、 自然海岸線 の距離 と人 工海岸線 の距離 との比 をメ トリック として用

いるのが適 当 と思 われ るが、今 回の調査 では単 に海岸改変状況を 〔自然海岸 ・半 自然

海岸 ・人工海岸 ・その他〕の基準で干潟 生物調 査票 に記入す るよ う指示 しているため、

これ をメ トリック とした。

g.干 潟後背地植 生の 自然度

近年、水源地の森林植 生や海岸の魚付 き林 の効果 を再認識す る動 向が活発 にな った

が、海域 と陸域 とは言 うまで もな く連続 した系であ り、陸水 に よって海 域へ搬 入 され

る様 々な物質の効用が しば しば指摘 され ている。

ここでは干潟後背地植 生の 自然度 をメ トリック として用い、生息環境の評価 を行 う。

なお植 生 自然度は環境庁の定 めた基準(自 然環境アセス メン ト研 究会:1995,自 然環

境アセスメ ン ト技術 マニュアル)に 準拠す る。
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表.271BI法 による干 潟 の 生 息環 境 評価 基 準(カ テゴリー,メ トリック,ス コアー)

項 目

ス コア ー・

a.種 の豊富さ

出現種数(小 ・中干潟)

(大干潟)

b,群 集 の 多 様 性 と均 等 性

BioticIndex(総 個 体 数/出 現 種 数)

包括的多様度指数H'(bit)

出現上位種とその割合(種 数・%)

c.群 集の生産力

全出現生物の湿重量(glm2)

二枚貝・藻食巻貝の湿重量(9/m2)

肉食性動物の湿重量(g/m2)

d,生 物の指標性

甲殻類の個体数比率(%)

多毛類の個体数比率(%
e.移 入性

帰化種種数

f.海 岸地形の自然度

海岸の改変状況

g.干 潟後背地植生の自然度

(干潟生物諦査票中の項 目)

1

20種未満

80種未満

100以 上

1.0未 満

個体数5%以 上の種が1種のみ

100(9/m2)未 満

100(9/mう 未 満

1(9/m2)未 満

5%未 満

60%以 上

3種以上

自然海岸

1

(市街地等)

3

20種以上

60種未満

80種以上

120種未満

50以 上

100未 満

1.0以 上

2.5未 満

個体数5%以 上の種が2種以上4
種以下

100(9/m2)以 上

300(g/m2)未 満

100(9/m2)以 上

200(9/m2未 満

1(9/m2)以 上

5(9/m2未 満

5%以 上20%未 満

20%以 上60%未 満

レ2種

'

半自然海岸

2～6

(農業 地)

5

60種以上

120種 以 上

50未 満

2.5以 上

個体数5%以 上の種が5種以上

300(9/m2)以 上

200(g/m2)以 上

5(9/m2)以 上

20%以 上

20%以 下

0種

人工海岸

7^一10

(自 然 地)

備考

標本数を考慮した

群集中に出現した1種 あたりの

平均個体数
Shannon指 数

対 数 の 底 に2を 使 うこと

出現した全種の総個体数に対
する割合が5%を 超える種数

出現した全生物種(動 物、海藻
類、海草類)の湿重量合計

環境庁調査(海 岸調査)
の定義に準ずる

環境庁調査(海 岸調査)

の定義に準ずる



五)各 干潟 の 生 息環 境 評 価 点

IBI(IndexofBiotichtegdty)法 に よ る生 息 環 境 評価 を行 っ たKaπ(1981)は 、12項

目の メ トリック を用 い て そ の ス コア ー(得 点 数)を3段 階(1,3,5)に 設 定 し、合 計

得 点(60点 満 点)を 以 下 の6段 階 で評 価 して い る。

IBI得 点 が高 い 方 か ら

EXCELLENT(φ0～57点)

EXCELLENT-GOOD(56～53点)

GOOD(52～48点)

GOOD-FAIR(47～45点)

FAIR(44～39点)

FAIR-POOR(38～36点)

POOR(35～28点)

POOR-VERYPOOR(27～24点)

VERYPOOR(23～1点)

NOFISH(0点)

優秀

やや優秀

良好

やや良好

普通
やや劣る

劣る

かな り劣る

劣悪

無生物(最 悪)

となっている。IBI得 点が高いほ ど生息環境 に対す る人為的環境改変による影響 が少 な

く、 自然状態 の群集 が保 全 され てい るこ とを意 味す る。今回設定 した評価基 準(表27)

に従 って10干 潟の得点 を見 る と

地 名

・風蓮湖東岸干潟

・蒲生干潟

・汐川干潟

・和歌川干潟

・千鳥浜～木屋 川干潟

・吉野川干潟

・自見川干潟

・国造干潟

・上甑島浦内湾干潟

・ア ンパル干潟

得点

42点

46点

44点

40点

.30点

38点

36点

48点

42点

38点

以上 のよ うな結果が得 られ る。 各干潟間に見 られ る ランクの相違 を表28に 示す。

今後 、更に多 くの干潟のデー タに基づ いてカテ ゴ リー、メ トリック、スコアーの吟味 を

繰 り返せ ば、よ り実用性の高い評価 基準 と して完成 させ るこ とは充分可能である。
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表28各 干潟の 自然度得点(1/2)

調査地点

所在地

規模

タイプ

調査年月 日

底質

標本数(定 点数)

項 目

出現種数(全 標本)

BioticIndex(総 個 体 数/出 現 種 数)

包括的多様度指数H'(bit)

出現上位種とその割合(種 数 ・%)

全出現生物の湿重量(g/m2)

二枚貝・藻食巻貝の湿重量(g/m2)

肉食性動物の湿重量(g/m2)

甲殻類の個体数比率(%)

多毛類の個体数比率(%)

帰化種種数

海岸の改変状況

後背地植生の自然度

得点合計

総個体数(全標本)
出現上位種(個 体数%)

(総個体数の5%を 超える種)

備考

風蓮湖

東岸干潟

北海道春国岱

中 干 潟100ha

潟湖干潟

1998/9/17

泥～砂質

10

測定値

17

418.5

1.694

3種

389.24

118.59

0.62

92.8

3.4

0

自然海岸

自然地

得点

1

1

3

3

5

3

1

S

5

5

5

5

42

7114

砺 α1θsp.

トゲオヨコエピ

イソコツプムシ

(69)
(14)
(s)

テ」タ採 取 単 位(/0.25m2)

蒲生干潟

宮城県

小干潟5ha

潟湖干潟

1998/9/21

泥～砂質

10

測定値

22

87.23

2.399

4種

536.11

518.23

o.oo

23.8

25.5

0

自然海岸

自然地

得点

3

3

3

3

5

5

1

5

3

5

5

5

46

1919

イソシヅ ミ

ゴカイ

ニホント'ロソコエピ

ト'ロオニスピオ

(48)
(is)
(13)
(7)

テLタ採 取単位(/0.25m2)

大型捕食者 は不在

雑食性 の肉食者 は存 在

汐川干潟

愛知県

中 干 潟280ha

河 口干潟

1999/10/21

軟泥～砂

10

測定値

46

99.54

3.632

5種

372.14

318.92

6.91

4.3

8.1

1

人工海岸

農業地

得点

3

3

5

5

5

5

5

1

5

3

1

3

44

4578

ホトトギ スガイ

ウミニナ

アサリ

ヘナタリカ'イ

オキシシ'ミが イ

(27)
(18)
(12)
(10)
(5)

テ」 タ採 取 単 位(/1.00m2)'

シマメノウフネガイを帰 化 種

と判 断 した

和歌川干潟

和歌山県

小 干 潟35ha

河口干潟

1999/9/25

砂～泥質

10

測定値

59

29.21

3.501

5種

335.16

295.63

0.73

7.2

64.0

0

人工海岸

市街地等

得点

3

5

5

5

5

5

1

3

1

5

1

1

40

1670

コケゴカイ

ミスモキゴカイ

Capitellasp.5

ホソウミニナ

オキシシ'ミガ イ

(26)
(is)
(15)
(14)

(6)

テLタ採取単位(/0.25m2)

個体数 計数され ていない'

2種を計 算から除外 した

千鳥浜～木屋川

河口干潟

山口県

大 干 潟1000ha

河口干潟

1999/10/23

超 軟 泥.

50

測定値

135

161.17

2.665

1種

64.82

55.59

2.79

8.8

18.8

1

人工海岸

市街地等

得点

5

1

5

1

1

1

3

3

5

3

1

1

30

21758

ホトトキ'スカ"イ (62)

テLタ採 取単位(/1。00m2)

標 本の一部 は1/5に希釈

された模 様

イッカククモガニを帰化種

と判 断した
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表28各 干潟の自然度得点(2/2)

調査地点

所在地

規模

タイプ

調査年月日

底質

標本数(定 点数)

項 目

出現種数(全 標本)

BioticIndex(総 個 体 数/出 現 種 数)

包括的多様度指数H'(bit)

出現上位種とその割合(種 数 ・%)

全出現生物の湿重量(g/m2

二枚貝・藻食巻貝の湿重量(g/m2

肉食性動物の湿重量(g/m2)

甲殻類の個体数比率(%)

多毛類の個体数比率(%)

帰化種種数

海岸の改変状況

後背地植生の自然度

得点合計

総個体数(全標本)
出現上位種(個 体数%)

(総個体数の5%を 超える種)

備 考.

吉野川

河口干潟

徳島県

小 干 潟70ha

河ロ干潟

1999/10/9

砂泥

25

測定値

42

17.17

3.473

6種

9.82

4.71

59.8

18.6

0

人工海岸

市街地等

得点

3

5

5

5

1

1

1

5

5

5

1

1

38

721

チゴ カ'ニ

コメツキがニ

フトヘナタリ

H8'θrO〃2傷 ∫舅5

ハナグモリがイ

Goniada

(30)
(19)
(10)
(io)
(s)
(s)

テLタ採 取単位(/1.00m2)?

標 本に任 意点を含む

個体数 計数されて

いない6種 を含む

(H'はniニ0で 計算)

自見川

河口干潟

大分県

大 干 潟750ha

河ロ・前浜複合干潟

1999/10/24

砂泥

50

測定値

112

95.20

3.434

4種

153.08

144.62

4.73

14.9

20.9

0

人工海岸

市街地等

得点

3

3

5

3

3

3

3

3

3

5

1

1

36

10662

アサリ

ボソウミニナ

イホ'キサゴ

H8∫870〃3傷'翼5sp.

(31)
(12)
(9)
(7)

テLタ 採 取 単 位(/1.00m2)

湿重量計測されていないものが多い

国造干潟

佐賀県

大 干 潟1000ha

前浜干潟

1998/10/6

超軟泥質

50

測定値

101

36.09

4.335

6種

487.29

461.77

2.63

14.6

15.5

1

半自然海岸

農業地

'得 点

3

5

5

5

5

5

3

3

5

3

3

3

48

3645

コケカ'ラスカ'イ

ト'ロフシ∂ツボ'

カワグチツボ

サルホ'ウガイ

ヒラタヌマコダキガイ

イトゴカイ科

(26)
(io)
(8)
(7)
(6)
(6)

テ」タ採 取単位(/0.20m2)

シマメノウフネガイを帰化 種

と判断した

標 本には任 意点を含む

上甑島

浦内湾干潟

鹿児島県

小 干 潟10ha

河口・前浜複合干潟

1998/10/3

砂礫

10

測定値

56

25.36

4.344

5種

42.43

28.47

4.37

34.4

29.6

0

半自然海岸

農業地

得点

3

5

5

5

1

1

3

5

3

5

3

3

42

1420

スナイソゴカイ

アラムシロガイ

コメツキカ'ニ

ムシモトキギンチャク零

スナウミナナフシ属

(17)
(16)
(14)
(7)
(5)

テLタ 採 取 単 位(/0.25m2)

アンパル干潟

沖縄県石垣島

小 干 潟30ha

マングローブ前 浜 干 潟

1998/10/20

サンゴ砂

10

測定値

48

190.4

1.506

1種

169.41

146.16

1.80

2.0

5.1

0

半自然海岸

自然地

得点

3

1

3

1

3

3

3

3

5

5

3

5

38

9140

ネシ∂ヒダ カワニナ (so)

デ ータ採 取 単 位(/0.25m2)



(3)調 査結果か ら見 た干潟生物調査手法(案)(平 成9年 度)の 問題 点 と対策

各地(10干 潟)の 調査結果 にお いて指摘 され た問題点等をま とめ ると表 の様に整

理す ることがで きる。

全国調 査手法(案)の 策定 に際 して、 これ ら指摘 された問題点 の中か ら参考 とすべ き項

目を以 下に解説 す る。

① 調査時期

干潟 生物調 査手法(案)で は干潟生物 の地調査時期を秋季の大潮時 としてい るが、 この

時期 では干潟 の一部が干出 しないので春季 にシフ トした方が よいのではないか との指摘 で

ある。

この点 につ いては本調 査の計画段 階においてすでに議論 されてい る。すなわち春季大潮

時の方が潮位差 が大き く干潟 の干 出が充分にい きわたるので好 ま しい ことは言 うまでもな

いが、以下の2点 へ の配慮か ら敢 えて秋季 と定 めた経緯 がある。

イ.年 度予算執行 のスター トと調 査業務 の地 方 自治体への移 管手続 きの事務処理が春季

大潮時 まで に完了 しない場合が少なか らず発生す る.

ロ.シ ギ ・チ ドリ類等の渡 り鳥 が干潟を索餌場 として利用 し始 め る秋季 のデー タが重要.

解 決策 と して は、春季大潮時の現地調査 を原則 とし、や むを得 ない場合 に限 り秋季 大潮

時で も良い と して努力 目標 を明示す ることが考 えられ る。

② 定量調査の地点数お よび1地 点 当た りの底質採取枠数

1測 線 当 りの定量調査地点数お よび1地 点 当 り4枠 の底質採取 は多す ぎて、現地での許

容作業 時間内にふ るい分け処理す ることが困難 であ るとの指摘、お よび歩行可能な大干潟

の場合 は地点 か ら地点への移 動距離 が大 きくな るため、必然的に移 動時間が増 大 し、現地

での試料 のふ るい処理 の作業時間が圧迫 され て所定時間内で の作業完了が困難 である との

指摘で ある。

なお歩行不可能 な軟泥干潟 の場合 の定量調査 は、満潮時に小型舟艇 を用 いて船上か らの

採泥作業 とな るので、特 に問題 の指摘はなか った。

干潟生物調 査手法(案)で の指示は表30に 示す内容 となってい る。

表30定 量調査の地点数お よび1地 点当た りの底質採取枠数

観察測線数

定量調査点数

1地 点 当た り

の採取枠数

任意調査点数

歩行可能

大干潟

4測 線

上部2点 以上

中部.3点 以上

下部3点 以上

計32点 以上

25cm25cm15cm

4枠

20地 点

中 ・小干潟

1測 線

上部3点 以上

中部4点 以上

下部3点 以上

計10点 以上

25cm25cm15cm

4枠

15地 点

歩行不可能

大干潟

4測 線

上部2点 以上

中部3点 以上

下部3点 以上

計32点 以上

エクマンハ"一シ"採泥器

5回

20地 点

中 ・小干潟

1測 線

上部3点 以 上

中部4点 以上

下部3点 以上

計10点 以上

エクマンハ"一シ"採 泥器

5回

15地 点
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通 常、 自然環境把握調査 にあっては、調査対象範囲が大 きくなれ ば必然的 に環境諸条件

の変化 の度合 い も多様化す る との認識 か ら、調査地点数 を多 く設定す る ことが原則 とな っ

てい る。 特に底 生生物 は局所 的、集 中的分布様式 を示 し、僅かな距離 の差 であるにも拘わ

らず存在 す る生物群集の 内容 が大 き く異 なる場合の少 な くない ことが知 られてい る。

したが って上記 の指摘 に基づ き、大干潟 の場合 の調査地点数、底 質採取枠数 を削減す る

ことは、 と りもなお さず現 況把握に必要な情報 量を少な くして全体 を判 断 しよ うとす るも

ので、不確 実性 を増す のみな らず、科学の合 理性 か らの後退 と言わ ざるを得 ない。本来的

な対処の仕方 と しては調査 人員の増員 によ り許容 時間内での作業完 了をはかるべ きはず の

ものであ る。

あ り得 る解決策 と しては、測線数 、地点数(定 量、任意)は 調査手法試案の通 りとし、

1地 点当 りの底 質採取枠数 を1～2枠 に軽減す ることが考 え られ る。

③ 現地での枠取 り試料の節い分 け作業

現地で採取 した底質試料 を箭い分 けるには 当然なが ら水 を必要 とす る。干潟は潮が引 く

ことに よって干出す る海底 で あるか ら、箭い分 け作業に充分 な海水 を得難い ことは言 うま

で もないが、 フィール ドワー クで は現地 の様々な状況変化 に応 じた創意 工夫 をもって対処

す るのが常識であ る。

この問題点 については、各調査地点 において大 きな穴を掘 り、そ こに しみ 出 した海水で

箭い分け作業 を行 うことで対 処可能であ る。

④ の り漁場 となってい る干潟 につ いて

佐 賀県国造干潟、 山口県千鳥浜～木屋川河 口干潟、大分 県 自見川河 口干潟の3ヶ 所はの

り漁場 とな ってお り、秋 の大潮期 はの りひびの建て込み 作業 と重な るため地元漁業者の協

力 ・同意が得 にくく、また調査範囲 は設置 されたの りひびで調 査行動が著 しく制限 され、

観察が行 えなか った との指摘 であ る。

この問題 に関 しては調査 時期 を春季 とす る以外 に解決策 はない。

⑤ 砂礫干潟 につ いて

砂礫 質の干潟(上 甑島浦内湾干潟)の 場合、干潟生物調 査手法(案)に 指示 した調査方

法では現地の状況に対応 できなか った との指摘である。

本干潟生物調査の候補 地域10ヶ 所 の うち砂礫質干潟 は1ヶ 所 のみであ り、全 国的 に見

て もこの よ うな干潟は ごく少数で ある。基本的 に本調査 は砂 泥干潟 を想 定 しているので、

調査範囲内にお ける礫 地面積が50%以 上で あれば、その区域 は調査ルー トか ら除外 して

差 し支えない。

なお礫 地帯で定量調査 を行 う場合 は、以下の よ うな現地対応 が考 え られ る。

規定枠 内(25cm×25cm×15cm)の 底質 を掘 り下げ、4～5㎜ 目の粗 いフルイ を用

いて粗礫 を分離 し、その中の生物は現地 で選別、ホルマ リン固定処理をす る。粗い フルイ

目を通過 した砂 泥分は更 に1mm目 のフルイで筋い分け、フル イ上の残留物 をホルマ リン

固定 して試料 とす る。 あるいは粗い フルイ 目を通過 した砂泥 分をそのままホルマ リン固定

し、実験 室に持 ち帰 って1mm目 のフル イで節 い分 け試 料を作成 して も良い。

⑥ 底質の酸化層の厚 さ測定

甑島浦内湾干潟 は礫質 であ るため、底質 中にパイプを打 ち込 む ことができず、 またス コ

ップで穴を掘 って も浸 出水 が多 く、酸化層 の確認 がで きなか った との指摘であ る。
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この測 定項 目の 目的は、砂泥干潟 にお ける細粒分のつま り方 と有機物 の分解 に伴 う硫化

物発生 で生 じた堆積物 の黒色変化 、灰色変化 の境界層を見極 めるこ とにある。 したが って

堆積物 のコア採集 ができず 、ハ ン ドシャベル で掘って断面を露 出 させて もす ぐに底質が崩

壊 して しま うほ ど堆積粒子相互の密着性がな く、粒子 間の間隙が大 きい場合は、少な くと

も掘 り下げた深 さまで還元層 との境界はない と断定できる。大型ス コップで掘 った場合 も

同様 であれ ば、その深 さまで還元層境界 はない とみな して良い。

⑦ 底質の臭気

臭気 の判 定は、衛 生試 験法注解 の基準ではその他 に該 当す る場合 が多 く、また判 定の個

人差 が大 き くてデー タ としての統一性 に欠 けるのではないか との指摘であ る。

臭気測定の 目的 は硫化水素臭お よび動植 物の腐敗臭 の有無 の確認 にあ って、淡 い磯臭 さ、

海藻臭等 があるか どうかは調 査の主眼ではな く、 また、衛 生試験法注解 の基準 がこの場合

に妥 当で あるか も問題 であ る。デー タ としての統一性 に欠けるのであれ ば削除す ることも

考 え られ る。

⑧ 底質 中の非生物 、非鉱物 の分別

干潟生物調 査手法(案)で は採取 した底質 を節い分 けた際 、フルイ上に残 るプ ラスチ ッ

ク、木材 片、枯葉 、動物の骨 、羽毛、貝殻等を分別 し、内容 と重量 を計測 ・記録 す るよ う

指示 している。 この作業量が意外に大 きく、本 来的調査作業 に時間的圧迫 を加 える結果 と

なっている との指摘 である。

この項 目のデー タが集積 され、一覧表形式 にま とめ られて もその効果 的な活 用分野 が差

し当た り見いだせ ないのであれ ば、削除す ることが考 え られ る。

⑨WWF-JapmScienceReportvol.3に 示 され た 「注 目すべ き種」

干潟生物調査手法(案)で は、絶滅 、絶滅寸前、危険、希少に該 当す る種 が採集 された

場合 は、その総個体数お よび総湿重量 を測定す ることと してい る。但 しこの長大 な リス ト

にあげ られた貝類の数十 は通 常の貝類図鑑 には図示 され ていない うえ、成 貝で も5㎜ に

満たな い大 きさで、 リス トを作成 した福 田宏氏(現 岡山大学理学部助教授)ほ か数名 しか

正確な 同定で きない種や新種 であるこ とは確 認 され たが未記載 で和名だ けが先行 して与 え

られてい る種を含んで いる。福 田氏 も初 めて写真 とつきあわせ て見た人が絵合わせだ けで

同定 した標本は信 用 しが たい としてお り、可能性 のある種 は送付 されれば 自身で 同定 した

いとの意向である。

また この リス トには南西諸 島が主産地で、本 土での分布 の可能性があ る種で も南九州、

南 四国、紀伊 半島 くらいに しか出現 しない種 が多 く含 まれてい る。

この 項 目の指 示 を生 かす とす れ ば 、各 県の調 査 担 当者 の手 元 にWWF-Japan'Science

Reportvo1.3及 び写真版 の複製 を配布す る必 要がある。 同時 に、貝類 の同定に不慣れ な人

が無駄 な検索努 力をす るの を回避す るためには、そ のよ うな種 について コメ ン トを付記 す

る必要がある と思 われ る。(菊 池委員の指摘)
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表29-1干 潟 生 物 調 査 手 法(案)に 関 す る問題 点

調査場所

佐賀県

国造干潟

鹿児 島県 上甑

島浦内湾干潟

諸要素

調 査 時 期1998.10.6.～

12

規 模 大 干 潟1000ha

タイ プ 前 浜 干 潟 、

超 軟 泥質

調 査 時 期1998.10.3.～

6.&ll.1.～2.

規 模 小 干 潟

タ イ プ 河 口 ・前 浜 複

合 干 潟 、 礫 質

問題点

調査 は小型 舟艇 を利 用 した.の り養 殖漁場

で あ るため漁船 が輻積 し、調査 に支障が あ

った.の り養 殖網 の支柱 に よ り調査 船の航

行 が著 しく制 限 され 、 目視観 察 も充分 に行

うこ とができなか った.

礫質 干潟 で あ るた め調 査手法(案)の 準拠

が困難 であった.

①小 さな巣 穴につ いてはス コ ップで掘 って

種 の確認 をす ると指 示 され てい るが 、礫 で

は掘 る こと事 態が困難 である.

提案;底 質 に よる生 物分布 の特徴 や巣 穴 ・

棲 管の 見分 け方 をマ ニ ュアル に記載 し、現

地作業 の効 率化 を図る.

② 定量調 査 のた めの方形枠 の打ち込み が礫

質 の場合 は 困難 で ある.ま た採 取 した底 質

を1㎜ 目の フルイで箭い分 けた後の試料

が、最 大38kgに も達 し、運搬 に苦労 した.

提案;礫 干潟 の場合 は方形枠 内 を一律 に掘

り取 るので はな く、熊手 の よ うな道 具で素

早 く掘 り返 して生物 をサ ンプ リングす るの

が適 当 と思われ る.

③ 底質 の酸化 層 の測 定 でパ イプ を打ち込む

ことが で きず 、 またス コ ップで穴 を掘 った

場合 も浸出水 が多 く確認 できなか った.

④ 干潟 の臭気 は衛 生試験 法注解 の基 準で は

その他 に該 当す る場合 が多いのではないか.

⑤ 定量 調査 にお け る來雑物 の ソー テ ィング

が煩雑 で時間がかかった.

提案;來 雑 物の分類 群 を簡単 にす る.植 物

破 片、動物破 片、人工物
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表29-2干 潟 生 物 調 査 手 法(案)に 関 す る 問題 点

調査場所

沖縄 県石 垣島

アンパル干潟

愛知県

汐川干潟

和歌山県

和 歌 川 河 口干

潟

諸要素

調 査 時 期1998.10.20.

^一22 .

規 模 小 干 潟30ha

タ イ プ マ ン グ ロ ー ブ

林 前 浜 干 潟 、'

サ ン ゴ 砂 質

調 査 時 期1999.10.21.

^一22 .&11.23.

規 模 中 干 潟280ha

タ イ プ 河 口 干 潟 、

砂 泥 質

調 査 時 期1999.9.25・&

10.9.

規模 小干潟35ha

タイプ 河 口干潟

砂泥質

問題点

マ ング ローブ樹林 が広 く分布 してい て、樹

上棲 の腹 足類 、甲殻類や 、樹 間に営巣す る

オキナ ワアナ ジャ コが生 息す る.こ のよ う

な生物群 が方形枠 法に よる定量調 査で は抜

け落 ちて しま う.

① 潮 が引 き始 め る時刻 に潮 間帯上部 か ら調

査 を開始 し、潮 が満 ち始 めるまで の時間 内

に25地 点の生物試料採取 は困難で あった.

実際 的に はル ー ト上 の10地 点が妥 当 と思

われ る.

② ル ー ト設定 には事前 の充分 な踏査 が必要

であ り、ルー トを決定 した ら目印の ポール

を設置 してお くと良い.

③ コ ドラー ト法 で採 取 した底質試 料 をその

場 で筋 い分 け るこ とは時 間的 に困難 であっ

た.今 回は採 取地点 毎 の試 料 を潮 間帯上 部

ま で運び上 げてお き、全 点の採取 作業が終

了 して潮 が満 ちてきた頃 ま とめて節い分 け

を行 った.日 没 までに終 了 しな い ことが あ

り、夜間車 の ライ'トを点灯 して作 用 を継 続

した.こ のよ うな事態 が生 じたの は指定 さ

れ た25cm×25cmXl5cm方 形枠4枠 の採

取が 、量的 に多す ぎる ことが原 因 と思われ

る.

① 調査担 当者 の根 拠地 と調査地 とが離れ て

い る場合 、既知 デー タ(汀 線 の位 置等)の

入手 に制約が大きい.

②秋 季 の大潮は潮位 差 と干出時 間が少 な く

調査 時 間を十分 に確保 できない.特 に底 質

を鯖 い分 ける時間が圧倒的 に不足す る.

③調 査範 囲全体 の地形 図作成 に際 し、低 い

地点か ら斜めに{府瞼す るよ うになるの で、
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表29-3干 潟 生 物 調 査 手 法(案)に 関 す る問題 点

調査場所

山 口県 千 鳥 浜

～ 木 屋 川 河 口

干潟

徳島県

吉野川 河 口干

潟

諸要素

調 査 時 期1999.10.23.

～26 .

規 模 大 干 潟(1000ha)

タイ プ 河 口干 潟

超 軟 泥 質

調 査 時 期1999.10.9.～

11.&22^一24

規 模 小 干 潟70ha

タ イ プ 河 口 干 潟

砂 泥 質

問題点

正確 さに欠 ける.

④ 酸化層 の厚 さを見 るためのパ イプの打 ち

込みができない.

⑤ 成帯構 造図 に量的 な要素 を入れ るこ とが

困難.

⑥MHWS、MHWN、MLWN、MLWSを 決 め

る根拠 となるデー タが手元 にない.

⑦干潟 の ほぼ全 域 が低 潮帯 に位 置 してい る

ので、帯状分布 が描 きづ らか った.

①大 干潟で ある こ とか ら調査 測線 の長 さが

最大3.5㎞ 、測線間 の距離が200m程 度にな

る.

②濡 、超軟泥帯 、 の りひび等 で歩行可能 な

ルー トが寸断 され ていた.

③底 質 を鯖い分 けるの に必 要な海水 が得 ら

れない.

④秋 の大潮 では充分 な干 出時間が得 られ な

い.

⑤秋 の大潮 では指示 され た調 査範囲 が前部

干出 しない.

⑥ の り漁場 であ るため秋季 は種網 の張 り込

み時 期 に当た り、漁 業者 の協力が得 られな

い.

⑦臭 気の判定 に個人 差が大 きき影響 し、統

一が とれない可能性 が高い.

提案;調 査時期 は春 の大潮期 とす るのが妥

当であ る.臭 気 測定 に 当たっては臭気判 定

士に よる講習 を受講す る.

①調査地点の設 定

25地 点の設 定 には全 ての対象 区域 を ジ

グザ グに とって地点 の設 定 を行 ったが、吉

野川 河 口干潟 は3区 域 に分 断 され ているの

で、それ ぞれ の区域特性 を考慮 した選 定基
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表29。4干 潟 生 物 調 査 手 法(案)に 関 す る問 題 点

調査場所

大分県

自見 川 河 口干

潟 ・

諸要素

調 査 時 期1999.10.24.

～28 .

規 模 大 干 潟750ha

タイ プ 河 口 ・前 浜複

合 干 潟

砂 泥 質

問題点

準 が望 まれ る.

②ベ ン トス枠取 り採取につ いて

4枠 の底質試料 を現地 で1㎜ 目のフル

イ で節い分 け るにはあ る程度 熟練 が必要 に

思 われ る.今 回 は研 究室 に持 ち帰 って水道

水 で筋い分 け した.1地 点4枠 の採 取料 は

多す ぎて、労力 的に無理が ある.

① 大干潟 であるこ とか ら調査測線 の長 さが

最大3.5㎞ 、測線 間の距離が200m程 度 にな

る.

②濡 、超軟泥帯、の りひび等で歩行 可能 な

ルー トが寸断 されていた.

③底質 を筋い分 けるのに必 要な海水 が得 ら

れ ない.

④秋の大潮では充分な干出時間が得 られ な

い.

⑤秋の大潮では指示 され た調査範 囲が前部

干 出 しない.

⑥の り漁場であ るため秋季 は種網の張 り込

み時期に当た り、漁業者 の協力が得 られな

い.

⑦臭気ゐ判 定に個人差 が大 きき影響 し、統

一が とれない可能性 が高い.

提案;調 査時期 は春 の大潮期 とす るのが妥

当であ る.臭 気測 定に当た っては臭気判定

士に よる講習を受講す る.
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8.干 潟 生物 調 査 手 法 案

平成9年 度 に作成 した 「干潟生物調査手 法(案)」 及び前述の7(2)を 基 に次のよ う ・

な調 査手法案 を作成 した。

(1)調 査方針

(1)一1調 査の 目的

日本全 国の干潟の生物学的な類型 区分 を行 うことを 目的 とす る。

(1)一2調 査期間

平成 年度～平成 年度

(1)一3調 査時期

原則 として春期(5～6月)の 大潮時 とす るが、やむを得 ない場合 に限 り秋期(9～

10月)の 大潮時で もよい。

(2)調 査内容

(2)一1調 査項 目(表31)

i)砂 ・泥質の干潟(歩 行可能)

ア.定 性調査(目 視観 察)

a.底 質分布

b.地 形的特徴 の観 察

c.生 物の分布 ・出現状況

イ.定 量調査

a.底 質の酸化 層の厚 さ

c.マ クロベ ン トス

ウ.鳥 類調査

h)超 軟泥質 の干潟(歩 行不 可能)

ア.定 性調査(目 視観 察)

a.底 質分布

b.地 形的特徴 の観 察

c.生 物の分布 ・出現状況

イ.定 量調査

a.マ クロベ ン トス

ウ.鳥 類調査

表31調 査項 目と収集デー タ

調査項目

定性調査

定量調査

鳥類調査

底質分布

地形的特徴

生物の分布状況

底質の酸化層

マ クロベ ン トス

既存資料の利用

収集 デー タ

底質 の種類(転 石,礫,砂,泥,軟 泥,砂 泥)

干潟 の微 地形 分布'(濡,潮 溜ま り,凸 地,満 潮線,干 潮線,

後背 地の植 生)

表生 生物 の水平分布 と帯状分布構造

酸化層 の厚 さ(大 干潟50地 点,中 ・小干潟25地 点)

種毎 の個 体数 と湿重量(大 干潟50地 点,中 ・小 干潟25地 点)

種数 と数 量(季 節毎),利 用状況(索 餌場,休 息場)
希少種 ・絶滅 危惧 種等の出現状況
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,(2)一2調 査方法

i)砂 ・泥質の干潟(歩 行可能)

ア.定 性調査(目 視観察)

以下に示す干潟の様 々な特徴(底 質分布 、地形的特徴 、生物の分布 等)の 平面的分

布状況 を、 目視観察 によ り定性的 に把握する。

調査 に当っては現地の状況に応 じた任意 のジグザグ状ルー トを適宜選定 し、双眼鏡

を用いてルー トの両側約590mの 範囲を観察す る。

留意事項

・調査班の編成 は1班3人 編成を 目安 とす る。

・調査当 日までに現地の概況踏査を行い、任意ルー トの決定、 目印ポールの設置 な

どの準備作業を済ませてお く。

・ジグザ グルー トの起点はで きるだけ調査対象域の最上部の生物群集が分布 してい

る場所を選ぶ よ うに留意する。例 えば潮上帯 の ヨシ群落、護岸基部の タマキビ類群

集分布地点、アカテガニ ・ベ ンケイガニ群集分布地点な ど。

・干潟は平坦 で距離感がつかみにくいため、任意のルー トの設定に当たっては、最

初に基点か ら汀線方 向に50m毎 に目印のポール(園 芸用の1.5m程 度 のもの)な

どを直線状 に並べて設置すると観察地点の位置の把握に便利 である。

・目印ポールの設置は、潮が引き始める時刻になった ら潮間帯上部か ら開始す ると、

作業時間を合理的に使 うことができる。

・現地に潮位表を携帯 し、潮の引き加減 と時間か ら中潮帯の位置お よび地形 勾配の

決定の参考 とす る。

・観察野帳は耐水紙 を用 いるほ うがよい。

・砂泥干潟の場合 、 しば しば歩行観察の困難な場所があるので、事前に漁業協同組

合や漁業者か ら情報を得 てお くことは有効である。

なお任意のルー ト選 定に際 して大干潟(300ha以 上)と 中干潟(100～300ha)・ 小干

潟(100ha以 下)と ではそれぞれ以下の点に留意す る(図56参 照)。

【大干潟(300ha以 上)】

調査範囲の両端付近および中央部の2地 点の計4地 点において、干潟の最上部(陸

側)か ら最下部(海 側)に 向かって、濡筋や潮溜 ま り、凸地等の地形状況 を充分チェ

ックできるよ うなジグザグ状のルー トを設定す る。

【中干潟(100～300ha),小 干潟(100ha以 下)】

調査範囲の干潟の最上部(陸 側)か ら最下部(海 側)に 向かって斜 め方向に横切 る

ことを原則 と し、濡筋や潮溜ま り、凸地等の地形状況を充分チ ェックできるよ うなジ

グザグ状のル ー トを設定す る。

【水路によって複数に分断 されている河 口干潟 】

両河岸に接続 した干潟の底質が同様の場合は、よ り面積の大 きいものを、底質が異

なる場合は両方 について、および河 口中央部に近 く位置す るもゐについて、大干潟、

中 ・小干潟に準 じたルー トの設定を行 う。
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〈大干潟の場合〉

陸側

沖側

〈中 ・小干潟の場合〉

陸側

沖側

図56・ 任意の 目視観察ルー ト選定模式

a.底 質分布

干潟 において底質の種類(転 石、礫、砂、泥、軟泥、砂泥)が どのよ うな状況で

分布 しているかを 目視観察 し、概略の底質分布 を後述の干潟の微地形図中に記入す

る。

転石

礫

砂

泥

軟泥

砂泥

拳大以上の石

粒径2mm以 上

粒径0.i～2mm水 中で撹拝す るとす ぐ沈殿す る.

粒径0.1㎜ 以下 水 中で麟 しても沈殿Uこ くい.

泥質が極 めて軟質で膝のあた りまで没 し歩行が困難な場合.

砂 と泥の混合.

b.地 形的特徴 の観察

干潟における流入河川の流路、濡 、潮溜 ま り、凸地(マ ウン ド)な どの微地形的

特徴お よび満潮時 ・干潮時の汀線 の位 置の概略を 目視観察 によって確 定 し、干潟の

微地形図を作成す る。

なお潮 間帯上部の満潮線付近に植物群落が分布する場合は、群落の分布状況(位

置 と規模)、 群落名 を記録 し、微地形図中に記入する。群落名 は優 占種名 を冠 した

もの とす る(ex.ア ッケシソウ群落、ハママツナ群落、アイアシ群落等)。

c.生 物 の分布 ・出現状況

調査範 囲内にお ける概略の表生生物の水平分布状況(図57参 照)を 目視観 察に

より作図す る。海草 ・海藻類が密 に分布す る場合は典型的な10ヶ 所において種類

毎の被度階級(1m×1m方 形枠内;表32参 照)を 記録 ・撮影す る。疎 らに点生

す る場合はその程度(50m×50m当 た り何 ヶ所)を 記録す る。
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図57千 葉県小櫃川河 口周辺 の干潟 における代表的な底生動物の分布
(干潟の生物観 察ハ ン ドブック,1974;秋 山 ・松 田)

表32海 草 ・海藻の植生被度区分

被度区分の基準

海底面がほとんど見えない

海底面よりも植生の方が多い

植生よりも海底面の方が多い

植生はまばらである

植生はごくまばらである
'植生はない

区 分

濃

密

疎

点

生

生'

生

生

極 く点生

な し

被度階級

5

4

3

2

1

0

植被率(%)

75以 上

5075

2550

525

5

0'

補完的な情報 として、後述す る定量調査点お よび任意の調査点の周辺 で、動物の

巣穴や糞塊 ・排出土の分布密度(1地 点当た り50cm×50cm方 形枠を4ヶ 所)も

適宜記入す る。 なお巣穴や糞塊 ・排 出土の形状 によって種類の推定が可能なものに

ついては種名 を記録する。但 し小 さな巣穴の場合は 甲殻類 ニホンスナモ グリに よる

ものか、ゴカイ科多毛類によるものかをスコップで掘 って確認す る。

なおジグザグルー トの 目視観 察お よび後述の定量調査の結果 を基に、潮間帯上部

か ら潮間帯下部 にかけての生物の帯状分布構造(図58参 照)を 作図す る。
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図58干 潟底生動物の成帯構造.(九 十九里海岸.一 宮川河 口干潟の例)
(河 口 ・沿岸域の生態学 とエ コテク9ノロジー,1988;栗 原)

留意事項

・水路によって複数 に分断 されている河 口干潟の場合は、小型舟艇の使用、2班

以上の編成を検討す る。

・特に潮上帯最上部 に分布す る腹足類は見落と しやすいので注意 して観察する。

・目視観察で歩行 中、サンプ リングの必要性のある生物が発見 された場合に備 え、

小 さな ビニール袋 を携行す る と便利である。

・底質(泥 ,砂)の 判断の際、100ml程 度のガラス瓶に試料 と海水をいれ撹揖≧し

て見極 める方法がある。

・海岸 に分布す る植物名 の判定に当たっては、小型のハ ンディな図鑑を携行す る

と便利 である。

例 ①高山 ・海岸の植物(自 然観察シ リーズ5);牧 野晩成著,小 学館

②野に咲 く花(山 渓ハンデ ィー図鑑1);林 弥栄監修,山 と渓谷社

イ.定 量調査

①大干潟の場合

4地 点における任意のルー トのそれぞれ において潮 間帯上部で2点 、潮間帯中部で

3点 、潮 間帯下部で3点 の計32点 において、底生生物(マ クロベ ン トス)の 定:量的

分析のための試料を採集する。

a.底 質の酸化層の厚 さ ・

上記 の.32地 点お よび任意の20地 点において、 口径50mm程 度の透 明なパ

イプを干潟基底 に打 ち込んで底 質のコアーサンプル を採取 し、酸化層の厚 さ(表 面

か らの距離)を 測定す る。パイプを打ち込む深 さは還元層 まで とす る。

b.マ クロベ ン トス

上記の32地 点 において、25cm×25cm×15cmの 方形箱 を用いて深 さ

15cmま での底質 を1地 点当た り2枠 採取する。なお15cm以 深の底質中に大

型多毛類 の生息が認め られた場合 は更に30cmの 深 さまでの底質 を採取する。
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採取 した底質 は1mmメ ッシュのフルイ を用いて底質 中の生物 をふ るい分 け、10

%中 性 ホルマ リン海水で 固定 し、実験室 に持 ち帰 って、生物 のソーテ ィング、種の

同定 ・計数、湿重量の測定 を行 う。

また、 この32地 点以外の任 意の18地 点*1に お いて同様の要領 で底 生生物 の試

料 を採 取 し、現地にて1mmメ ッシュのフルイ を用 いて底質 中の生物 をふるい分 け、

10%中 性 ホル マ リン海水 で固定 し、実験室 に持 ち帰 って、生物 の ソーテ ィング、

種 の同定 ・計数 、湿重 量の測定 を行 う。

なおWWFJapanScienceReportVo1.3に 示 された注 目すべき貝類(絶 滅,絶 滅寸

前,危 険,希 少等;付 表2参 照)に 該 当す る可能性 のある種が試料 中に認 め られた

場合は、福 田宏氏(現 岡 山大学理学部教授)に 標本 を送付 して同定 を依頼す る。

(*1):任 意の18地 点の選定 に際 しては㍉4本 の設定ルー トの間を補完す ると同

時に潮 間帯上 ・中 ・下の各部位 に均等に配分 され るよ う留意す る。

留意事 項

・調査班 の編成 は1班3人 の2班 編成以上で対応す ることが好 ま しい
。

・道具類 を小型 のプ ラスチ ック製 ソリや背負籠(し ょい こ)に 乗せ て移動す る と

便利 である。

・サ ンプル の収納 は、 ポ リ瓶 は嵩張 るため布 袋あ るいは厚手の ビニール袋を用い

た方 が便利で ある。

・試料の採取地点番号はガ ムテー プ等で作った ラベル にマ ジックイ ンクで記入 し
、

試料 と一緒に ビニール袋の 中に入れてお くと確実 である。

・底質 をフルイにか ける時は、試 料採 取地点 の付近 に大 きな穴を掘 りそこに浸み

だ した海水 中で行 うと海 水を運ぶ手間が省 けてよい。

・方形箱内の底質 を掘 り取 る小型移植 スコ ップの他に
、大 きな穴掘 り用の頑丈 な

大型 ス コップは必需 品であ る。

② 中 ・小干潟 の場合

陸か ら沖方向に調査範 囲を斜 めに横切 るジグザ グ状のル ー トに沿 って、潮間帯上部

で3点 、中部 で4点 、下部 で3点 の計10地 点において底 生生物(マ クロベ ン トス)

の定量的分析 のための試料 を採集す る。

a.底 質 の酸化層の厚 さ

上記 の10地 点お よび任 意 の15地 点 において、 口径50mm程 度の透 明なパ イプ

を干潟基底 に打 ち込んで底質 のコアーサ ンプル を採取 し、酸化層の厚 さ(表 面 か ら

の距離)を 測定す る。パイ プを打 ち込む深 さは還元層 まで とす る。

注意事項

・底質が砂礫 質でパイプの打 ち込みがで きない場合 は、スコップで穴を掘 り底質の

露 出 した断面が直 ぐに崩壊 す るか ど うか を確認す る。断面が崩壊す るよ うで あれば 、

それは堆積粒 子相互の密着性 がな く、粒 子間の間隙 が大 きいので、掘 り下げた深 さ

までは酸化層 で、還 元層 との境 界はない と断定で きる。

b.マ クロベ ン トス

上記 の10地 点にお い℃、25cm×25cm×15cmの 方形枠 を用 いて深 さ15cmま
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での底質 を、1地 点当た り4枠(合 計50cm×50cm×15cm)採 取す る。 なお15cm以

深 の底質 中に大型 多毛類 の生息が認 め られ た場合 は更 に30cmの 深 さまでの底質を

採取す る。

採取 した底 質は1mmメ ッシ ュのフル イを用 いて底質 中の生物をふ るい分け、10

%中 性 ホル マ リン海 水で固定 し、実験 室に持 ち帰 って、生物の ソーテ ィング、種の

同定 ・計数 、湿 重量の測定を行 う。

また、 この10地 点以外の任 意の15地 点*2に おいて同様の要領 で底生生物 の資

料 を採 取 し、現地にて1mmメ ッシュの フルイを用いて底質 中の生物 をふ るい分け、

10%中 性 ホルマ リン海 水で固定 し、実験室に持ち帰 って、生物の ソーテ ィング、

種 の同定 ・計数、湿重量の測定 を行 う。

なお、礫 質干潟は全国的 に見て もごく僅かであ るが、調査範囲 内にお ける礫 地面

積 が50%以 上であれば、その 区域は調査ル ー トか ら除外す る。

礫 質帯で定量調査 を行 う場合は、規定枠内(25cm×25cm×15cm)の 底質 を

掘 り下げ、4～5mm目 の粗い フルイ を用いて粗礫 を分離 し、その 中の生物 はその場

で選別 、ホルマ リン固定す る。粗い フルイ 目を通過 した砂泥分は更 に1mm目 の フル

イで節 い分 け、 フルイ上の残留物 をホルマ リン固定 して試料 とす る。 あるいは粗い

目を通過 した砂泥分 をその ままホルマ リン固定 し、実験 室の持 ち帰 って1mm目 の フ

ルイで箭 い分 け試料 を作成 して もよい。

なおWWFJapanScienceReportVo1.3に 示 された注 目す べき種(絶 滅,絶 滅寸前,

危険,希 少 等;表 参照)に 該 当す る可能性 のあ る種 が試料 中に認 め られ た場合は、

福 田宏 氏(現 岡 山大学理学部教授)に 標 本 を送付 して同定を依頼す る。

(*2):任 意の15地 点の選定 に際 しては、潮 間帯上中下の各部位 に均等 に配分 さ

れ るよ う留意す る。

留意事 項

・調 査班の編成は1班3人 の1班 編成以上で対応 す ることが好 ま しい。

・道 具類 を小型のプ ラスチ ック製 ソ リや背負籠(し ょい こ)に 乗せ て移動す ると

便利 であ る。

・サ ンプルの収納は、ポ リ瓶は嵩張 るため布 袋あ るいは厚手の ビニール袋 を用い

た方が便利 であ る。

・試料 の採 取地点番号 はガ ムテープ等で作 った ラベル にマジ ックイ ンクで記入 し、

試料 と一緒に ビニール袋の 中に入れてお くと確 実であ る。

・底 質を フルイにか ける時 は、試料採 取地点の付近 に大きな穴 を掘 りそ こに浸み

だ した海水 中で行 うと海 水 を運ぶ手間が省 けて よい。

・方形箱 内の底 質を掘 り取 る小型移植 ス コップの他 に、大 きな穴掘 り用の頑丈な

大型 ス コップは必 需品で ある。

・道具類 を小型 のプ ラスチ ック製 ソ リや背負 籠(し ょいこ)に 乗せ て移動す ると

便利 であ る。

③水 路に よって複 数に分断 されてい る河q干 潟 の場合

両河岸 に接続 した干潟の底質が同様 の場合は、 よ り面積 の大 きい干潟 につ いて、陸

か ら沖方 向に調査範 囲を斜 めに横切 るジグザグ状 のル ー トに沿 って、潮間帯上部で3
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点、中部で4点 、下部で3点 、お よび河 口中央部に近 く位置す る干潟 について2点 の

計12地 点において底生生物(マ クロベン トス)の 定量的分析のための試料 を採集す

る。

両河岸 に接続 した干潟の底質が異なる場合は両方の干潟について各々、陸か ら沖方

向に調査範囲を斜めに横切 るジグザグ状のルー トに沿って、潮間帯上部で2点 、中部

で2点 、下部 で2点 、お よび河 口中央部 に近 く位置す る干潟 について2点 の計14地

点において底生生物(マ クロベ ン トス)の 定量的分析のための試料を採集す る。

a.底 質 の酸化層の厚 さ

上記 の10地 点お よび任意の15地 点 において、口径50mm程 度の透明なパイプを

干潟基底 に打ち込んで底質の コアーサンプル を採取 し、酸化層の厚 さ(表 面か らの

距離)を 測定す る。パイプを打 ち込む深 さは還元層まで とす る。

注意事項

・底質が砂礫質でパイプの打ち込みがで きない場合は、スコップで穴を掘 り底質の

露出 した断面が直 ぐに崩壊す るか ど うかを確認す る。断面が崩壊するよ うであれば、

それ は堆積粒子相互の密着性がな く、粒子 間の間隙が大きいので、掘 り下げた深 さ

までは酸化層で、還元層 との境 界はない と断定できる。

b.マ ク ロベ ン トス

上記の10地 点において、25cm×25cm×15cmの 方形枠を用いて深 さ15cmま

での底質 を、1地 点 当た り4枠(合 計50cm×50cm×15c血)採 取す る。なお15cm

以深の底質 中に大型多毛類の生 息が認め られた場合 は更に30cmの 深 さまでの底質

を採取す る。

採取 した底質は1㎜ メッシュのフルイ を用いて底質中の生物をふるい分 け、10

%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、実験室 に持 ち帰って、生物の ソーテ ィング、種の

同定 ・計数、湿重量の測定を行 う。

また、 この10地 点以外の任 意の15地 点*2に おいて同様の要領 で底生生物の資料

を採取 し、現地にて1mmメ ッシュのフルイを用いて底質中の生物 をふるい分け、

10%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、実験室に持 ち帰って、生物 の ソーテ ィング、

種の同定 ・計数、湿重量の測定 を行 う。

なお、礫質干潟 は全国的に見て もごく僅 かであるが、調査範 囲内にお ける礫地面

積 が50%以 上であれば、その区域は調査ルー トか ら除外す る。

礫質帯で定量調査 を行 う場合いは、規定枠内(25cm×25cm×15cm)の 底質を

掘 り下げ、4～5mm目 の粗 いフルイ を用いて粗礫 を分離 し、その中の生物はそ

の場 で選別 、ホル マ リン固定す る。粗い フルイ 目を通過 した砂泥分は更に1mm

目の フルイで箭 い分け、フルイ上の残留物 をホルマ リン固定 して試料 とする。 ある

いは粗 い 目を通過 した砂泥分をそのままホルマ リン固定 し、実験室の持ち帰 って1

,mm目 の フルイで箭い分け試料 を作成 して もよい。

なおWWFJapanScienceReportVol.3に 示 された注 目すべき種(絶 滅,絶 滅 寸前,

危険,希 少等;付 表2参 照)に 該 当する可能性のある種が試料 中に認め られた場合

は、福 田宏氏(現 岡山大学理学部教授)に 標本 を送付 して同定 を依頼す る。

(*2):任 意の15地 点の選 定に際 しては、潮間帯上中下の各部位 に均等に配分さ
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れ るよ う留意す る。

留意事項

・調査班の編成は1班3人 の2班 編成以上で対応す ることが好ま しい。

・河 口中央近 くに位置する干潟に徒歩でアプローチできない場合 には小型舟艇を

利用す る。

・道具類を小型のプラスチ ック製 ソリや背負籠(し ょいこ)に 乗せて移動す ると

便利である。

・サ ンプル の収納 は、ポ リ瓶は嵩張 るため布袋あるいは厚手のビニール袋を用い

た方が便利 である。

・試料の採取地点番号は ガムテープ等で作 ったラベル にマ ジ ックイ ンクで記入

し、試料 と一緒に ビニール袋の中に入れてお くと確実である。

・底質をフルイにかける時は、試料採取地点の付近 に大きな穴を掘 りそこに浸み

だ した海水中で行 うと海水 を運ぶ手間が省けて よい。

・方形箱内の底質を掘 り取 る小型移植 スコップの他 に、大 きな穴掘 り用の頑 丈な

大型スコップは必需品である。

・道具類 を小型のプラスチ ック製 ソリや背負籠(し ょい こ)に 乗せ て移動す ると

便利である。

ii)超 軟泥干潟(歩 行不可能)

底質が極めて軟質で歩行 しよ うとした場合 など、体の相 当部分が泥 中に没 して調査

遂行が困難な干潟におては、以下の方法で調査を行 う。

ア.定 性調査(目 視観察)

濡筋な ど歩行可能 なルー トに沿って歩きなが ら、双眼鏡 を用いてルマ トの両側約5

0mの 範囲について、以下に示す干潟の様々な特徴の平面的な分布状況を 目視観察す

る。

留意事項

・歩行可能 なルー トの起点はできるだけ調査対象域の最上部 の生物群集が分布 し

ている場所 を選ぶ よ うに留意する。例 えば潮上帯の ヨシ群落、護岸基部の タマキ

ビ類群集分布地点、アカテガニ ・ベ ンケイガニ群集分布地点など。

・干潟は平坦で距離感がつかみに くいため、濡筋 などの基点か ら汀線方向に50

m毎 に 目印のポール(園 芸用の1.5m程 度の もの)な どを並べて設置す ると観察

地点の位置 の把握 に便利 である。

・目印ポールの設置は潮が引 き始 める時刻 になった ら潮 間帯上部か ら開始す る

と、作業時間を合理的に使 うことができる。

・現地に潮位表を携帯 し、潮の引き加減 と時間か ら中潮帯の位置および地形勾配

の決定の参考 とす る。

・観察野帳 は耐水紙 を用いるほ うがよい。

・軟泥干潟 の場合 、濡 筋でも歩行観察の困難 なことが多いので、事前に漁業協同

組合や漁業者か ら情報 を得 てお くことは有効 である。

a.底 質分布
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干潟 において底質の種類(転 石 、礫、砂、泥、軟泥、砂泥)が どの ような状況で

分布 しているかを 目視観 察 し、概略の底質分布 を後述の干潟の微地形図中に記入す

る。

転石:拳 大以上の石

礫:粒 径2mm以 上

砂:粒 径0.1～2mm水 中で撹拝す るとす ぐ沈殿する.

泥:粒 径0.1㎜ 以下 水中で麟 して も沈殿Uこ くい.

軟泥:泥 質が極めて軟質で膝 当た り迄没 し歩行が困難な場合.

砂泥:砂 と泥の混合.

b.地 形的特徴の観察

干潟における流入河川 の流路、濡、潮溜 ま り、凸地などの微地形的特徴および満

潮時 ・干潮時の汀線の概 略を目視観察に よって確定 し、干潟の微地形図を作成する。

なお潮上帯の満潮線付近に植物群落が分布する場合 は、その位置 と規模 、群落名

を記録 し、微地形 図中に記入する。群落名 は優 占種名を冠 したもの とする(ex.ア

ッケ シソウ群落、ハママ ツナ群落、アイ アシ群落等)。

c.生 物の分布 ・出現状況

干潟全域について表生生物の概略の水平分布状況(図57参 照)を 目視観察によ

り作図す る。海草 ・藻類が分布する場合は、典型的な10ヶ 所において種類毎の被

度階級(表32参 照)を 記録 、撮影する。

その際、補完的な情報 として、可能であれ ば濡筋 など歩行可能なルー トの10ヶ

所程度にお いて動物の巣穴や糞塊 ・排出土の分布密度(1m×1mの 面積 当た りの

個数)を 適宜、記入する。なお巣穴や糞塊 ・排 出土の形状 によって種類の推定が可

能 なものにっいては種名 を記録する。但 し小 さな巣穴の場合は甲殻類ニホンスナモ

グ リによるものか、 ゴカイ科多毛類によるものかをスコップで掘って確認す る。

なお濡筋な ど歩行可能なルー トの目視観察お よび後述の定量調査の結果 を基に、

潮上帯か ら潮下帯にかけての生物の帯状分布構造(図58参 照)を 作図する』

留意事項

・特に潮 間帯最上部に分布する腹足類 は見落 としやすいので注意 して観 察に当た

る。

・目視観察で歩行中、サ ンプ リングの必要のある生物が発見 され た場合 に備 え、

小 さな ビニール袋を携行す ると便利である。

・底質(泥 ,砂)の 判断の際、100m1程 度 のガ ラス瓶に試料 と海水 を入れ撹拝 し

て見極める方法がある。

・海岸に分布す る植物名 の判定に当た っでは
、小型のハ ンデ ィな図鑑 を携行す る

と便利 である。

例 ①高 山 ・海岸の植物(自 然観察 シ リーズ5);牧 野晩成著,小 学館

②野に咲 く花(山 渓ハ ンデ ィー図鑑1);林 弥栄監修,山 と渓谷社

イ.定 量調査

①大干潟の場合
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調査範囲の両端付近お よび中央部の2地 点の計4地 点で、干潟の最上部(陸 側)か

ら最下部(海 側)に 向かって直線ルー トを設定 し、満潮時に小型舟艇を用いてそれぞ

れのルー トの潮間帯上部で2点 、潮 間帯中部で3点 、潮間帯下部で3点 の計32点 に

おいて、船上か らエクマ ンバージ型採泥器(20cm×20cm)を 用いて1地 点5回 のサ

ンプ リングを行い、底生生物(マ クロベン トス)の 定量的分析のための試料 を採集す

る。

a.マ クロベ ン トス

上記の32地 点において、船上か らエ クマンバージ型採泥器(20cm×20cm)を

用 いて1地 点5回 のサンプ リングを行 し・、1㎜ メッシュの フルイ を用いて底質

中の生物 をふ るい分け、io%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、実験室 に持ち帰 って

全量の湿重量の測定の後、生物 の ソーテ ィング、種の同定 ・計数、湿重量の測定を

行 う。

また、 この32地 点以外の任意の18地 点寧3において同様の要領で底生生物の資料

を採 取 し、現地にて1mmメ ッシュの フルイを用いて底質中の生物をふ るい分け、

10%中 性ホルマ リン海水で固定 し、実験室に持 ち帰って生物の ソーテ ィング、種

の同定 ・計数、湿重量の測定を行 う。

なおWWFJapanScienceReportVo1.3に 示 された注 目すべき種(絶 滅,絶 滅寸前,

危険,希 少等;付 表2参 照)に 該 当する可能性のある種が試料 中に認め られた場合

は、福 田宏氏(現 岡山大学理学部教授)に 標本を送付 して同定 を依頼す る。

(*3):任 意の20地 点の選定に際 しては、4本 の設定ルー トの間を補完す ると同

時に潮 間帯上中下の各部位に均等に配分 され るよう留意する。

② 中 ・小干潟の場合

干潟の最上部(陸 側)か ら最 下部(海 側)に 向かって斜め方向に横切 る直線状のル

ー トを設定 し、満潮時に小型舟艇 を用いてそれぞれのルー トの潮間帯上部 で3点 、10

部で4点 、下部で3点 の計1地 点において、船上からエ クマ ンバー ジ型採泥器(20cm

×20cm)を 用いて1地 点5回 のサ ンプ リングを行い、底生生物(マ クロベ ン トス)

の定量的分析のための試料 を採集す る。

a.マ クロベ ン トス

上記の10地 点において、船上か らエクマ ンバージ型採泥器(20cm×20cm)を

用いて1地 点5回 のサンプ リングを行い、1㎜ メッシュのフルイ を用いて底質

中の生物 をふ るい分け、10%中 性ホルマ リン海水で固定 し、実験室に持ち帰 って

全量の湿重量の測定の後、生物の ソーテ ィング、種の同定 ・計数、湿重量の測定を

行 う。

また、 この10地 点以外 の任意の15地 点網において同様の要領で底生生物の資料

を採取 し、現地にて1mmメ ッシュのフルイ を用 いて底質中の生物 をふるい分け、

10%中 性 ホルマ リン海水で固定 し、実験室 に持ち帰 って、生物 の ソーテ ィング、

種の同定 ・計数 、湿重量の測定を行 う。

なおWWFJapanScienceReportVol.3に 示 された注 目すべ き種(絶 滅,絶 滅寸前,

危険,希 少等;付 表2参 照)に 該 当する可能性のある種 が試料 中に認め られた場合
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は、福 田宏氏(現 岡山大学理学部教授)に 標本 を送付 して同定を依頼す る。

(*4):任 意の15地 点の選定に際 しては、潮 間帯上 ・中 ・下の各部位にほぼ均等

に配分 され るよ う留意する。

辱
iii)鳥 類調査

飛来する鳥類 の種類につ いては、環境庁野生生物課 で実施 してい る 「シギ ・チ ドリ

定点調査」等のよ うな既存の調査資料 を利用す るもの とす る。

(2)一3試 料の保管

分析が終了 した干潟生物 の試料の うち、マ クロベン トスについては液浸標本の形で、

5ヶ 年間保管す るもの とす る。他は廃棄する。
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干潟生物調査票

1.位 置

海 域 名(上)

海 域コー ド(下)

市 町 村 名(上)

行 政 コー ド(下)

都 道 府 県 名

2.調 査 期間

3.タ イプ

4.面 積

5.規 模

6.調 査方 法

7.基 底の勾 配

8.底 質

9.遮 蔽度

10.陸 上植 生

(干潟 後背 地)

11.藻 場

(干潟の植生)

12.鳥 類(シギ・チドリ

類)の 渡来状 況

13.海 水 の清 澄度

14.海 岸 改変状 況

15.陸 域 土地利 用

16.干 潟 の利用

17.備 考

18.調 査 員

地 名

19 年 月 白 ～ 月 日

1.前 浜 干潟 2.河 ロ干 潟 3.潟 湖 干潟 4.複 合型 干潟

前浜干潟

ha

河口干潟

ha

潟湖干潟

ha

1.大 干 潟(300ha以 上) 2.中 干 潟(300～100ha) 3.小 干 潟(100ha以 下)

1.歩 行 目視観 察 2.歩 行 定量調 査 3.船 による定量調 査

m/100m

1.礫 2.砂 3.砂 泥 4.泥

1.開 放 海岸 2.保 護海 岸 3.包 囲海 岸

1.ヨ シ原

2.北 方 型 塩 沼 地 植 生(ア ツケシソウ,ウシオツメクサ,シオマツハ.等)

3.南 方 型 塩 沼 地 植 生(ハ マサシ○,ハママツナ,シチメンソウ等)

4.マ ン グ ロー ブ 林

5.ア ダン林

6.海 岸 砂丘植 生

7.そ の他 の植 生(水 田、畑 地)

0.不 明

1.な し

5.そ の他 の 藻 場(

2.ア オサ・アオノリ場 3.ア ジ モ場

)

4.オゴノリ場

※複 数 の選 択可能

1.渡 来数 が特 に多い2.渡 来数 が多い

5.大 型 のシギ類が含 まれ る0.不 明

3.渡 来数 は少ない 4.種 類が多い

※複数の選択可能

1.き れい

2.少 し汚れ ている

3.か なり汚れ ている

・海 の底 がよく見え、快適 な気分 で泳 げる程度 、透視 度30cm以 上

・海 永 に浸かることが気 にならない程 度 、透 視度20～30cm程 度

・海水 に浸かる気示しない程度 、透 視度20cm以 下

1.自 然海岸 2.半 自然 海岸 3.人 工 海岸 4.そ の 他(河 口 、海 岸)

1.自 然 地 2.農 業地 3.市 街 地 ・工業 地 ・その他

1.潮 干狩 り2.釣 り

(その他の 内容)

3.海 水浴 4.ハ の一トψウッチング 5.そ の 他 6.な し・不 明

※複数の選択可能

所 属 氏 名

一227一



干潟生物調査票記入要領

1.位 置

☆海域 名(海 域 コー ド);日 本 の干潟 、藻場 、 サ ンゴ礁 の現 況.第1巻 干 潟(環 境

庁編)の 付表6(49P)の 区分 に準拠.

☆市 町村名(行 政 コー ド);全 国市 町村 要 覧 自治省 行政局振 興課 編集(第 一法規)

の 区分 に準拠.

☆地名;日 本の 干潟、 藻場 、サ ンゴ礁 の現況.第1巻 干潟(環 境庁 編)のIII.資 料

都道府 県 別の現 存 ・消滅干 潟一 覧表 の地名欄 に準拠.

3.タ イプ

日本 の干潟、 藻場 、 サ ンゴ礁 の現況.第1巻 干潟(環 境 庁編)の 付2.第4回 自

然環 境保 全基礎 調査 海 域生 物環境 調査 干 潟、 藻場調査 要項 ・実施 要項(抜 粋)(p257～

291)に 準拠.

4.面 積

調査 区域 につい て現 地調査 員 が 目視 で判 断 した値 を記 入.

7.基 底 の勾 配

標尺(ス タ ッフ)の 見 透 しに よる簡 単 な水準 測量 で測定.

12.鳥 類 の渡来状 況

環境 庁 自然保護 局の シギ ・チ ドリ類 渡来 定点 調査 結果 に基 づい て判 断.

14.海 岸改 変状況

日本 の干潟 、藻 場、 サ ンゴ礁 の現況.第1巻 干 潟(環 境庁編)の 付2.第4回 自然

環 境保全 基礎 調査 海域 生物環 境 調査 干潟 、藻 場調査 用港 ・実施 要項(抜 粋)(p257～

291)に 準拠

17.干 潟 の微地 形 に関 す る複雑 さについ て記 入(潮 溜 ま りの数、 濡筋 の数、 凸地 の数

等)
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付表2注 目すぺき種(1) (WWFScienceReportVol.3,1996)

分類群

紐形動物

星ロ動物

ユムシ動物

環形動物

軟体動物

腹足綱

種 名

ミサキ ビモ ムシ

ミ ドリヒモ ムシ

ホソヒモムシ

スジホシムシ

スジホ シムシモ ドキ

ユ ムシ

サ ビネ ミ ドリユム シ

ツバサ ゴカイ

ムギワラム シ

イ ソタマ シキゴカイ

オ オ ベ ソス ガ イ

イ ボ キ サ ゴ

チ ョ ウセ ン キ サ ゴ

カ ネ コ ス ズ カ ゴ0

イ トコ シ タ ダ ミ

ハ リカ ノ コ

・カ ノ コ ガ イ

ハ ナ ガ ス ミ カ ノ コ

ヒ メ カ ノ コ

レモ ン カ ノ コ

マンク"ローブ∂アマカ。イ

ヒ ラ マ キ ア マ オ ブ ネ

コハ ク カ ノ コ

ヒ ロ ク チ カ ノ コ

ツ バ サ カ ノ コ

プ リ ソデ カ ノ コ

ニ セ ヒ ロ ク チ カ ノ コ.

ア カ グ チ カ ノ コ

カ バ ク チ カ ノ コ

ク リ グ チ カ ノ コ

クロス幸ミアカク"チカノコ

イ ナ ズ マ カ ノ コ

シ マ カ ノ コ

ゴ シ キ カ ノ コ

ドン グ リカ ノ コ

ム ラ ク モ カ ノ コ

シ マ オ カ イ シ マ キ

オ カ イ シ マ キ

ウ コ ン ア マ ガ イ

へ"ッコウフネアマカ"イ

ヵミンク"フネアマ:ガイ

ク サ イ ロ カ ノ コ

ランク

危険(三 浦半島),希 少(山 口県秋穂湾)

希少(瀬 戸内海因島,竹 原市),

絶滅(大 阪府岬町谷川干潟,泉 南男里川干潟)

希少(瀬 戸内海因島)

普通!希少

普通1希少

普通!希少

危険

希少
危険
希少

絶滅寸前

危険

希少

希少

希少

現状不明

日本本土で希少,琉 球列島で普通

危険

日本本土で希少,屋 久島以南で普通

危険

危険

危険

絶滅寸前

日本本土で絶滅寸前,琉 球列島で危険

危険

現状不明

危険

危険

危険

危険

危険

絶滅寸前

危険

絶滅寸前

危険

危険

絶滅

危険

希少

絶滅寸前

危険

危険
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分類群

付表2注 目すべき種(2)

種 名

キンランカ ノ コ

ウミヒメカ ノ コ

ミヤ コ ドリ

タオヤ メユ キスズメ

ヒナユ キス ズメ

コゲツノブ土

カヤ ノ ミカニモ リ

カニモ リガイ

トウガ タカニモ リ

タケ ノコカニモ リ

ウ ミニナ

イボ ウ ミニナ

クロヘナ タ リ

シマヘナタ リ

フ トヘナ タ リ

ヘナ タ リ

カ ワアイ

セ ンニ ンガイ

キバ ウ ミニナ

マ ドモチ ウ ミニナ

ネジ ヒダカ ワニナ

オガサ ワラカ ワニナ

アマ ミカ ワニナ

シャジ クカ ワニナ

ヨシカ ワニナ

タケ ノコカ ワニナ

ヨレカ ワニナ'

スグカ ワニナ

イボアヤ カ ワニナ

カ リン トウカ ワニナ

ハ ツカネ ズ ミ

ヒメ ウズラタマキ ビ

イ ロタマ キ ビ

マル ウズラタマキ ビ

セトウチヘソカドタマキビ

ホ ソヌノメツボ

シロコツブ

スシ"ウネリチョウシ"カ"イ

ゴマツボ

ヂー コンボ ツボ

フカ ウラツボ.

ミチ ノクツボ

カ ワグチツボ

マ ンガル ツボ

ゴマツボモ ドキ

ウチ ノミツボ

イ リエツボ

ニセ ゴマツボ

ランク

危険

現状不明

危険

危険

危険

日本本土で絶滅寸前,琉 球列島で危険

危険

危険(絶 滅寸前?)

日本本土で絶滅寸前,琉 球列島で危険

日本本土で絶滅寸前,琉 球列島で危険

危険

日本本土で絶滅寸前,琉 球列島で危険

絶滅寸前

絶滅寸前

危険

危険

危険

絶滅

沖縄本島で絶嘩・八重山諸島で危険
危険

危険

危険

絶滅寸前

現状不明(絶滅寸前?)

絶滅寸前

絶滅寸前

現状不明(絶滅?)

危険

危険

希少

希少

危険

危険

危険

瀬戸内海で危険

希少

危険

同本本土で希少

危険

日本本土で希少,琉 球列島で危険

絶滅寸前

現状不明

危険

危険

現状不明

希少

現状不明(絶 滅寸前?)

危険
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分類群

付表2注 目すべき種(3)

種 名

サザナ ミツボ

オキナワミス"コ"マツホ"

エドカ"ワミス"コ"マツボ"

ミズ ゴマ ツボ

エ ゾミズ ゴマ ツボ

ヒナイ ソマイマイ

クルマ ウズマ キ

ア ラウズマキ

イ ソマイマイ

シラギク

クビキ レガイモ ドキ

オオクリイロカワサ.ンショウ

オィランカワサ"ンショウ

ヨシタ"カワサ"ンショウ

ツブカ ワザンシ ョウ

ムシヤドリカワサ"ンショウ

テシオカワサΦンショウ

ヒメカ ワザ ンシ ョウ

ミニカ ドカ ド

ドームカ ドカ ド
エ レガ ン トカ ドカ ド

デ リケー トカ ドカ ド

カハタレカワサ"ンショウ

シラギクマガイ

アス・キカワサ"ンショウ

ヒダ トリガイ

オハ グロガイ

ウ ラスジマイ ノソデ

ネ ジマガ キ

ホカケ ソデ

スイ シ ョウガイ

トアミフウリンチドリ

ヒナ ツボ

ナ ガエ ン ドウガイ

ヤ グラシロネ ズ ミ

ァダムスタマ ガイ

ゴマ フダマ

サ キグ ロタマ ツメタ

オ オネ ズ ミガイ

クチ グ ロタマガイ

トラダマ

ヘ ソアキ トミガイ

トミガイ

リスガイ

ロウイ ロ トミガイ

ツツ ミガイ

ツガイ

ク リンイ トカケ

希少
危険

危険

絶滅寸前

現状不明
希少

希少
希少

希少
危険

希少
絶滅寸前

危険
危険

危険
危険

危険
危険

絶滅寸前
絶滅寸前

絶滅寸前
絶滅寸前
危険

希少(絶滅寸前?)
危険
危険

危険
危険

希少

希少
危険

希少
希少
希少

希少
危険

危険
絶滅寸前

希少
危険

希少

希少
希少

希少

希少

希少
希少
希少
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分類群

付表2注 目すべき種(4)

種 名

コカ"タクリンイトカケ

セ トウチイ トカケ

フシイ トカケ

コブシイ トカケ

セ キモ リ

ク レハ ガイ

キヌイ トカ ケ

マ キモ ノイ トカ ケ

セ ンマイ ドウシ

ヒモイカリナマコツマミカ"イ

アカニ シ

オオ ウヨウラク

マルテ ンスマ ツムシ

ス ミスシ ラゲガイ

バイ

イガムシ ロ

オキナ ワハナムシ ロ

ヒメオ リイ レムシ ロ

トゲムシ ロ
コブムシ ロ

シ ロア ラレムシ ロ

カニ ノテムシ ロ

タテヤマ ヨフバ イ

オキナワキヌヨフハ"イ

キヌ ヨフバ イ

リュ ウキュ ウムシ ロ

ヒロオ ビヨフバイ

ウネハナ ムシ ロ
ベ ニシボ リミノムシ

ミノムシガイ

ク リフ ミノムシ

オ リイ レボラ

ウスオビフタナシシャシ"ク

ホ ソウネモ ミジボラ0

ツクシフタナシシャシ"ク

レベ ックタケ

スクナ ビコナ トクサ

シラタケ

ヨコイ トツボ

タク ミニナ

ヨコヤマカセンチドリ

イ ソチ ドリ

マ キモ ノガイ

ササクレマキモノカ"イ

コガタマ キモ ノガイ

コマ キモ ノガイ

イ トカケゴ ウナ

イホ"キサコ"ナカセクチキレモドキ・

ランク

希少

希少

希少

希少

危険

希少

希少

現状不明

希少

危険

危険

危険

絶滅寸前

危険

絶滅寸前

危険

危険

危険

現状不明(絶滅寸前?)

危険

現状不明(絶滅寸前?)

日本本土で絶滅,琉 球列島で危険

日本本土で希少,琉 球列島で危険

危険

日本本土で絶滅寸前,琉 球列島及び小笠原諸島で危険

希少

絶滅寸前

絶滅寸前(絶 滅?)

希少

危険

希少

現状不明(絶 滅寸前?)

希少

現状不明(絶 滅寸前?)

希少

現状不明(絶 滅寸前?)

希少(絶 滅寸前?)

希少(絶 滅寸前?冒)

現状不明

現状不明(絶 滅寸前?)

絶滅

危険

希少

希少

希少

希少

現状不明

危険
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分類群

付表2注 目すぺき種(5)

種 名

ヨコイ トカケギ リ

カキウラクチキレモドキ

ヌカル ミクチ キ レ

シケのヤスイトカケキ"リ

ムラクモキシ"ビキカ"イ

アマクサキシ♂ピキカ"イ

カワムラキシ"ヒ"キカ○イ

コメツブツララ

コヤスツララ

ツマへ"ニカィコカ"イダマシ

シグマクダ タマ

ナ ンキ ンタマガイ

チ ャボダマガイ

オオシマチ ャボダマ

アマ クサチ ャボダマ

カラスキセ ワタ

カ ノコキセ ワタ

ヤ ミヨキセ ワタ

ウズマ キキセ ワタ

タマ ノ ミ ドリガイ

イ ワヅタブ ドウ

ヒメタマ ブ ドウギヌ

カ ワムラブ ドウギヌ

ミ ドリブ ドウギヌ

バ クダンブ ドウギヌ

ブ リソデ ミ ドリ

カ ビラノヅユ

ナ ギサノツユ

コツブモ ウミウシ

ク ロミ ドリガイ

ウツセ ミガイ

ウミナ メクジ

フサナ メクジ

ウミマイマイ

ナ ラ ビオカ ミミガイ
コハ クオ カ ミミガイ

サカマキオカミミカ"イ

カ タシイ ノ ミミガイ

ヒメシイ ノ ミミガイ

シイ ノ ミミガイ

コウモ リミミガイ

ナズ ミガイ

デ ンジハマ シイ ノ ミ
コメツフ"ハマシイノミ

オカ ミ ミガイ

ウス コミ ミガイ

イ ササ コ ミミガイ

ク リイ ロコ ミミガイ

ランク

危険

危険

危険
危険

危険

現状不明
希少

現状不明

希少
現状不明

現状不明
希少

現状不明
現状不明
現状不明
危険

危険
希少?

危険

危険
危険

危険
危険
危険

危険
危険
危険

危険
危険

危険
絶滅寸前

危険
現状不明

絶滅寸前

危険
絶滅寸前
危険

危険
絶滅寸前

絶滅寸前
希少(絶 滅寸前?)

危険
危険

希少(絶 滅寸前?)

危険
危険

希少
日本本土で危険,琉 球列島で普通
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分類群

二枚貝綱

付表2注 目すべき種(6)

種 名

コベ ソコ ミミガイ

シュジュコ ミミガイ

ヘ ソア キコ ミミガイ

トリコハマ シイ ノ ミ

キヌカツキ"ハマシイノミ

ウルシヌリハマシイノミ

ホ ソハマシイ ノ ミ

オウトウハマシイノミ

キヌ メハマ シイ ノ ミ

ニノ汐ツ"ミハマシイノミ

ヒヅメガイ

オキ ヒラシイ ノ ミ

ヒメ シラシイ ノ ミ

マダ ラヒラシイ ノ ミ

ドロア ワモチ

キナ コア ワモチ

セ ンベイア ワモチ

コ寺マセンへやイアワモチ

キヌ タ レガイ

アサ ヒキヌ タ レガイ

ビョウブガイ

クマサルボ ウ

ヒメアカガイ

ハイガイ

ササゲ ミミエガイ

ヒメエガイ

シロコエガイ

ヤマホ トトギス

ノジホ トトギス
コケガ ラス

ビロウ ドマ クラ

ホ ソス ジ ヒバ リガイ

ツヤガ ラス

ヤ ミノニ シキ

タイ ラギ

ハボ ウキガイ

ス ミノエガ キ

クロ ヒメガ キ

イ タボガキ

イセ シラガイ

カブ ラツキガイ

ヒメシオガマ

マ ゴコロガイ

オカメフ"ンフ"クヤト←リカ"イ

フシ"タニコハクノツユ

マ ツイ ガイ

ミト"リユムシヤドリカ"イ

ヒナノズキン

ランク

危険

危険

危険
危険

危険

危険
危険

危険

絶滅寸前
危険

危険

絶滅寸前
危険
八重山諸島で危険,小 笠原諸島で絶滅
日本本土で絶滅寸前(絶 滅?),琉 球列島で危険

危険

絶滅寸前
危険
危険

危険

絶滅寸前
危険

絶滅寸前
絶滅寸前

絶滅寸前

現状不明
危険

危険
危険

危険
危険

危険
.危険

危険
危険

危険
絶滅寸前

絶滅寸前
危険

絶滅寸前
危険

現状不明
絶滅寸前

危険
危険

現状不明

絶滅
絶滅
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分類群

付表2注 目すべき種(7)

種 名

ヒノマルズ キン

タナベ ガイ

ウロコガイ

オ ウギ ウロコガイ

イ ソカゼ ガイ

シヤ ゴヴ

ア リソガイ

ユキガイ

ハブタエユキガイ

チ リメンユキガイ

ヤチ ヨノハナガイ

ミル クイ

チ ドリマスホガイ

ハマチ ド.リ

ニ ツコウガイ

ヒメニ ッコウガイ

イ ロアセベニガイ

ユ ウシオガイ

テ リザ クラ

リュ ウキュウザ クラ

イチ ョウシラ トリ

タカホ コシラ トリ

オオモモ ノハナ

アワジガイ

アオサ ギガイ

マ スホ ガィ

オチバ ガイ

ハザ クラガイ

ムラサ キガイ

フジナ ミガイ

アゲマ キ

チ ゴマ テ

ダンダラマテ

バ ラフマ テ

ユ キ ノアシタ

タガ ソデモ ドキ

ウネナ シ トマ ヤガイ

シオヤガイ

シラオガイ

ケマ ンガイ

ユ ウカゲハマ グ リ

オ トコエシハ マグ リ

オ ミナ エシハ マグ リ

イ オ ウハマグ リ

ガ ンギハマグ リ

ウスハマ グ リ

ヒメカガ ミ

アツカガ ミ

絶滅

現状不明

現状不明
現状不明
危険

危険

絶滅寸前

危険
絶滅

絶滅寸前

絶滅寸前
危険 ,
危険

危険
危険

危険
危険
危険

危険

現状不明
絶滅寸前
絶滅寸前

危険

現状不明
危険
危険
危険
危険

絶滅寸前
危険

危険
現状不明

危険
危険

危険
危険

危険

絶滅寸前
危険

危険
危険

希少
希少

危険

危険
希少

現状不明
絶滅寸前
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付表2注 目すべき種(8)

分類群

節足動物

節口類,

十脚類

種 名

ウラカガ ミ

ハマ グ リ

フスマガイ

ハナモ グリ

オオ ノガイ

ヒメマスホガイ

クシケマスホガイ

オ フクマスホガイ

マ メクチベ ニ

ヌマ コダキガイ

コカ"タヌマコタ"キカ"イ

ウ ミタケ

イシ ゴロモ

オキナガイ

コオキナガイ

ソ トオ リガイ

ヒロクチソトオリカ"イ

シナヤカスエモノカ"イ

ノム ラスエモ ノガイ

カブ トガニ

カ ノコセ ビロガニ

ヤクジャマ ガニ

マキ トラオ ノガニ

ケフサヒライソモドキ

タイワンヒライソモト"キ

ヨツハ"ヒライソモドキ

ヒラモクズガニ

トリウミアカイソモドキ

オオ ヒライ ソガニ

スネ ナガイ ソガニ

ヒメケフサイ ソガニ

クシテガニ

ミゾテアシハ ラガニ

アシハ ラガニモ ドキ

ウモ レベ ンケイガニ

シジ ミピンノ

フタバ ピン ノ

ギボシマメガニ

シ ロナマ コガニ

ウモ レマメガニ

ォオ ヨコナガ ピンノ

シオマネ キ

ヤエヤマシオマネ キ

リュウキュウシオマネキ

ハ クセ ンシオマネ キ

シモブ リシオマネ キ

ランク

絶滅寸前

危険

危険
危険

危険

危険
危険

危険

危険
危険

絶滅

危険
現状不明
危険

危険
危険

危険
危険

危険

危険

希少

希少

希少

希少

希少

希少

希少

危険

希少

希少

絶滅寸前

希少

希少'

希少

希少

状況不明

絶滅寸前

状況不明

危険

状況不明

危険

危険

希少

希少
0危険

希少
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付表2注 目すべき種(9)

分類群

腕足動物

半索動物

脊索動物 ・

頭索動物

海草

種 名

ハ ラグク レチ ゴガニ

ムツハ ア リアケガニ

ア リアケガニ

ア リアケモ ドギ

カ ワスナガニ

トンダカワスナガニ

ミド リシャミセンカ"イ

ォ ォ シ ャ ミ セ シ ガ イ

ミサキギボシムシ

ワダツミギボシムシ

ナメクジウオ

コアマモ

タチアマモ

オオ アマモ

ウ ミシ ョウブ

ラ ンク

危険

絶滅寸前
・危険

希少

絶滅寸前

危険

危険

絶滅寸前

希少1危険

希少1危険

希少1危険

希少
希少

希少
希少
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IH藻 場生物調査
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1.は じめ に

平成10年 度 に策定された藻場生物調査手法(案)に 基づき、平成11年 度は広島県佐木

藻場、長崎県志々伎湾藻場 の2ヶ 所の藻場の調査を行った。以下にその結果を述べ る。

2.広 島 県佐 木 藻 場

(1)調 査期間

現地調査 を2000年3月27日 ～3月30日 に実施 した。

(2)調 査場所

図59に 示す広島県三原市佐木島周辺海域のアマモ群落(63ha)で ある。

(3)調 査項 目

i)海 藻 ・海 草群落分布把握調査

a.藻 場分布域把握(位 置、面積等)

b.藻 場分布域確認及び藻場植生概観記録

ii)群 落構造調査

a.群 落断面調査

b.方 型枠調査

c.優 占種等採集

(4)調 査方法

i)海 藻 ・海草群落分布把握調査

a.藻 場分布域把握(位 置、面積等)

国土地理院発行の2万5千 分の1の 地形図を必要なサイズに拡大 して作成 した調査

海域図上に、第4回 自然環境保 全基礎調査結果の藻場分布域お よび地元漁業者か らの

聞き取 り等によ り現状の海藻 ・海草群落の概略の位置を把握 、記入 した。

b.藻 場分布域確認及び藻場植 生概観記録

藻場概略分布 図を基 に現地においてスノーケ リング遊泳による水面か らの 目視 によ

り分布域を確認 し、また群落の組成等についてスキューバ潜水に よる 目視観察 を行い

優 占種群に より群落区分 を行 った。 なお、調査対象群落は1ha以 上のものを対象 と

した。観察項 目は以下の通 りと した。

①群落の種類 観察野帳に記入す る群落の種類は優 占種命名 法により記録 した。

②群落の位置及び規模(長 さ,幅,輪 郭等)

③群落の平均的な被度階級

④群落の平均的な基質の種類

調査手順 は平成10年 度海域 自然環境保全基礎調査重要沿岸域生物調査藻場生物調査

手法案に示す手順 を基に、現地海域条件 にあわせて行った。

ii)群 落構造調査
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a.群 落断面調査

調査区域内で最 も多種の群落が分布す る場所 を1ヶ 所選定 し、潮間帯下部に設 けた

起点か ら沖合いの水深方向に直線状の測線 を設定 した(図59)。 測線上に出現する海

藻 ・草類 の被度 を測定 した。

b.方 型枠調査'

調査線 の中央付近において群落構造を代表 していると思われ る場所に5つ の1m×

1m方 形枠 を設 定 し、枠内に出現す る海藻 ・草類の種毎の被度(%)測 定およびアラ

メ群落、カジメ群落、ホンダワラ類群落、アマモ類群落については藻冠部の平均高 さ

を測定 し、記録 した。 あわせ て群落の特長 をよく示す写真撮影 を行った。なお、海藻

・海草群落 はその大 きさが1ha以 上のものを観察対象 とした。

c.優 占種等採集

調査区域 に分布す る海藻 ・草相の概略を明 らかにす るため、観察 した群落内に優 占

する種や比較的多 く混生す る海藻 ・海草類の任意採集 を行 った。

調査手順は平成10年 度海域 自然環境保全基礎調査重要沿岸域生物調査藻場生物調

査手法案に示す手順で行った。

(5)調 査 結果

i)海 藻 ・海 草 群落 分布 把 握調 査

佐 木 島周 辺 の調 査海域 に分布 す る海 藻 ・海 草群 落 は 図60に 示 す よ うに 、アマ モ群

落1種 の み で あ った。 総 面積 は62.6haで 、 その 内訳 は佐 木 島 沿岸 に51.4ha、 小 佐木

島 沿岸 に4.8ha、 小 細 島沿岸 に6.4haと な って い た(表33)。

表33海 藻 ・海草群落分布把握調査結果

群落名 優占種 主な混生種

佐木 島沿岸(面 積51.4ha)

アマモ群落①

アマモ群落②

アマモ群落③

アマモ群落④

アマモ

アマモ

アマモ

アマモ

ヒトエク"サ 、ワタシオク"サ

ヒトエクψサ、ワタシオク"サ

ヒトエク'サ、ワタシオク"サ

ヒトエク"サ、ハハ"モド キ

小佐木 島沿 岸(面 積4.8ha)

アマモ群落⑤

アマモ群落⑥

アマモ群落⑦

アマモ群落⑧

アマモ群落⑨

アマモ群落⑩

アマモ

ア マモ

ア マモ

アマモ

アマモ

アマモ

小細 島沿岸(面 積6.4ha)

アマモ群落⑪

アマモ群落⑫

アマモ群落⑬

アマモ群落⑭

アマモ

ア マモ

ア マモ

アマモ

藻冠 高(cの

平均

50

55

60

50

55

50

50

55

50

50

55

50

50

55

最大

70

70

75

70

71

75

70

7s

75

73

78

74

75

70

被度階級
(%)

2～5

5

4

5

3

5

3

3

5

4

5

5

4

4

基質

砂泥

『砂 泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

砂泥

面 積

(ha)

34.1

6.7

5.7

4.9

1.2

o.s

0.5

o.s

o.s

0.8

1.9

2.5

0.9

1.1

総 面 積;62.6ha
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先島沿岸 に分布す るアマモ群落は本調査海域の 中では最 も面積が広 く、特に東岸の

須 ノ上地先か ら北端の鍋 ヶ鼻 にかけて帯状に分布す るアマモ群落①は34.lhaと 最大

であった。 また西岸にはウノクソ岩周辺に4.9haと 比較的小規模な群落④が分布す る

のみであった。

小先 島沿岸には6ヶ 所に小規模 なアマモ群落(0.6～1.2ha)が 、小細島沿岸には4

ヶ所 に小規模なアマモ群落(0.9～2.5ha)が 、それぞれ分布 していた。 これ らもアマ

モ場 はいずれ もその外縁(水 深方向の下限)が 海 図上の5m(平 均水面下7m)の 等

深線 に前後す るよ うに認め られ、他方内縁(水 深 方向の上限)は 地形や海底面の傾斜

度に よって多少 の相違 が見 られ るものの、ほぼ平均水面下1.5～2.Om前 後を示 して

いた。

全群落を通 じて、アマモの生育密度の高い水深帯 は平均水面下2.3～3.3mで 、被

度 は30%前 後 であった(図61)。 特に佐木島のアマモ群落① においては、その南部

域 で釣餌用の ゴカイ類の採集 を目的 と した小型底曳網(桁 網)漁 が行われているため

海底の撹乱の頻度が高い ようで、アマモはパ ッチ状の小群落(多 年体)が 散在す るか

たちで場を形成 していた。 また明 らかに実生初年体 と判断 され る個体が少なか らず点

生 していた。多年生草体の中には受粉には至ってっていないが、花枝を伸長 させてい

る個体が認め られた。

コアマモの分布す る可能性が考 えられ るため、かな り綿密 に汀線付近の低潮帯を調

査 したが出現は認め られなかった。 このよ うな現象は生育環境が良好でない(漂 砂、

底質撹乱、水質不良等)海 域に形成 されたアマモ場において しば しば認 められ る。

また遠浅区域 に形成 されたアマモ群落(ア マモ群落①,②,④)中 では、地元漁業

者がヌル タ レと呼んでいるワタシオグサの塊が葉体に多量に絡んで存在す る場所が多

数認め られた。

本調査海域 中、ホンダワラ類 の生育が安定的に見 られた地点は佐木島東岸の タナハ

シ島(岩 礁)の みで、ヒジキ、ウミトラノオ、アカモ ク、 トゲモク、タマハハキモ ク、

エン ドウモ クが出現 した。ただ しタマハハキモ クはこれ以外 も場所で も転石、露岩の

上に点生 しているものが見 られ た。

ii)群 落構造調査

群落構造調査のための ライ ンは佐木島東岸 のアマモ群落①の南 よ りの地点に設置 し

た。海岸は砂浜域 で、岸 よ りはやや傾斜 が大 きい(1.7150m)砂 礫海底、それ より沖は

ほぼ平坦な砂泥海底 となっている。起点は汀線 より約20m(水 深1.3m)の 地点 とし、

東方向に200mの ライ ンをひいた。

起点か ら50mま での海底は1cm大 の礫 を含む砂泥質を示 し、 これ より沖方向は水

深変化の少ない平坦な砂泥質の海底 となっている。起点か ら30mの 範囲ではアマモの

分布は見 られ なか ったが、礫には ヒ トエ グサ、ヒラアオノ リ、スジアオ ノリ、カヤモ ノ

リ、タマハハキモ クが着生 していた。30～50mの 範囲では底質に礫が混 じるもののそ

の量は沖合方向に減少す る傾向が窺われ る。 アマモは被度30～60%で 出現するが、大

小のパ ッチ状群落 の連続 とい う分布様式 を示 している。50mよ り沖方 向はアマモがほ

ぼ連続 的に出現 し、被度は2～60%の 範 囲であった(表34、 図62)。
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群落 区分

階層 構 造

1藻 冠 層

II下 草 層

ア マ モ 群 落

優 占 種 名

ア マ モ'

ワ タ シ オ グ ザ
ヒ トエ グ サ

水 深;2.3～3.3m

高 さ(cm)

40

被 度(%)

30

20

3

(水 深 は 平'均 水 面 か ら の 値)

海面

＼、

ア マモ

ヒ トエグサ

嫡 笏

ワ タ シ オ グ サ

乏'・ ム

rこ」 一3、 ・ぐ、ロ へ こ　

コゼ くニ 　 でドさ

鴬 ミ1ミ漁:9漏

玄焦 ノ
々
彊諭

い
."

隔こ7 '

」/一

疑'
ご≧

欝
評 銚'

図61ア マ モ 群 落 の 階 層 構 造
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表34 海藻 ・海草類群落構造調査結果

〈アマモ群落 〉

綱

緑 藻

褐 藻

紅 藻

単子葉植物

学 名

溜bη05亡ro盟aηf亡 ゴd㎜

加 亡θro盟o遭ρ加1fη2a

加 亡θro盟0吻8prolffθra

〃1脳3ρθr加3a

01aの 助oraalbfda

CodiulDfragile

Punctarialatifolia

50ア 亡05fρ ぬo刀10盟 θη亡arf8

Gracilariabursapastoris

ZO3亡 θra1冴arゴ ηa

和 名

調査地点番号

離岸距離)

ヒトエグ サ

ウスハ"アオノリ

スシ"アオノリ

アナアオサ

ワタシオグ サ

ミル

ハハ"モト"キ

カヤモノリ

シラモ

アマモ

1

(40m)

10

十

十

十

20

t

5

十

十

60

2

(95m)

30

t

5

3

(140m)

5

15

5

t

10

4

(160m)

20

十

50

5

(185m)

25

t

40

注)数 字は植被率(%)を 示す.ま た+は 植被率5%未 満を示す.
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図62 佐木島の海草群落垂直分布状況
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この区域のアマモ葉部には、 ワタシオグサ、ババモ ドキ、アヤニシキ等が着生す ると

共に海綿状 を呈す る付着動物 も多かった。特にワタシオグサはアマモ葉部 に着生す るだ

けでなく、30mよ り沖側の海底の各所に被度 に して15～30%に 相 当する塊をな して

漂っているのが観 察 された。

iii)海 藻 ・海草出現種 目録

当調査地区の海藻 ・海草出現種 目録 を表35に 示 した。緑藻類7種,褐 藻類10種,紅

藻類5種 、顕花植物1種 の合計23種 の海藻 ・海草が確認 できた。褐藻類の中ではホン

ダワラ科が6種 と最 も多か った。また,緑 藻類ではアオサ科が4種 と最 も多かった。量

的にはアマモが圧倒的に多い。
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表35

緑 藻 綱

あおさ 目

ひ とえ ぐさ科

ヒ トエグサ

あおさ科

ヒラアオノリ

ウスバアオノリ

スジアオノリ

アナアオサ

しお ぐさ目

しお ぐさ科

ワタシオグサ

みる目

み る科

ミル

佐木島主要海藻 ・海草出現種 目録

〃bη05亡ro盟a12f亡fdω η

Eη亡θrαη0耽ρゐ8CO即rθ55a

翫 亡θrαηo」r助a1∫ ηza

加 孟θro盟0」窄助aprolffθra

〃1ッaPθr加5a

Cladophoraalbida

Oodfα 〃fra8f1θ

褐 藻 綱

ういきょうも目

はばもどき科

ババモ ドキ

かやもの り目

かやもの り科

カヤモノリ

こんぷ 目

ちがいそ科

ワカメ

こんぷ科

クロメ

ひばまた 目

ほんだわ ら科

ヒジキ

アカモク

トゲモク・

タマハハキモク

ウ ミトラノオ
エ ン ドウモク

Punctarialatifolia

3cア 亡05∫ρ加 刀10吻 θ沈arf8

z加d∂rfapf枷a亡fff(治

Eo〃0刀f∂ 」をαrα ηθ

班zf左 ∫afα5ffo㎜f5

3a㎎ ヨ55ω ηゐorη θrf

5a㎎ ヨ55α 〃1η∫C1・acaη εゐ㎜

5a㎎la55{吻1昭 亡foω π

518r8a55乙 皿～ 孟1～乙召7わθ堰ff

3arga55ω η 」名ε刀dof

紅 藻 綱

す きの り目

むかでの り科

ムカデノリ

おごの り目

おごの り科

シラモ

オゴノリ

い きす目

このはの り科

アヤニシキ

ふ じまつも科

コザネモ

Grateloupiafllicina

σr∂of1∂rla加r5a二 ρa5亡orf5

0rao∫1arfayθ 朋 ∫oα1(1ρ西ア〃a

吻r孟 θ刀5f∂.かa8ゴ 〃3

'

51ア迎Pぬ」}りCla(1ゴa迎 ∂1℃1～aη亡ノ0∫(1θ5

単子葉植物綱

おもだか目

あ まも科

アマモ Zosteramarina
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3.長 崎 県 志 々伎 湾 藻 場

(1)調 査期 間

現地調査を2000年3月8日 ～3.月14日 に実施 した。

(2)調 査場所

図63に 示す長崎県平戸市志々伎湾周辺海域のホンダワラ群落(34ha)で ある。

(3)調 査項 目

i)海 藻 ・海草群落分布把握調査

a.藻 場分布域把握(位 置、面積等)

b.藻 場分布域確認及び藻場植生概観記録

ii)群 落構造調査

a.群 落断面調査

b.方 型枠調査

c.優 占種等採集
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図63長 崎県支々伎湾調査区域
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(4)調 査方法

i)海 藻 ・海草群落分布把握調査

a.藻 場分布域把握(位 置、面積等)

国土地理院発行 の2万5千 分の1の 地形図を必要なサイズに拡大 して作成 した調査

海域図上に、第4回 自然環境保全基礎調査結果の藻場分布域および地元漁業者か らの

聞き取 り等 によ り現状の海藻 ・海草群落の概略の位置 を把握、記入 した。

b.藻 場分布域確認及び藻場植生概観記録

藻場概略分布 図を基に現地 においてス ノーケ リング遊泳 による水面か らの 目視によ

り分布域を確認 し、また群落の組成等 についてスキューバ潜水による 目視観察を行い

優 占種群によ り群落 区分を行 った。 なお、調査対象群落 は1ha以 上の ものを対象 と

した。観察項 目は以下の通 りとした。

①群落の種類 観察野帳 に記入す る群落の種類 は優 占種命名法により記録 した。

②群落の位置及び規模(長 さ,幅,輪 郭等)

③群落の平均的な被度階級

④群落の平均的な基質の種類

調査手順 は平成10年 度海域 自然環境保全基礎調査重要沿岸域生物調査藻場生物調査

手法案に示す手順 を基に、現地海域条件にあわせて行 った。

ii)群 落構造調査

a.群 落断面調査

調査区域内で最 も多種の群落が分布す る場所を1ヶ 所選 定 し、潮間帯下部 に設 けた

起点か ら沖合いの水深方向に直線状の測線 を設定 した。測線上に出現す る海藻 ・草類

の被度 を測定 した。

b.方 型枠調査

調査線 の中央付近 において群落構造 を代表 している と思 われ る場所 に5つ の1m×

1m方 形枠 を設定 し、枠 内に出現する海藻 ・草類の種毎の被度(%)測 定お よびアラ

メ群落、カジメ群落、ホンダ ワラ類群落、群落、アマモ類群落については藻冠部の平

均高 さを測定 し、記録 した。あわせ て群落 の特長 をよく示す写真撮影 を行 った。なお、

海藻 ・海草群落はその大きさが1ha以 上のものを観察対象 とした。

c.優 占種等採集

調査 区域 に分布す る海藻 ・草相の概略を明らかにす るため、観察 した群落内に優 占

す る種や比較的多 く混生す る海藻 ・海草類 の任意採集 を行 った。

調査手順は平成10年 度海域自然環境保全基礎調査重要沿岸域生物調査藻場生物調
査手法案に示す手順で行った。
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(5)調 査結果

i)海 藻 ・海草群落分布把握調査

調査海域の海藻群落分布域は、航空写真、船上あるいは海面か らの 目視観察、GPS

に よる測位 を もとに、図64に 示すよ うに4区(1-IV)に 分かつことができた。岸 よ

りの浅所にはアラメまたはツル アラメが生育 し、また各区 ともに水深 に関わらず多種

のホ ンダワラ類が混生 していた。各区の群落面積 は、1区 で414ha、II区 で5ha、III

区で14ha、rV区 で9haで あった(表36)。 なお、1ha以 上を占めるよ うな小型海藻

の群落域は、いずれの区において も観察 し得なかった。
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群落の種組成や各種 の優 占度合 は水深や地形、底質等の条件 によって異なる。本調

査域 においては藻場面積が広 く、 どの区内においてもこれ ら条件が著 しく変化 に富ん

でお り、また走行す る船上あるいは曳航遊泳 による広域観察では同定 しうる種が ごく

一部 に限 られ るために、特にホ ンダワラ類 に関 しては優 占種を特定す るのが困難であ

った。 このため、各区 ともにホ ンダワラ類 の優 占種を特定せずに、群落名 はいずれも

アラメーホンダワラ類群落、ツル アラメーホンダワラ類群落な どと記載 した。 なお、

表37に は各 区の潜水観察地点における優 占種及び混生種の種名 を記載 したが、観察

範囲が狭 く、これ らの種が区内全域を代表す るものではない。

表36海 藻・海草類群落分布把握調査結果

区 ・群落名

1区 ・ア ラメーホ ン

ダワラ類群落

n区 ・ツル ア ラメー

ホ ンダワラ類群落

皿区 ・アラメー ホン

ダ ワラ類群落

IV区 ・ア ラメー ホン

ダ ワラ類群 落

優 占種 ・(混生種)

ア ラ メ ・ホ ンダ ワ ラ類 、(ク ロ メ

・ワカメ ・ア オワカ メ)

ツル ア ラメ ・ホ ン ダ ワラ類 、(ア

ラメ ・ワカ メ)

ア ラ メ ・ホ ンダ ワ ラ類 、(ツ ル ア

ラメ ・ワカメ ・)

ア ラメ ・ホ ンダ ワラ類 、(ツ ル ア

ラメ ・ワカメ ・)

被度階級

4

4

5

4

基質

岩 礁 ・岩 ・巨礫

岩礁 ・岩 ・巨礫

岩礁 ・岩 ・巨礫

岩礁 ・岩 ・巨礫

面積(ha)

414

5

14

9

表37各 潜水地点における海藻 ・海草類群落調査結果

1-A.5-6

m

1-A.11.5

m

1-B.

m

3

1-B.

m

7

1-B.

m

9

1-C.

m

3

1-C.6.5

m

1-C.9.5

II-A.

m

3

II-A.4.5m

皿一B.1-3

m

II-B.4m

lll-A.

m

3

III-A.

m

5

皿 一A. s

IV-A.1-

2m

N-A.

6m

N-A.

8m

N-A.

llm

ア ラメ ・ノコギ リモ ク

クロメ

アラメ

ヤツマ タモク

ヤツマ タモ ク

ア ラメ

ジ ョロモ ク

ヤ ツマ タモ ク

ツル ア ラメ

ツル ア ラ メ ・ヤ ツマ タ

モ ク

ヨ レモ ク ・ヤ ツ マ タモ

ク

ヤツマ タモ ク

ア ラメ

ヤ ツマ タモ ク

ヤ ツマタモ ク

ヤ ツマタモ ク

アラメ

アラメ ・ノ コギ リモ ク

ノ コギ リモ ク

ワカ メ ・ヤ ナ ギモ ク ・マ メタ ワ

ラ

ノユ ギ リモ ク ・ヤ ツマ タモ ク ・

ヒロメ

ヤ ナ ギモ ク ・ノコギ リモ ク ・ヤ

ツマタモ ク ・アカモ ク

マ メタ ワラ ・ジ ョロモク

ワ カ メ ・ア オ ワ カ メ ・ク ロ メ ・

マ メ タ ワ ラ ・ジ ョ ロ モ ク ・ノ コ

ギ リモ ク ・ホ ン ダ ワ ラ ・ア カ モ

ク

ヤナ ギ モ ク ・ノ コギ リモ ク ・ヨ

レモ ク ・トゲモ ク ・マ メ タ ワラ
・ホ ンダ ワラ ・ワカメ

ノ コギ リモ ク ・ヤ ツマ タモ ク ・

ホ ンダ ワラ

ワカメ ・ア オ ワカ メ

ヨ レモ ク ・ワ カ メ

ワカ メ

ツル ア ラメ ベトゲモ ク ・マ メタ

ワ ラ ・ホンダ ワラ ・ワカ メ

ツ ル ア ラ メ ・ノ コ ギ リ モ ク ・マ

ヤナ ギ モ ク ・ホン ダ ワラ ・アカ

モ ク

ア ラメ ・ノコギ リモク

ツル ア ラ メ ・ホ ンダ ワラ ・ワカ

ジ ョ ロ モ ク ・ホ ン ダ ワ ラ ・ア カ

モ ク ・ワカ メ

ヤ ナ ギモ ク ・ノコギ リモ ク ・マ

メタ ワ ラ ・ホ ンダ ワラ ・ア カモ

ク ・ワカ メ

ヤナギモク

ツル ア ラメ ・ア ラ メ ・ヤ ツマ タ

モ ク ・マメ タ ワ ラ ・ホ ン ダ ワラ
・ワカ メ

4

4

5

5

4

5

5

3

5

2

5

4

5

5

4

5

4

5

3

岩礁 ・岩 ・巨礫

岩 ・巨礫 ・礫

岩礁

岩 ・巨礫

岩 ・巨礫 ・礫

岩礁

巨礫 ・礫

巨礫 ・礫

岩礁

岩礁 ・礫

岩 ・巨礫 ・礫

岩 ・巨礫 ・礫

岩礁

岩礁

岩 ・巨礫 ・礫

巨礫 ・礫

岩 礁 ・岩

岩礁 ・岩

岩 ・巨礫 ・礫
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ii)群 落構造調査

IV区 の飯 田沖(rv-A地 点の近傍)の 潮間帯直下か ら沖合方向に100m(水 深14m)

の測線 を設定 した。測線沿いの植 生を大型海藻優 占種 によ り3区 分 して、各区分 ごと

に任意 に2地 点を選び、lm×1m方 型枠 を用いて群落測定を実施 した。調査結果 を

表38に 示す。 また、群落の垂直分布様式を図65に 示す。

表38海 藻 ・海草群落構造調査結果.(1)IV-A地 点近傍 における海藻被度階級

調査地点番号

離岸距離(m)

水深(m)

基質

群落高(cm)

ア ラメ

ノ コギ リモ ク

アカモ ク

ヤナ ギモク

ホンダワラ

エ ン ドウモ ク

ヤ ツマタモク

ツルモ

ヒ ロ メ

ク ロメ

ウ ミウチ ワ

シマオ ウギ

フク ロノ リ

ア ミヂ グサ

ユ カ リ

キン トキ

ベ ニス ナ ゴ

ソゾ類

ヒラガ ラガラ

カバ ノ リ

フシツナギ

ワツナギ ソウ

ハイテ ングサ

サンゴモ類

無節サンゴモ類

イワノカワ科

11

7.5

4.0

岩礁

70(100)

4

十

十

十

1

十

1

十

4

2

2

20

7.5

岩

60(90)

2

1

十

4

2

3

30

8.5

岩

60(80)

十

2

十

十

1

5

2

4

45

11.0

岩礁

50(60)

1

十

十

十

十

十

十

1

1

十

十

十

十

4

3

5

so

12.0

岩礁

30(50)

1

2

十

2

十

十

十

十

十

十'

4

2

s

80

13.0

岩礁

20(30)

1

十

1

2

1

十

4

3

注:群 落高は 自然高(平 均藻冠高)を 括弧外に、藻長(最 大藻冠高)を 括弧外に しめす。
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図65海 藻群落の垂直分布様式

基点(水 深2m)か ら50m(水 深11m)ま での範囲の底質は起伏のある岩礁で直径1m

前後の岩石(巨 大礫)が 混在 し、それ よ り沖側 では砂質底 が広が り、所 々にやや低い

岩礁露頭 と直径25-100cmの 巨礫が点在 していた。基点か ら25m(水 深7.5m)ま での

範囲はアラメ優 占群落、25mか ら50mま での範囲はノコギ リモク優 占群落、50m以

上ではクロメ優 占群落 とな っていた。大型海藻上層の植被率 は基点か ら20m(水 深7m)

までは50-75%と 大 きいが、 より沖側の群落では25%以 下であった。群落藻冠部の高

さ(自 然高、藻冠高)は アラメでは60-70cm、 ノコギ リモクで50・70cm、 クロメで20-30cm

であった。 下層を占める小型海藻の被度はフクロノリ、 シマオ ウギがそれぞれ局所的

に5%以 上 とやや 目立つが、他 の種は1%以 下 ときわめてわずかであった。最下層の

基質面(基 面層)は 全面が無節石灰藻やイワノカワ科の殻状海藻で被われ ていた。
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また、測線に沿った群落調査 とは別に、アラメ優 占群落域 において測線 を中心に幅

10m、 水深4.5-6.5mの 範囲内で岩礁上に任意の5点 を選び、1m×1m方 型枠を用い

て群落測定 を行 った。調査結果 を表39に 示す。

上層 の大型海藻の平均被度 はア ラメが70%、 ノコギ リモ クが6%、 ヤナギモ クが4%

であった。下層の小型海藻は多 くの種が出現す るが、局所的に 目立つ フクロノ リ、シ

マオ ウギ、キン トキ も平均被度は1。2%と 小 さく、他の種はいずれ も1%以 下と極 めて

わず かであった。最下層(基 面層)は80%以 上が殻状海藻で 占め られ、無節石灰 藻

の平均被度 が70%と 最 も大 きかった。図66に アラメ群落の構造模式 を示す。

表39海 藻 ・海草群落構造調査結果.(2)IV-A地 点におけるアラメ優 占群落の構造

調査地点番号

水深(m)

基質

群落高cm

ア ラ メ

ノ コ ギ リモ ク

ヤナギモク

ワカ メ

ハネモ

シオグサ類

アナアオサ

シマオ ウギ

フ ク ロ ノ リ

キン トキ

ベ ニ ス ナ ゴ

膜状紅藻類

ウスバノリ類

ソゾ類

マ ク サ

ホソバナ ミノハナ

ヒ ビ ロ ウ ド

フシツナギ

ワツナギソウ

トサカモ ドキ類

サンゴモ類

ハイテングサ

イ ソガワラ科

無節サンゴモ類

エツキイワノカワ

イ ワノカワ科

固着動物

裸 面

1

4.5

岩礁

70(100

100/3

十

十

7

1

十

1

十

十

十

70

十

2

十

3

2

5.2

岩礁

70cioo

60/4

3/+

o/+

十

5

2

十

2

十

十

十

十

十

十

十

2

3

70

3

2

2

3

5.5

岩礁

6090

70/2

5/+

20/+

十

十

1

十

十

十

十

2

5

80

5

十

十

1

4

6.2

岩礁

70(100

65/2

20/一1一

0/3

o/+

5

十

5

十

十

十

1

1

十

70

十

2

十

5

6.5

岩礁

60(90

65/4

十

十

十

2

十

2

十

十

十

2

十

65

十

十

十

注:群 落高は自然高(平 均藻冠高)を 括弧外に、藻長(最 大藻冠高)を 括弧外にしめす。被度

は百分率(%)に より、大型海藻については上層(藻 冠部)と 下層(幼 体、付着器)の 値

を示す(上 層被度/下 層被度)。
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図66ア ラメ群落の構造模式

iii)海 藻 ・海草出現種 目録

海藻 ・海草出現種 目録を表40に 示 した。緑藻類8種,褐 藻類42種,紅 藻類58種

の合計108種 の海藻が確認 できた。褐藻類 の中ではホンダワラ科 が16種 と最 も多 く,

次いでア ミジグサ科が8種 であった。また,紅 藻類ではムカデ ノ リ科が8種 と最 も多

かった。

iv)調 査手法への提言

調査海域(藻 場面積)が 広 く底質や植生が複雑な本調査 区域の よ うな場合、短時間

で成果 を上げることはなかなか困難である。特に、優 占種 による群落 区分 を行 う場合、

大面積 を遊泳す ることは実際上困難であ り、また本海域の場合、海面か ら水深10m

を観察す ることは海藻繁茂期 の春季 には不可能であった。おそ らく透明度 のよいサン

ゴ礁域 を除いては水深5mま での観察が限界 と思われ る。水深5m程 度であれば頻繁

に素潜 りを繰 り返 しなが ら調査 を続 けることが可能であろ う。大面積の場合、舟艇に

よる調査員曳航法に素潜 りを加 えることが現実的 と思われ る。
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表40志 々伎湾の主要な海藻・海草出現種リスト

緑藻綱

あおさ目ULVALES

あ おさ科Uvaceae

ボ ウアオノリ 動fθm〃7α ρ加 加`θ5加∂佑

ウスバ アオノリ 動 オθm〃70ηo加 伽z∂

アナアオサ ω圏 ρθ1加5∂

しおぐさ目CLADOPHORALES

うきお りそう科Anadyomenaceae

アミモヨウ ん〃b/o砒 ぴoη力ρoη治〃η

しお ぐさ科Cladophoraceae

アサミドリシオグ サ0伯 φρ加 旧5∂ 舶〃

み る 目CODIALES

み る目Codiaceae

ハ イミルOoo伽 ノηルo∂5〃

クロミルOod死 〃η5〃わ如6μわ5乙〃η

はね も目BRYOPSIDALES

はね も科Bryopsidaceae

ハ ネモ8η^qρ5な ρ〃〃η05∂

褐藻綱

い そが わ ら目RALFSIALES

いそが わ ら科Ralfsiaceae

イソガ ワラ属 の 一種 楠 傍 泊sp.

あみ じぐさ目DICTYOTALES

あみ じぐさ科Dictyotaceae
ヘラヤ ハ ズ0魁 γqρfθ腐 ρm旋 旧

シ・ワヤ ハ ズ0履 γρρfθ腐 〃ηd励 由

アミジグサ0競 γ0翻 砒 加fo〃7∂

フクリンアミジ0〃0ρ 加50舶mα 摺θ

ハ イオオギ 乙o加 ρ加 旧 旧融 即 飴

サ ナダ グサ ρ加 伽 砒 ごγoηoo〃;∂oθα用

ウミウチ ワ ρ旨伽 ∂∂冶o'θ50θη5

シマオ オギZb〃 ∂舶 融5塘 伽 ∂

な が まつも目CHORDARIALES

なが まつ も科Ch。rdariaceae

クロモ 角 ρθηん55角 幽 ん〃o加o

い しげ科lshigeaceae

イシゲ 勧'畑o舶 例 〃ヨθ

イロロ な乃忽θ5加たo治

ういきょうも目DICTYOSIPHOM

こもん ぶくろ科Asperococcaceae

イワヒゲ 弥 θ々 ρ乃γo〃56∂四加

は ばもどき科Punctariaceae

バ バ モドキ1勉 ηo拍廟 伯〃γb伯

か や もの り目SCYTOSIPHONAl

か や もの り科Scytosiphonaceae

フクロノリOo4701η θ〃∠∂5加 〃05∂

カゴメノリ んレ〃oo治 〃〃w50危 訪旧亡α5

カヤ モノリ50γ 加5わ加 ηノb加θ濡∂舶

むちも目CUTLERIALES

む ちも科Cutleriaceae

ケ ベ リグ サ0眈 治〃;∂∂碓ρθ15∂

ヒラムチモ0〃 飽 舶 〃7α痂棚 ∂

こん ぶ 目LAMINARIALES
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ちが い そ科Alariaceae

アオ ワカメ 砺db舶 ρθfθκθη加 ∂

ワカメ 乙〃7d旨舶 ρ加〃∂ε酬 ヨ

ヒロメ 乙〃7db〃曾〃η幽〃b北た5

つるも科Chordaceae

ツルモ α70肋 励"

こんぶ 科Laminariaceae

クロメ 石b為わη屠 為〃ハっ〃7θ

ツルアラメ 丘 〃bη勉5foわ η施旧

アラメ 島 θ〃治b治 γo禽

ひ ば また 目FUCALES

ほ んだ わ ら科Sargassaceae㌧
ジョロモク 脇 卿qρ5治 例囮〃o肋5

フシスジモク5冶 岬5鉗 卿00η ん5㎝7

ホンダ ワラ5冶 ㎎∂55乙〃η1〃ルθ伽m

ヒジキ5姥 ヨ55㎝ ん5施 〃ηθ

イソモク5冶 ㎎355乙〃η乃θ〃7わ伽 物"

アカモク5冶 ㎎ヨ55乙〃η加 〃7θ"

ノコギ リモ ク53岬55αm〃780mo∂,ρ`〃 η

トゲ モク 甜 岬55{〃 η〃廊旧o∂η酌〃η

ヤ ツマタモク53㎎ ヨ55α"ρ∂fθη5

マメタワラ5ヨ ㎎355μ用 ρ伽 脆 摺加

ヤ ナギ モク53岬55㎝ 〃物oん 殆η㎝ssp.ooκ ∂η〃η

ウスバ ノコギ リモ ク 甜 岬55`〃 η5θ〃ヨ酬b加 〃

ヨレモク53㎎ ヨ55ωm5〃4μ ヨ5かum

ウミトラノオ5冶 ㎎ヨ55αmご加 ηbθ卿7

エンドウモク5冶 ㎎ヨ55乙〃ηγθηdb1

ホンダ ワラ属 の 一 種 甜 岬5鉗 切sp.

紅藻綱

うみ ぞ うめ ん 目NEMALIALES

が らが ら科Galaxauraceae

ヒラガラガラG∂ 屠κヨω旧 角必∂拓

フサ ノリ80iη ∂属ヨカρo〃加

ニセフサ ノリ50加 ∂冶o舶 〃7〃旧θ

さんごも 目CORALLINALES

さんごも科 ・C。rallinaceae

カニノテ ノ1ノηρん油∂∂η6qρ5

ウスカワカニノテ ん ηρ隔m∂zoη 謡∂

キブ リモサ ヅキ 幽 〃后 ∂酌o!ε50θη5

ヘ リトリカニノテ11殆 卿 矯 ρoπ〃ηo旧55な5肋 α〃7

無 節 石 灰 藻Mel。besioideae

てんぐさ目GELIDIALES

てん ぐさ科Gelidiaceae
マクサ θθ〃物"θ ㎏ ヨ〃5

ハ イテ ング サ θθ〃ヵ'〃mρ〃5伽 〃7

す ぎの り目GIGARTINALES

なみ いわ た け科Dicranemataceae

ナミイワタケ 肋 ω5〃助 θη碗 た5

りゅうもん そう科Dumontiaceae
ヒビロウド0〃 論θ5〃∂yヨノ;8ρo隔o∂

ふ の り科Endocladiaceae

フクロフノリ αb酒ρρθ〃な 伽o∂ 翻

す ぎ の り科Gigartinaceae

カイノリ0りoη 吻o∂ η酌μ5加加仰 θ♂沙5

む か での り科Halymeniaceae
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マツノリ0θ1ρ ρρθ如b∂痂 な

タンバ ノリ 《翫θfθノb錫ρ泊 θ伽 加 ∂

ム カデ ノリ α寵θノ切ρ泊 励 加∂

サ クラノリG門 ∂fθ蜘 ρ泊 伽偏0∂ 拓

フダラク(弘3fθ ノb塑后 治ηoθo治始

ツワレツリレ(弘 ∂fθわの 后`〃月γ亡〃ηソ

フイリグ サ 舶 加7θ〃泊d物 拓拍

キン トキ1初bη,馳 ∂㎎iμ5加

いば らの り科Hypneaceae

イバラノリ 物o〃 θ∂o乃∂■o北た5

サ イダイバ ラ 物 ρ〃θ∂5∂肋 η∂

つ か さの り科Kallymeniaceae

ネ ザ シノトサ カモ ドキ08〃bρ 加 鵬 ∂謝∂拍

ヤ ツデ ガタトサ カモ ドキ0∂ 伽ρ加 茄5ρ∂〃η∂た

エナシカリメニア 陥 〃1θ η泊5θ55傭'

いわ のか わ 科Peyssonneliaceae

エツキ イワノカワ ρθy350〃ηθ〃∂08ω 脆 旧

イワノカワ属 の 一 種 ρε"50η ηθ〃ヨsp.

おきつ の り科Phyllophoraceae

オ キツノリ 凶加 角肋 ρ5な砺加 〃掬〃ηな

ゆか り科Plocamiaceae

ユ カリ ノ勉)o∂〃頭㎝fθ 〃翫〃旨θ

なみ の はな科Rhizophyllidaceae

ホソバ ナ ミノハ ナ ρb酌b瘤 加 常 θ〃1∂〃η〃

ナミノハ ナ ρo月馳舶 ノ8ρo〃た∂
べ にす なご科Schizymeniaceae

ベニスナ ゴ80ん 勿切θ〃冶d励 ♪4

ぬ らくさ科Sebdeniaceae
『 ヌラクサ5

θ加 ㊨〃冶 船bθ伯拍

お ごの り目GRACILARIALES

お ごの り科Gracibriaceae

シラモ α∂α治瘤 加 燈∂ro∂5加剛5

ツル シラモ(翫 ヨo幽舶o加 κ白

力バ ノリ α ヨo幽舶fθ 虻o"

まさごしば り目RHODYMEMAL【

わ つなぎそう科Champiaceae

ヒラワツナギ ソウ0始 卯 后b配 ∂
・ ワツナギ ソウ 働

∂卯 冶ρ∂几始

フシツナギ 乙o〃7θη伽90∂fθ 〃∂ε∂

:コスジフシツナギ 乙0〃7θ〃拍舶 乃欲od3fθ 〃5∠5

まさご しば り科Rhodymeniaceae

タオ ヤ ギ ソウ α〃γ梛"θ η油 陥 勧 酵

いぎす 目CERAMIALES

いぎす 科Ceramiaceae

エゴノリ03〃 η1ン治鼻7乃01ヨ!桝ρ17∂θ0'ヒわ5

ハ ネイギ ス0θ 旧煽 〃mノ召ρo〃iα〃η

イギス0θm〃 吻m舶 ηobノ

チ リモミジ 陥 励o〃 た幽50乃 加'乞z冶〃∂

だ じあ科Dasyaceae

シマダ ジア 〃厩θm5わ 加 η油ρα勧m

ダ ジモ ドキ 勧 αゴbρヵんmρ 如"05〃m
この は の り科Delesseriaceae

スジ ウス バノリ ん ノ050吻mρo加 θα川切

カギ ウスバ ノリ んm50〃'己〃ημθηαわ5αm

ふ じまつも科Rhodomelaceae.・

ユ ナ(2加 η{伽o旧55加 α〃:5

ミツデ ソゾ ∠∂α"〃o冶o舶 〃7α旧θ
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ハ ネソゾ ∠∂乙〃ε〃o泊ρ加η∂オ∂

ソゾ属 乙θ{爬o泊SPP.

ジヤバ ラノリ 乙θMθ〃b∂ノαη8θ〃η∂ηηめ肋5

キブ リイトグサ1悔05わ 加 舶 ノコρ0η加

コザ ネモ 蝕7ηρ伽oo伯 曲 〃旧励 ∂〃加 肋5
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IVサ ンゴ群集生物調査
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1.は じめ に

平成9年 度に策定 され たサンゴ群集生物調査手法(案)に 基づき平成ll年 度は、沖縄

県竹 富町黒 島及び高知県大月町尻 貝の2ヶ 所のサ ンゴ群集の調査 を行った。以下にその結

果を示す。

2.沖 縄 県 竹 富 町 黒 島

(1)調 査期間

現地調査 を1999年10月14～16日 に行 った。

(2)調 査場所

図67に 示す沖縄県竹富町黒島(石 西礁湖)の サンゴ群集である。

(3)調 査項 目

調査項 目は以下の通 りである。

i)種 組成

ii)全 生サンゴ被度及び死サンゴ被度

iii)サ ンゴ種別被度 、頻度

iv)水 深、基質、植被 、サ ンゴ以外の主な底生生物

(4)調 査方法

(4)一1礁 池

i)調 査区の設定

礁池内の水深1mに 設定 した。

ii)調 査 区の面積

15㎡ とした。50mの 調査線 を設定 し、調査線に沿 って1㎡ のコ ドラー トを3m間

隔で15回 繰 り返すこ とに より得た。

iii)調 査 区での測定

a.位 置:空 中写真画像への記入(透 明フィルム使用)と ともに、GPSに よ り位置を

測定 した。

b.調 査線の設置:任 意 の基点か ら水深や基質が変動 しないよ う、また原則 として

海岸線 に平行 にな るよ うに設定 した。

c.概 観調査:調 査線の周囲 を10分 間遊泳 し、優 占す るサンゴ種、生サンゴ被度 、

オニヒ トデ食害、 白化の有無 などサ ンゴ群集 の概観 を記録 した。

d.コ ドラー ト調査

1)水 深:水 深計に より調査時の水深 を測定 し、時刻、天候 とともに記録 した。

2)基 質類型:コ ドラー ト内で最大の面積 を示す基質で代表 させた。類型は表

46の 通 りとした。

3)全 生サ ンゴ被度:コ ドラー ト内の全生サンゴ被度 を測定 した。

4)死 サ ンゴ被度:コ ドラー ト内の死サンゴ(白 色 あるいは黄褐色 を呈 して、最
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近死 んだ と判断 され る群体)の 被度 を測定 した。

5)出 現サ ンゴ種:コ ドラー ト内に出現す るサンゴ(肉 眼で容易に識別 できる大

き さの群体)を 可能なかぎ り種 レベル で、被度順 に記録 した。

6)サ ンゴ以外の大型底生生物被度:コ ドラー ト内に出現す るサンゴ以外 の大

型表在底生生物のお もな種群名を被度順 に記録 した。

7)植 被率:コ ドラー ト内に出現す る植物のお もな種群名を被度順に記録 した。

8)裸 面率:コ ドラー ト内の基質の うち、肉眼で識別できる生物 に覆 われてい

ない部分の被度 を測定 した。

9)写 真撮影:各 コ ドラー ト毎に写真 を撮影 した。

iv)解 析

撮影 したポジフィル ムをディジタル化 し、パ ソコンに取 り込みCADを 用いてサ

ンゴ被度の測定を行った。

(4)一2礁 縁

i)調 査 区の設定

3m深 及び9m深 に1調 査区ずつ設定 した。

ii)調 査 区の面積

1調 査区15㎡ とした。50mの 調査線 を設定 し、調査線に沿って1㎡ の コ ドラー ト

を3m間 隔で15回 繰 り返す ことに より得た。

iii)調 査 区での測定

礁池 と同様である。

iv)解 析

礁池 と同様 である。
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(5)調 査結果

i)礁 池

調査結果を表41に 示す。調査地点は黒島東岸アナ ドマ リ沖で、礁縁か ら100mほ

ど岸 よりにあ り,外 洋か ら比較的守 られている。 ミ ドリイシ類を中心に,小 型のキク

メイシや ノウサ ンゴ類が分布。 クサ ビライシ類 も観察 された。造礁サンゴ出現種数は

31、 多様度指数2.133。1998年 夏の高水温による白化の影響 を受 けたためか、生サ

ンゴ被度は24.5%と 低 かった。 この うち ミ ドリイ シ類の合計は22.7%。 スギノキ ミ

ドリイ シ勉rρρor∂ 」fbr〃05∂(SDR:95.0)、 ハナガサ ミ ドリイシ匁.刀 ∂5舵∂(SDR:

90.3)が 優 占して出現す る(図68)。

ii)礁 縁

・礁縁3m

調査結果を表42に 示す。 アナ ドマ リ沖の礁縁。黒 島の北東側にあるため,北 風の影

響 を大きく受 ける。・ここも1998年 の高水温による白化の影響 を受 けたが、礁池 より

もその影響は低かったよ うである。クシハダ ミ ドリイ シ働塑ρo畑 ゐ7∂oゴ寵加5が 優 占

す る(SDR:100)礁 縁の特徴 をよく示 しでいた(図68)。 生サンゴ被度53.1%の うち、

ミ ドリイシ類 は合わせて43%で あった。出現種数は礁池 よ りわずかに多く37、 多様

度指数2.295。

・礁縁9m

調査結果 を表43に 示す。 アナ ドマ リの礁縁部、水深3mラ インのす ぐ外側 に調査

点を取る。被度で卓越す る種はな く小型の群体が多数出現するとい う典型的な礁斜面

の特徴 を示 し,出 現種数は80に お よび,多 様度指数は高く3.745を 示 した。生サン

ゴ被度 は21.8%。 ん!bη05∂ が優 占して出現す る(SDR:94.4)(図68)。
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ク帰,ド リイシ ・

Aナカ●サミト.リイシ種

コユヒ●ミドリイシ

名 ヒメマツミト○リィシ

ノリコモンサンコ・

0204060

積算優 占度

積 算 優 占度 上 位5種(黒 島 礁 縁3m)

スキ.ノキミドリィシ

ハナハ0チミト●リィシ種

ハナカ●サミト.リィシ

名 マル加 ノコキケメイシ

ササ.ナミサンコ.

0204060

積 算 優 占度

積 算 優 占 度 上 位5種(黒 島 礁 縁9m)

i

80 100

80 100

葎

名

スキ.ノキミドリイシ

ハナカ●サミト○リィシ

トケ●スキ●ミトφリイシ

ハナハ○チミト◆リイシ

マルツ○ツミドリイシ

020406080

積 算 優 占度

積算優占度上位5種(黒『礁池)

図68積 寡優 占度上位5種

100
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表41黒 島礁池調査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集'No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

99.10.16

黒 島(アナドマリ)

24ｰ,14.981'N

124ｰ,01.671'E

St.3

都県名

礁池

沖縄県

水 深(m)

基 質 類'型

2.65

III

生 サ ン ゴ 被 度(%)

死 サ ン ゴ 被 度(%)

他 動 物 被 度(%)

植 被 率(%)

裸 面 積(%)

平均被度(%)

24.51

o.00

0.01

53.97

21.51

SD

17.803

0.000

0.052

12.905

19.638

種 名

トゲ サンゴ

エタ"コ モンサンコ"

ノリコモンサンコ"

ヒメマツミド リィシ

ムキぐノホミド リィシ

ハナハ"チミト寺リィシ

マルツ"ツミド リイシ

スキ"ノキミド リィシ

オヤユヒ◎ミド リィシ

ツツユピ ミド リィシ

クシハタ.ミド リイシ

イホ◎ユピ ミド リイシ

コエタ.ミド リィシ

ハイマツミド リィシ

ハナカ.サミト◎リィシ

トケ"スキ.ミド リィシ

タチハナカΦサミド リィシ

ウスエタ0ミド リィシ

トカ"リ シコロサンコ。

シワシコロサンコ.

マルクサヒ0ライシ

シタサやラクサビ ライシ

ノコキ"リクサビ ラィシ

アナキッカサンコ9

オオハナカやタサンコ"

マルカメノコキクメイシ

コカメノコキクメイシ

ヒメノウサンコ"

コトケ"キクメイシ

カンホ"クアナサンコ"モド キ

アナサンゴ モド キの 一 種

平均被度(%)

0.04

0.03

0.14

o.07

0.55

2.52

0.74

7.30

o.ao

o.of

0.21

0.10

o.7s

0.40

5.88

3.59

o.os

0.23

0.34

0.02

0.12

o.02

0.01

o.07

0.09

0.01

0.31

0.06

0.50

0.04

0.04

SD

0.113

0.130

0.526

0.258

0.984

6.805

1.849

10.213

0.540

0.052

0.662

0.296

3.021

1.087

9.208

7.192

0.329

0.884

1.317

0.078

0.320

0.056

0.052

0.285

0.345

0.052

0.663

0.229

1.936

0.151

0.079

頻度
13.3

6.7

6.7

6.7

26.7

20.0

33.3

60.0

13.3

6.7

13.3

13.3

6.7

13.3

66.7

40.0

6.7

6.7

6.7

6.7

13.3

13.3

6.7

6.?

6.7

6.?

26.7

6.7

6.7

6.7

20.0

SDR

10.3

5.2

5.9

5.5

23.7

32.3

30.0

95.0

11.4

5.1

11.5

10.7

10.3

12.7

90.3

54.6

5.6

6.6

7.3

5.1

10.8

io.1

5.1

5.5

5.6

5.1

22.1

5.4

8.4

5.3

15.3

多 様 度 指 数
出 現 種 数

2.133

31
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表42 黒島礁縁(3m)調 査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集 No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

99.10.14

黒 島(アナドマの

24ｰ,15',025"N

123ｰ,59',41.5"E

St.1

都 県名.

礁縁

沖縄県

3m

(船の位置 が礁縁3mと 同 じなので 緯度経 度 も同 じ)

水 深 (m)

基 質 類 型

4.00

1

生 サ ン ゴ 被 度(%)

死 サ ン ゴ 被 度(%)

他 動 物 被 度(%)

植 被 率(%)

裸 面 積(%)

平均被度(%)

53.10

1.87

2.28

42.76

o.00

SD

17.327

5.222

3.541

18.037

o.000

種 名

ヒメムカシサンコ。

イホ。ハタφハナヤサイサンコ.
'ノリ

コモンサンコ.

チチ.ミコモンサンコ○

コイホ9ミ ド リイシ

ムキ.ノホミド リイシ

コユヒφミド リイシ

オヤユヒ。ミド リイシ

ツツユヒ"ミド リイシ

クシバク。ミド リィシ

ヌエタ。ミド リイシ

ハナカψサミトψリイシ

トケψスキ。ミド リイシ

タチハナカ◎サミド リイシ

ウスエタ・ミド リイシ

ヒメマツミド リイシ

Acroporasp.

へ.ニハマサンコ『

シワシコロサンコ.

アサ。ミサンコ.

タ.イノウサンコ○

スホ。ミキクメイシ

アラキクメイシ

カメノコキクメイシ

マルカメノコキクメイシ

コカメノコキクメイシ

コモンキクメイシ

ウスチャキクメイシ

ヒメノウサンコ・

シナノウサンコ"

マルキクメイシ

シコロキクメイシ

コトケ◆キクメイシ

リュウキュウキッカサンコ"

スシ.ウミハ.ラ

リュウキュウィホ"サンコ"

カンヒホ◆クアナサンコ"モ ド キ

平均被度(%)

0.01

3.63

1.50

0.33

0.31

o.07

4.44

0.65

0.91

17.83

0.25

8.79

3.72

o.oa

0.63

5.33

o.of

0.30

o.07

0.32

0.05

0.04

0.01

0.10

0.06

0.53

0.34

0.33

o.07

0.47

0.64

o.07

0.23

o.02

0.53

0.40

0.07

SD

0.052

7.320

2.172

1.291

1.107

0.284

5.713

1.334

2.219

13.190

0.851

9.163

8.430

o.072

2.453

7.432

0.026

0.879

0.258

0.635

o.Zo7

0.155

0.052

0.369

0.158

1.097

1.290

1.291

0.284

1.807

1.063

0.258

0.538

o.ogi

2.066

1.549

0.284

頻度

6.?

33.3

60.0

6.7

13.3

6.?

53.3

33.3

20.0

100.0

13.3

66.7

20.0

6.7

6.7

46.7

6.7

20.0

6.7

33.3

6.7

6.7

6.7

6.7

13.3

33.3

13.3

6.7

6.7

6.7

33.3

6.7

26.7

o.a

6.?

6.7

6.?

SDR

3.37

26.86

34.22

4.27

7.53

3.54

39.11

18.49

12.55

100.00

7.36

58.00

20.43

3.39

5.11

38.29

3.35

10.84

3.52

17.56

3.48

3.45

3.37

3.60

6.83

18.16

7.62

4.27

3.54

4.64

18.46

3.52

13.99

o.os

4.83

4.46

3.54

多 様 度 指 数

出 現 種 数

2.295

37
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表43 黒島礁縁(9m)調 査結果

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集 No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

99.10.15

黒 島(アナドマリ)

24ｰ,15',025"N

123ｰ,59',41.5"E

St.2

都県名

礁縁

沖縄県

9m

(船の位置が礁縁3mと 同 じなので,緯 度経度 も同じ)

水 深 (m)

基 質 類 型

9.19

1

コ ドラ ー ト#

生 サ ン ゴ 被 度(%)

死 サ ン ゴ 被 度(%)

他 動 物 被 度(%)

植 被 率(%)

裸 面 積(%)

平均被度(%)

21.77

o.o

3.88

70.50

3.85

SD

12.428

6.083

17.104

9.067

種 名
ムカシサンゴ

ハナヤサィアンコ。

イホ"ハタ"ハナヤサイサンコ◎

トゲ サンゴ

ノリコモンサンコ.

モリスコモンサンコ画

コイホ尋コモンサンコ◎

ヒメイホ.コモンサンコ.

アハ。タコモンサンコ◎

イホΦコモンサンコ○

コモンサンゴ

ハナハ.チミド リイシ

ヤッコミド リィシ

マルツΦツミド リイシ

スキ9ノキミド リィシ

トケ"スキ.ミド リイシ

ツツユヒ.ミド リィシ

クシハタ"ミド リイシ

イホ9ユヒ?ミド リィシ

コエタ。ミド リィシ

ハナカ9サミド リィシ

ウスエタΦミト◎リィシ

ホソ◎エタ0ミド リイシ

Acroporasp.

アナサンゴ

ユヒ"エ タ?ハ マサンコ"

へ"ニ ハマサンコ"

フカアナハマサンコ◎

コフΦハマサンコ0

ハ◎ラオハマサンコ"

クホ"ミ ハマサンコ◎

アミメサンゴ

シワシコロサンコ"

ヒラフキサンコ◎

シワリュウモンサンコ"

リュウモンサンコ舜

トケ"クサビ ライシ

平均被度(%)

0.04

0.14

0.03

0.38

0.37

0.15

0.25

o.07

o.os

o.os

0.01

1.68

o.ss

o.07

2.20

0.40

o.07

0.15

0.02

o.sa

1.26

0.09

0.23

o.07

0.18

0.13

0.41

0.51

0.31

o.02

0.68

0.03

0.19

0.10

0.31

0.17

0.02

SD

0.155

0.393

0.103

0.831

0.981

0.469

0.901

0.258

0.157

0.244

o.oas

3.129

2.924

0.258

2.553

1.495

0.290

0.563

0.077

1.937

2.216

0.361

o.$7s

0.284

0.345

0.491

0.618

1.056

0.444

o.077

2.075

0.119

0.397

0.383

0.829

0.404

o.07a

頻度
6.25

12.5

6.25

31.25

18.75

12.5

12.5

6.25

25

12.5

12.5

31.25

31.25

6.25

50

12.5

6.25

12.5

6.25

12.5

37.5

6.25

6.25

6.25

25

6.25

31.25

25

43.75

6.25

18.75

6.25

18.75

6.25

12.5

25

6.25

SDR

6.4?

14.33

6.16

36.48

25.01

14.57

16.8?

7.07

24.04

12.96

11.26

65.97

47.75

7.07

94.44

20.21

7.26

14.42

6.01

25.17

61.90

7.68

10.71

7.22

26.38

8.44

37.00

33.77

45.89

6.01

32.04

6.28

21.01

7.80

18.26

26.06

5.98
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表'43(つ づ き)

アサ"ミサンコ"

キッカサンゴ

ヒラキッカサンコ"

アナキッカサンコ"

ウスカミサンコ"

ヒメオオトケ"キクメイシ

オオハナカ。タサンコ"

イホ"ハナカ"タサンコ"

ハナカ。タサンコ"

トケ"イホ"サンコ.

ササ◎ナミサンコ"

ネシ0レタハ.ネサンコ◎

スホΦミキクメイシ

アラキクメイシ

アツキクメイシ

ウスチャキクメイシ

キクメイシ

ホシキクメイシ

ハ∋ラバ。ットサンコ。

カメノコキクメイシ

オオカメノコキクメイシ

マルカメノコキクメイシ

ハ.リカメノコキクメイシ

ウネカメノコキクメイシ

ヒラカメノコキクメイシ

ミタ。レカメノコキクメイシ

コカメノコキクメイシ

コモンキクメイシ

ノウサンゴ

シナノウサンコ9

マルキクメイシ

オオマルキクメイシ

タカクキクメイシ

タ。イオウサンコ申

ヒメルリサンコ。

ルリサンゴ

コトケ"キクメイシ

フカトケ◎キクメイシ

オオリュウキュウキッカサンコ"

オオハナサンゴ

ツツスリハψチサンコ9

スリハ9チサンコ"

カンヒホ"クアナサンコΦモド キ

0.01

0.79

o.oi

0.46

0.87

0.05

o.02

0.01

0.13

0.09

0.83

o.07

0.18

0.46

0.04

0.19

0.19

0.11

0.05

0.36

0.03

0.52

0.04

0.08

0.18

0.01

0.46

0.61

o.os

0.04

0.24

0.13

o.02

0.12

0.11

0.26

o.i2

o.os

0.03

0.11

0.03

0.69

0.48

0.052

2.912

0.052

1.793

3.168

o.iai

0.077

0.035

0.293

0.24?

2.097

0.284

0.325

0.996

0.149

0.547

0.435

0.434

0.179

0.945

0.129

0.656

0.155

0.310

0.695

0.052

0.615

1.512

0.310

0.112

0.518

0.485

o.077

0.465

0.413

0.998

0.213

0.224

0.125

0.437

0.103

2.659

1.370

12.5

12.5

6.25

6.25

12.5

6.25

6.25

6.25

18.75

12.5

37.5

6.25

25

25

6.25

18.7s

18.75

6.25

6.25

37.5

6.25

56.25

6.25

6.25

6.25

6.25

43.75

37.5

6.25

12.5

25

12.5

6.25

6.25

6.25

12.5

31.25

12.5

6.25

6.25

6.25

6.25

25

11.41

29.01

5.86

16.09

30.99

6.62

6.01

5.76

19.55

13.08

52.30

7.22

26.42

32.66

6.43

20.89

21.00

8.10

6.60

41.62

6.31

61.82

6.4?

7.38

9.64

5.86

49.32

47.19

7.38

12.02

27.68

13.96

6.01

8.29

7.98

17.13

30.44

12.93

6.29

8.12

6.16

21.18

33.1.7

多 様 度 指 数

出 現 種 数

3.745

80
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4.高 知 県 大 月 町 尻 貝

(1)調 査期 間

現地調査を1999年12.月8～9日 に行った。

(2)調 査場所

図69に 示す高知県大月町尻貝のサ ンゴ群集である。

(3)調 査項 目

調 査項 目は以下の通 りである。

i)種 組成

ii)全 生サンゴ被度及び死サ ンゴ被度

iii)サ ンゴ種別被度、頻度

iv)水 深、基質、植被、サンゴ以外の主な底生生物

(4)調 査方法

非サンゴ礁域にお ける調査法を基に実施 した。

i)調 査区の設 定

2調 査区設定 した。

ii)調 査区の面積

1調 査区15㎡ とした。調査線 に沿って1㎡ のコ ドラー トを15回 繰 り返す ことによ り

得 た。

iii)調 査区での測定

・位 置:1/25 ,000の 地形図 とGPSを 用いて調査 区の位置 出 しをお こな うと共 に空 中写

真画像へ位置 を記入 した。

・調査線の設定:任 意 の基点か ら水深や基質が変動 しない よう
、原則 として海岸線 に

平行にな るよ うに設定 した。基点 と終点及び5mと10mの コ ドラー トに塩 ビパイプ

を海底に固着 させ た。

・概観調査:調 査線 の周囲を10分 間遊泳 し、優 占す るサ ンゴ種、生サンゴ被度、オニ

ヒ トデ食 害、 白化の有無 などサンゴ群集 の概観 を調査 した。

・コ ドラー ト調査

a.水 深:水 深計 により調査時の水深を測定 し、時刻、天候 とともに記録 した。

b.基 質類型:基 質類型表に従い ゴ ドラー ト内で最大の面積 を示す基質で代表 させ

た。

c.全 生サ ンゴ被度:コ ドラー ト内の全生サ ンゴ被度 を測定 した。

d.死 サンゴ被度:コ ドラー ト内の死サ ンゴの被度を測定 した。

e.出 現サンゴ種:コ ドラー ト内に出現するサンゴを可能 なかぎ り種 レベルで、記

録 した。

f.サ ンゴ以外の大型底生生物被度:コ ドラー ト内に出現するサ ンゴ以外の大型表

在底生物にっいては可能 なかぎ り種 レベルで、記録 した。
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g.植 被率:コ ドラー ト内に出現す る出現頻度 の高い植物の種群名 を被度順 に記録

した。

h.裸 面率:コ ドラー ト内の基質の うち、肉眼で識別できる生物に覆われていない

部分の被度 を測定 した。

i.写 真撮影:各 コ ドラー ト毎に写真 による撮影を行 った。

iv)解 析

撮影 したポジフィルムをデ ィジタル化 し、パ ソコンに取 り込みCADを 用いてサ

ンゴ被度 の測定を行 った。

8 胆
灘鱗
鮮ヤ 湿
攣 ・'昌,

平"

m
3000SOOXOOO1500

蟻
灘
麟糠

細3
衡 亀・'巳 。

図69尻 貝 調 査 地 点
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(5)調 査 結果

i)St.1

調 査 結果 を表44に 示 す。内湾 の岸 に近 い岩盤 上 に調 査 区 を取 る。平 均水 深 は2。2m。

岩 盤 上 に キ クメ イ シ類 を 中心 に した小型 の群 体 が ポツ リポ ツ リと着 生 して いた が、 調

査 区に は ミ ドリイ シ類 の 出現 は な か った。出現 種数 は25。 多様 度 指数 は2.723と 高 い。

サ ン ゴ被 度 は23.3%。 月 ∂砿罪 ∂oo沈o蛇 ∂チ ジ ミノ ウサ ン ゴ(SDR:100)、 掬r∫ オθ5

∂わゴノォ∂カ メ ノ コキ クメイ シ(SDR:80.4)、 殆 ガ∂5ρ θo∫05∂キ ク メイ シ(SDR:77.0)

の順 に優 占 して 出現 す る(図70)。

ii)St.2

調 査 結 果 を表45に 示 す。 同 じ湾 内 の少 し外洋 よ りにあ る、 小 さな湾 の前 に広 が る ミ

ドリイ シ群 落 の 中 に調 査 区 を設 定。St.1に 比 べ て少 し水 深 が深 い(平 均水 深2.7m)。

オoropor∂ ゐノ∂oノ寵 加5ク シハ ダ ミ ドリイ シ(SDR:100)、 バ.」fbr〃05∂ ス ギ ノキ ミ ド

リイ シ(SDR:86.0)が 優 占 し、 そ の 間 に キク メイ シや ノ ウサ ン ゴ,ハ マ サ ン ゴ類 の

小 型群 体 が見 られ た(図70)。 テ ー ブル 状 ミ ドリイ シ類 の群 体 内部 には ヒメ シ ロ レイ

シガイ ダマ シの食 害 が 見 られ た。 生 サ ン ゴの被度 は高 い が(69.9%)、 多様 度 指数 は

St.1に 比べ 低 い(1.050)。 出現種 数 は12。

種

名

チチ.ミノウサンコ○

カメノコキクメイシ

キクメイシ

オオカメノコキクメイシ

コ.カクキクメイシ

0 204060

積 算 優 占度

積 算 優 占度 上 位5種(St.1)

80 100

種

名

ウシA9・ミト・リイシ

λキ・ノキミト●りイシ

コシハミドリイシ

コトケ,キケメイシ

ミタ9レゐ'ノコキクメィシ

0 204060

積算優占度

積算優 占度上位5種(St.2)

80 100

図70積 算優 占度上位5種
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表44尻 貝調査結果(St.1)

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

99.12.08

大月町尻貝

32ｰ,47.829'N

132ｰ,42.502'E

St.1

都県名 高知県一
生サンゴ被度(%)

死サンゴ被度(%)

他動物被度(%)

植 被 率(%)

裸 面 率(%)

平均被度(%)

23.3

0.2

5.1

57.6

13.9

SD

13.189

0.522

1.807

17.589

18.432

種 名

イホ。ハタ"ハナヤサイサンコ"

ショウカ"サンコ"

アナサンゴ

へ。ニハマサンコ"

シコロサンゴ

トケ0イホ"サンコ"

キクメイシ

カメノコキクメイシ

オオカメノコキクメイシ

ウネカメノコキクメイシ

ヒメウネカメノコキクメイシ

ミタ"レカメノコキクメイシ

コ"カクキクメイシ

ウスチャキクメイシ

ノウサンゴ

ヒラノウサンコ"

チチ"ミノウサンコ9

シナノウサンコ"

ナカ"レサンコ"

マルキクメイシ

タカクキクメイシ

スホ"ミキクメイシ

ルリサンゴ

コトケ"キクメイシ

キッカサンゴ

多 様 度 指 数

出 現 種 数

平均被度(%)

0.02

o.i

0.1

o.i

1.1

0.4

3.0

4.1

1.7

0.5

0.3

1.3

o.s

0.7

1.1

o.02

4.4

o.s

0.05

o.i

1.1

0.05

o.a

0.8

0.5

2.723

25

SD

0.077

0.180

0.568

0.232

2.491

1.498

7.564

6.867.

3.166

1.669

1.224

3.686

2.281

1.849

4.378

0.075

9.152

3.097

0.181

0.361

2.206

0.185

0.559

1.484

1.889

頻度
6.7

6.7

6.7

6.7

20.0

6.7

33.3

40.0

40.0

13.3

6.7

13.3

33.3

13.3

6.7

6.7

46.7

6.7

6.7

6.7

33.3

6.7

13.3

33.3

6.7

SDR

7.6

8.1

10.2

8.4

35.0

15.3

77.0

80.4

60.2

23.4

13.8

34.4

48.2

24.4

31.1

7.s

100.0

24.1

8.1

9.1

47.8

8.2

17.3

43.8

17.5
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表45尻 貝調査結果(St.2)

調 査 年 月 日

調 査 地 名

群 集No.

調 査 区No.

緯 度

経 度

99.12.09

大月町尻貝

32ｰ,47.827'N

132ｰ,42.563'E

St.2

都府県 高知県

水 深

基 質 類 型

2.?

IV

生 サ ン ゴ 被 度(%)

死 サ ン ゴ 被 度(%)

他 動 物 被 度(%)

植 被 率(%)

裸 面 率(%)

平均被度(%)

69.9

8.9

o.s

18.6

1.8

SD

27.083

13.321

0.948

16.718

4.463

種 名

スキ"ノキミド リィシ

クシハタ"ミド リィシ

ハナカ"サミト"リィシ

コシバ"ミ ド'リィシ

ノ望o■「ρρo■ ヨ5:ρ.2

へ"ニ ハマサンコ"

シコロサンコ"

トケ"イ ホ"サ ンコ" .

ミタ"レカメノコキクメイシ

チチ"ミノウサンコ"

キクメハナカ"ササンコ"

コトケ"キクメイシ

平均被度(%)

30.2

34.1

1.5

1.6

o.i

0.03

0.1

0.1

o.2

0.1

2.0

o.a

SD

37.556

37.495

5.887

3.150

0.180

0.103

0.310

0.258

0.482

0.465

7.774

0.564

頻度

62.5

75.0

6.3

25.0

12.5

12.5

6.3

6.3

12.5

6.3

6.3

12.5

SDR

85.95

100.00

6.39

18.97

8.43

8.37

4.28

4.26

8.59

4.34

7.11

8.65

多 様 度 指 数

出 現 種 数

1.050

12

一282一



・ 融 論ジ艦驚 鞭 『聾瑚 、,

、、一 』翼

罎

騰

写真29 尻 貝St.1

難織懲'灘

ド 語 勲

.・∵ ・'駅 ガ 膀 ・∵ ・ζ糧 ギ1.∴
卦 瀞 、 寿㌦ 噸 儀 誘 隔 壷

豪ズ…菰 継 魏
き

f一駅 『-一一 哩'鷲 黙 ・潮

1∴等毫難 響懲 業欝鑑認

;㌧・灘 ㍉ 」兜 襲 蒐撫1.

ヨ 　'轟愚鰍 零 鞭繋 ぐ ∴ ヂ惑響鯨

♂,
隔!ん避

鴨 撫 熟 遍鋳 ご 、犠 必:llノ轄㌶ 講 慰 弥蓼～ 語 昌 、

撫 鱒 ・※・・㌶〆'惣 磐 嘉 ・躍∵編払灘 磯 ゾ

ら磯蕊 騰}:灘灘 鹸〕講
箒 蟻 嶺 ・煮 圃 磯 ・鰹嫌麟獄蒙 蝋 嬉講

.㌦ 、帆;㌘糠 酸 誌麟 鍔∴1擬 馨 錨

1=驚 ∴ ・べ ∵ 慰 ・黎鱈・膝 凝 鰹 鑑 礎 り・ ・ 灘 蹴 ・『 ぎ寒眺 ∵ 写 警 ご 轟

一臓 耐 甑1二 窺 、 景 講3華一

◇ 薫 匁麿 蝉 轟 輝!薪欝 羅 籍一・㌦
、 ㌦r商 為

㌧ 勘

こ サ か

ヨ サ ら むドを

け,

8

rQ'

構簸一灘講 蘇 講 轡
丸

、磁 蜘 竃 蟹ll葺渉 鞘 歎 轡 賦樋 芦鱗鯉 騨 紘 吻・豹
飼写頬

∴

篠'』

写真30

麹 轟 ・.四 瀞 騨置"・
,藤寧}・ 〆 ド,酔

'酵

　ド ハし ノノみ

艶.も ㌧彦}'論 ∵・ 識 譜 糟 ピ 砺 ・・

口 鱒 餐 ン1華嚇 職

撫晒.ゼ 轡警1㍗7毒釜 ・㌦詳覇 棚 ㌔

尻 貝St.2

繍 緯 鰍趨 饗
1

難 ぬ
・縄 籔睡 翔 ジ

薩

観嚢

・ ・"耀
占ム'1

ミ卯'ウ
_漏_4

一283一



自然環境保全基礎調査

海域自然環境保全基礎調査 重要沿岸域生物調査報告書

平 成12(2000)年3月

環境庁自然保護局 生物多様性センター

〒403-0005山 梨 県富士吉 田市上吉 田剣 丸尾5597-1

電言舌:0555-72-6033EAX:0555-72-6035

業務名 平成11年 度海域 自然環境保 全基 礎調査重要 沿岸 域生物調査 業務

請負者 財団法人 海 中公 園セ ンター

〒105-0002東 京都港区愛宕1丁 目3番1号 三興森ビル7階


